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安く効と要望どおり。
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。 倍 友 金 居

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

大 阪 = 大 阪 市 東 区 北 湛 5 - 15 ( 新住友ピル) 電 ( 220) 5  1  1  1  

東 京= 東京郁千代田区丸町内 1 - 3 - 2  ( 斬住友ピル) 電 { お2) 6 1  1  1  

官軍所= 肺厩・借問・広島 岡山 高位・名古居 富山ー静岡 新 渇 宇 都 宮 仙 台 札幌

東 京 鉄 構 課

お問合せ先 大 阪 鉄 構 課

建 築 材 料 の 高 騰 、 入 手 不 足 に よ る 工 期 の 遅 延 な ど

様 々 な 問 題 を カ 、 か え る 建 築 界。 こ う し た 厳 し い 条

件 の 中 で 、 住 友 は こ れ ま で に 節 材 節 労 を お 約 束 す

る 構 造 部 材 ス ミコラム ( 高層用主柱) 0  H 形 鋼( 主

柱 ・ 梁 材 ) 。 リッ プ 付 軽 量 H 形 鋼 ( 中 低 層 用 主 柱 ) 。

軽 量 H 形 鋼 ( 梁 ・ つ な ぎ 材 ) 等 を 遂 次 生 産 。 お 届

け し て ま い り ま し た 。 そ し て こ の た び 、 建 築 構 造

物 の パ ッ ケ ー ジ 販 売 と し て く ス ミ フ レ ー ムパック〉

な ど を 開 発。 こ れ ら は 住 友 構 造 材 を た く み に 組 合

せ た プ レ ハ ブ 建 築 シ ス テ ム て¥ 現 場 環 境 、 作 業 条

件 を 最 大 限 に 生 か せ る 画 期 的 な も の で す 。 ま た 住

友 で は 工 法 の シ ス テ ム 化 の 面 か ら 高 層 ビ ル の 建 築

設 計 シ ス テ ム くス ミ コ ラ ム & H> を 開 発 。 これは

ス ミ コ ラ ム と H 形 鋼 を 使 用 、 設 計 か ら 施 工 ま で 一

貫 し て コ ン ビ ュ ー タ ー 管 理 の 下 で 進 め ら れ る 最 も

新 しい工 法 シ ス テ ム で す 。



日本建築協会会告

- ぉS宅ぴ 館種の事情により本号発行が大へん遅延いたしましたニとをお綻び申しあげ

ます。 主お、 4 月の催しについて 、〆切日が迫 っておりますので、恐縮ながら早急にお申

込願います。

4 池田市古江浄水場新築工事の見学会

最近の都市周辺の人口増加lの箸しさは地方行政を圧迫し、特に「水」

についての問題は、関係当局の悩みになっております。このたび大

阪府池田市が取り組んでおられる上水道拡張工事の浄水場新築工事

を見る機会を得ました。

「人口地加による水不足の現在、池田市は 54年の目標を立て、第

5 次上水道拡張工事に着工しています。 これは管理上有利なこと、

土地確保の困難から考えられたもので、在来の平面的な浄水場から、

立体的な浄水場になった建物です。今後このような立体浄水場が多

〈建造されることと思います。

浄水場は沈て、ん池、ろ過池、浄水池などの浄水棟と、それをコン

トロールする管理棟が一体化された建物です 。 浄水場が立体化され

たため、各池の漏水が考えられ、これに対する防水工法に問題があ

り、稔々検討しました結果シート防水を採用いたしました。

浄水場の機構と 、 シート防水が見学していただく主要目的と恩わ

れますoJ Ｈ脱ぬ ｒｩｴ ぷ補地図出張所 ・怨 築主任 ・ｊＮｉＮｾ田弘 一氏記Ｉ

今回は池回市役所殿のご厚意と鹿島建設殿の多大のご協力により、

陽春の五月山の側面に、外観は浄水場とは見えないスマートな白霊

の建物を見学することになりました 。 多数ご参加下さい 。

日 時 4 月 14 日 制 集 合13 :  3か→解散16 :  00 

集合場所 阪急屯鉄、宝塚線「池田」駅下車すぐ「池田市役所」前

広場・目標会旗

〔参考 〕阪f t ; ! .i tVII 篠田より、 宝塚行f ，; . 1，行または宝塚行、池111行 持i岨に来 '11 (約 5 分

- 10分1111断て・発 !I ! l →池田駅下 III→ -lft 侮IJJ 干l i ' リの階段を除 。) 、地下道 を左へ抜け

て池上へ: H たところに池凶市役所あり、f!frj長時IHJ 梅田よリ 20- 25分 ¥IVIi 1t 片道120円

採集作の後鹿島建設殿ご従供のマイクロ パス に分来して現地へ参 ります. な お自家

fflJ Iiて・現場へ直行されても結械です. ( ただし下記へ 電話で問合せのこと)

( ill 給' ，l L ，話番サ鹿島建設池H1HHJ<f1r咽727- 52- 5143- 4  )  

員 4 0 名

貸 2 0 0 円

込 往復はがきに限ります。はがきは 1 名に 1 枚限りとし、

氏名 ・勤務先名 ・役 職 . iili 絡屯話番号 ・返信用宛名 ・郵

便番号を記入し、「池田市古江浄水場の見学」と明記の上

4 月 7 日附までに建築協会事業課へ。 ただし定員を超過

したときは抽せんにて決定し、ご通知いたします。

定

. 6-

" D:  

申

工事概要
所 在 地 大 阪 府 池 凹 市 古 江 町160

工 事 名 「池田市第 5 次上水道拡張事業古江浄水場拡張主主設工事J

企 業 者 大 阪 府 池 田 市 水 道 部

設計監理側日本水滋コンサルタント

砲 工 (1)鹿ぬ建設躯体工事、仕上、二次間11電気設備、持降設備、特

株配管設備i

(2)三菱電機 一次IUij¥l L 気設備

(3) 須賀工業 ｬｾ￭ 生、空調設備

綿造概要 (1)管理機 P  C  述、一部 P R C 造 ( R F )  

地下 2 F 、地上 4 F 、軒高 20.800m 

ill 築而検 685 m'  

延 l師 械 4，600m'  

(2)浄水機 P R C 泣

地下 2 F 、地上 4 F 、軒高 20.800m 

ill 築蘭m 1，353m'  

延 面 械 4，357m'  

工 IUI 昭和49年 3 月 1 日→昭和51年 5 月31日

. お宮宅び 前 月 号 ( 2 月号) の会告のうち 、大阪 7 ) レピル見学会の集合時間が記入もれ

のため、会員岳位にご迷惑をおかけいたしました。 ここにお綻び申し 上げます。 事業際

4 なにわのかくれた散歩道を歩く

一 一デ ィ ス カ バ ー 大 阪 ・ そ の 1一一一

若い会員の集いでは、昨年 10月に私達が日頃身近に接していなが

ら見過ごしている歴史的な史跡などを自分遠の足で一つ一つ磁かめ

て大阪を見直おそうという企画をたてました 。当日はあいにくの雨

天でやむをえず中止いたしましたが、このたび前回と同じ内容で大

阪の散歩道を歩いてみようと再び計画いたしました。

討議の宮の昔より現代に至るまで大阪には由緒ある史跡や神社、

寺院が数多く残されていますが、今回はそれらのうちでも大阪城の

南部にある越中井戸、真田山公園、円珠庵をはじめ上町台地に点在す

る高津神社、生国魂神社、愛染堂などを訪れてみようと考えています。

陽春のうららかな午后のひとときを散策をかねて楽しく歩いてみ

ませんか。多数のご参加をお待ちしています。

日 時 4 月10 日 出 雨 天 順 延 ・集 合13 :  30→解散17 :  00 

集合場所 大阪府立青少年会館前 ・目標会旗

( 東区森之 i白西之町 r ｾ 主 」市 立Ｇｪ ＧｪＧ少年教育 センターと ＱＱＱＱ 迎わないようにＩ

ただし、地下鉄 環状線 「森ノ宮 J 駅より中央大過を西へ徒歩 5分 、 左1則。

ゲ ス ト 郷 土 史 家 高 橋 敬 蔵 氏

定 員 3 0名

会 費 3 0 0 円 ( 資料代その他)

行 程 13: 30→ 14 ・15 越中井戸・真因山公図( 休憩)

14 :  30-→15 :  30 円珠庵 ・井原西鶴の墓

近松門左衛門の墓・高津神社( 休惣)

15 :  4か→16 :  30 生国魂神社・愛染堂( 休憩)

16 ・40→ 17 :  00 治水寺 ・増井の清水 ・安居神社→

怨言炎の後、解散

緩解散地の最星野駅 地下鉄「谷町線、四天王寺」

(i主〕 ・雨天の場合は 4 月17 日ωに順延いたします。 ・金行程 徒歩 約 5100・水筒、お

ゃっ膏iなどをご持参下さい. ・参加おi全只に大阪市発行のミニガイド歴史の散歩i丘」

と美しい全行程イラスト地図を& しあげます。

申 込 往復はがきに| 浪ります。はがきは l 名に 1枚限りとし、

氏名 ・勤務先名・連絡屯話番号 ・返信用宛名 ・郵 便 番 号

を記入し「ディスカバー大飯 ・その 1 J と明記の上、 4 月

5 日( 月) までに建築協会事業課へ。 ただし定員を超過した

ときは揃せんにて決定し、ご通知いたします 。

4 通常総会結果報告
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/ 大阪械口¥

城 口 Iilf 平 君 l研 究 所 /

平 城 勧 .Lt ( 柑! 日工業社)

( 建 材 部 門 )

安 迷 恭 芯 ( 浅野スレ ー ト )  

木 下 光 J 1Ht (木下部三百ijJ;1i)

小 山 年 光 君 ( 岡 山 応 JTI)

平 図 作 太 郎 右 (平 田タイル)

寄附金の受領

このたび名誉正曾員白石登喜男氏より事業資金の一部として金一封 の ご寄附を舷

きました。 こきに総 して厚〈御櫨申し 上げます。
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建 築

二L

圃 神 戸 ポ ー ト ア イ ラ ン ド ・ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ

ル ス ク エ ア の 基 本 構 想 ま と ま る 神 戸 市 は 怨 s設

をilli め て い る ポ ー ト ア イ ラ ン ド の 中 心 で あ る 。

インターナショナノレスクエア ( 31ha ) の 土地 利

用 法 本 計 而i をまとめた。この百十凶は、国際性、

情 報 性 、 文 化 性 ゆ た か な f 21世紀の市民のまち』

を 創 造 し 、 人 I:t J 都 市 神 戸 を 推 進 し よ う と す る も

ので、①国際的取引 、交祢紋ｾ ｾ機幾古能 ｅ を充実し、経 Ｑ消丙

.  平 安 神 宮 焼 け る 1 月 6 日午I前拘 31時時半ごろ 仙 報 . 文化の拠. 1 ，1

点都. 阿由崎1なTの '1'- 安担祈神f J P; 完( 三粂笑J必手下白-fai母0) の丙型拠延 ラ ン ド に す る 。 ③ 会 体 が ユ ニ 一 ク な フ 7 ツシヨ

f令守カか、ら出火 。 止点E、 西 本 殿 、 祝3詞司殿、 l内勾 J作F殿、 3主= ン を 俗 成 す る 核 を つ 〈 る 、 の J訂1- 回目傑のもとに、

1，附，1巾!巨1な ど 約 550 m' を焼失した。 水 谷 頴 介 氏 ら 6 人の学議経験者と神戸市開発局、

・関 西 新 空 港 開 査 計 画 決 定 見J f 愉符航空局は 企 画 局 、 経 済 1，，) によって組; 哉された研究会が

大 阪 港 め JiU+l i'I' に|民1119新 空 港 建 設 の J十阿を進め 48年 10 月末より 2 年 2 ヶ 月 を か け 策 定 し た も の。

ているが、 1 月20 日 、 今 後 の 訓 貨 の 進 め 万 ;V，¥j ・神 戸 須 磨 離 宮 公 園 現 代 彫 刻 展 作 品 公 募 グ

倉内容を明らかにした。 昔日市 ｾｉ 閉めなかに新しい彫刻 ｬ のあり方を追求し

計 画 で は 、 以 外l 市村苦労ニの南海屯鉄用地を附リ、 m5回( ビエンナーレ) をむかえた神戸須磨荷量

飢i J [11基地を! i l l ，没。 こ の ほ か に 陸 上 南 北 5 kmの 泉 宵 公 闘 現 代 彫 刻 展 は 、 今 回 、 高11市 に お け る 市 民

佐野市と阪市町にｾｉｩ助局ニヵ所をぷ ｩ 丘、さらに の共同のし、こいの場として、また、コミュニケ

J在地局から 5 km沖 合 に 無 人 鋭 iJtl lt芥を持ち、 I也J e ー ン ョ ン の 場 と し て ま す ま す oll 2 l ! : 性をましつつ

との話し合いがつきしだい" vf工、 7 月ごろから あ る 広 場 ・公 l週・児童遊間・ l E木 道 な ど の 都 市

気象、海象、地点のデータを ｭ めるニ子定。ｓＧＺＺＡＭｉ ｉ Ｚ ｊ のなかで、現代品 ｉ ｾ 刻が来しうる社会的な機

・南 港 に 新 交 通 シ ス テ ム 導 入 計 画 大 阪 市 は 能 を 探 る た め 吋11市 公 図 へ の 従 尖 』 の テ ー 7 で

大 阪 南 港 に 処 設 を 急 い で い る 「 大 阪 市 港 ポ ー ト 作舟z を 公 募 し て い る 。

タウン J で の 新 交 通 シ ス テ ム 導 入 の l制 作 に お 手 。 出 品 作 品 は50cm' 以 内 の 校 !fl で の 応 募 の ほ か 、 周

新 交 通 シ ス テ ム は 、 地 下 鉄 住 之 江 公 附 駅 ( 開 ッ 辺の環境室長制ii に か か る 提 案 を JUI 待し、怨築家、

続 線 ) か ら 南 港 ポ ー ト タ ウ ン 11116 _  7kmi こ 8 駅 を 造闘家などとの共同総請をを倣迎! している。

設 泊 す る も の 。 '111荷は 50- 60 人 来 リ の 地 下 鉄 と な お 、 搬 入 JUI 日は H召初51年 4 月 6 日( 刈 7 日刷。

パ ス と の ιl

'

Jj ll ｾｉＨｊ な来リもの 。 全線高架式の案内 詳 細 は 、 同 展 'IH}i I，，) へ 。

軌道を 1丘公推進でコ・ムタイヤの '111，1付 f コンビュ 〒650 神 戸 市 生 III 区 加 納 町6 - 7 神 戸 市 教 育 委

ータの制御で巡行され、安全性も向くで? 力化さ 只 会 文 化 諜 rmＵ 凶神戸 ｩ ｊＧ ｕ 約機 Ｇ Ｏ ｾｉ ［ 公閤現代彫刻 ｬ

れ た も の 。 なお l I i 工は 52年 J支から 。 Jl 是係 J T E L  ( 078)  331 - 8181  内 線2057

と ネ土
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ニュース 1';( 縞をお送リください，

- 家 協 会 、 公 取 委 勧 告 を 拒 否 日 本 位 築 家 協

会 ( 大 江 宏 会 長 ) は 1 月 14 目 、 昨 年 来 出 さ れ た

公正取引委只会( 高僑俊英委以上え) の勧告につ

い て 、 こ れ に 『 応 諾 し な いa こ と を 回 科 し た 。

公 取 委 の 初j 特 は 、 ① 家 協 会 の 定 め る B投a- j-報 酬 規

定等が ｾｾ Ｚ ｴ 走法八条Ｈ事業者団体の会以への活動

:1111限) に逃反するためこれを排除すること②' ぷ

協会は Ｇｉ ￯Ｍ業者団体に該当するため ｲｲＮｾｉＮ に Ｇｉ ￯Ｍ業者

団 体 崩 を 提 出 す る こ と の こ 点 を 竹 f とする 7 項

目 か ら な る も の で 、 家 協 会 の こ の 回 答 に よ り 、

問 題 は 「審判 J の 場 に 持 ち こ ま れ る こ と に な る

だ ろ う と い わ れ る 。

・大 阪 建 築 士 事 務 所 協 会 第 1 回 世 話 人 会 開 催

さる Ｑ 月 ＲＳ 日、年三位、 ｾ ｉ ｴ ［，ＡＧ［の別なく現行怨築士

法にもとづいて、大阪府下の生ｪｉ［ｾ ｟ｉ ご 白 ｲｾ 務所の新

聞休の設立をめざす、 Ｈω 大阪Ａｩｬｬｾ ｟ｉ Ｚ Ｇ ｲｾ 務所協会

( 仮材、) の ml 回 世 話 人 会 がIlfll Hi された 。 会 で

は、設立題窓、ヰ案、定 ， ｩＩＧＺ 案、 Ｇ Ｑ Ｇ［ 業 ｾｩｬｬｬ 司祭が報告

さ れ た ほ か 、 常 任 世 話 人 会 ( 世 話 人 代 表 、 h'l 水

利 弥 氏 ) を 設 i位、ここで各楽をにつめ、 2 月20

日自ｾ 2 回世話人会を| 計H催、 1(:[ 下 3000余 の 建 築 士

'I¥. f，若所に入会を 11千びかけ、 3 J  119 日設立総会を

Il f. lilli 、 4 月 1 日 よ り ス タ ー ト す る こ と を 申 し あ

わ せ た 。

ｩｾ ￥斗ｴＺ￠ｴＺ￠ｦＺ￠企ｾ￥込企企正￥込企企ＱＺ￠ｦＺ￠ｌ ｨ 樹の話シリーズ・ ＱＹ ｢￠ｾ＠

Cor nus  Fl ori da L  

ノ、ナミズキ

ハ ナ ミ ズ キ は サ ク ラ 頬 や 、 モ ク レ ン 芳i ( はくも

く れ ん 、 こ ぶ し ) な ど と 同 じ よ う に 必 葉 市 木 で

花を鑑1 ' 1 ーする樹木として、公共 ilil 判断水や庭問

水にI f ( 主がられている 。 しかし、その: } ' ，を匁l る

人 は 少 な い。 そ れ は 、 外 来 純 で あ って 我 悶 に 入

って 日 が 浅 く 、 今 ま で あ ま り 使 わ れ て い な か っ

た こ と に よ る も の て' ある 。

こ の 樹 は 、 詳 し く は ア メ リ カ ハ ナ ミ ズ キ と い わ

れ る よ う に 、 ア メ リ カ 原ittf て¥アメリカでは、

ひ ろ く 公 開 や 庭 l咽に用いられ、ヴァージニア州、!

の 州 花 、 ア ト ラ ン タ 市 の 市 イEと し て 好 ま れ 、 並

木に M え ら れ て い る 。 外 来 何 で あ る に も か か わ

みずき科

ているが、| 対内では占い木は見かけない。

イEは 白 色 て' 数cmの 大 き さ て 4 枚のイE弁 は 古 か

らでさており、その中心に小さなイヒがある 。 イE

のつきかたは枝の先端につく日1イEて' 、与の茅 tHし

とともに 4 1 - l の中下旬頃に開花する 。 校 - 1凶に

白い花をつけたさまは、大きな燃が} 寄 っている

! 必さえする。イヒが終っても 、こんもり j交っ た飾I

l彩 は 美 し く 、 秋 の 紅 葉 も す ば ら し い 。 亦 い 突 が

熱すと小ＮｲｾＭｉｊ ＼ ｈ んで食併とする 。 翌年の花の ｦｩｦ

は す で に 9 fl tji に で き 、 冬 の Illl ず っ と 容 を 待 つ

ているようで飽きがある。

生長はｩＡ主〈、品 ｴｲｾＧＺｪ はせいぜい Ｔ Ｍ Ｕ ｭ くらいで

ら ず 、 日 本 IJ ;tJ1l i の「やまぼうし」に人; 変よく似 大木にはならないが、技が細かく、 ｮ 然樹 ｊｦｾ で

て い る こ と か ら 、 我 国 の 風 」ニに よ く マ ッチして、 桜 っ て 美 し く 、 野 定 は 不 安 で あ る 。 乾燥と出身f

公 品 あ る 胤 絡 を 備 え て い る た め 、 今 後 好 ま れ て 臼光に紛〈、下回陰地を好むので、 llil リis しの

多 く 納 え ら れ る で あ ろ う 。 きつい: i ili 袋 IIII の 近 く は 避 け て 、 制 込 地 の 中 に 他

〆、ナミズキはイEの 美 し い み ず き と で も い え る が の 倒 木 と 併 用 し て 梢 殺 す る と よ し 」 こ の 樹 の 良

尖才z では 一 般に Dog wood と呼ばれる 。 これは さが一挙に; t 2 . められたためか使用過剰31味で、

Dogger wood が な ま っ た も の で 、 そ の 樹 の 校 か 生 産 量 が 追 い つ か な い く ら い で あ る 。 他 に イE色

ら ｬ 勾の焼 ＱＱｾ ffl のq ' ，を作ったことによるといわれ の 亦 い ベ ニ バ ナ ハ ナ ミ ズ キ も あ る が ハ ナ ミ ズ キ

て い る 。 ま た 、 防 皮 の 成 分 が 解 熱 に 安1J 米あり、 に比べてすべての点て寸 ｬｾ 抗力が紛い 。

キ ニ ー ネ の 代mにされたり、 JH汁 を 犬 の 皮 l削丙 やまぼうしは近古農地万でも奥山に入札ぱ向生し

治療に j羽いられるのて'Do d wood の才zが生じたと て い る が 、 必t汚物が少ないので使用しにくし、 。

も い わ れ て い る 。いずれにしても、ド y グウ ッド 花 も 白 色 で ハ ナ ミ ズ キ と 全 く よ く 似 た 性 絡 を そ

す な わ ち 犬 の 樹 と で も 覚 え れ ば 忘 れ な い だ ろ う 。 な え て お り 区 別 が つ き に く い 。 泉 北 ニ ュ ー タ ウ

こ の 樹 が 日 本 に 入 っ て き た の は 、 明 治 末 期 に サ ン や 平 城 ニ ι ー タ ウ ン の 絞 道 や i主隙まわりには、

ク ラ を ア メ リ カ へ 贈 った 返 礼 と し て 、 大 正 初 め ノ、ナミズキとやまぼうしが多〈航えられている

に 点 点 へ11明 ら れ て き た の が は じ ま り と い わ れ て の で 予 に と ってみられると関白いだろう。

いる 。 以 来 * 京 で は 育 苗 さ れ て 公 開 に M え ら れ ( 鈴鹿記)

f  

..， 
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凸 版 印 刷 福 崎 工 場

管 理 棟

建 築 面 積 1，159 . 02
m

'  

延 面 積 1，295. 69
m

'  

敷 地 面 積 31 ，954 .  16 m'  ( 特印 工場 共 )

構 造 規 模 R C造 平 家 建 一 部 2 階 建

工 期 昭 和49年 5 月 一 11 月

特 印 工 場

建 築 面 積 3 ，887 .  Q8 m'  

延 面 積 3 ，6 8 9 . 9 m'  

構 造 規 模 S RC造 平 家 建

工 期 昭 和49年 5 月 一 11月

紙 カ ッ プ工 場

建 築 面積 1，2 52 . 67
m

'  

延 面 積 1，958 .4 8
m

'  

敷 地面 積 6 ，195 . 96 m'  

構 造 規 模 1  F  RC造、 2 F  S 造

工 期 昭 和48年 12月 ~昭 和 5 1年 l 月

金 属 チ ュ ー ブ 工 場

建 築面 積 2 ， 13 1. 27 m'  

延 面 積 2 ，3 2 6 . 34  m'  

敷 地 面 積 23 ，6 2 8 . 7 8m'

僧 造 規 模 S 造 平 家 建 、 一 部 2 階 建 、一 部RC造

工 期 昭 和50年 2 月 - 9 月

兵庫県神崎 mi 神的IUT酉治日航J也l互稲山市工業団地

設 計 監 理 日 本 総 合 建築 事 務所

施 工 丸 紅 安 藤 建 設 大 阪 支 庖

_J 2⑤ 

配 置図 1  :  4800 3  



凸 版 印 刷 福 崎 工 場

設 計 監 理 日 本 総 合 建 築 事 務 所

施 工 丸 紅 安 藤 建 設 大 阪 支l吉

凸 版 印 刷 K K 福 崎 工場 建 築 計画 に就て
か ら 示 さ れ た 内谷 は 「 産 業 資材 関係 の 特 殊加

工 物 の 工 場 製 品 と し て - 1主体制l を 作 リ 、 将 来

凸 版 印 刷 K K から 福 山奇工業団地 進 出 に 伴 い そ 伸 び 率 の 高 い 品種を対象として、 徹 底 し た 合

の建 築総 合 計 画 を 依頼 さ れ た の は 昭和 48年 の 理 化 工 場 を 理 想 と す る 計 画」 と い う こ と で あ

6 月 で あった 。 福 崎 工 業 団地 は 中 国 縦賞 自 動 った。

車 道 の 福 崎 イ ンターチェンジの傍に位遣し、

姫 路市 の 北 15kmの と こ ろ に あ る 。 凸 版 印 刷 の

用 地 は 工 業団 地の一 番奥 の三 区 画 で 、 緑 の 山

が迫 リ 、 団 地 内 でも 最 高 所 を 占め ているので、

東 面 は明 る く ひ ら け て 速 い街 並 と山 の 眺 望 が

美しし、。

止じの敷 地 での建 設 計 画 の 趣 旨 と し て 凸 版印 刷

わ れ わ れ の組 ん だ 設 計 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム の 、

こ の 工 場 併 の 総 合 計 画 で は 、 次 の よ う な 点 を

設 計 の 基 本 条 件 と し た 。

1  . 周 囲 の 斗J の緑 と、 上 リ 勾 配の 取付 道 路 、

三 つ の敷 地の か か わ り合 い の 中 で 、 建 築

群 の1! fl U取、 !l{fO散 と周辺の風 設との制手口を

百十ること 。



2  用 地 の 敷 地 面 積 に 対 す る 法 面 積 の 比 が 大

き い の で 、 使 い う る 平 地 部 分 の 活 用 を 最

大 |浪 に 計 る こ と 。

ＳＮ 二 三 区画の用地問 ｬ の ｼ 則違を人と ｾ ｉｉ の到 ｊ 線と

し て 有 機 的 に 結 び つ け 、 パ ワ ー 、 汚 水 処

J! ll などをできる| 浪り集約すること 。

4  食 品 容 器 生 産 の 工 場 な の で | 功 座 、 防 虫 等

に 留 意 し 、 内 外 装 と も 清 潔 な イ メ ー ジ を

持 つ 材 質 、 色 調 を 巡 ぶ こ と 。

こ の 械 な 主 旨 を 生 か す べ 〈 、48年 7 月 か ら 紙

カ y プ工場を、 48年 11 FJ か ら 特 印 工 場 を 、49

ら プ ラ ス チ ッ ク 工 場 を 相 つ い で 計 画 し 、 現 在

工 事 中 の プ ラ ス チ ッ ク 工 場 を l徐 き 、 い づ れ も

50年 6 月 迄 に 竣 工 し た 。

こ れ ら の建 築 群 の 中 で 特 典 な も の と し て は 特

印 工 場 が 挙 げ ら れ よ う 。 探 挽 性 ガ ス を 含 む 排

気 と 、 そ れ に 見 合 う 大 風i誌の給気ダク ト、 法

的 に 無 窓 の 工 場 と な る た め に 設 置 し た 俳 優 ダ

ク ト 、 こ れ ら の ダ ク ト を 建 物 の 断 面 と し て は

両側11 の 軒 ま わ り と 線 ま わ り 11日地 中 ダク トで 処

理 し た。 大 型 製 造 機 株 の 設 置 と 資 材 通 路 を 硲

保 す る た め に 、 将 米 上 司 自 の た め の 屋 線 版l WI説

年 8 FJ か ら 令 属 チ ュ ー プ工場を、 50年 10月 か 1  t  / 1げという条例二を抱えながら 9 m X 6 m

の ラ ー メ ン と し た 。 ま た 梁 と 屋 桜 版 、 軒 ま わ

りダクトを P C化 し て 工 期 の 短 縮 を 計 っ た。

こ の よ う な 設イiHi 、tw/. 造計画に基づし、た 此 の 建

物 は 造 形 的 に は ユ ニ ー ク な も の と な っ た 。

操 業 を 開 始 し て 工 場 が 生 き て 使 わ れ て い る の

を見ると微ぴを禁じ仰なし、。 凸 版 印 刷 K K本

社 、 海 老 江 工 場 、 伊 丹 工 場 の 各 担 当 の 方 々 の

f制l媛 助 と 御 指 導 に よ っ て 此 の 計 画 を ま と め 得

られたものと! 謀議t し て い ま す。

中 山悦 朗 / 日 本 総 合 建 築 事 務 所



凸 版 印 刷 福 崎 工 場

管J ' H地 主l刻

管 内 胤 西 而 デ ィ テ ー ル

管理隙 1m州国

管理仰を特印工場よリみる

管 理 線 南 側 面 と詩備室をみる

管内十点正 I師全景

金属チ ュー 7 工場 南 側 正 面

全i:t ( 航;宅写 真)
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日本建築協会法規 委員会

ー ナ

1 0 1  

1'e 't.f. などの投仙をおけちしてお ')ま 1

国土利 用 計 画 法 の 運 用 と 今 後 の 課 題

1. は じめ に

'‘  

117:i和47 、48年 の2年 1111にわたって 30% をを越える

日 騰 を続けてきた 地 価 狂 乱 も、 49年 に 入 っ て 下

焔傾向をみせて、住宅地の地1illi の推移は1寸前年

比 で50年 1 J J  8. 9 % の 下 様 、51年 l !-:l 0. 7 % の

微mとほぼ徽泣い状態に i:t ，' f I ' 化した 。

この49 、50年 の Idij 年 に わ た る 地1i Hi の下泌沈1'f! 1十化

は 、 こ の UII の il'i1' i 者物 fuli 指 数 が10% を越 え る 上

昇率であったことを合わせて巧えれば、実質的

には相当の下必であ ったと巧・えられる 。

こうした jl!!. 1illi -f {i高の第ー の.1'11¥111は 、 政 府 の 総'Ji

苦HIJ Ji IIII策 と り わ け 金 融 'J 1き締めと、不況の以j盆

であり、これに第二の型山として 49年 6 }-J 25 [ 1  

に公布、 12J Ｑ Ｒ Ｔ 日から地行されたい ｬ 土手 ｉｊｭｾｉ Ｂｬ ｬｬ￭ｪ

法による土地取引規制汁lfi 丘、また 49年 4 }-I から

実施さt L た土地Jft 波 諜 脱 の 強 化f J 1i Eqーによるゴコ

I也取 IJ I  JJ;: l l-J' i が不利 になったことである 。

このような土地価絡め下併のー 1]; 1となった 11¥1 仁

利 用 計 画 法 ( 以下法という 。) は、地価の安定と

適正な土地平II)TJ の峨保を辿じて、 1以られた fti J t，(

である凶土の総令 (I(J か つ m1i j ( I(J な利J 1 1 を図るこ

とを目的としてH i ll定されたものである 。 ( 法 1

条、 11条)

法 l泡行後 l 年余を経ているので、その内谷は、

す で に ご If<.. 知lのことと思うが、概略を説明する

とともにその運用状況と今後の沫組について以

下述べることにする 。

住宅地の地価変動率の推移と消費者物価指数の動き

47.1 .1 48 . 1  .  1  49.1 .1 50. 1. 1 51 . 1  .1 

対前年比 対前年比 対前年比 対前年比 対前年比

%  %  %  %  %  

東 京 圏 15.1 35.9 35.4 6 11.5 0. 6 

大 阪 圏 14.9 30.1 31.8 6  9.3 0.4  

名 古 屋 匝 14.6  30. 1  29.0 企 8.8 0.4 

大都市圏肘 15.6 33.7 33.9 6 10.4 0. 5 

地 方 都 市 11. 0  28.6 43.5 6  7.5 1.0 

全 国 計 14.8 33.3 34. 7  6  8.9 0.7 

消価費指 者

107.8 114.5 141.0 165.5 177.2 

物 数

%  %  %  %  %  

上下陸位 4対" 前事年=比10 3.8 6.2 23.1 17.4 7. 1  

注 1 .1也Ji r. lldil 立、 IIH47、48年は人 1150万以上のf . 11，Ji、 II/{

49 .50年は人仁130万人以上の r. lldi 、昭51年は以) ' j ' 所

住地お よび人 1125万人以上のr.! 1市である。

2  iYi'! ' i 将物価指数の51. I. li 制は、附50，12. 1成品の数

' ( " である.

2  国 土 利 用 計 画 の 策 定 と 諸計 画 の 体系 化

国 土手IJ JTJ 計 Illij は 、 国 土 の 総 令 (I(Jかつ計間的な 利

用にｼ刻する長期 ｉ ｾ 本計画として策定されるもの

で、それぞれ計画区域に従 って 、全国計問、 nll

道府県計画、市町村計画がある ( 法 4 条)

園 生手11m 計両が策定されると、同土利用計同を

fJl .. ，'. ( として、 U<I、r. J 1道府県、 1!i IIl T村の名段階て。

の |玉|土の fl J HJ に|具l する諸計 fllli が体系化され、 か

っ一体 (I(Jilli 川 を図 ることとされた 。 これによ っ

て、従米から 11占l々に策定、五I Ur J されがちであ っ

た 計l同行政が、あらためて、匝l土の利用に| 則す

る施策の '1' に{ 立 ii1付けされることになった 。( 法

6 条)

1] ，1ニiニ利J rJ ，j I'fl lij の 全 国 計fl ll i は、 自IlillJ(.f りよ青li ll 可およ

び土地利J r J J，H，: a  Ｑ ＢＱ Ｑ 町 の ｬｾ Ｂｪ＾Ｚとなる誌 ｬＧｦｩｬ ｉ￮として早

急. に策定する必要があるので、それぞれ都道府

県 計fllij ( 52年 3 月策定 ) 、 Ili lllT村 計 画 ( 53年 3 H

策定 Ｉの 策定 さ れた時点 で 、 ｾＱ ＱＮ ＺｵＮＺ，品 ｊＡＧｩｦ を図るこ

とを ｬ￬￭ｪＮｖ ｾ として、長 ｊｾｉｉ 民盟 Ｈ ｉ Ｇ ｌｪ ｊ 符 Ｒ ＰＰＰ 年 Ｉをふ

まえ 、IIfl 利60年を目線年次として、 51年 3 JJ ま

でに策定される イ' 定であり、 さき にそ の ぷ 後 が

発表された 。 ( 51年 1 月 9 日発表 )

Ｑ｝ ， Ｑ 土平 ｉ ｊ 川計 ｦｬｬｩｪ において定められる計ｦＡＱｉｩ ｾ ｪＺ Ｚ ｭ は、

a .  Ｑ Ｑ＼ Ｑ 土 の 利 Ｉｔ ｉ に ｼ 刻するＩｾＭＱＧ［椛 Ｑｊ ｊ 、 ｢Ｎ 1宝|土 の

平IJ flJ H (1サに応じた区分ごとの規肢の目撚および

そ の 地 域)J f ] の概要、 c . b の ιI' ; mを達成するた

めに必裂な Jlfi 丘、と規定されている 。 (施 行 令

1 条)

ところで、 Ii . E 米の地域計 fl lij に|品l す る 法 ilil lは、日行

相 25年 に ill f] A された悶土総令1m発法を法本法と

して、多数の地域| 摘発| 某J A法が制定されてきた

が 、凶上の fll Hl IJfl 発がi . ! 主むに つれて 、新たに公

主 ・n然fIi 抗 の 破 壊さ専の 問題、さらには土地平1I

m の i l Ui L 、j l!!. 11H i の向精等の間経j などが生じてき

た。

こうした訪問題に対応して、土地利用計画の作

成、計 fllij の体系化、土地利用規制! など総合的に

土 地 利 用 と い う も の を 礼 l立すため、国土手II Jt J ，j l' 

IIJ l i $がillll 定された の で あ る が、さきに発表され

た全l J i J . i I 凶II ( ぷ案) をはじめとして、これから

同法に ｊ ，ｾづき策定される名経の計画が点に同法

国土利用計画の体系化

ha lこ、毛地は人口、世術数の JV': Jm、都市化の進展、

工 業 生 産 のWIi JII に対応するため 37J J ha 増 の 112

万ha に、道路、水面、河 川等 は 、 良 好 な 生 活 基

盤等の強制H、水資源開発等のため 26万ha Ji'iの2 29

万ha に、一万これらの用地 確 保 の た め 、 森 林、

原野は71万ha 削減とされ、(3) これを達成するた

めの知世としては 、国土利用 計 画 法 お よ びこれ

に| 期述する土地利用除i係法の適切な運用によ り、

土 地利用 の 計l面的な剥重量を推進し 、適 正 な 土地

平11用 の確保と地価の安定化を図るとともに 地域

経 備 施 策 の 推 進 、 土 地利用に係る環境の保全、

土 地利用転換の適正化および有効利 用 の 促 進 等

があげられている 。

この 紫 家 そのものは総論的にさして問題はない

と思われるが、ただ計画目標の達成となると、

今後の経済情勢の厳しい見泊しの 中 で 、一 方 で

環境の保全総怖を図りながら良好な生活基古誌が

陥保 で き る か 問題であろう 。 とくに、 J込用地 に

ついて、全体として 12T; haI'( : となるも、 三 大 布11

111図 の1'll良 J::I: j l!!. 12J J ha を宅地に転用して 、食 H，i

自給率の l向上ができるか、あるいは今後 、 都道

府県吉 I'jillj および市町村計画が策定されるが、 利

用 区 分iJf] の 而村i をどのように配分するか 、 また

土 地利問 J，H 王計画において共体的線引 きをどう

明示 す るかとい った点が、今後の問題点である

といえる 。

いずれにしても、こうした 問題 点 を 解 決 す る た

めには、i ，J ; 1をはじめ、各地方公共団体等におい

ては 、いたずらにセクシ ョナ リズムにとらわれ

ることなく、法制定の J)，( 点に戻って、法運用に

ついての協力が今後一階望まれるところである。

( つづく)
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47年 60年

構成比% 三大都市圏 地 方 圏

47年 60年 47年 60:年 47年 60:年

農 周 地 599  611  15.9  16.2  75  63  524  548  

.. i也 573 585 15. 2 15.5  74 62 499 523 

採草放牧地 26 26  0.7 日7 25 25 

森 キヰ 2，523  2，482 66. 9 65. 7  209 206 2，314 2，276 

原 野 56 26  1，5  0. 7 55 25 

水面，叩11. 水路 11 2  11 7  2.9 3.1 14 15  98 102 

道 路 91  112  2.4  3.0  16 18 75 94  

宅 地 111 148  2. 9 3.9  36  49 75 99 

住 宅 地 88 114 2，3  3.0  28  37 60 77 

工 場 用 地 13 20  0.3  0. 5 5  7  8  13 

事務所、底

10 14 0.3 0.4  3  5  7  9  

舗等の宅地

そ (f) 他 282 282 7.5  7.4  40 40 242  242  

合 言十 3，774  3，778 100.0  100.0 39 1  392  3，383 3，386 

市 街 t也 64 116 33  57 31  59 

挫 築 と社 会/ 1976年 3 月号 7  
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マスチッヲヲ1 : 1 - 9:.1ヲ“

耐 久 性 のす ぐ れ た 防湿床 材

特 長

1  耐久性 : 耐久性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低〈、ホコリなど生じない。

3  すベり抵: i 克性: すべり十正抗. ，性にすぐれている 。

4  復元性 : 弾性があり、万一亀裂ができても使用している間に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても、コンクリート、金属 、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

J 園、@

FLl NTKOTE 

、園〆

フリントコートについてのお問合せは下記へ

。
ｪ 械式会 ｦｦｩ￭ シェル厄 ｾ￦～ 版発売所
7 -..1 ｾｉＭ :I: -": I - 施工販売部

大 阪 -!!!>532 大 阪 市淀 川 区 西 中 島 2 丁 目 11 番 30号 室ｾ Ｈ Ｐ Ｖ Ｉ 303 ー 713 1

東 京 ⑮104 東 京 都 中央 区 宝 田T2了目 4番 地( 第 2ぬ り 彦 ピル 3階 ) f i ( 0 3)  562 - 4646  

名 古屋 . m 46 1 名 古屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日 本 橋 ピ ル4 階 ) f i ( 05 2 ) 93 1  - 8537 

広 島 ⑮730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 西 林 ピ ル 3 階 ) f i ( 0822) 21 ー 1224

福 岡 ⑮ 8 10 福 岡 市 中央 区 舞 鶴 1 ー l ー 5 ( 舞 鶴 ピ ル 3 階 ) n ( 092 )  77 - 196 1  

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  



旧 ハ ン タ ー 住 宅

明治砲Ａｾ器研究会 武 本 正 男

ヱf 公 聞 を )p' 、て行くと旧ハンタ一正11が 比 えた 。

そ れ は 大 き な 怨 物 で あ り 外 国 へ で も 米 た よ う で

あ っ た。

この建物は、 神 戸 に 現 存 す る 浪 人 館 の な か で は

i比大 の 規 棋 を も つ も の で 、 明 治22年 ご ろ に 建 て

ら れ た も の で 、 構 造 は 、 木ft 煉 瓦 造 2 1; 許桂、 E員

似 は ヤ拝隙造であ っ た。

官民の ilij には、 lム ぴ ろ と し た 底 が あ り そ こ に は 大

き な 池 が あ った。 玄 関 を 入 る と 、 北 fII l) の 中廊 下

に 出 た 。 そこはi ¥1 j : 日昔くあまりよい会t ヵe しなか っ

た。 でも、南側1) に l出 ると j五絃がつづき、 ー 而 に

ガラス: 容があり明るくすがすがしか っ た。 しか

し、 室 が廊下と廊下のr . 1I に あ り 少 し 薄 暗 い よ う

な 気 が し た 。 で も 、 ほ と ん ど の 妥 に は マ ン ト ル

ピー ス が あ り 、 そ の デ ザ イ ン は さ ま ぎ ま で 、 と

て も す ば ら し か っ た。

ま た 、 西 洋 建 築 独 特 の 装 飾 品 、 造 作 な ど た く さ

ん見ることも出来た 。 Ｒ 附に上がる途 ｲ ｬ Ｇ の ｾￎ ｦｬ り

坊の上には、 J レキスサンスの H寺代に多か っ たス

テンドグラスがありとても印象に Ｙｾ っ ている 。

しかし、ヰヒ1 f t 1) にあるため担I( く よ う な こ と も な か

っ たし、 1: 皆I止も薄暗か っ た の が 少 し ざ ん ね ん で

あ っ た。 21冶 の ベ ラ ン ダ に は モ ル タ ル と は 巡 っ

て 、銅中反が敷いてあり、 l lr く さ び つ い て い た 。

そ れ を 見 る と 、 こ の 建 物 が 背 か らあ る こ と が わ

かる 。 外 に l出て見ると、広紋のを. の下の l:. ! が 取

り は ず せ る よ う に な っ て お り 、 季 節 に 応 じ て 取

り は ず せ る の だ な あ と 感 心 し た 。 上 を 見 上 げ る

と 、 換 気 口 が あ り 、 そ の 換 気 口 一 つ一 つ に し て

も 、 い ろ い ろ と *" I，X，ラな十共』裁がみられとてもたの

しカ、 っ た。

見学を終えて、 ・今 夏 のよう 明 治洋風怨g j J ; の潔11.，'1

ら し さ に 胸 を 打 っ た。 こ れ か ら も こ の よ う に 広

〈 人 々 に 文 化財 を 開 放 し て 、 埋 も れ た 文 化 財 で

はなくて、生きた文 化ｊＱｾ として活 用 してほしい

ものである 。

概 要

住 所ー 神 戸 市 灘 区 王 子町 3 丁 目王 子 公 邸l内

設 計一 不 明

桃 i主ー 木幸l' 煉 瓦 造 2 1，皆挫

線 式一 英 国 ジ ョ ー ジ ア ン Jil¥¥を 加 味 し た コ ロ ニ ア

ノレスタイ J レ

1nil 考 ー移 築 保 存。 昭 和41年 文 化 財 指 定。

企 旧 ハ ン タ ー 邸 ( 明 拍22年 明 ) ( 写 真 健 供 : 1則 敏 治)

読者の頁

火

間

n
ソ残

品

の性

る

方

み

地

良奈都京

京都 東 山 - fii にfiT とな っ て-illiな っ てい る寺 院1作。

それらは緑の木立の ｈ｜ｉ にひ っ そりと Ｎｾｉｾ " 、瓦ffi H{

を 見 せ な が ら 生 き 続 け て き た 。 こ の 地 区 に 代 表

さ れ る よ う な 京 行11の 師Tのも っ て い る 魅 力 と い う

ものに対してもう 一 度考察をしてみたし、。 古 代

の都 、 そ し て 日 本 文 化 の 源 と し て の も の の 把 え

方 が 人 身 に 対 し て 「ノ ス タ ル ジ ヤ 」 と し て 強 〈

i動 き か け て い る と 言 っ た砲でのみ干巴えていたの

では 、今 目 的 意 義 を 見 い 出 す こ と が 出 来 な い の

で は な い だ ろ う か。

現 代 文 化 と い う も の の 中 に 、 大 き な 支 柱 が な く

そ れ 故 泌 沌 と し て い る 今 回 、 京 都 、 奈 良 の も っ

て い る 空 間 的意 義 と い う も の を 考 え て い っ てみ

たい 。 東 京 、 大 阪 に 代 表 さ れ る 現 代 都 市 、 そ し

て 新 幹 線 に 代 表 さ れ て い る 現 代 庶 民 性 文 化の均

質 化 等 に 対 し て 現 代 文 化 の も っ ている混沌的意.

筏と、京高11 ・奈 良 の も っ ている 「ノ ス タ ル ジ ヤ J

的134我 と の 係 わ り 令 い を 深 し 出 し て ゆ く こ と が 、

現 代 文 化 の 未 来 化へ の つ な が り に な る の で は な

いだろうかと，思う 。

京 都 と い う 有11は 江戸 H寺代になり、 7;l" と権 力 の 両

方 を 一 度に欠い、康弘: の主役からは| 操りざるを

え な か っ た。 そ う し た 中 で 誇 り 向 か か っ た 市 民

の 生 き て ゆ く 道 は 、 京 文化 と い う も の の 優 越 性

が 唯一 の も の で あ っ たであろう 。 11寺代 の 主 流 を

Ｇｦ ［ Ｚ ［ に歩いていた者が、傍流に ｾＱ ｪＱ しやられ ＧｬＮ ｾ［ と権

力の ｉｾｩｪ ) ] を失 っ て し ま う と い う 悲 劇 性 の 中 から

人 々 は 力 強 く 立 ち 上 り 、 貧 困 ゆ え の 貧 困 性 を 2

流とした文化を自 ＱＩ り 上 げてしま っ た 。 主［ ｾ も 権力

も 保 持 し て い た 時 め 文 化 的 な 面 の 中 か ら 、 自 ら

らの 「7?i 」 でも っ て し て 保 持で き る も の を 取 り

出 し 、 そ れ を 向 上 さ せ る と い う 方 向 に 白 か ら を

向 け た の で あ ろ う 。

たとえば、「京料理J の 一 流 と 呼 ば れ て い の も の

は 自 然 の 1' 1' か ら取る 予 の 出来る、 一 胞 の タ ダ の

ようなものに対して、 何 と か い ろ い ろ と 手 を 加

え他 の 人 々 に い か に う ま く 見 せ る か と い う こ と

の よ う に 比 え る 。 そ の一 流 と い う 名 は 年WIの 入

っ た人 nnの 手間1' ( な の で あ る 。 最 高 のネ タに記t

z'Eの 料 理 人 の 手 を 加 えるという「外 国料浬lJ な ど

とは 典な っ た所にこ の こ の 京料辺1はあるよ うで 、

京 都 という 町 は こ の よ う に i T しさの 中 で 心 泣 か

に 生 き 続 け て ゆ こ う と い う 人 f:n性 を 大 切 に し て

い る 而 が あ る 。 それは日本的企業1 : 11乎べ る か ど

う か わ か り ま せ ん が 、 家 内 工 業 的 な 手 法の 中 で

紛l 々と、しかも般強〈自分遼の「もの」を頑闘に

守り通そうというｾＺ織のようなものを考じる。

し か し 、 そ れ も い つ か は 町 並 と か 空 間 と か 言 っ

た 面 か ら 崩 さ れ て ゆ く で あ ろ う 。 京 都 の 岡T並 は

多 く の 「 建 物 J の1洋 の 中 で 生 き て い て 始 め て 成

立 し て い る も の で あ っ て 、 単 位 空 間 と し て は 非

'I日に 弱 い も の で あ る 。

ま た、 京 文化 といわ れ 、 今 日 観 光 化 し ている 町

民 や 寺 院1r下 を 歩 い て 見 る と 、 こ れ ら の 寺 院 に 対

し て 京 都 の 人 々 は 本 当 に 注 目 し て い た の で あ ろ

うかと 疑 問 に 出 合 う。 爆 発 (I(J な 観 光 化の 中 で 考

えられることは、 中t止まで のずt族 文 化 が 含 ま れ

て い た 「 京 文化 J と い う も の に 対 し て 、 多 く の

地 方 都 市 に 住 んでいる「文化 人 j r権 力 者 J な ど の

川 に あ る ft 族 文化 と い う も の に 対 す る コ ン プ レ

y ク ス の よ う な も の が見 ら れ る 。 そ れ が 交 通 網

の 発 述 に よ っ て今日 盲 目 的信 仰 の よ うなも の に

な っ てしま っ たI而もあるグ〉て・は; ないカ‘ 。

こ の よ う な 京都 に 比 べ る と 、 奈 良 と い う 地 は 今

日まど交通の{ 史が悪〈、そして貧困県であるた

め に 悦 迷 の 皮 令 は他 の 歴 史都 市 に 比 べ て 少 な い

よ う で あ る 。 その貧困性ゆえに予告良も京都と同

じように 観 光 に た よ ら な く て は な ら なし、 。 それ

故 に 文 化 と い う も の は 古 代 も 現 代 も な い の で は

な い か と 恩 わ れ る 艇 の 類 似 性 が 、 時 代 を 越 え た

型 で あ る よ う で あ る 。

中 国 文 化のT立; 1 f { であり雄大で力 強 い 筋 骨 た くま

し い 無 骨 者 寺 院 は 、 今 日 な 必 自 己 の 立場 を ひ と

り 孤 立 し て も 主1Mし 続 け て ゆ く 径 の 力 強 き を 持

ち合わせている 。こ れ は 京 都 の 繊 細 き が 現 代 空 間

によ っ て t'l
'

しつぶされようとしている今回、
i$.

に 奈 良 の 古 代 の 建 物 は 現 代 空 間 を ひ き- i l I l れ、し

たカeえ て い る か の よ う な 3息力に 1前ちている 。 こ

れ は 京 の 寺 院 が 民 衆 の 中 で そ の 信 仰 の 対 象 と し

て 生 れ 、 生 き 続 け て き た こ と と 、 民 衆 の 住 ん で

いる 町 民 と い う も の と の rmに 述 絞 性 が 感 じ ら れ

るけれども、手持 i速の寺院は 11寺の 権 力 者 に よ って

主]!; て ら れ 、 そ れ ら の 空 間川 成 の 中 に 何 ら一 般 の

人 4 は 関 与 し な か っ た為に、京者11の 町 長 程 、 奈

良 の 民 家 は 芸 術的 に 悶 め られる こ と は な か っ た。

この 事 は 現 代 の 経 済 的 な l面に も 見 る 引 が 出 来 る 。

非 常 に 多 く の 中 小 技 能 集 団 が 集 中 し 日 を 寄 せ 合

っ て 生 き 続 け て い る 京都 に 比 べ る と 、 奈 良 の 技

能 1mで の ftl 利さは 京右目 の比 ではなし、 。 それら は

鈍 ill な 人 聞 が一 徹 に 自 己 の も の を 守 ワ 通 そ う と

する、 他 の も の を 寄 せ つ け な い 「力 J を 奈 良 の

rl-'に 見 る こ とが :1.
1

，来る 。 私 は こ れ ま で 、 京 都 、

奈 良 の も っている 特 性 の 比 較 の 中で、 京 都 の も

っ て い る 繊 細 き が何 飲 か 日本の 地 方 都 市 に 見 ら

れて仕方がなし、 。 そ れ が あ る 純 の ね の 危 機 的 な

物 の 見 方 に 通 じ て い る の で あ ろ う 。

現 代 の 日 有 の 象 徴 的 発 展 を 示 し て い る 新 幹 線 の

出現により 、 日 本 と い う 図 は 地 方 とか 中 央 と か

い っ た 述 い と い う も の が 全 〈 失 な わ れ て ゆ こ う

と し て 来 て い る 。 どの 地 方 に 行 っ て も 若者 のフ

ア y ションは 同 一 化 し て ゆ き 、 そ し て 物 の 見 方

も同質化してゆく 。 全 て の 文 化 が 物 質 の 流 れ に

そ う か の よ う な 涜 れ の1' 1"で独 自 伎 を 失 い つ つ あ

る の で は な い だ ろ う か。 私も H寺 折 、 い ろ い ろ の

新幹線 の駅合に 降り 立ち 思 う 司王は 、 その ｾｲ￥ ｬ の

中 に お い て は そ の 地 方 の 宮 梨、俗にい う「方言」

がも っ て い る 意味 を 失 っ ている 司王におどろく 。

そ れ ら は 日 本 民 族 と い う 単一 民 族 の も っ て い る

非常な近似' 陀がそれらのr . 1"で ま す ま す 強 め ら れ

てゆく ｾ ｊ みに なるであろう 。 それらのものから ｴ￬ｬｊ

り: 1¥さ れ て い る 現代 文 化 を 後 世 に 残 る といえ る

でレあろうか。

今 日 こ そ 、 全 て の 発 泡! を停止 し、 新 らしく 思 考

し て ゆ こ う と す る 姿 勢 が 必 要 な の で は な い だ ろ

うか。 そ れ が な い 限 り 現 代 と い う 時 代 は 歴 史 の

ペ ー ジ の 中 に お い て 怠 白 に な ら ざ る を 得 な い の

で は な い か。 ( U怨築企画室 )

建築と社会/ 1976年 3 月号 9  
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N S 防煙シャッターは建設省告示第 2564号の規定に適合. グ

政令基準¥火災時の空気圧 2 kgj m
2

時¥煙の

漏気量0 .2m
3

j ml n. m
2

をはるかに下廻る0. 03

m
3

j mln.  m
2  

( 業界NO. l ) を記録しまし芝。

:切

ｾ ｾ＠

圃画甜圃E 関輔曹輔副圃

防煙シャッターの開閉には、業

界最高の性能を誇る、 L 型電動

開閉機を使用しております。

御一報次第カタログお送りします。

近年¥ビル火災でのいだましい¥犠I1空音

の続出はそのほとんどが〈火〉よりも

〈煙〉によるものでその為建築物の防

煙性能の向上ガ一段と重要になってま

いりましだ。

建築物の設計上¥防煙¥防火区画での

シャ、ッターの役割は非常に重要なポイ

ントとなっております。

その防煙区画に¥すばらしい遮煙l性能

を備えた" N  S 防煙シャッターを¥

御採用下さい。

株式会社日本シャツター製作所

大 阪 本 社 大 阪 rl i 淀 川 [><: fll 川 北 3 T  n  2 需 4 ｾｊ 仏 ［ 印刷 ＳＰ Ｑ Ｉ 3656- 9 営 業 所 横 浜 ・大 宮 ・ 静 岡 ・ 千 葉

大 阪 工 場 大 阪 I(.f 枚 }j rli j({ 佐 川 j丘 l 丁 口 7 f住地' ，[ 1，; ，[; 0720( 57)4535- 9  

東 京 工 場 川山.:irli l[ '係[ >( 新 J U- ) j U T n  1  1  5 9  flI: J也 定I;}i(f り044 (411 )  6325 

名 古 屋 支 底 r， ，Ii l -'d ｲｬｪｲ ｛ ，川ｼ メー ｾｴ 江田 ｊ 2 丁 11 1  2 若干 j也' ，[1，1;f;(( り052 ( 361)  7441  

九 州支 庖 ・工 場 制|判以，j . ] 11-d/tl i :j.1' lliHlf 大下( r [ '!hl' 戸別事11984 - 4  '，[1，l，f; 09293 ( 8 )  4661  

北 陸 ・京 都 ・神 戸 ・高 松

広 島 ・ 北 九 州 ・ 大 分 ・宮 崎

鹿 児島 ・佐 賀 ・長 崎



口T } J ' { と概裂をどしどしお送。ください.

凡例: a 所在地 b 敷地而積 C .建築面積 d.錐面積 e. 精進規 1* f. 工蹄l

1189 箕 面 市 立 西 南 公 民 舘 I 1190 龍 谷 大 学 大 宮 学 舎 清 和 館 I 1191 

設計 山 下 設 計 大 阪 支 社

総 工 隻 園 建 設

a  箕 面 市 瀬 川 地 内

b.  1. 530 .41m'  

c .  494. 93m'  

d.  703. 68m'  

e.  R  C 、 2 F  

f  昭和49年 8 月~昭和50年 4 月

設計 : 宮 家 建 築 事 務 所

脇 工 ・松 井 建 役

a. 京都市下京区大E 通り七条Uレ

C .  300. 72m'  

d.  491. 34m'  

e .  R  C 、 2 F

f. 昭和49年 12月~昭和50年 9 月

設計 . 宮 家 建 築 事 務 所

地 工 . 松 弁 建 段

a  京都市下区京大宮通り七条上ノレ

C _  842. 24m'  

d  1. 232. 84m'  

e  R  C 、 2 F  

f. 昭和49年12月- 1昭和50年 9 月

調

匁

λ

臨

新

銀

犬

伝

1192 米 回 医 院 1193 朝 銀 大 阪 信 用 組 合 八 尾 支 庖 I 1194 龍 田 紡 績 熊 本 工 場

設計 . 竹 内 建 築 事 務 所

施 工 ・豊 国 建 設

a  堺 市 経 代 台 2 丁目 8 - 2  

c  _  243. 24m'  

d  _  291. 21m'  

e .  R  C 、 2 F

f. 昭和50年 6 月~昭和51年 1 月

設計 . 関 建 築 設 計 事 務 所

施 工 ' 熊 谷 組 大 阪 支 底

a  八 尾 市 明 美 町 1 - 24  - 4  

b 目 596. 82耐

c .  374. 73m'  

d .  819.48m'  

e.  R  C 、 3 F 、 P 1

f  昭和50年 7 月ー昭和50年 11 月

設計 関 建 築 設 計 事 務 所

施 工 . 神 崎 組

a. 熊本県上益蝿郎御船町大字小坂宇河原

b.  27，559 .245m'  

c.  13，754. 25m'  

d.  13，766. 25m'  

e.  鉄骨造、平家

f . 昭和49年 3 月ー昭和 50年 5 月

1195 株 式 会 社 ウ オ ー ル マ ン I 1196 ホ テ ル ・ ザ ・ ル ー テ ル I 1197 尼崎市総合文化センター (第 1期 )

機 影 高 減 桝三郎

設計 ・不 二 建 築 設 計 事 務 所

施 工 金 山 工 務 庖

a.  : R ' 而市船場東 1 - 2  - 2  

b.  1，794. 741m'  

c.  766. 074m'  

d.  3，636. 701m'  

e.  S  R  C 、 6 F 、 P 2

f  昭和49年 12月~昭和50年 9 月

設 計 : 石 川 建 築 事 務 所

地 工 : 高 木 建 段

a . 大 阪 市 東 区 谷 町 3 T 目36

b .  609. 3m'  

C  _  472. 0m'  

d.  4，566 .3m'  

e.  S .一 部 S R C 、B1、9F 、P 2  

f . 昭和50年 2 月~昭和50年 10月 |  蝿影 畑 亮 夫

設計 ・山 下 設 計 大 阪 支 社

施 工 前 回 途 段 工 業 大 阪 支 唐

a . 尼 崎 市 昭 和 通 2 ー 73

b-.  16，743. m'  

c .  1，074. 25m'  

d .  10，505.60m'  

e.  S  R  C 、 B 2 、 9 F

f. 昭和48年 7 月~昭和49年 11月
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完全屋根断熱

防水工事に

ノt ーライトの

特性を 1 0 0 %

発 揮

匝亙E三[J ' : I?

軽量断熱・露出防水フクレ防止・防水層のキレツ防止

T O K Oパーマ ロ ック は 特 殊 挽 水 性 パ ー ラ イ ト を 繊 維 聞 に 効

果 的 に 配 合 し 、 パー ラ イ ト の 長 所 の み を 有 効 的 に 発 揮 す るこ

と に 成 功 し た 、 全 く 新 し い 多 目的パーライ ト繊 維 板 で す 。

【T O K O式 断 熱 防 水 工 事 仕 栂 例 】

T Q K Q式 ア ス フ ア ル ト 防 水

J  Mベンチレーシa ンフ z } レト

了OK O" ぐ マ 口 y ク

= て= 圃圃・米国 ジョンス・マンヴヰJ レ社技術提携

晶邑，e ; 東興アスフアルト工業株式会社

大阪営業所ｾ 550 大 阪 市 西 区 阿 波 座 上 通 1 - 2  0  ( 産双 ビル)

密 0 6 ( 5 4 1 ) 7  5  8  3  - 4  

本社 ・ 工場ｾ 210 神 奈 川 県 川 崎 市 藤 崎 3 の 6 5  

密 0 4 4 ( 2 8 )  4  5  3  4  ( 代)

本 社 営 業 部 W 105 東 京 都 港 区 新 橋 5 丁 目 8 番 9 号( 東興ビル)

密 03 ( 432)  2  1  5  1  ( 代) 直 通 ( 436) 4  5  3  1  - 2  

各地営業所札幌 ・仙 台 ・富 山 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

- 営業種目 . j - M式完全防水工事・ T O K O完全防水工事・ T O K Oルーフ

インサレーヤー ・ T O K O耐酸工事 〈設計施工>+ T O K Oベンチレーション・

1レーフィング工法. コーキング工事・床 51 イル貼工事. 他内装工事一般



ー・建築の眼

み る 一 一 一 知 覚 と 概 念 知 一 一 一

加 藤 邦 男

山 地 英 雄

木 村 輝 久

太 田 進 一

*  1  JJ ¥; より 6 JJ り ま て'- 1_: ，IG4 氏て寸11'1' ，

わ れ わ れ は 、 概 念 的 柿i立 、 つ ま り 言 話 、 炎 象 的 図 形 ・lヌ| 式、抽象的モデルなどに依りながら、「机る」ということをしているよ

うだ 。 r枕 る 」 は 、 知 党一 般 が そ う で あ る よ う に 、 純 粋 に は 直 党 で あ ろ う が 、 そ の よ う な 純 粋 長11党 を 証 明 す る こ と は 不可 能 で、あ

って、知覚とは概念、長11 との|英J : i l l i における経験的認識とでもいわねばならない。

われわれの叫る自然は、意味するものと意味されるものとの閲述である主主 l床記号の構成ともいえる 。 この関連はしかしながら、

カイ リ

いつも一致あるいは同一性の成立している関連ではなくて、むしろさまざ、まな松! 交の弔自jf_ があるのであり、われわれは「視る」

を生きながら、実は= 区向jf_ の 距 離 を iJIIJ っ て い る と い う こ と で あ ろ う 。 処 築 の 始 ま り は 、 こ の よ う な 、 自 然 を 視 る こ と 、 に あ り、連

築 作 品 は そ d吾iえそあって、その |浪り に お い て 、 建 築 作 品 も ま た 自 然一 一共 同 世 界 を 構 成 し て い る の で あ る 。 昨 今 、 自 然 破 壊 に

つ い て 笹 鐙 がl鳴 ら さ れ 、 す で に 自 然 の 絶 滅 が 心 配 さ れ て い る が 、 こ の こ と と 、 現 代 人 の 概 念 知 へ の 一 方 的 な 過 度 の 依 存 と が 、 突

は 表 裏 一 体 な の で あ る 。 す で に 未 聞 社 会 へ の 逆 行 は で き ぬ 話 で あ る か ら 、 自 然 の 回 復 は 、 「視る」ことの反省なしには不可能な

の だ と い j つね lぎなるまい 。
( K a )

「へそ」をかむな

千 里 ニ ュ ー タ ウ ン の 毛 地 造 成 を は じ め た と き 、 造 成1' i は米2 当り 521 jIJ と し て 、 そ の 中 に す べ て の 造 成 工 事 を は め こ む 工 夫 を い ろ

い ろ と 努 力 さ せ ら れ た こ と を 党 え て い る 。 そ し て こ の よ う な き び し い 桁 み 上 げ の 上 に た って 最 初 の 土 地価 格 は 米2 当り 12，700円と

し て 売 り 出 さ れ た が 、 御 存 知 の よ う に 10年 を 経 過 し た 収 作 で は 、 少 な く み て も 米2 当り時価は 10万 円 を 下 ら な い 。 そ し て あ の521

円 の 枠 に 固 執 し た 努 力 は 、 こ の 10万 円 の 中 で ど の よ う な 評 価 に 値 し て い る で あ ろ う か 。

ま た 公 営 住 宅 で 故 近 n 差別築を実施したが、かつて 10年 前 に わ れ わ れ が そ の 当 H寺 の き び し い 制 約 の 中 に は め こ ん だ 技 術 的 な 機 能

的 、 構 造 的 工 夫 は 、 来 し て そ の 効 果 を 今 も 持 ち つ づ け て い る の か 。似Jj の 八 王 寺 H P C 造 高 層 住 宅 の ガ ス 爆 発 に 伴 う ア ク シ デ ン ト

も 、 企 業 的 、 技 術 的 、 地工 上 の 工 夫 の 限 界 を つ よ く 凡 せ つ け ら れ た一 例 で あ ろ う 。

こ の よ う な こ と を 省 み る と き 、 本 来 の 技 術 と い う も の は 、 多 面 的 、 巨 倒 的 視 野 に た った最後の判断そのものが大切なのであって、

自 ら の 「 へ そ 」 を か む 、 ピ カ ソ の 絵 の よ う な 姿 勢 に 、 わ れ わ れ 技 術 者 は | 桁 つ て は い け な い 。 ( Y )

こ ち ら の事 情

最 j互 の 新 聞 に よ る と 、 街 路 樹 の た め に 水 の よ く 透 る 舗 装 が 大 阪 市 内 で 試 み ら れ る と い う が 、 た い へ ん 結 構 な こ と だ と 思 う 。 以 前

は 、 少 し 強 い 胤 の 吹 い た 後 で 貧 弱 な 似 を 以 出 し て 倒 伏 し て い る 街 路 樹 を 比 か け た も の だ が 、 こ れ で 大 き く 恨 を 帰 っ て 、 倒 れ ず に

J きくイ1[1 びてほしいと思う 。

と こ ろ で 、 町 の 中 の 道 路 を 全 部 舗 装 で 緩 い つ く す 必 要 が あ る の だ ろ う か。 今 の よ う な 舗 装 は 、 も ち ろ ん 歩 く 人 聞 の た め の も の で

も あ る が 、 主 に 自 動 '11の た め の も の で あ ろ う 。 広い| 玉| 仁や、低い人 J J 密 度 を も っ 西 欧 諸 国 と は 呉 り 、 こ ち ら の 日 本 で は 、狭 い 国

土に大勢の人間がひしめいている 。 道路も大切な生前 ｾｴ ｬ｜ｊのはずである 。 土や砂 利 や、 Ｑ Ｑ Ｎ京間の多い鋭 ｉｊ 石やブロック リ ｬ Ａｊｴなら、悶 ＷＯＧ＼Ｎ

も透るし、場合によ っ て草木も 村 ｬ えられる 。 緑地や公 ｉｾ､ 等の大きな非合 ｬｬ￬ 畿地の充実と共に、身近な生活街路では、人や自転車や、

土11椅チや自動車などそれぞれの使い) ' j をよく考えて、舗装するところと、しないですますところを区別したいと思う 。 ( Ki )

困 難 に な っ て き た 地 下 工事

最近、われわれ施工| 剥係者の聞で問題化していることの一 つ に 地 下 水 位 の 上 昇 現 象 が あ る 。

大 阪 附 近 も 例 外 で は な く 、 地 下 深 j朽の工 'Fに 重 大 な 文 附 に な って き て い る 。 こ こ 数 年 来 、 地 下 工-t j: ' o 技術はめざましく発達し、多

くの大規模地 下工 事 が 比 較 的 容 易 に か つ 、 安 全 に 地 よ さ れ て き た 。しかし H乍年頃から地下水位の急激な上昇が見られ、その処 型に

従来の数倍の防水設イ1mと高価になった' ，] 1 . 7) の 大 丑 ii'i 1' i により 、予 1J; t外の工期と工' 伐の急刷に悩まされている 。

地下水明力 ＱＱ の原因は、地下水汲み妨げｊ［ＮｊｩｉＮｬｴｊ ｬｪ と不況による地下エギの減少が巧えられ、将米もｾＺＩｩよくと忠われるので、今後の建設計画

には極力地下は浅く '1逢 微 な も の に す る の が 得 策 で あ り 、 大 規 棋 深 用 地 下 工 事 を 音|画 す る 際 に は 相 当 の 工 費 増 を 党 偲 し 、 か つ 高 度

な 技 術 と 経 験 を 重 ん じ 似 震 に |臨む必要を感じる。 ( 0 )  
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鳥取県立中央病院

設 計 監 理 田 中 ・ 西 野 設 計 事 務 所

施 エ 清 水 建 設 広 島 支 底

所 在 地 鳥 取 市 江 津730

構 造 規 模 地 下 1 - 地 上 2 階 S R C  

地 上 3 - 7 階 R C  

敷 地 面 積 56 ，947 . 72 m'  

建 築 面 積 5，719. 52m'  

延 床 面 積 26 ，333.22 m' 

エ 期 昭 和47年 11 月 ~ 昭 和50年 3 月

病 床 数 402 床

鳥 取 県立 中 央 病 院 の 計 画

鳥取りA立 中 央 病 院 は 次のことを目 指 して百 十回 された。

(1) $に「医療」のみでなく、 「保 健J r 公衆衛生」や

「数 行」の領域 ま で 含 め た 県 の '1" 心 機 関 であること 。

(2) この病院て寸すわれる 医 療 は「高度医 療J て' あること 。

(3)将 米 、 発 展 寸 る で あ ろ う 医療 の 社 会 的 指 裂や 医

学 的 illi;pに 対 し て 長 期 に わ た っ て 充 分 こ た え ら れ

るポリ y ーをも っ た も の で あ る こ と 。

こ れ ら を 実 現 す る た め 、 行 政 、 医 療 、 建 築 の三 者

に よ る 討 論 が 2 年 数 ヶ 月 に わ た っ て 繰 返 さ れ た 。

討 議 の 内 容 は 往 来 の 裂 の 集 約 で は な く j原理を; . 8. ; J< 

す る も の で あ り 、 そ の 具 体 的 な 成 栄 は と り L なお

さ ず こ の 病 院 の 建 築 上 の 特 長 と な っ ている 、 と言

っ て よ い 。 すなわち、

(1)怨 物 は 病 院 を '"1' 心 と し て 、 保 健 所 、 他 珍 シ ス テ

ム、健 康的 事長センタ一 、肴謎 学校 、病 ｾｊＵＩ 児後護学

校 、 肢 体 不 1' 1 由児通 l主l施 設 を 左 右 に 配 位 し た 総 介

計 画 と し た 。

(2)外 来 を始 め と す る 各診 療 施設 を 立体 的 に問紅し 、

病棟 と緊 Ｒ 告なｾけい をはかれるようにし、また、

各 J!1 に研 究 地設 を 設 け て 、 医 療 の 専 門 化 、 日 密l友

化 をＺｔｉｾ凶した計画とした。

(3)的 報 の 集 積 、 伝 達 、 務 理 に コ ン ピ ュ ー ターを、

物 の 輸 送 に は 名 純の コ ン ベ ア な ど を 設 け 、 そ れ ら

の 迅 速 化 と省 力 化 をはかっ た。

(4)籾 米の 成 長 と変化 に対 応 で き る よ う 診療計111"1を

明 般 に 区 分 し 、 1 1111 1 浪 とし 、 各 誕 の 先 端 は 「 決

め な い t&ぃ ( i nde t e r mi nat e a r c h i t e c t ur e )  J  と

し、また、 各 拠内苦 i は フ レ キ シ プ J レなものとした。

エネノレギーサプライなどもこの点を充分巧I . I d . し て

いる 。 ( I!li型I.m屯夫)
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電 気工 事 中 国 電 気 工 事 株 式 会 社 大 阪 支 社

大 阪 市 北 区 東 掛 川 町10 T E L 0 6- 362 - 8651  

昇 降 機 設 備 三 菱 電 機 株 式 会 社 広 島 営業 所

ｊ ｺＺＮ ｽＺ， ｾｲ ｬ ｬ ｲｪ Ｎ ｬ ｬｬｲｲＷ＠ - 32 T E L 0822- 4B- 5229 

弘 主筆ヨh品 配 当 株 式 会 社 j賓 崎 芳 雄 商 唐

Ｈｾｊ 血， ｬｩ ｊｬ ｬ ｬ ［Ｎ｜ｬ Ｔ - 202  T E L 0857- 23- 2011 

型1t 竺王裏且 株 式 会 社 イ ト ー キ 岡 山 営業 所

間 山 市 府 民 町 2 - 5  T EL OB62- 25 - 3876 

童J E量 不 ニ サ ッ シ 販 売 株 式 会 社 中 国 支 底

広 J: .'i"i 袋 町 5 - 28(束力E生 命 ピ ル ) T E L OB22 - 48- 2481  

: JZ72T  立 川 ブ ラ イ ン ド 工 業 株 式 会 社

米 {- dn1t 師団( 580 T E L 0859- 34- 0121  

内装 工 事 株 式 会 社 大 阪 装 飾

｛ｾ 取 Ｂ￯ 瓦町 Ｔ ＶＸ T E L 0857 - 23- 1131  

巳タl畢471iJ ￥ 阿 部 築 業 株 式 会 社 大 阪 支 l吉

大阪市百11/: ，¥区東出H B町 4 - 20ー 15 T E L 0 6- 351- 9531  

屋 根 ・ 天 井 鋼 板 工 事 株 式 会 社 小 野 工 業 所

点 Jit l1l SID日l区石1 ) ;( 4 - 12- 1  T E L 0 3- 6 24 - 2261  

塗装工事 前 谷塗 装工 業 株 式 会 社

広 /: ，¥県稲山市本庄町2486 T E L 0849- 22ー 1143

議齢

1階平面図 1/ 1，200



1  外米ホ ール ( 1 F )  I  

2  無限下術笠 ( 3 F )  I  

3 階平面図

3  集 中 治 療縦 ( 3 F )  2  I  3  

慌影、 1. 2. 3: K A P O  I  



藤 田 学 園

名 古 屋 保 健 衛 生 大 学

病 院 1 号棟・ 2 号 棟

設 計 j菱 沼 組一 紐 建 築士 事 務 所

デ ザ ム 建 築 事 務 所

若 林 建 築 事 務 所

監 理 藤 田 学 園 施 設 課

施 工 浅 沼 組 名 古 屋 支J吉

所 在 地 愛 知 県豊明市沓掛町田楽ヶ 窪 1 - 98 

敷地面積 126 ，937 . 0 6 m'  

延 床 面 積 病 院 1 号棟 27 ，278 . 98m'  

病 院 2 号 棟 22，316 . 66m'  

プ臼ミネンス ・プ ロムナード 922 .36m'  

合 計 50，518. 00m'

構 造 規 模 病 院 1 号棟、 2 号棟、 S R C、8 1 、9 F、P 2

プロミヰンス ・プロムナー ド、 S R C、8 1 、2 F

工 期 病 院 1号 棟 昭 和46年 10月~ 昭 和49年 3 月

病院 2 号 棟 昭 和 何 年 9 月~ 昭 和48年 3 月

323弓 昭 制 昨 7 月~昭 和50年 4 月

病 床 数 8 2  5 床

設 計 主 旨

泌 尾平野の束、 旧鎌 倉 街 道 の名 11岳地二 村 山 に

按 し 伝 説の桶 狭 11:J 古 戦 場 を 望 む 、 名 古 屋 市 と

説 明 市 に ま た が る な だ ら か な 丘 陵 地 に 、 昭 和

45年若手、中古JI:l也 ; 1最 大 の 医 科 大 学 の 建 設 総 合

計 画 が 、 新 し い 梢 恕 の も と に スター卜した。

47年 告示 の都 市 計 画 法 に よ り 医学 部 1 号 館、

大 学 病 院 1 号線、 2 号 線 、 各 校 舎 J 宿 舎 な ど

は 公 明 市 内地 に 配 置 計 画 し 、 名 古 屋 市 内 地 は

紋 地 指定 区 域 の |刻 係 て ¥ グ ラ ン ド な ど の 運 動

地 訟 を 丘の頂古11 を 平 に し て 配 出 し た。 正 門 か

ら 駐 車 場 へ の ア プ ロ ー チ 、 外 来 者 の た め の 800

今 収 容 の 大 l駐J . I工 場 と 広 場 よ り 正 而 玄 関 プ ロ ミ

ネ ン ス プ ロ ム ナ ー ド と の 関 連 性 、 プ ロ ミ ネ ン

ス プ ロ ム ナ ー ド と 病 院 外 来 管 理 部門 との動線、

病 院 棟 と 研 究 練 と の 述給 、 病 院 棟 と放 射 線 棟

と の 一 連 性 、 病 院隙 と ド ク タ ー ・ナ ー ス 宿 舎

の 各 部 門 を 有 機 的 に 連 係 す る こ と、 且11 ち クラ

ン ケ の た め だけ の 病 院 で な く 、 健 康へ の た め

の 保健 術生 大 学 病 院 と い う 理 恕 を 基 本 設 計 理

念 と し て 、 施 設 を プ ロ ッ ト し た 。

¥ 

フド

配置図
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宅 5 、手術室( 3階)
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学
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医

藤 田 学 園 施 設 課

教 育 施 設 研 究 所 大 阪 事 務 所

熊 谷 組 名 古 屋 支 庖

愛 知 県 豊 明 市 問 米 町 峠 下58- 1  

114，677 . 18m'  

2，489 .4 0 m・

22，795 .27 m'  

S R C  & S、8 3 、8 F、P l

昭 和48年 6 月~ 昭 和50年 9 月

設 計 監 理

エ

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

廷 床 面 積
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期
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H 皆平面図

地下 1 階平面図

設 計 主 旨

本建物は医学部の専門教育' と医学、主として、

基礎医学の研究及び、 IIHI / J 刊「究所 ( 総 合 医 科

学 研 究 所) を 持 つ 法 礎 と 臨 床 並 び に 、 パ ラ メ

デ イ カ ノ レ 領 域 に お け る 医 学 研 究 を 有 機 的 に 結

合 し 、 国 際 的 水 準 を も っ て 独 創 性 あ る 研 究 を

推 進 す る こ と を 基 本 構 恕 と し 、 既 設 大 学 病 院

と の 連 絡 を 保 ち つ つ 周 闘 の 環 境 に ? ッ チ し た

建 物 と し て 計 画 を 進 め た 。

平面計画は当学闘の思迭! を現すベンセ' ン核を

基 本 と し た 集 合 体 で 、 1 フ ロ ア ー 12ブロック

(  1 ブロ y ク 約1 0 0 m2) を配也、右図のような

雪 の 結 E思 に 似 た プ ラ ン と な っ た 。 各 笑 習 室 は

当 学 図 の 方針 と し て 各 講 座 ご と の 笑 験 実 習 室

を 持 つ 従 来 の 形 式 で は な く 、 ? J レチデイシプ

リン ・ラ ボ ラ ト リ ー ( 多 目 的 実 習 室 ) 方 式 と

し 、 学 生 1 人 に 対 し 専 用 の 実 習 ス ペ ー ス 机 及

び実験台を持ち、講義室てーの講義、 ffJ平剖室で

の 実 習 以 外 は す べ て の 授 業 が 受 け ら れ る よ う

設 備 さ れ ている 。 この 採 用 に よ り 総 面 積 の 減

少 、 高 層 化 が可 能 と な っ た 。 ( 山田 昭二)





県 西 部

浜松医療センター

設 計 監理 内 藤 建 築 事 務所

施 工 熊 谷組 名 古 屋 支 庖

所 在 地 静 岡県浜松市富塚 町328

敷 地 面 積 47 ，406m'  

構 造 規 模

本 館 S R C 、 8 1 、 9 F 、 P 3

建 築面 積 2，151 m'  

延 床 面 積 12 ，589m'

別 館 S R C 、 8 1 、 9 F 、 P 3

建 築面 積 1，274m'

延 床 面 積 9，657m'

工 期

本 館 . 昭 和46年 1 月~ 昭 和48年 3 月

別 館 : 昭 和48年 12 月~ 昭 和50年 3 月

延 病 床 数 440床 ( 本館 280、別館 160)

設 計 主 旨

敷地は浜松市の西北、佐 ｕ ， ＡＰｾｩ 州近くの ｩ 移かで繰

の多い Ｗ ぶまれた ｽｾＱ Ｚ￞ ｊｾ である 。 この別館は敷 ｦ 也

の ほ ぼ 中 央 の 医 師 会 会 館 ( R C  3 階 建 て ) を

解 体 し て 建 て ら れ た。

最 近 の 医 療 施 設 、 医 学 教 育 の 発 展 は め ざ ま し

い も の が あ り 、 病 院 建 築 の 考 え 方 と し て 「成

長 と 変 化 」 が 大 き く と り あ げ ら れ て い る が 、

こ の 浜 松 医 療 セ ン タ ー も そ の一 例 で あ る 。 最

初 は 全 国 で も 珍 し い オ ー プ ン な 医 師 会 病 院 と

し て 脚 光 を 浴 び 、 次 い で 県 西 宮11の 中 核 病 院 と

して大規紋な整備がなされ、ひき［ｦＺＩ Ｇ ｾ ｾ、て国立

浜 松 医 科 大 学 の l湖j j [ 教育病院として今回の拡

充 と な っ た も の で あ る 。

外 観 の デ ザ イ ンは 本 館 と ほ ぼ 同 じ 、 高 層 の 病

練 階 で は 少 し 高 め の パ ノ レ コ ニ ー を ま わ し 、 火

災 と 高 所 恐 怖 に 対 処 し て い る 。 病棟音11門 の 平

田 計 画 は 本 館 と 同 様 、 便 所 、 汚室 、洗面など、

綴 音 、 央 気 発 生 源 を ま と め て 、 病室 か ら 分 離

し て い る 。 ま た 、 本 館 と は 各 階 で 連 絡 し て い

る が 、 防 災 上 は 日IJ の 建 物 と し て 区 画 さ れ た 。

そ の 他 、別 館の ナ ー ス ・ス テ ー シ ョ ン と 本 館

の厨房、 'J5-:j'，#: 薬 局 、 放 射 線 、 検 査 部 、 中央

材料苦11 との IJl J に大口エアシューターを設自立し、

縦 方 向 の 連 絡 を ス ム ー ズ に す る な ど 、 予 定 さ

れ て い な か っ た 増 築 に 対 応 す る た め の 工 夫 が

こらさt L ている 。

配 置 図

4 階 平 面 図

1 階 平 面 図 1/ 900

に コ 段 級怠納

亡 コ 続 険建物



外脱会r ; : ' (

Z  外 観

2 357 4  6  8  

3  玄関

4  総 合診 策 室

5  水 治 療室

6  病 室( 6 床 )

7  講義吉邑

8 図 i!f
S
藍



三重大学官官病院

設 計 教 育 施 設 研 究 所 大 阪 事 務 所

監 理 三 重 県 、 教 育 施 設 研 究 所

施 工 大 林 組 名 古 屋 支 庖

所 在 地 三重 県 津市 江 戸 橋 2 - 174 

敷 地 面 積 83 ，133m'  

建 築 面 積 10，960m・

延 床 面 積 37，560m'  

構 造 規 模 本 館 : S R C 、 1 0 F

別 棟 . 精神 科 病 棟、鐙 安 棟、R C、平屋

別 棟 . 機械棟 、 S 、平屋

工 期 時 和46年 4 月~ 昭 和48年 3 月

病 床 数 725 床

設 計 主 旨

大 学 基 本桃 想、に基ずさ 、 院 内 外 交 通 に 於 け る

人 サ ー ビ ス の 動 線 分雄 、 お よ び 短 縮 ・明 確 化

を 計 る べ く 、 外 来 、 入 院忠 者 お よ び職 只 、 サ

ー ビ ス の 3 う の コ ア ー を 中 心 に 計 画 さ れ た も

のて・ある 。

病 棟 在日に つ い て は 病棟 コ ア ー を 中 心 に 十 文 字

プ ラ ン に よ る 看 護 単位 の 配 置 と し ー 泌 を 抑制i

サ ー ビ ス の 場 と す る こ と に よ って 従 動 似 の 分

離 を 行 っ た 。 ま た 、 入 院患 者 の 避 難 対 策 と し

て非常時に対しパノレコニの設置 、 及 び こ れ に

通 じ る 外 部 に 而 す る 階 段 を そ れ ぞ れ 設 け 、 二

方向i ! ! i 括1&は 勿 論 、 各 看 護 単 位 、 及 び 手 術 苦11 ・

放射線官11な ど 各 部 門 で の IIJJ 火 区 聞 な ど に よ る

防 災対 策 を 留 意 点 と し た 。

外来診療昔119 .03% 中央診療昔日2l. 02% 病縦昔11

37. 41%  薬剤苦113. 40% ' L l ・迦サービス昔1129. 14%

病 室 6 床 室64. 3% 4 床 室14. 3% 3 床 室2. 6 %

2 床 室4. 8% 1 床 釜 14. 1 %

〈設 備 協 力 業 者〉

三 機 工 業 株 式 会 社

新 日 本 空 調 株 式 会 社

共 和 工 事 株 式 会 社

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社

東 海 電 気 株 式 会 社

太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社

( 大河原宏夫)



主

1  外来受付 ( 小児科)

2 . 中 央 放 射 線

3  手術室

4 . 物 療 水治療 室

5.  ヲ内4車、 ナ ー ス ス テ ー ン ョ ン

6. 病室 ( 6 床)

搬 最長 ジ ー チ ー サ ン



滋 賀 県 立 整 肢 園

設 計 監 理 滋 賀 県 土 木 部 建 築 課

日建設計

施 工 駒 音 建 設

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

精 造 規 模

工 期

設 計 主 旨

滋 賀 県守 山 市 守 山 町230番 地

19，423 .50m'  

4，162 .75m'  

4，362 .32m'  

R C 、一 部 S 、 2 F  

昭 和47年 12 月~ 昭 和49年 5 月

整 JJ支図は身体際告: 児の病院であると同 H寺に勉

強 ・訓 練 の 場 で あ り 、 生 活 ・宿 泊 の 坊 で も あ

ります 。

ですから 、 こ の 建 物 は 機 能 的 な 平 而 主 11¥] 、 工

学 的 に 正 し い 建 物 と 言 う 観 念 だ け で 設 計 を 進

め る の は 誤 り で 、 身 体 障害 児 の 体 を 受 け 入 れ

る だ け で な く 、 子 供 た ち の 心 も 受 け 入 れ ら れ

る よ う な 建 物 で な く て は な り ま せ ん 。

設 計 は こ ん な 発 想 か ら 始 め ま し た 。

o 先 ず 病 棟 は 悶 児 自 身 の 城 で な け れ ば な ら な

い。 コ ー ト ハ ウ ス の如 〈庭も 隻 も一 体とし、

この 中 に 居 れ ば 絶 対 大 丈 夫 だ と 子 供ーた ち が 思

え る よ う な 物 に す る 。

0 教 室 訓 練糠 は 芝 生 を へ だ て た |燐 の と り で 。

0 診 療 械 は 前 術 基 地 の よ う な 感 で ま と め よ う 。

0 建 物 の 外観 は 極 く さ りげ な く 子 供 た ち に 語

りカミけ る よ う に 。

0 建 物 の 内音11は 入 図 し た 子 供 た ち に 絶 え ず 諮

りかけるように、 E主には函を、床に文綴を、

天 井 か ら は 光 を 。

0 親 に つ れ ら れ た 入 図 児 が最 初 に 通 る ホ ー J レ

に は や 友 途 と 動 物 。 の モ ザ イ ク 画 を 。

ｏ プレイルームのｾは、太陽と砂淡。の壁画が、

自然の 力 強 さ を 誇 り か け るように 。

0 図 児 パ ス が 横付 になる 外部 と の 連 絡 口は 、

子供にと っ て 自 分 た ち の 港 だ か ら 床 に 花 火 の

よ う な 文 様 を 入 れ よ う 。

私達のうえ持が、すばらしいなにものかを 図 児

た ち に 訴 え 、基Jt と 希 望 が 生 れ る ZjI を心 か ら 念

じつつ 。 Ｈ文ｾ 三 輪 洋 )

ー・7・… 1

...ブ..二:h

榊楠築干定 1  

二

1  Ｎ全Ｉ［ｾ

2 . 正 而全設

3 . 悶 児 玄 関

( [ 羽児パス発積場 )

4 . 待合ホーノレ

5 . 水 i Mt n主

6 . 和 }ll¥病室

7  プ レイ ル ー ム

8 . 訓 練室

写工[ 2 . 4 . 5 . 7 . 8

搬彬 7 オト共同プロ

綻供 近畿建築士会協議会

芝 生
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所 在 地 京 都 府 八 幡町日 本住宅公団男山団地

中E 3・1 ・3- 2

精 進 規 模 R C、 4 F P  館 組 重

敷 地 面 積

噌ナースステーシーン

13 ，283 . 05 m' S :  I 広倒置

W:  6 広同宣

建 築 面 積 1，990. 38m'  b  看箇蝿騒怯宣

延 床 面 積 5 ，053 . 30 m' 

エ 期 昭 和49':<手9 月 ~昭 和50年 8 月

L一一
Ｎ ｾ三乙ＭＭＭＭＭ 4 階平面図

病 床 数 132床

関 西 医 科 大 学

男 山 病 院

計 画 池 田 有 隣

設 計 監 理 宏 建 築 事 務 所 小 野 山 博

施 工 大 林 組

関 西 医 科 大 学 男 山 病 院 の 計 画 に つ い て

こ の 病 院 は 医 科 大 学 附 属 の施設ではあるが、

単 な る 教 育 病 院 と い う よ り は 、 住 宅 地 に お け

る 地 域 中 心 病 院 と し て の 性格 が 強 い。 立地 は

京 都 府八 11椅IUT努 山 地 区 の 中 心 で 、 か つ 枚 方 ili

〈 ず は ロ ー ズ タ ウ ン と の 桜 点 に 当 た る 丘 陵地

に あ る 。 天 王 山 を 望 ん で 酉 に 11日け た そ の 眺望

は 抜J洋 て ¥ 兇 山 団 地 内 の 一 等地 を 占 め て い る 。

今 回 は 広 大 な 敷 地 に 対 し 、 120 床 余 り の 規 模

で あ る が 、 建 築 計 画 上 、 将 来 の 成 長 と 発 展 を

十 分 に 見 込 ん だ 、 増 築 の 可 能 性 あ る ブ ロ y ク・

プ ラ ン と し た 。 計 画 に 際 し て は 、 周 辺 地 域 の

医 療 地 設 状 況 を 調 笠 し 、 施 設 内 容 を 検 討 し た

が 、 医 療 設 備 聞 で は 未 熟 児 セ ン タ ー な ど の 分

娩 関 係 が充尖している。

設計期 ｉ ｈｬも ｴ ｬｰ ｾ 古まった頃、石 油ショ ックの波

を も ろ に か ぶ り 、 身 医 体 架 構 の 変 更 な ど 、 予 期

しなかった Ｇ Ｑ｜Ｎ Ｑｾ を経たが、建築主の理解ある

対応、と地工者の協力のお蔭で¥無- 1 . )' ; に計画目

標 を j主 成 で き た の は 誠 に 喜 ば し い。

(i 也国有隣 / 京 都 工 芸 繊 維 大 学 )
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ゴ」 断 i人 科診察室
ストレ y チャ - 1>l! ffl のjll!利 なように

監はスライディングドア形式である 。

4  2. 分娩室

3 診療機

4. 病 棟

5 小児科診察室

小児科 に過した 7 ロスの可動!日l仕切

を使用 。



522252大 手 前 病 院

設 計 国 家 公 務 員 共 済 組 合 連 合 会 営繕 部

久 米 建築 事 務 所

監 理 高 岡 建 築 事 務 所

施 工 大 成 建 設 大 阪 支 庖

所 在 地 大 阪 市 東 区 京 橋 前 之 町 官 有 無 番 地

敷地面積 6，124.09m' ( 病院敷地)

建 築 面 積 本 館 1，134 .013m'

外 来 食堂 96. 000 m'  

会 機 室

延 床 面 積 本 館 9，038 .316m'

外来食堂 174 .000 m'  

会 験 室

構 造 規 模 本 館 : S R C、81 、9 F  

外 来 食 堂 R C、2 F

会 械 室

工 期 昭 和48年 5 月 ~ 昭 和50年 4 月

病 床 数 448 床 ( う ち 新 本 館 168床)

設 計 主 旨

大 手 iiii 病 院 は 国 家 公 務 H の 柄 祉 厚 生 地 設 と し

て、 nfl :f D26年 に 29J米 の 病 院 と し て 発 足 し 、 そ

の後、 中館 病 線、問自立病 棟 、 健 康1i 'l! li ml 仰 な

どの. t rl設がなされ、 H召利50年 に 新 本 館 を 新 築

し て 、 こ こ に 病 床 448 J:未 の 総 合 病 院 と し て 完

成 さ れ た 。新本館は外来診療部門、中央検1 1 :

昔111"] 、ま:][1内線、手術 )";11門 な ど を 主 体 と し て 、 附

設 函 館 の竹耳11古111"] 、 分 娩 新 生 児 古111"1 、 小 児J内

線、 それに 悦 設 rl"t."i'i の 栄 養 竹 理 苦111"1 、 レント

ゲン 持111"1 、物療育111"1 、 一 般 病 糠 な どによって、

病 院 全 体の梢 成 が な さ れ て い る 。

新 本 館の 設 計 に つ い て は 、 先 ず 外 来 お よ び 入

院 1むず?に 対 し て <' ¥月る く〉ぐ快適〉かつ〈安心 感〉

の あ る f丙ド完のイメージを与・えること、そして

病 院 機 能 の 商 で は 、 各 部 門 の く能 率 性 ><i[i!JK;Jjt 

の短縮 ＾＼プ ランの明 ｦｾ 平さ ＾＼ 各部門 のリレーシ

ョ ン 機 能〉な ど を 充 分配 慮 した 。病 棟 は 5 - 6  

11符を一 般 病 棟11皆とし、 7 階 を 共 済 専 JFJ 約 機 附

とし いずれもレジデンシャノレホテルのイメ

ー ジ を 与 え 、 旧 米の 1，'j 棟 イ メ ー ジ をなくすこ

とにした 。

中 央検干印11門 は 「人 検」と「物 検」を集約型とし

て診療古11門 11皆 と 病 陳 階 の 中 IlIJ に 設 け 、 中 央 コ

ア ー シ ス テ ム プ ラ ン に 法 ず く 動 総 の 短 縮 と 、

各 検 主宅 の 緊 密! なレイ ア ウ ト に よ り 、 検 作ml

の能率を高めるよう配J . o . ¥l : した 。

手 術J"il 1門 は 大小 手やI:I 宅 1伴、 1 . C.  U サ プラ イ

セ ン タ ー な ど を j将来りさせ、すべてクリーンゾ

ー ン の 々 え に 必 ず さ 、 中 間 11皆を避け、松上| 滑

に 設 け た 。 1 . C.  U は 手 術 室 と 隣 接 さ せ る こ

と に よ っ 、 リ カ バ リ ー と し て の 機 能 を 持 た せ 、

な お か っ 1. C.  U ナ ー ス ス テ ー シ ョ ン を 設 け

. . n症忠 者 は 勿 論 、 術 後 !J.' ，者の監視に万全をJ J ; J I

せ る よ う 配 慮 し た 。

配置図

1階平面図
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西宮市立中央病院

設 計 日 建 設 計

監 理 西宮市立中央病院建設事務所

日 建 設 計

施 工 竹 中 工 務 庖

所 在 地

借 造 規 規

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

工 期

病 床 数

設 計 主 旨

西 宮 市 林 田 町25番 地

鉄筋コンクリート造

高 層 棟 地 下 1 階 、地 上 6 階建

ｉｾ 層練地下 Ｑ 階、地土 Ｒ 階建

15 . 214. 19m'  

3，610 .96 m・

18 ，556 . 22 m'  

昭 和48年 8 月 ~昭 和50年 2 月

300床

この病院は、現ィ ｾｅ ある市立病院を格付 ｩｬ 拡充す

るため、新らしい敷地に、病院および付属地設

を す べ て 新 設 す る べ く J'I固されたものである 。

内 谷の 特 色 と し て は 、 診 療 の み に と ど ま ら ず

市民の飽 ｽ［ｉｔ Ｇ￬ｾＺＺ理、保弘ｉＡ教育などに屯点を泣き、

院 内 に l母 子 セ ン タ 一 、 健 康1J ・l ! 1 l センターを設

け、市1 ¥' : の世I ! 版保持の附進に大きな役' ，'[ IJ をよ1さ

そ う と し て い る こ と が あ げ ら れ る 。 配 tll 計 画

は、診療古11門が低層、病械l ' i I ll"J が 中 高 層 と い

う一 般 的 な j杉をと っているが、内部機能は、

名古11門 を l別 機 に 区 分 配 置 し 、 機 能 を 十 分 発揮

できるよう A 号服している 。 とくに 中央診療苦11

門 は 将 来 的 床 数 が400- 500床 に な っ ても m設

の 必 要 が な く 使 用 出 米 得 る余裕を 比 込 んで青|

回 し た 。 ( 上 演幸 弘 )

4 階平面図

1階平面図



百ドヨ
配置図

1  . 外 観

2  2 全 景

3  外来受付 ( 1 F )  

4  外来待合 ( 2 F )  

5 中 庭

6  血管微量3室 ( 1F )  

7  手術室 ( 2 F )  

8  病 室 ( 4 1*)  



市 立 加 西 病 院

設 計 監 理 小 野 建 築 設 計事 務所

施 工 フ ジ タ 工 業 大 阪 支 庖

所 在 地 兵 庫 県 加 西市 北条 町 横 尾

栴 造 規 模 高 層 部 S R C 低 層 部 R C

8 1 、 6 F、P 2 、( 8 階増 築予定)

敷 地 面 積 23 ，179m'

建 築 面 積 2，992 m'  

延 床 面 積 10 ，286 m'  

工 期 昭 和48年 4 月 一昭 和49年 8 月

病 床 数 184床

設 計 主 旨

敷地が周囲主要道路より ＲＵ ｭ 高い造成松 Ｚ ｻｲＮ ｾ ＱＰＰ

m の 高 台 で あり、 凶 周 か ら 遠 望 出 来 る 場 所 だ

け に 、 地 形 を 利 用 し た 機 能 的 な レ イ ア ウ ト を

考 慮 し た プ ラ ン と 共 に 、 立 面 桃 成 に 苦 心 し た 。

地 階 は地 形 を 利 用 して、 一 側 面 を IA放 す る こ

とにより管理吉1¥門 の 各 部 屋 の 配 置 を 容 易 に し 、

比率 の 大 き い 中 央 診 療 部 門 は 1- 31滑に配分し、

外 来 患 者 の 直 接 関 係 の 多 い 部 門 は 、 1- 21;皆に

配 置 し 、 エ ス カ レ ー タ ー に て 連 絡 を 容 易 に し

た。 病 室 は 1 フ ロ ア ー 1 看殻単位とし、各J l 皆

に デ イ ノ レ ー ム を 故 笹 し 、 入 院 忠 者 の J副 主 性 の

向 上 を 目 指 し た 。

病 院 の 宿 命 と し て の 機 能 の 成 長 、 変 化 の 見 込

については、 主主; の よ う に 恕 定 し て い る 。

① 外 来 診 療 部 門 の 地 設 は 、 平 家 迷 宮1¥分 の 束

面 に 平 面 的 に 拡 帰 予 定。

② 中央診療官1¥門 の 増 設 は 、 現 在 の 外 来 診 療

部 門 ( 南 側 ) の 2 1; 皆 に 拡 張 予 定。

③ 病 棟 苦1¥門 の T，V/ 設は、 7 ・8 1滑に 琵 直 的 に

100床 を 拡 張 予 定 。

面 積 比 率

外 来診療苦1¥f"1

中 央 診 療 部 門

病 棟 昔1¥門

管=珪1サービス苦f¥門

l ，155m'  ( 1l . 2% )  

2，903m'  ( 28 .2% )  

3，257m'  ( 3l . 7% )  

2，971 m'  ( 28 .9% )  

CW: 坂 彰 久)

ー「

内'"

1階平面図
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11 1  外正而 ( 北而)

1  11 4  2  外科診祭待作笈 ( 1 F )  

一寸巾 7 3 内科処世笠 ( 1 F )  

ルとｾ 8  4 . 外観 ( 南東而)

211 6  iて- 5 玄関ホールより待合室

-311 7  I  "  6 . 千術室 ( 3 F )  

7  ディールーム ( 4 F )  

8  機能訓練笠 ( 1 F )  

9  水治療室 ( 1  F )  



愛媛県立中央病院

設 計 佐 藤 武 夫 設 計 事 務 所

監 理 愛 媛 県 土 木 部 建 築 住 宅 課

佐 藤 武 夫 設 計 事 務 所

施 工 鹿 島 建 設 四 国 支 庖

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 造 規 模

愛 媛 県 松 山 市 春 日 町83番 地

30，303 m' 

7，084m・

30 ，700m'  

S R C ( 高層部 6 F まで) &R C

高層部 ・Bl 、8 F、P 2

低層部 Bl (一部) 、2 F、Pl

リニア ッ ク+車 : l F  

昭 和48年 4 月 ~ 昭 和49年 9 月

600床

工 期

病 床 数

設 計 主 旨

当 病 院 の 建 築 計 画 上 の 特 徴 と 思 わ れ る 点 を 若

干述べてみると、 (1) 活動 ブロ y ク を 低層 棟

に集 約 し、居 住 プ ロ y クが高層 ( 3 - 8  F ) で

そ の 上 に ま た が り、両 者 が 垂 直 交 通路 ( エレ

ベ ー タ 一 、 階 段 、 設1iiil シ ャ フ ト ) に よ って 結

ば れ て い る 最 も明 快 で コ ン パ 7 ト な 形 態 を 表

現 し て い る 。 (2) 外 来 診 療 部 門 に は 中央 ホ ー

ルに ITi i して 、 これと 一 体 扱 い の 大 き な 中 庭 を

内 包 して 自己出 す る こ と に よ っ て I切 る さ と 方 向

! 惑を与えている 。 .tJ;¥者 の 待 合 ス ペ ー ス は 、 サ

ー ビ ス セ ン タ ー ・窓口ユド務 ・薬 局 に 而 し た 中

央待合スペース( アヴェニュー的) と 外 来 各 科

の 待 合 ス ペ ー ス( ストリート的) とに段階的に

桃 成 す る こ と に よ っ て 診 療処 理 の 合 型化 と岡

崎 に忠 者に対する明示，[生を科Lょうとしている 。

(3)  I C U . 透 析 セ ン タ ー ・手術音[1[" '[の 集 中化

と、放急音[I [吋の セ ン タ ー化 お よ び 、 こ れ を 必

力 に 支 え る 検 査 お よ び 放 射 線 部 門 の 診 断 ・治

療 両 而 に わ た る 充 実 さ は 、 特 に 今 回 の 計 闘 の

焦 点 と し て 病 院 全 体 で の 位 置付 け 、音[1門 別 の

レ イ ア ウ ト の 岡 市 か ら 十 分 に 考 慮 した 。 (4)

病院としての性絡上、災害 時 における ｩｬｬｲ ｬＡ ｦｦ ｾ 誘

導 の 明快 性 を 期 す る た め 廊 下 の 端 部 は 総 て 外

光 の 入 る illt ｬＡ ｦｦ ｾ 階段に通ずることを原 ＱＱ ｉ ｊ として

計 画 し 、 さ ら に 色 彩 計 画 に お い て も 十 分 訟 を

用 い た 。 ( 大 角 昭 )

⑦
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福 岡 大 学 問 病 院

設 計 監 理 教 育 施 設 研 究 所 福 岡 事 務 所

設 計 協 力 西 日 本 技 術 開 発

設 備 設 計 協 力 縦井池築設やlii 研 究 所

施 工 竹 中 工 務l苫 九 州 支l吉

所 在 地

権 造 規 模

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

工 期

病 床 数

設 計 主 旨

福 岡 市 大 字 七 隈 字 前 牟 田

R C 、一部 S 、 8 1 、7 F 、 P l

144，914 . 0rrl 

8，933. 021 rr1 

38，388.  184rr1 

昭 和46年 9 月 ~ 昭 和48年 3 月

807床

こ の 建 物 は 福 岡 市の西 南 に 位 置 し 、 広 い 池 を

隔 て て 福 岡 大 学の他 の 8 学 部 と 述 ら な り 、 広

大て Ｇｬｾ￮ ，閑な総合大学を形成している 。 病棟は

医 学 部 キ ャ ン パ ス の 中 央 に 配 置 さ れ 、 北 jfll) に

看 護 婦 宿 舎 、 看 護 学 校 、 同学 生 然 、南 jfll) に):;:: /;

床 研 究 機 、 実 験実 習講 義 棟 そ の他 が あ る 。 病

棟 各 科 病室 は 3 1; 皆ー H 皆で動総を短〈単純な

Jf3 と し た コ ア ー シ ス テ ム ・タイフ。とし、 2 1; 皆

は 外 来 、 中 央 検 査 、 中 央 材 料 、 手 術の各音11 を、

1 1渚は外来、薬局、中央: 放射線郎、 R 1 関係

とし、管主主音11は 1 、 21;皆の北側に、地下室 は

エ ネ ル ギ ー ・セ ンタ一、 l厨b } 、薬品'!I， 、 病 理

解 剖 な ど で 、 平 而 計 画 と し て 現 代医 学 の 有 機

的 か つ 合 理 的 結 合 並 び に 動 線の 単 純明 快 と そ

の 安 全 性 を 重 視 し 、 大 学 の 附 属 病 院 と し て の

教 官 、 学 生 の 所 要室 も そ れ ぞ れ に 応 じ 配 置 し

た が 、 現 在 の 満 床 で 活 発 に 運 営 さ れ て い る 実

状からすれば、この昔11分は若干不足であり、

今 後 の 計 画 に 当 って は 発 注 者 に 対 し 十 分 裂Wf，

を 頂 き 、 更 に 更 に 良 い 病 院 を 創 造 す る 努 力 を

したし、。

マ病院外米入 [1 マ病宅( 特別病宅)





近 畿 大 学 医 学 部

・附属病院

設 計 近 畿 大 学 管 理 財 務 部 営 繕 課

富 家 建 築 事 務 所

安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工

建 築 松 村 組 大 林 組 三 井 建 設

空 鏑 大 気 社

給 排水術生 須 賀 工 業 ナ ニ ワ 設 備

電気 浅 海 電 気 近 畿 電 気 工 事

敷1也造成 竹 中 土 木 ・ 浅 ) 11組 共 同 企 業 体

所 在 地 大 阪 府 南 河 内 郡 狭 山 町 西 山

敷 地 面 積 256 ，298 m'  ( 全校地)

口 病 院 棟 口 研 究 棟

建築面積 6，883m'  1，611 m'  

延床面積 40 ，328 m・ 15. 611 m' 

情 造 規 模 S R、81 、l l F、P 2 S 、8 2 、7 F 、P 2

工 期 1973 .5 - 1975 .3 1973 .6 - 1975. 3 

口 専 門 課 程 様

建築面積 1. 152 m'  

口 進 学課 程 棟

926m・

延床面積 6. 228 m' 

構 造 規 模 S 、5 F、Pl

工 期 1973. 6 - 1974 .3

口 図 書 館 棟

建築面積 802m'  

3，326 m'  

R C、4 F、Pl

1973 .6 - 1974. 3 

口 看 護 婦 宿 舎

1，322 m' 

延床面積 2，424m'  3. 769m'  

構 造 規 模 R C、81 、2 F

工 期 1973 .6 - 1974 .3

R C、3 F、Pl

1974 . 6- 1950 . 2  

昇 降 機般 備 竹 董E電 気 株 式 会 社 ( 三 菱 電 機代王釦吉 )

J ( !m，!i イiJ;(( Z . 両院阿鴻崎町 14 T E L 075 - 312- 9111  

ガ ス 工 事 大 阪 瓦 斯 株 式 会 社

大阪市点院予野町 5 - 1  T E L  06- 202- 2221  

徹 送 機 器 日 本 シ ー メ ン ス 株 式会 社

大阪市北l王伸明町 5 ( 抗 3 阿:瓦ピ，レ ) T E L  06 - 364 - 4551  

電 話工 事 日 新 電設 株 式 会 社

J に阪市 域!I J(I'字削T4  - 2  - 1  - 37 T E L 0 6- 943- 1561  

厨 房 機 鵠 株 式会 社 吉 川 安 商l苫

大阪l I i 世肝1><: 宮島崎 2 - 2  - 13  T E L 06ー717- 6434  

トーデルサイ ン 乃 村 工 芸 社

大阪市浪i車I.{ J l :町 I - 747 T E L 0 6 - 633 - 3331  

造 園 工 事 山 中 山 樹 園

八 lf! di 服 部111 101 T E L  0729- 41 - 8097 

造 園 工 事 辻 ロ 忠 夫 庭 園 設計 事 務 所

3l!.k阪，Ii l.lドaT7 - 7  - 51  T EL 0729 - 82- 3279 

鉄 骨 工 事 株 式会 社 春 本 鉄 工 所

k 阪oI i J.:，EI ><: ，K¥!!.IJII 品目TI ー 151 T EL  06- 552- 1461  

鉄 骨 工 事 丸 縦 貫 工 業 株 式 会 社

大阪市大正[ > < : 鶴岡TI  - 27 T E L 回 一552- 3121

鉄 骨工 事 高 田 機 工 株 式 会 社

大阪市 i且i卓l正般 ; 11町 2 - 33 T E L 0 6- 649- 5100 

P .C 版 工事 株 式 会 社 大 辛 口 建 材l苫

大阪市 ｏ Ｚ ｾ ｦｉ ［ＨｬｈＧＺ Ｎ ｬｉｊ ｦ 中 Ｒ ー Ｑ Ｗ Ｍ Ｒ T E L 国 - 694- 1070

タ イ ル工 事 伊 奈 製 陶 株 式 会 社

大阪 rli 州レ更新町沖j jJfjリ 1 - 62 T E L 0 6- 532 - 6081  

タ イ ル 工事 株 式会 社 川 岸 策 調 量 商l苫

大阪市川l王制本町 2 - 98 T EL 06 - 532- 0461  

銅 製 建 具 住 友 ウ オ ー ル シ ス テ ム 株 式会 社

k 阪 di 点1'<: 南 本 町5ー 14( f. U 正生命南本町 ピル) T E L 0 6 - 252- 1881 

銀 製 建 具 理 研 鋼 機 株 式 会 社

k 阪 市 点1><: 淡 路 町 内 4 Ｍ Ｕ Ｔ Ｈ 興 ｦｬｬ ［ ｾ 心 ピ ル Ｉ T E L  06 - 201 - 2801  

造 作 ・木 製 建 具 築 柴 木 材 大 阪 製 作 所

J' )j t.lJl di J ニ1島問T3 - 9  T E L 0726 - 71- 5081  

左 官 工 事 株 式 会 社 浪 花 組

大阪o I i ，li l><:li !rl刷T12 T E L 0 6 - 211 - 1501  

内 装 工 事 大 強 工 業 株 式 会 社

k 阪市北lξ'1' 之山 2 - 22(新制111 ピル ) T E L 0 6- 203 - 5541 

内 装工 事 三 友 工 業 株 式 会 社

大阪市阿1.<: ，1; 堀江大j J f j l - 19 T E L 0 6 一日2- 3321

内 装 工 事 大 阪装 飾 株 式 会 社

大阪市内1'<: 以闘TlItI 2 - 64  T E L 師 - 441 - 0931  

パーテ ィション工事 株 式 会 社 岡 村 製 作 所

k 阪市点[ > ( ボ陥 I - 7 ( O.M. Mピル ) T E L  06- 942- 臼 41

硝 子 工 事 株 式会 社 水 森 硝 子l苫

k 阪，Ii 点以北九賞、宇町 4 - 23 T EL 06- 262 - 0261  
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近畿大学医学部・附属病院

設 計 近 畿 大 学 管 理 財 務 部 営繕 課

富 家 建築 事 務 所

安 井 建築 設 計 事 務 所

施 工

建 築 松 村 組 ( 附 属 病 院)

大林組 ( 諸島百2門 制 棟 )

三井建設 Ｈ 進学諜削車、図， ｉ ｾｦｩ 古川

電 気 浅 海 電 気 近 畿 電 気工 事

給 書 室 須 賀 工 業 ナ ニ ワ 設 備

空 調 大 気 社
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倉 敷 中 央 病 院 第 1 期

所 在 地 岡山 県 倉 敷市 美 和 1 丁目 1 番 地 設 計 監 理 浦 辺 建 築 事 務 所 医 療 ガ ス セ ン ト ラ ル ・ユ ニ

施 主 財 団 法 人 倉 敷 中 央 病 院
( 協力) 椛 逃 ｦ ｟ ｮｉｉ 務 挫築 ・ ｲ ｾ 務 ｲ ｾ ｔ

( 旧問 中機器 販売)

1923、介紡 中央病院として創立
設 やm 設 備 設 計 プ ロ ジ ェ ク トチ ー ム

昇 降 機 目 立 製 作 所

設灯 台村 ｊ 主 ｉｉ 設 Ｑｾ
織 送 機 器 日 本 シ ー メ ン ス

(武内 i都民、附凶，i( 太 郎)
( 屯 気 設 備 計 阿 + ，ド 1[I 'dL 気工，1'; )  

1927、税名称に改称 ( 術生 大 東 設1I ii i1i)f 究 所 + 蔚 久 工 業 )

中 央集 塵 日 本 エ ス エ フ

1934、財団法人とす
(  ｾｩ￬ｉ ， ｾ＠ 大 東 設備 研究 所 + 高 砂 熱 学 工 業 )

電 話 富 士 通

改 築 工事 第 1 期 中 材 y ステム サ ス コ メ デ ィ カ J レ シ ス テ ム ズ

厨 房 三 機 工 業

建 築 面 積 3，97 1. 11m'  

施 工 建 築 藤 木 工 務 庖 倉 敷 支 底

厨 房 日 本 調 理 機 商 事

延 床 面 積 28 ，881 ，05 m'  

電 気 中 国電 気 工事

トータレサイン 乃 村 工 芸 社

情 造 規 模 S R C、Bl - l 0F

衛 生 斎 久 工 業

家 具 大 丸 装 工 部

エ 期 昭 和48年 9 月~ 昭 和50年 6 月

空 調 高 砂 熱 学 工 業

家 具 ク ラ レ イ ン テ リ ア

家 具 木 村 寝 台 工 業

中 材 機 器 サ ク ラ 精 機

病 院 概 要

- - - - 竺過
自1) 立 H年 ( 1923)  改築工・)，t(¥1  JUI 完成時 ( 1975 )  全.11-ll lij 完成時( 1980予定 )

敷 地 l師 側 38，060m'  49，799m'  49，799m'  

経 jぷ l而，11'( 10，187m'  58，981  m'  ( 記念館 を含む)

J，;; /)巨 数 2201，ぷ 改装工 '1川' 実 効 9341ぷ. ，筑波完了時 : 1033床. 1，180床

1  1.ぷ当り床 f(ij ，IJ' ( 46. 3m'/ 床
50，Om' / 床

J告 j!l: f' ト n 8 料 Ｑ 人 ｬ 料、外科、 ｾＢ ｉ 人科、 ｉｉｉＡ 料、小 16f寺 内事上空ト干上 J1li11l1l人千十 、H且干 十、 ｨｾＺ ， Ｑ￪ 内科目のほかに小児 外 科

児科、 ｌｉ 外 ｉ 判 喉料、 ｩｾ 付中、物Ｎｦ Ｇ ｬｬ 小 VGH ，Lr !i ，¥II 阿川併、f ，t主rf'十、 4出
が新設される予定。

療法科 ( X (，Jj !診断、 if:i ' ' iIS治療、 If3外H ，紛争l' やl' 椛科、皮膚科 、

水治械i去士事 。1927i匹、税 If3外科 Ｇｉￍｉｉ［ｾ 仏及び心臓外科、脳 神 経外科、

X 線科となる 。) 泌尿給料、政射線科、麻酔料、

リ ハ ビ リ テ - y ョン字上

‘ lι !6) 八院，1J.¥，者一数 IJM院後 5 年 1111 ＧｉｾＡ ，勾 Ｑ ＶＰ 人 Ｏ Ｑ Ｑ 800人/ 11

、11. !6)外米 !心者数 IJ f) 主主後 5 年/ I I J' ド! 6) 370人/ IJ 1，200人/ n 2，000人/ 円

ｾｲ￦＠ μ  数 医自li32人、医保彼自'li 13入、.r;'，，(i!!l1I 134入、 f也 850人
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設 計 監 理 浦 辺 建 築 事 務 所

施 工 建 築 議 木 工 務1吉 倉 敷 支l吉

電 気 中 国 電気 工 事

衛 生 斎 久 工 業

空 開 高 砂 熱 学 工 喋

A 北玄関ホール ( 入i且院入口 )
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企」自民例 宅 友 情IJ は{il! il斤
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北 側 個 室s emi H C U個 室 照 度 分 布 図

( iitlJ 定条イサー〉

l昭和 50iJ三 9 n  1 日

il¥IJ定時J : ¥l 1911キー 211時
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企 非11埋区域より 、

... エ7 ' ，/ ャワー〈畑必夫〉

倉 敷 中 央 病 院 第 1 期

-.. 

コ

A 予術宅

ｾ Ｑ＠
A 下lf. i宅( 水平府流式 7 リーンルーム) ( 矧必夫〉

につながる。

企 ，"-川 11 1(，

よ り 洗滋 組 立主をみる.

建 築 施 工 藤 木 工 務 底 倉 敷 支 庖

A 中 央滅的材料苦11. 1.01: 滋 宅から イ111刊f ラス舷しに滅的宅をみる .

0( '央 1;1 7 ーンテープ J レ.

企 L C. U. ナ-;1. . ;1. .テ - y ョン 。右側は I . C. U 例室.

... 給食セン 7 一。ベルトコンベアによる雌付.

A J也階サ ー ビスセンター. この千，iij に '11が ，f( 接近入する .

写J ' f 磁器3 小川書締 〈 新生ｾ築 〉

〈知11'e夫} ｪ ＱｩＺ ｉｾ［ 也築

fr 敷 市 水 };，'，T軒 ({u:: ，aJ 3 の 19 T E L 0 8 6 4 - 46- 11 50 

協 力 業 者

杭 打 工 事 株 式 会 社 河 野 組

て 土 工 事 瑞 穂 建 設 株 式 会 社

合敷市水 ｊＺ ，ｾ I軒捕手』町 4 - 10 T E L 0 8 6 4 - 44 - 9742 

杭 打 工 事 大 洋 基 礎 株 式 会 社 広 島 営 業 所

ｉ ＮｊＮＢＺｽＺ Ｎｾ＠ ，Iii;， 上見 町 15 - 14 T E L  0822 - 41 ー 7190

て 土 工 事 株 式 会 社 星 島 組

介 敷 市 雌 戸ar 天 域407 - 1  T E L  0864 - 28 - 1176 
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鋼 材 富 士 鋼 材 株 式 会 社

附山市民1 T 148- 1  T E L  0862 - 31  - 4121 

型 枠 工 事 株 式 会 社 三 浦 組

:fr 般 "i 木 江1598 T E L  0864 - 65 - 3313 

鉄 筋 工 事 高 山 組

総 社 "i 中 I点863 - 2  T E L  08669 - 2  - 1512 

鉄 骨 工 事 宮 地 鉄 工 株 式 会 社

r.:; l丑"i 抑111 ar 3  - 2  - 1  T E L  0878 - 21 - 1515 

防 水 工 事 束 中 国 防 水 工 業 株 式 会 社

ｉ ｾＮｪ 山市，， ［ＰＶＱＺＮ｜ ＵＸＰ Ｍ Ｑ T E L 0 8 6 2ー 72ー 1221

お 33王 寺 有 限 会 社 山 陽 瓦 石 井 商 l富

合 敷 市 木 江1575 T E L  0864 - 65 - 1988 

右 ・大 理 石 工 事 株 式 会 社 旭 大 理 石 工 作 所

大 阪 市 氾 区 中 川 1 - 10- 9  T E L  06 - 954 - 6661 

タ イ ル 工 事 株 式 会 社 平 田 タ イ ル 岡 山 支1吉

I河 山 市 当 新m82 - 3  T E L  0862 - 41 - 1171 

金 属 工 事 有 限 会 社 泉 鉄 工 所

l崎山 II i J込川 352 - 5  T E L  0862 - 41  - 8564 

，)，m ms; 時打開I 点川，( ，i 938 - 5  T E L  08668 - 2  - 0435 

金 属 建 具 工 事 日 本 エ ル ミ ン サ ッ シ 株 式 会 社

大阪市 ｉｉｇｉ ｾ ， ｪＨ ｬｈ ｦ 刷 Ｑ ー ＱＲ Ｕ T E L  06 - 441 - 1979 

左 官 工 事 有 限 会 社 出 原 組 金 属 建 具 工 事 住 友 ウ オ ー ル シ ス テ ム 株 式 会 社

ｬ よｽＺ Ｎｾ "i 耕l ar 1  - 2 ー 10 T  E  L  0822 - 32 - 1388 

金 属 建 具 工 事 株 式 会 社 日 鋼 商 会

! 岡山 01，11.¥111 169 - 5  T E L  0862 - 63 - 3141 

t N.tA工 事 有 限 会 社 布川 商 J吉

fr 敷市日. ，- 1- : 町 下 ノ 櫛W H- l ｔｅｌｾｾ Ｍ ｈ Ｍ ｮｮ＠

可 動 間 仕 切 工 事 株 式 会 社 イ ト ー キ

大 阪 市 東 区 淡 路 町 2 - 50 T E L 0 6 - 203 - 5301  

内装 工 事 内 外 イ ン テ リ ヤ 株 式 会 社

附1.I.1 lli 伸 111町J 2 - 8  - 6  T E L 0 8 6 2 - 25 - 0975 

硝 子 工 事 株 式 会 社 新 田 硝 子 l吉

附 山 市 天 糊i附r 2  - 24 T E L  0862 - 63 - 6631 

塗 装工 事 竹 林 塗 装 株 式 会 社

I向山 rlih' f醐 締 1 - 1  - 4  T E L  0862 - 24 - 0255 

外 装 工 事 株 式 会 社 エ ー ビ ー シ ー 商 会

開山市) L ノ内 1 - 2  - 4  T E L  0862 - 25 - 7188 

祭 具 工 事 株 式 会 社 高 島 屋

1:可 山 市 本 町 6 - 30 T E L  0862 - 32 - 2101  

内 装 工 事 青 盛 建 材 株 式 会 社

間 山 dj 中 野 オ ノ 元386 - 2 T E L 0 8 6 2 - 41 ー 1672

金 属 工 事 全 備 金 属 株 式 会 社

IMj 山 "JJ']:1色町J 1 ー 1 ー 1 T E L  0862- 25 - 3811 

金 属 工 事 有 限 会 社 池 田 金 物l吉 水 島 出 張 所

fr 赦 "i 木 尚 北 緑 町 8 - 16  T E L  0864 - 44 - 6278 

研 工 事 株 式 会 社 新 谷 組

什 倣"i水，0 5 9 6 - 22 T E L  0864 - 65 - 2439 



特 集

医 療 施 設

田 医 療 施 設 計 画 へ の 展 望 / 栗 原 嘉 一 郎

国 最 近 の 病 院 建 築 を さ ぐ る 一 近 畿 大 学 医 学 部 附 属 病 院 と 倉 敷 中 央 病 院

国 病 院 各 部 の 計 画 と 技 術ー そ の 傾 向 と 問 題 点

( 1  )  中 央 診 療 部 の 構 成/ 柳 沢 忠

(2)  手 術 部 の 計 画 と 清 潔 管 理/ 川 辺 員

(3) 電 気 設 備 と 安 全/ 河 窪 登 志 夫

(4) 給 食 部 門 の 計 画/ 辻 野 純 徳 ・ 甲 斐 行 雄 ・ 石 田 允 宣

(5) 病 室 の 設 計 居 住 性 の 向 上 と 諸 装 備/ 辻 野 純 徳 ・ 西 井 美 彦 ・ 渡 部 糟

(6)  物 品 搬 送 の 自 動 化 問 題/ 栗 原 裏 一 郎

(7)  コ ン ビ ュ ー タ に よ る 病 院 管 理一 病 院 情 報 シ ス テ ム / 河 村 徹 郎

固 医 療 施 設 資 料 頁
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52 建築と社会/ 1976年 3 月号

医 療 施 設 計 画 へ の 展 望

栗 原 嘉 一 郎

田 上 が づ て き た 計 画 水 準

医 学 の め ざ ま し い 進 歩 を 背 訟 に し て 、 今 日 建 設 さ れ る 医 療 施 設 の 水 準 が 急 速 に 高 く な っ て き

た こ と は た し か な こ と で あ ろ っ 。病 院 の 規 模 自 体 も 次 第 に 大 き く な っ て き た し 、 1 ベ ッ ド 当 た

り の 面 積 水 準 も 上 が ってきた。

計 画 の 内 容 面 に つ い て も 、 内 外 で 試 み ら れ る 新 し い 試 み は 各 種 の 情 報 ル ー ト に の っ て 相 当 な

ス ピ ー ド で 全 国 に 波 及 し つ つ あ る 。 こ こ で は 、 ま ず そ れ ら の 動 き を い く つ か 拾 っ て み よ う 。

近 年 、 病 院 の 増 改 築 が 相 次 い だ が 、 そ れ ら の 内 容 を み て み る と 、 検 査 部 門 を 筆 頭 に し て 中 央

診 療施 設 の 拡 張 を 契 機 と し た も の が 圧 倒 的 に 多 い 。 診 療技 術 の 進 歩 の 故 だ と い わ れ る 。 検 査 部

門 の 統 計 を み て み る と 、 ど の 病 院 で も 、 検 査 件 数 の 年 々 の 伸 び は 目 を 見 は る も の が あ る 。 各 種

の 検 査 器 械 が 続 々 と 購 入 さ れ 、 検 査 室 の 中 を と こ ろ 狭 し と ひ し め い て い る 。 オ ー ト ア ナ ラ イ ザ

ー の 登 場 に よ っ て 、 規格 化 さ れ た 検 査 項 目 に つ い て は 正 確 に 大 量 処 理 す る こ と が 可 能 に な った

はずだが、検主主の種類や件数の増加はそれによる合理化をはるかに上廻っているかに見える 。

こ つ し た 変 化 の 激 し さ に 対 応 す べ く 、 間 仕 切 り や 設 備 配 管 を フ レ キ シ ブ ル に 考 え る 新 し い 平 面

計画の方式が提案され、実現を見ている。

手 術 ・ 分 娩 部 門 で は 、 患 者 の Jlll 庄 ・心 拍 数 ・心 電 図 な ど を 自 動 的 に 正 確 に 監 視 す る 各 種 の 自

動 監 視 装 置 が 開 発 さ れ る と と も に 、 手 術 室 無 菌 化 へ の 技 術 が 年 々 高 度 に な っ て き た 。 そ れ に 応

じ て 、 手 術 部 内 に お け る 患 者 ・スタ ッフ ・器 具 等 の 動 線 に つ い て も 清 汚 の 区 分 の考 え 方 が 厳 密

に な り 、 今 ま で の 中 廊 下 袋 小 路 型 の 平 面 は 否 定 さ れ よ う と し て い る 。

放 射 線 部 門 で は 、 撮 影 か ら 現 像 に 至 る プ ロ セ ス の 自 動 化 が 進 め ら れ る と と も に 、 診 断 ・治 療

用 の 高 エ ネ ル ギ一 発 生 装 置 の 開 発 も 止 ま る と こ ろ を 知 ら ず 進 め ら れ て い る 。 平面計画的にも、

こ の 部 門 の 規 模 が 大 き く な る に つ れ て 、 技 師 の 作 業 区 域 と 忠 者 動 線 が 交 わ ら な い よ う に す る 平

面 型 が 考 え ら れ る よ う に な って き た 。

ま た 、 管 理 ・サ ー ビ ス 商 と し て は 、 各 種 の 記 録 の 分 類 ・記 憶 ・ 統 計 作 成 ・料 金 計 算 ・ カ ル テ

検 索 な ど の 面 で 機 械 化 が 進 行 し 始 め て い る し 、 部 門 聞 を つ な ぐ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン シ ス テ ム の

検 討 や 物 品 搬 送 の 機 械 化 に つ い て も 各 種 の 試 み が 始 ま っている 。

か た や こ う し た 合 理 性 の 追 求 と な ら ん で 、 病 院 の 居 住 性 や 快 適 性 を 高 め よ う と す る 動 き も 遅

れ ば せ な が ら 表 面 化 し 、 最 近 で き る 病 院 で は 、 待 合室 ・ホ ー ル ・食 堂 ・テ イ ル ー ム な ど は か な

り 工 夫 の あ る 盟 か な 水 準 の も の がふえてき た。最 も 遅 れ て い た 病室 に つ い て も 、 た だ ベ ッ ドを

並べるだけではなく、ちょっとした忠、抜きコーナーを設けたり、手洗器や使所を付属させたり

す る 配 慮 が 、 ょ う や く に し て 払 わ れ 始 め た 。

さ ら に 、 計 画 全 体 の 問 題 と し て は 、 先 の 見 通 し を も た ず に 継 ぎ た し の 連 続 で 増 殖 を 重 ね る う

ち に 動 き が と れ な く な っ て し ま っ と い っ 過 去 の に が い 経 験 に こ り て 、 機 能 の 成 長 ・変 化 に つ い

て い け る よ う な 、 “ 成 長 可 能 な 平 面 型 ・ 断 面 型 " の 追 求 が 行 わ れ る よ う に な り 、 海 外 事 例 の 彬 響

下 に 二 、 三 の 実 施 例 を 見 る に 至 っている 。

表 面 に 出 て き た 動 き だ け を 拾 い あ げ て み れ は ¥ わ が 国 の 病 院 の 水 準 も 欧 米 に 近 づ き か け た か

にみえる 。

しかしながら、 一 歩 突 込 ん で み れ ば ¥ も と よ り そ ん な 甘 い 言 い 方 は て 与 な い。

早 い 話 が 、 通 院 患 者 と し て 病 院 を 訪 れ れ ば 、 相 も 変 わ ら ず 嫌 と い う ほ ど 待 た さ れ る し 、 入 院



で も す れ ば 、 そ っけ な い 病 室 で 、 メ ニ ュ ー の 選 択 も な い ま ま に プ ラ ス チ ッ ク の 井 に 山 と 盛 ら れ

た 冷 え か け の 米 飯 攻 め に 、 た ち ま ち に し て 食 欲 も 失 って し ま う と い っ た こ と に 象 徴 さ れ る 、 何

かう っ と う し い よ う な イ メ ー ジ は 、 全 体 と し て あ ま り 変 わ って い な い。 中l床 は 問 わ ず 施 設 面 だ

けをとりあげてみても、未だ狭! 塩で旧態そのままの低水準に止ま って い る の が 大 半 だ と い って

決 し て 過言 ではなかろう 。 平 均 水 準 の 向 上 と い う 点 か ら み れ ば ま だ 道 が 遠 い の を ま ず 知 ら ね

ば、なるまい。

先 に 拾 い 上 げ た よ う な 最 近 の 計 画 水 準 自 体 に つ い て も 、 問 題 が な い わ け で は な い。

た と え ば 、 手 術 部 の 無 菌 化 を 大 変 な 厳 密 さ で 考 え る の は 、 そ れ 自 体 結 構 な こ と に ち が い な い

が 、 そ れ な ら 他 方 で 、 今 日 欧 米 で は 常 識 化 し つ つ あ る マ ッ トレスやベ ッ ドの消毒についてもそ

ろ そ ろ 問 題 に さ れ て よ い と 思 う し 、 そ れ 以 上 に 、 院 内 を 縦 横 に 交 錯 し て い る 人 や 物 品 や 各 種 の

運 搬 車 な ど の 流 れ の 清 汚 の 区 分 に つ い て も 、 基 本 的 な 観 点 か ら の 検 討 が カ[1え ら れ て よ い の で は

な か ろ う か。 そ れ と 関 連 し て 、 物 品 搬 送 の 問 題 に し て も 、 院 内 の 物 流 の 発 生 に つ い て の 整 理 を

し な い う ち に 、 徒 ら に 設 備 の 導 入 を 急 い で は 効 果 を 上 げ 得 ず に い る よ う な 例 も な し と し な い。

ま た 、 検 査 室 や 放 射 線 部 門 の 充 実 に 競 っ て 巨 額 の 投 資 が お こ な わ れ る の も 結 構 な こ と に は ち

が い な い が 、 高 価 な 器 機 類 の 実 際 の 利 用 率 の 方 は 果 た し て ど つ な の か 心 配 な 気 も す る 。 医 療 の

高 度 化 は 今 後 と も い わ ば 際 限 な く 進 め ら れ て い く と 考 え ら れ る か ら 、 そ れ に と も な っ て 、 こ の

種 の 設 備 ・器 械 の 増 設 や 更 新 も 際 限 な く 続 い て い く も の と 思 わ れ る 。 こ れ は 大 変 な こ と で あ る 。

医 療 費 へ の 直 接 的 な は ね 返 り は 明 ら か で あ る 。 そ の 結 果 、 医 療 財 政 を 通 じ て 国 民 の 税 負 担 に も

重 く か か わ って く る 問 題 で あ る 。 病 院 と い う 病 院 が 徒 ら に 投 資 を 競 い 合 う こ と の 恐 か さ と そ の

限界を、そろそろ気づ‘ いてもよい H寺期ではなかろうか 。

圏 群 と し て の 計 画 一 地 域 医 療 へ の 道

医 療 の 高 度 化 へ の 指 向 を 、一 つ め 病 院 と いうがlk を 越 え て 、 広 域的 な 観 点 か ら 考 え て み る 時期

に 今 や き た の で は な い か。

たとえば、 臨床検査については、 検 査 の 自 動 化 の 技 術 を 発 展 さ せ て 他 病 院 と 有 効 な オ ン ラ

イ ン シ ス テ ム を 組 ん だ り 、 さ ら に は 高 度 の 臨 床 検 査 セ ン タ ー を 独 立 し た 形 で 設 け 、 広 〈 地 域 内

の 医 療 施 設 群 に よ る 共 同 利 用 を は か っ た り す る 問 題 に つ い て 、 も っ と本気で検討されてよいと

思 わ れ る 。放 射 線 の 高 エ ネ ル ギ 一 発 生 装 置 に つ い て も 閉 じ く こ れ を セ ン タ ー 化 し て 、 複 数 病 院

に 開 放 す る 方 向 が 考 え ら れ て よ い 。 た だ し こ の 場 合 の セ ン タ ー化とは、 主 と し て 機 構 上 の 有 機

的 連 け い の 問 題 で あ り 、 建 物 と し て 単 独 に つ く ら な け れ ば な ら な い と い う こ と で は な い 。 基 幹

病 院 あ る い は そ れ に 準 ず る 病 院 に 付 属 し た 形 の 建 築 で あ っ て 差 し 支 え あ る ま い 。

因 み に 北 欧 や 英 国 で は こ う し た 解 決 策 は す で に 一般 的 な 形 で 実 施 に 入 って い る し 、最近では、

中材部門に つ い て も 自 動 洗機 ・自 動 滅 菌 装 置 等 の 一 層 の 高 j変 化 と 能 率 化 を ね ら って セ ン タ ー 化

す る 例 も 出 て い る 。加 え て 給 食 や 洗 濯 の 広 域 セ ン タ ー 化 に つ い て は す で に か な り の 実 績 を も っ

て い る こ と は よ く 知 ら れ て い る と こ ろ で あ ろ う 。

し か し な が ら 、 現 在 の わ が 国 に お い て こ の 辺 り の 問 題 を 考 え て い く た め に は 、 そ れ に 先 立 っ

て ま ず は 「 地 域 医 療 J r計 画 医 療 」 の概 念 を 大 前 提 と し て 打 ち出 さ な け れ ば な ら な い の で あ る 。

地 域 の 医 療 需 要 に 対 し て 、 地 域 の 責 任 に お い て 施 設 や ス タ ッフ を 有 機 的 に 編 成 し て こ れ に 応 え

て い く 概 念 で あ る 。 この考え方は、 言っ て み れ ば 至 極 当 た り 前 の こ と な の だ が 、 現 実 の 姿 は お

よそ程遠い 。

周 知 の 通 り 、 わ が 国 で は 各 種 の 経 営 主 体 の 病 院 が 乱 立 し 、 し か も そ の 内 容 は 未 だ 100床 以 下

の 民 間小病 院 が 大 半 を 占 め て い る 。 そ の 背 後 に 、 医 療 は 基 本 的 に 民 聞 が 支 え る べ き も の で あ り 、

公 的 医 療 は 不 採 算 医 療 を 受 け 持 つ 形 で 民 間 医 療 の 穴 を 埋 め る 役 割 を す れ ば よ い 、 と す る 考 え 方
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が 医 療政 策 の 基 調 と し て 貨 か れ て き た の で あ る 。 公 的 病 院 の ベ ッ ド 数 規制 措 置 な ど は そ れ を 如

実 に 物 語 っ て い る 。 し か し な が ら 、 こ れ で は 地域 住 民 に 対 し て 積 極 的 に 高 度 医 療 を 提 供 し て い

く 責 任 体 制 は 到 底 っ く り 得 な い し 、 組 織 的 ・計 画 的 に 施 設 の 統 廃 合 を 進 め る こ と に よ っ て 高 度

医 療 を 効 率 の 高 い 形 で地域 住 民 に 保 証 す る 道 を 歩 ん で い る 西 欧 諸 国 に 追 い つ く 道 理 も な い 。

一 般 に 地 域 住 民 の 生 活 を ま も る 責 任 主 体 は 地 方 自 治 体 な の だ か ら 、 医 療 の 面 で も 、 地 域 ご と

に 自 治体 な ど の 公 的病 院 を 、 中 心 と な る 基 幹 病 院 に 育 て て い き 、 そ こ が 自 ら 高 度 医 療 の 多 く を

担当するとともに、 地 域 に お け る 各 種 医 療 施 設 群 と の 連 絡 調 整 機 能 を 果 た し 、 全 体 と し て ネ ッ

ト ワ ー ク を 形 成 す る 形 で地域 住 民 の 医 療 に つ い て 責 任 を と れ る よ う な 方 向 に も っ て い く こ と が 、

ぜひとも必要で・ある 。 地域 の 大 学 病 院 を 基 幹 病 院 と 重 ね 合 わ せ る こ と も 当 然 考 え て よ い で あ ろ

う 。 こ う し た 計 画 的 な 考 え 方 が 育 っ て く れ ば 、 診 療 部門・ サ ー ビ ス 部 門 等 の セ ン タ ー化 構 想 も

ヨ ら 生 ま れ 、 実 現 に 向か っ て い く も の と 思 わ れ る 。

地 域 医 療 の 内容 は 、 単 に 狭 義 の 診 療 行 為 に と ど ま る も の で は な い 。 回 復 期 の リ ハ ビ リテ ー シ

ョ ン か ら 社 会 復 帰 ま で を 含 む の は 当 然 で あ る 。 こ の た め に は 診 療 所 を 原 点 と し つ つ 、病 院 ・リ

ノ、ビ リテ ー シ ョ ン 施 設 ・ナ ー シ ン グ ホ ー ム ・デ イ ホ ス ピ タ ル 等 、 多 彩 な 組 み 立 て が 必 要 で あ る 。

社 会 福 祉 施 設 と の 関 連 づ け も 必 要 で あ る 。 老 人 人 口 の 増 加 と と も に J忠 者 の 老 齢 化 も 目 立 ってき

ており 、 こ れ ら 老 人 慢 性 疾 患 の 増 加 に よ っ て 病 院 の 入 院 期 間 は 次 第 に 長 期化 の 傾 向 さ え 見 せ て

い る 今 回 、 こ の 点 の 重 要 性 は き わ め て 大 き い も の が あ る と い っ て よ い 。 なおこの点に関しては、

か つ て 本 誌 に お い て 論 じ た の で 詳 し く は そ ち ら を 参 照 さ れ た い 。

地 域 医 療 に お い て も う 一 つ の 重 要 課 題 は 、予 防 ・保 健 の 問 題 で あ ろ う 。 医 療 費 の 高 騰 を 必 然

と す れ は ¥ こ の 問 題 の 比重 は 今 後 次 第 に 大 き な も の と な る で あ ろ う し 、 ま た そ う し な け れ ば な

るまい 。検 査 の 自 動化 技 術 が 進 ん だ 今 日 、合 理 的 に 選 択 し た 若 干 の 項 目 に つ い て 標 準 的 な ス ク

リ ー ニ ン グ 検 査 を 地 域 の 全 住 民 に 対 し て 定 期 的 に 実 施 し 、 疾 病 の 早 期 発 見 に 資 す る こ と は 今 日

可 能 な は ず で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 予 防 医 学 自 体 も 飛 躍 的 な 発 展 が 約 束 さ れ る は ず で あ る 。

仮 に こ う し た 地 域 医 療 を 推 進 し て い く と し て 、 そ の 際 ま ず 問 題 に な る の は 単 位 地 域 の 設 定 の

し方であろう 。 個 々 の 市町 村 が そ の ま ま 医 療 行 政 の 計 画 単 位 に な る と い う わ け に は い か な い 。

一 つ の 完 結 し た シ ス テ ム と し て 、 高 度 医 療 の 保 証 を 可能 に す る だ け の 人 口 や ひ ろ が り を 持 た な

け れ ば な ら な い か ら で あ る 。 因 み に 欧州 に お い て は 国 土 を 、 フ ィ ン ラ ン ド で は 21分 割 ( 1 地 区

20万人) 、 ス ウ ェ ー デ ン で は 7 分 割 ( 1 地 区 平 均 100万人) 、英国では 15分 割 ( 1 地 区 平 均 30 0

万 人 ) し て hospi tal r eg ion を つ く り 、 各 r egion ご と に 基 幹 病 院 を 頂 点 と し て 完 結 し た 医 療

体 系 を つ く っ て い る が 、 こ の 辺 り の 適 当 な あ り 方 に つ い て は 、わ が 国 独 自 の 人 口 分 布 ・地 勢 ・

交 通 条 件 等 を ふ ま え た 上 で 十 分 に 検 討 さ れ る 必 要 が あ ろ う 。

民 聞 の 自 由 経 営 に よ る 小病 院 が 大 半 を 占 め て い る 現 実 に 照 ら し て 考 え れ ば 、 こ う し た 計 画 的

な概念を現実の中に下ろしてし、く仕事は笑のところかなりむづかしい事業と思われるが、 小病

院 に 関 し て は 、 地 域 と 密 着 し て い る 利 点 を 生 か し て 家 庭 的 な 暖 か み の あ る ナ ー シ ン グ ホ ー ム 的

な 万 向 へ の 転 換 も 一 つ の 大 き な 活 路 に な り 得 る で あ ろ う し 、 場 合 に よ って は 逆 に 範 囲 を 限 定 し

て の ユ ニ ー ク な 専 門 病 院 と し て 生 き る 道 も あ り 得 ょ う 。

要 す る に 、 急 速 に 高 度化 へ進んでいる医療の水準に対して、これを国民の一人ひとりにイ確実

に 、 し か も 高 い 効 率 で 泣 元 す る た め の 社 会 的 な シ ス テ ム を 碓 立 す る こ と こ そ が 現 下 最 大 の 課 題

で あ り 、 個 々 の 施 設 計 画 も こ う し た 考 え 方 に 沿 う 方 向 で 々 え て い く べ き で は な い か と い う こ と

なのである 。

折 か ら 低 成 長 社 会 を 迎 え よ う と し て い る 時 で も あ り 、 医 療 資 源 の 有 効 利 用 の 道 を 探 る こ と は

国 民 的 課 題 で も あ る は ず で あ る 。 1976年 2 rJ (く りは 句 か い ちろう 筑波大' 下教佼 )

* 医療施政の叩l 自のた めに 菜原 r雄築と 社会 J 1968年 6 月
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1  . 計 画 の プ ロ セ ス に つ いて

池図 近大附属病院は、郊外の丘陵地に全〈新しく新築された、大学の

附属病院であり、い っぽう倉敷中央病院のほうは、市街地の、古い伝統

を持 ったところに ill 替えで新築をなさ った、どちらかといえば市民病院

的な中央病院である 。 そういう各聞での大きなj : @いカぜございます。 ただ、

どちらも大鋭校病院であるという点は共通しているかと思います。

近大の場合l立新規計画ですから、新しい計画に対応するための新しい

組織と申しますか、運営方法が6存立しやすいように，思うのですが、{ 也前

では先生方があとで次々と決まってきて、しかも大学の出 身がさま ざま

であるとい ったあたりから問題が出やすいのではないでしょうか 。 また、

ずいぶん短期 間にまとめる必裂があ ったのではないかと思うのですが、

そのあたりの計画のプロセスなどについてうかがいたいと思います。

北村 近大の場合、全体計画としては、まず自然の緑を多〈残すこ

とを意図しました。敷地は 256 ，300m' あ りま すが、丘陵地で高低差

が多いため 、そのまま利用できる部分があまりない こと、研究室と

診療関係の動線を短くする こと を主眼に、建物を高層化しま した。

一方 、事務処理! の合理化を計るために、医学資料の管理に、カルテ

自動保管装笹と忠者診療受け付けを、コンビューターを介してオン

ライン化したシステムを採用しています。

医学部開設にはご存知のように文部省の認可が必要ですが、その

スケジュールに設計も工事も合わせていかなければならなかったわ

けです。

池田 いろいろなところから先生が米ておられるという点で何か問題が

あったでしょうか.

北田 病院内部でとくに錯綜する科といいますと 、内科と外科です

ね。その診療科が、各大学の先生方皆さん泣いますし、従来ずっと

その研究体制をと っておられましたので、おのおの思想も違います。

実際にそれを一つのスペースの中にまとめようという段階では 、71"[

任された時点が非常ーにおそかったものですから、いまのお話のよう

に、プランのアウトラインが決ま った中で一つの近大の医療体系、

組織づくりをしてもらう結果になりました 。で 、われわれはそのス

ペースの 中での一応の変更という形です。 そういうヴイジョンの方

は、 一応先生方がJ1t 立的につくられたものをお聞きして、変更とい

つことで処置させてもら いました 。

池 田 その辺の淵主主がうまくできずに、しわ寄せは全部建築サイドへ〈

るということはございませんでしたか?

北 国 そのしわ寄せというのは 、ほとんど設備にかかってきました 。

といいますのは、同時に医療機器の購入計画もだいぶ変わってきま

すので、建築設備の屯気、給排水、そういうものが大幅に変更にな

りました 。だいぶ無理rr をして 小 さなスペースの 中に大きな要素を盛

り込んでお '2 ますので、設備のスペースの問題としてあとで苦しく

なった、そういうことはあります。

池田 倉敷はどうですか 。 かなり計画 ｊｾ ｊｊＺＺｊ を長くおかれたようですが ・ 。

辻野 私どもがこの病院の設計をやるんだとうかが ったのは 68年、

実際に設計に入 ったのは 70年の秋からですが、その間に資料収集を

約 2 年ほどかけてやりました 。資料収集がすすむにつれて、 1，000

床の病院というのは大変なものだということが身にわかりはじめ、

われわれの未熟な力を何とかカバーしたいと考えて、基本計画進行

のためのこのようなプ ロセ ス ・フローチャート (別 表) をつく り、

設計条件を引き出してこれをとりまとめる方法をとりました 。

また 、客観的なデーターとして 1，000床以上の病院の資料を集め

るにしても、発表されているものには主観が入 っていでかなり笑態

旭築社会/ 1976年 3 月号 55 



とJ l J ! いますので、全部私どもで拾い直しました 。 そして、その資料

とフ ローチ ャートをも とにして設計条件を求めたのですが、病院側

からは適切で調整された条件は出てこないわけです。

一例を 申しますと、手術室の室数を決定するときに、脳外科から

はかなり大きな数で要求してくる 。 しかし、その元になる数値を提

出してもらい、集計して現状と合わせてフォローしてみますと、そ

れはおかしいという結果が出てくるというように 。

こういう調査℃先生方のお っ しゃることの裏づけをどんどん取っ

ていったわけです 。袈つ町けを取ることによって医者のほうもだんだ

ん設計事務所に対しても本音を吐くようにな りました 。 で、一般的

データと依頼値が大幅に違うときは、なぜ違うかということを確認

して、納得したうえで進めてまいりました 。結果は、保存すべき記

念館も入れまして 1 床当たり 44. 5 m'という数字上は狭い建物でござい

ます 。そのかわり使わない部屋はなくしました 。 フローチャートを

関係の人々に配って、このためにこういうことをやるんだという理

解をいただいたために、末端まで入つての調査ができたということ

で、非常に計画をやったものとしては幸せに思っております。

途中で眼科だとか胸部外科、小児科などの医長がかわりましたけ

れども、計画とほぼ変わりない形で引き継ぎができた 。 それから先

生方にも、あなたが責任をもってやる以上は、つぎの先生が来て使

えないという病院をつくってもら っては困る、そのために勉強しな

さい、とハ ッパ もかなりかけまして、 ( 笑い ) 勉強していただきま

した 。

麻酔科だけは建築がほぼできあが った頃に先生が来ましたので、

使い方にちょ っと問題がありますが、それ以外はほとんどトラブル

はございませんでした 。

なお、フローチャートを使つての計画というのは、われわれにと

っても試みに近かったわけですが、一応その結果をご報告いたしま

すと 、まずスケジュールに釆せることが非常に楽だ ったということ、

フィードパックが割に少なかったということがあります。それから、

施主からの明確な条件を引き出そうと思 ったんですけれども引き出

せなくて、やむを得ずわれわれが、，建築主が出すべき条件づくりに

まで足を踏み入れなくてはいけなかったのですが、それの限界がは

っきりしましたから、建築主の方も申し訳けないとかなり協力をい

ただいたということもございました 。それに、 ドクターがわがまま

言っているのを 押さえる 一つの道具にもなったわけです。( 笑い)

しかし、設計者側と建築主側IJ の相互理! 解には、非常に役に立ちまし

た。 フローチャートによるのはたいへん繁雑でして、何か事が起こ

ると、その都度っくり直さなくてはいけませんし、また、わかりき

っていることも、エイヤ "/ / と片付けないでフローの上でや ったと

いつことで、かなり頭を打ったときもありました 。 でも、これは有

効な手段で、はないか、というのが私どもの結論です 。

先生がたも、京大系は日本でも 一番セクショナリズムの激しいと

ころと自称しておられましてね、そっいう点では最初の聞は苦労い

たしました 。

“ P P C " という言業をわれわれが病院に P R したときに、先生

がたはほとんど知らなかったということがありまして、病院管理研

究所の松本さんに来ていただいて、 P P C の話とか現在の病院の置

かれているイ立置などについての講演をしていただいたりしているう

ちに、 、建築事務所が提案するも のもなかなか良いところがある、

それも現在の病院計画の主流を行 っているらしい" とのことで安心

なさ ったのか、やっとこっちへ向いて下さいました 。セクショナリ

ズムの殺も外した方が得なこともあると、かなりこちらの意見も通

させていただきました 。意見を過させてもらった以上は運営までフ

ォローすべきで、現在このフォローに加えていただいています。

5 6  

2. 設 計 段 階 の 問 題 と

そ の ア フ タ ー ケ ア

池田 基本設計から実施設計へ移られて、近大の場合は非常に期間が短

いというお話 ーが ありましたが、その後の工事の附Ａの ｊｾｉｉ 問も短 ｌ 、 。 オープ

ンされるまでにやはり実施設計の上でかなり非常に般本自のな変更点とか、

途中段階での設計上のトラブルなどはございましたか.

北 村 基本形といたしましてはそう変わ っておりませんが、 とくに

レントゲン関係の屯気容量が少なかったものですから、非常に屯気

関係で苦労しました 。 かなり容註関係が変わっております。

池田 その点では合数は相当時11I J をかけていら っしゃいますから 。

辻野 倉敷の場合は、大きな変更はなかったんですが… ・ 。

手術センターはフローに従って積み上げ方式で計画をi f f ; め、全員

賛成をもってその通りプランをつく ったつもりでした。それは、産

婦人科大系の手術苦11の項に i絞っているプランですけれども、クリー

ンとソ イルドの廊下のあるイギリスタイプです。 これで基本設計を

完了しましたが、その後にナースから、どうも弱J 線が長過ぎて使い

切れない、管理もしきれないという問題が出てまいりました 。 もう

一度手順の 問題などから繰り返していろいろ調べたんですが、なか

なかいい答えが返 ってこなし、 。たまたま病院管理研究所の松本さん

から、イギリスでも汚染物をパ ックして運び出すことによって、ク

リーンとソ イルドの廊下を別に設けるのをやめようという動きがあ

ると知らされ、それが一つの決め手になりまして、現計画に大幅に

変更しました 。

それから、給食センターでは冷凍食導入を病院側IJ が考えており、

その笑験を続けておられました 。 その結果が出るまで設計を保留し

ましたが、今のところでは冷凍食の導λ はまだ問題が多過ぎるとし

て、可能性だけ残して再スター卜したとたん、こんどは担当者が亡

くなってしま った。 それから担当者探しを始めたのでかなり計画が

おくれ、実施設計と工事が一緒にi f f ; んでしまうような形になってし

まいました 。

三つ自は石油ショ ックでして、基準寝具なども値上げを 言っ てき

たわけです。 当時病院では、将来はディスポ化の方向でと考えてお

りまして、寝具や滅菌器材その他のための設備もかなり紛少して考

えていたんですけれども、足元を見透かされたような形の値上げの

喜要求がありましたので、コンクリート打設の直前でしたがもう一度

計画を練り直して、洗濯はすべてを内部でまかなえるだけの面積を

雌保するとか、それからその時点においてもう一度中材のシステム

を考え直したり、同時に省エネルギーの問題、これは徹底的にもう

一度振り返るといったことなどがありました。

池田 建設委只会とかそ う い う ｴ ｊＮｾ で、図而の上ではわりあい納得してく

れていて、さ て現場が始ま って尖際に配管が終わり、何や らがついてき

たときに、こんな のはどうも迷う、こ ういうつもりではなか ったとか、

そういうお話はございませんでし たか?

北 村 それは少々ありましたが、それよりも近火の場合、東洋医学

をユニーグな科として取り入れて、計画のときには 100 m'程度考え

ていたのですが、オープンしますと忠者が多〈、当初の 3 倍ほどの

スペースが必要になって、開設以来 5 ヵ月余ですでに増築するかど

うか困っております。

池田 束洋医学の内谷は?

北国 麻酔と pain clinic をとり上げて、そういう科とそれから東洋

医学と何かの接点がどこかに見出せるのじゃないだろうかというこ

とで、 3 階に東洋医学とそれから pai n cli 'ni c  相談という形をつく っ

たんです。が、何分にも東洋医学を担当される先生が決まるのがお
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〈イメ二 三 よ 立プヒ主〉

(造形イつ
ジの検討 /  

. 土i也利用

アブローチ

. みどり の

配介

建物配置

. 駐車場

・そ の他

(結合的イメ)

ージの撞出l

敷地及び周辺状況調査

・都市計画 ー埋段管鯛査

・地 域 的 状 況 ・現況建物利

・日照チェ y 周 闘 査

ク ・現況設備綱

・法規チェ y 査

7  ・草 木 調 査

〈運営上の 目犠〉

合理的病院

- 事務白機械化

( コ〆ピューター嘩入)

( 搬送機田充実)

. 医療施設の中

央化、徹底

サ ー ビ ス 部門

的 集 約 化

- 医療情報町中

央化

. 物品管理由徹

底

・病院全体の清

潔 管 理

夜間 ・体自 体

制の

〈結果〉

・分業体制的再

編 成

{テーム匡揮の置車)

( 業務の尊門化)

織設の再介類

. 省力化

〈建築上の目標〉

・病院具〈ない

病 院

・みどりの病院

増改築可能な

病 院

に わ か り や す い

病 院

・高層病院

・病 院 運 営 に 支

障をきたさな I  I  

いように工 事 I  I  

を進的る 。 I I  

・防災計画の充実I I  
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そかったということと、薬学の先生にご相談をしておりましたので、

薬草とかその薬のほうの関係ばっかりで、実質内容的にどういうふ

うになるんだという形がなくて、当初は製斉IJ . 調剤の出し方をメイ

ンテー? とした室の係立しかできなかったわけです 。しかし実際に

やられておりますのは、診察です 。 そうすると更衣室がたくさん必

要になって、実際今度は診察という形で出てきましたら、そこら辺

でだいぶ食い iil いがありまして、でき上がってからもう一度変更い

たしました 。

池田 税イf の中 l了lでは薬局で西洋医学とそれから淡 }J と両万の薬剤l を被

ってますが、薬品では泌 }J 品起を直接は

北 村 いま扱つてないんですが、薬局で岡方扱いますと、今度は薬

局が狭くなり 、私としては別々 の方がよいと 思 っております。

辻 野 倉敷は東洋医学の話はいまのところございません 。産科で、

はり麻酔をや っておりますが o  

溝神 病院の tJi 討の場令、設計の段lmでいろいろな，Ul.J ft 研究をして、とに

かくある糾 ｬ まではし、けると思います 。 しかし現場でのｾ兇 ｌ 含めて、工・ Ｑ Ｇ ［

中にい ろいろとケアしてゆかないといけないも のがかなりあるわけです

が、近畿大学の場合も倉敷の場合も、設計一怖が現場に継続して行って お

られるわけですね。そういうことは、現場でのいろいろな変更に対応し

やすいというだけでなく、も っとほかに般極的に、病院としてよりきめ

の紺防、いケアができるというような百Tii E'性があるんじゃなかろうかとか

、いや そんなことをやらなくてもできるんだとか、その辺のことがよく

気になるのですが、ご経験とし ては 、どのように感じ ておられますか。

辻野 理恕的には完全な図聞と完全な引き継ぎがで きればよ いので

すが、やはりいろいろ問題があります。今度の場合は、私が一応全

体を見る、で企画関係のグループか ら笑施設計の段階で l 人だけが

残 って、あとは全部新しいメンバーで入れかえた 。 そこでや っぱり

トラブルがございましたが、同じ場所で設計していますから赦われ

ました 。実施設計のメンバーの中から 1 人選んで・現場へ出して、私

は毎週特別j な用件がなくても必ず行 ってケアをする、という形をと

ってき ました 。

それから、施工図ができた H寺点で、もう一度病院各部所にそれぞ

れ説明させました 。 たとえば、コンセントはここですよ、これは発

ｾｉｩ機にかか っ てますよ、これはかか っ てませんよ、という細かいこ

とまで。 その図面に再度使用機器を件き込ませて的認する方法をと

りましたので、あとでの変更はほとんどなか ったと思います。

北 村 その件につきましては、非常に私は感じました 。先生方は自

分の研究テーマを中心に間桜の問題とか建築について、論理的、体

験的に申されますが、病院の全体管理上、また先生方の思い思いに

よっても非常に差があるということを考えますとき、一体どれが本

当なんだろうかと思います。

建築家は常に全体を考@ . し、妥協点を見出しながら立派な建物を

つくってゆかねばなりません、そういう意味から申しますとお互い

がもっと勉強しもう少し歩み寄ることにより、イ| 司々についての話は

できると思います 。 そのような話の前の認識が先生方にも少ないし、

われわれの P R も足りないんじゃないかと感じました。この問題が 、

設計期間 中に完全なものにできず、常に設計の延長が現場に及んで

くることになるのではないでしょうか。

辻 野 いや、その辺を埋める問題、非常に大きい問題がございます。

当初はわれわれが打ち合わせに行きましても、設計事務所はわれわ

れの言うことをやってたらいいんだと、機ーを li リかれてましたよ、最

初は 。 で完全にこちらを向いてもらうまでに大体一年かか ったよう

に思います 。 その、こっちへ向いてもらうためには、さきに申し上

げたデータの制み上げで、医者をある意味ではおどかしたり、医者

に建築の勉強をしてもらったりしました 。 これらは、建築家の仕事

かどうかという点では疑問なんですけれども 。

京大の陸回 ( 良:h'; ) 先生も 、今はソフトから条件づくりまで建築
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の人逮にまかせている場合が多いが、本当はそのための専門職づく

りが必要だと 言っておられましたが。で 、たとえば東海大学の場合、

搬送計画の基本は高稲先生がやられたわけですけれども、ソフトを

病院にまかされた結果は、ソフトとのからみでハードにまで間程が

出ているようです。 その問題が、病院の現場だけで論じられて計画

者にまではね返らず、組織上高桁先生も来り出せず困 っておられる

機子です 。やはり、病院のソフトに関するエンジニアというものの

必要性があるんじゃないかと思います 。 そういう意味で、たとえば

アメリカでのゴードン ・A . フリーセンのようなホスピタルコンサ

ルタントの存在というものが、日本でも必要じゃないかと考えます。

3. 病 院環境と病院のスケール

池田 介般の病院では緑を非'ii
l

; に意識しておられる 。これは IFI 市街地に

ございますが、むしろどちらかといえば人工的な紘一一一人工的とい った

らおかしいんですが 、後 で入れていくというＡｾじが多少するんですが。

この山では、 j! i 大のほうは非常に立地のすばらしいところて'すね。すこ

し古くなりますが、西 宮の存可記念病院も同じように非常にいい立地に

おっくりにな ったように思います。当時、設計者として大辻さんはそう

いうことでどのように官、識なさいましたか。

大辻 香雪記念病院はもともと保安林の 中で建てるので、民間に! 持

政する手続きでずいぶん長引きましたし、まあそういう立地ですか

ら、あくまでその緑の環境を残す、あるいはそういうものの中で領

有するということが基本でした 。 ですから、医療のいろんな設備と

か施設、そういうものは規模も小そうございますので、むしろ一つ

にまとめて紘の中にどう素直にはめるかということを守れば何とか

絡好がついたわけです 。

むしろ、いまお話にございました病院のソフト l釘のエンジニアリ

ンクですね。これはまあハードの面では 外国の病院も日本の病院も

それなりに時間l をかけて建築屋ががんは‘ れば いろんな手で そう

遜色あるものはないと思いますが、一番大きな追いは、ソフト而の

Ij 日発の後進性といいますか、開発途上にあるという、何かその辺で、

非常にむだなエネルギーと、せ っかくできた形がちっとも生かされ

ないというはかなさみたいなものがあるように当時も手L 感じました 。

いまのお話でも、やはりそういうことで皆さん悩まされていらっし

ゃるというふうに思いました 。 そ 7 いう点のソフト面さえしっかり

詰めができておれば、少々ハードが弱くっても十分にカハーしてい

けるのじゃないかと思います。 アメリカなんかはその病院の経営者

が、医附でなくて、もう建物の管理あるいは巡営、要するに経営者

としての資絡をもって全体を統析して、医師は医師で、医師の専門

職を発揮する、と 。 その辺の分業というか、責任の限界点が非常に

明確で、 一般の契約制度の確立みたいなもの、事iJ かそういうような

ものが少し日本でほしいと思います。

池田 j弘致地区の緑の中でどういうふうに開発していくかというような

ことで、非常に苦心しておられる鈴木さんからひとつ

鈴木 まあ紋というのは何のためにあるのかということになります

と、もちろんそこに勤めている医者あるいは職只の方のためにもあ

るわけですけれども、基本的には患者さんのためにあるというわけ

ですね。 そこを考えてみますと、つまり、なぜ緑をつくらないとい

けないか 。 これはやはり建物が非常に人工的で、われわれの感覚に

あるいはそういう M'dl 'j に触れるものとして非常・に冷たいということ

をカバーするための緑だといえるわけです 。そうしますと、たとえ



ぱ建物の大きさ自体、つまり巨大性というのは、やはり材料1的にも

肉体的にも弱 っている人々にと って、非常に大きな負犯になるわけ

です。病院の規肢というのはそういうところからも考え直すべきじ

ゃないかという、つまり大きさに対する疑問がまず私に起こ ってい

るんです 。

個々の病院といいましでも 、 もちろんどういうものを治療するか

あるいは研究するかによって、その内政される規模というのは必然

的にさま ってくると，思いますが、そのきめ方が、近大病院につきま

してはやはり研究機関としてある程度の鋭校がありますし、あるい

は倉敷にしましても、これまでの経験といいますか、突がi といいま

すか、それらによ って将来に対する見通しというのをおきめにな っ

ているんですけれども、やはり、個人のサイドから 言 えば大き過ぎ

るんじゃないかというふうな問題 、そのあたりをちょ っ とお聞きし

たいと思います。緑のことは、ですから、どうしても … … ( 笑い) 言

いわけとか弁解のためにつくるというふうなにおいがだいぶ強いよ

うに感じてるんです。

北 村 近大病院をやらせていただいて、病院の規桜の限界といった

ものがあると思いました 。 いろいろ妥協してあそこまで平而をも っ

ていったという哀には、将来増築するんだ、ｊｴ ｬｾ するからこれだけ

のスペースでや っておいてほしい、というような安易な考え方もあ

ったと思うのです 。 病院は医療の発達とともに、やはり Ｎ￞ ｲ Ｏ ｾ たが必要

だということになっておりますが 、それをひっくり返せば、あまり

大きくなり過ぎれば今度はまた分離されていくというような段階じ

ゃないかと思うのです。 それて'" 1，000床の病院であれば1，000床の病

院らしく、その中で完成されたもの、これがぼくは必要じゃないか

と思います。 その点鈴木さんとちょ っ と似たようなところもあるん

ですがね。

ところが、われわれの資料でまだ不足なのは、医療がどういう具

合に発達してきたかという段階はわかりましでも、これからとう発

達するか、そしてそれがどういう方向にいくのかということが把握

できないものですから、まだその限界説というのはおこがまし過ぎ

るというような結論を私は持 っております。

辻 野 倉敷の場合、 1，000床はコンビューターのための最低ラインだ

という事務長の主張と 、すでにコンビューターが実戦的に導入され

ていたことによります。 では近代的教育病院としては来たして何床

あったら、という逆算ですが、筑波大学ではだいたい 2，000床 必 要 だ

という説もあると聞いております。それにスウェーデンの病院を見

ますと、基幹病院としては 1，000、2，000、3，000床 と い っ た 規 模 が

必要なようです 。

やはり医療もある程度の経済性を持たざるを得ない、また人も無

尽蔵でないということを考えますと、大規模化というのはある程度

認めざるを得ないだろう 。 むしろ日本では医療体系が硲立していま

せんのでいろんな問題が起こ ってくるんじゃないかと思うのです。

そこでわれわれに与えられた使命というのは、それではいかに大

きいことによる疎外感を与えずにやれるかという問題になり、たと

えば P P C をとり入れますと、重症の J倍、者たちは動かないので周辺

の環境だけで処理できる 。 ところが今度は軽症の患者は歩き回りた

いわけてーすね。 そのためにはそのための場所を移すこともいいんじ

ゃないか、とかいう問題も起こってくると思うのです。 それから動

線計画によ ってはかなりの距島It が短縮できるのじゃないか。

それから、サービス而でも倉敷では、たとえば列車の中のように

売り子やご用聞きを各病室長に }I頃固させては、と提案しています。 そ

れをやることによって、歩けない人にはそれでサービスできるとい

う形で、そういう疎外もなくなってゆく 。

もうひとつは、病院自体が初めから 1，000床 の 大 き さ に あ き ら め

きってしま っている 。 あきらめきらないで一つひとつの室まで大事

にしてゆけば、かなり放われていくんじゃないかと考えます。

4 . 病 棟 計 画

- P P C と 病 棟 管 理

池田 病練脅11のほう へ話を移したいと思いますが、スト ックホノレムのナ

ッカ病院でP P C を最初J からや っておりますけれども、どこまでがほん

とう のP P Cであるかとい う点、いつも疑問に思 うのですo P  P  Cの理

念はわかるんですが実際にそれをど う運営するか。裂するに普通の病院

では診療科別にフロアがあ って、その中で比較的i l l . ぃ忠者と軽い .'.!¥1ーを

そうご っちゃにはしませんし、や っぱり P P C じゃないか、と 。その山、

合敷方式の P P C とい うのはどこに特色があるのかということをお話し

下さい。

辻 野 倉敷方式の P P C は、 10ng  ter m car e の患者といいますか、

ひと月を超えるような忠者は病床を完全に総そうということです。

そこは 100床近くを l 単位にして、現在改装中の 3 階建ての古い病純

です。 非常に環境もいいし、しかも面会時間の制限を緩めたり、そ

のほか生活面をかなり重視した病棟とし、新設部分は ac ut e( 短 期 急

性疾忠 ) だけのほんとに治療を重視した病棟にしました 。 それは忠

者のためもありますけれども、者議のたのにも治療のためにもメリ

ッ トがある 。 たとえば、総室で医師が一人の患者だけを診る必要が

あってもホあの先生はあの人ば っかり診ている、何か特別な関係じ

ゃないか H とい った感情面もあるそうです 。 だからいろんなメリ ッ

トの和み重ねの上での P P C なのです。

池田 プラ ンは、点中あたりがダブルコリダーで、阿wは単一中! 廊下の

個室併ですが、そ の側室の ところは P P Cに入りますか.

辻 野 はずしました 。最終までもめたんですが、個室というのは部

屋を借りるという考えがございますので、 P P Cに非常に采せにく

いわけです。術前、その音1¥屋におりまして、手術をすませてから州

ってくる部屋が逃うと、やはりし、ろんな問題が起こ ってくるという

ことになりますので 。 はずしてうまく進んだように思います 。

池田 中央部のー併の病室を、 P P Cにするかしないかは運営面て・決め

られると思 うの ですが、 P P Cにしな くても使える設計ですね。

辻 野 使えます 。

池田 つまり P P Cであるかないかというのは、図聞の上にあらわれて

きますか。

辻野 図蘭の上には、医療用エレベーターとつながる医療用廊下と、

一般用エレベーターにつながる軽症のほうの忠者のl廊下とは完全に

区切ってるわけです。 で、北側の医療用廊下に出るためにはナース

ステーションを経由してもらわなくてはいけない、という形をとっ

ています。 〈本文は P66へつづく 〉

-ー・・ ーー ー・・・・・ ー・・・ー・ ・・・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・・・ー・・・ ー・・・・ー・・・ ・・・・・・・ ・・・・ ・

P P C とは一一一

P rogr ess ive  Pati ent Car e の略称で、看護度別看護単位構成

といわれる 。 これは患者区分を、思者の病状と看護の必要度と:

: に応じて行おうという方式であって、次の 5 段階に分類される 。;

1 .  Int ensive  Car e  

2 .  I nter medi ate  Car e :  

3 .  S elf Car e 

4 .  L ong  T er m C ar e  

5 .  Home  C ar e  

以上の 1 - 4 で一般に病棟看護単位を構成する 。 1 はI C U

Ｈ集中看護単位Ｉとして近年 ｾＱｴ 立して設置される例が多くなっＺ

: た。 3 は身のまわりのことぐらいは自分でやれる程度の患者、

2 は 1 と 3 の中間 、 4 は'hl!: 性的な忠者を対象とする 。 5 は自宅 :

: 療養可能な場合である 。

一一一一一 一 一・・・ E ・E ・・ ・ーー ・. . .. ー・. .
一一一 一 ・ー・ p ・ ・・ー・・・. . ・- ・・・・ ・・・・ ・・ ・・・ーーー ー ャ一一一一・・・・・・・ ・ー・・・・ ・・ ・ ーー， ー ャ 一一一一 一
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2 F  

① 心電図室

② 記録及笠1皇室

③ 筋電図室

④ 中i寺

⑤ ベクトル室

⑥ 暗 室

⑦ 心 音 宣

③ 一 般 検 査 室

⑨ 緊急検査室

⑬ 血液綾査室

⑪ 係血室

⑫ 部長及菅1里室

⑬ 受付

⑬ 惨 察 室

⑬ 内視鏡

⑬ 処置室

(IjI ｾ卜来 ｏｐ

⑮ X 線室( 十二指腸内視役)

⑬ 内視鏡室( 腹腔後室)

@  操作室

@ 休 養 室

② ;IJ 室

③ 内視鏡室( カラーテレビ室)

@  内視鏡室( 大絢)

③ 準備診断室

③ 資料室

@  内視鏡室( 胃)

@  予診室

@ 機 械 室

③ ライトコー l

@ 便 所

② 診 察 室

@ 横 査 室

@  生化学倹査室

③ 検 体 前 処 理

@  ドラフ卜室

@，先，争室

③ 創作業室

@  天秤室

@ 特 殊 検 査 室

1 F  

① 診断室

② 病理得本倉庫

③ 病理検査室

④ 暗 室

⑤ フォトセンター

⑤ 中央印刷室

⑦ 技 師 控 室

③ 治療資料室

⑨ 深 部 治 癒 室

⑬ 操作室

I[j) Coω 治穣室

⑫ ライナ y ク，古前世室

⑬ ｒ ｉ ｾ 色榛室

⑬ ンユミレ シヨン室

⑬ 診察室

⑬ 治療計画室

。工作室 ・資料室

⑬ 償 械 室

⑬ カンファレンスルーム

③ 撮 影 室

@  操作室

@  読影室 ・診断資料室

@  受付 ・保安庫

3  x線TV室

@ 回 復 室 処 置 室

⑧ 暗 室 透 視 室

@  看!! { 暢控室

③ 治療室

@  処置準備室

@  体外，則定室

@ 電 算 室

③ RI 受付

③i I 'J :iE室

③ 当直室

③ 応 援 室

③ 準備室

@ 化 学 実 験 室

③ 蚊 科 測 定 室

@  職員健室

@  職員休想室

@ 脱 衣 室

@ 浴 室

@ 保 健 室

@  低限室

@  空調機彼室

@  蓄電池室

@  休憩室

@  交換機室

@  電話交換室

@  防災センタ

60  

@  細菌検査室

@  前室

@ 真 菌

@ J 告i也室

@  血清検査室

@  給血検査室

@  予診室

@  準備室

@ 保 存 室

@ 冷 蔵 室

@ 機 械室

@ 非 常 用E V ロビー

@宜l壷

@ 会 議 室

@ 事 務 室

@ 物 品 検 収 室

@ 初 再 診 受 付

@ 医 様 相 談 室

@ 外 来 婦 長 室

@ 投 薬 及 会 計 室

@ ，易，弗室

@ 俄 彼室

- 近畿大学医学部附属病院

五日壬日
外来診療部

• • • 

- ・・

待合ホール

• • 

2 階平面図

@ 守 衛 室

@  女子更衣室

@  医学資料管理室

@ 意l軍

@  回復訓練室

@  運動，甚室

@  部分浴室

@  J.里様士室

@  電気，古様室

@  ギプス室

@ 受 付

@ 理 容 室

@  英容室

@ 売 庖 コ ー ナ

@  男子更衣室

@ 厨 房

@  ｾ卜釆宜宣

@  EV ロビー

@  災害，古穂郡

@  入退院受付

⑪ 薬剤部

@ 注 射 薬 製 剤 無 菌 室

⑫ 滅菌蒸溜水室

H 皆平面図
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⑮
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基本ダリッド

ベッド数

l 看護単位

設 備

6  m X  6  m 

807床

平 均50床

エネルギー源、研究棟より供給

全館空調( セントラルダクト 、ファンコイル方式併用)

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

楕 造 規 模

大 阪 府 南 河 内 郡 狭 山 町 西 山

256. 280 m・

6. 883 m・

40. 328 m・

地 下 1 階 、 地 上 11 階、塔屋2 階



① OP室

② 人工心腕室

③ 器材室

@  作東室

⑤ 器材室

⑥ 槻械室

⑦ 薬品宝

⑧ X場OP室

⑨ 暗室

⑬ 像作室

⑪ 麻酔医径宣

⑫ 回復室

。監徒及11. ' 録室

。重症病室( ICU個室)

⑮ 当直室

⑬ 事務室

。医師俊室

⑬ 検査室

⑬ 必 室

男子吏担室

ストレ γ チャープール

既肩書E保菅室

グロー 7 室

芯温水装置室

高圧滅菌室機 慌室

1.  C .  U  

肴蹟帰休書室

中央材料室( 作業室)

女子更衣室

@  家族控室

③ 既，両毒保菅室

③ 非常用EVロビー

③ 便所

@ ，明却処理主

@  スリッパ，先，争室

③ 前室

4 F  

@

@

@

@

@

@

@

@
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③ 作業室

③ 陣痛室

③ カンファレン λ 室

③ 病室( 人部屋}

@  病室( 4 人部屋)

@  病室( 6 人部屋)

@ 医 師1[';録室

@  当直室

@ 超 音 波E術 室

@  平衡機能検査室

@  来高室

@ 学 部 長 室

@  病院長室

@  会L皇室

@  看腹部菅理室

@  操作室

@  資料笠1呈室

@脳，&: ，sIJ 定室

@ 受 付 カ ル テ 室

@ 保 持 室

@  1会察室

@  隔離診察室

@  視野測定室

@ 視力，1' J定室

@  眼底力〆ラ

@ 暗 室

@  準備窒

@  完全暗室

@ 処 置 室

@ 光 県 室

@ 第 2診察室

@  治療処置室

@ 生 検OP室

@ 第 1診察室

@  予診室

@ 写 真 室

@ 勝 脳尭室

⑫ 防 音 室

@ 録 音 室

@ 音 声 曹 跨 訓練室

⑮ プレイルーム

@ 東洋医学センター

@ 麻 酔14

@  N S  

@ i 栴甚室

@  病室( 12入部屋)

@  ユティリティ

@ 調 守L室

@; 益室

@ 配 綿 ホ ー ル

@ 非 常 用E Vロビ ー

@ 遺 症 企 析 室

@  ｾ析室

@ 透 析機材室

@ 器材室

@ 受 付

@ 患 者 住 室

@  空備機 械室

@ 吏 衣 室

@ 来 事 受 付

o ，轟，部室

@  洗面 。，晶，弗室

@，. 先". 宝

@ 倉 庫

宣

室

室

器'
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室
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室
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娩
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検
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観察通路

⑬ T旨嘩室

⑬ 前室

③ 霊症児室

@  新生児室

@  観察室

@ 隔 離 室

@ 看 雄 婦 助 産 婦 控 室

@ 分 娩 室

③ 内診

⑨ 9卜診

⑬ 待合及母親教室

⑪ 中行

⑫ 指導室

。 安 静 室

⑬ 検 査 室

⑬ 便所

⑬ 未 熱j r，室

3 F  

。機M室

② 背理事務室

③ 循 環 被 能 倹 査 室

③ 胎傾向E都足代謝検査室

⑤ ガス分析室

⑥ カンファレ y スルーム

⑦ 受付

3 階平面図

総器小ロタイル打込プレキャストコンクリ

ート版 アルミサッシュ

床 . 塩ピ系タイル及びエポキシ樹脂塗仕上

壁 . 診療部スチールパネル間仕切、病室、

E主酸カルシューム版( 防音材サンド

イツチ ) V P

天 井 ー岩 綿 吸 音 板

外部

内部

上イ士

エ レ ベ ー タ - 8 基

エスカレーター 2 基

ボックストレベーター 各階 1 ヵ所

投薬専用トレベーター 1 .基

サブリフト 2 某

オートテレチューブ(エアシューター) 42ステーション

昇 降 機

搬 送 機



近畿大学医学部附属病院の計画のポイント

〈経過〉

2 . 病院棟の計画

.  外米診療の豆視 : 大阪南部、ことに近傍に

医療焔設が不卜分であることから、 1，500人/ 日

の外来忠者を予恕 しており、 外米には東洋医学

の単入も; 11ーっている 。 忠、者に対する雰四 31の形

成にはとくに配! 但し、ホー J レ・待イ子2干のスペー

ス硲保や、 中庭 ・インテリアへの質問配分を積

極的に行った。し たがって、法櫓Irn秘の枠の中

ではやむをえず、病縦などへ若干のしわ寄せが

ある 。

・機械化による合里Il 化とサービス向上 : 医 学

資料管内を '1'央化し、病院予務にコンビュータ

ーを導入した。 1 忠者 l カルテによる病歴の総

合的把握や医療費請求事務の合理化、再診の予

約等、医療 ・事 務 ・忠者サービスの各面に貢献

している。

. 建築上のフレキシピリティ・将来の診療料

再編成や医療機絡の変革 ・地備に対応しやすく

するため、 li ght parti t i on を一部に用いている。

また、 中央 診療施設と病 棟部 の 沖 Ｇｉ ｾ のた め の 配

慮がなされている。

• 807床 は 3 年に分けて順次| 湖設することに

なっている。

1 ，計画の理念と条件

園 緑に囲まれた自然の中に、すぐれた環境条

件をもった病院をつくるという万ZI で敷地選定

をすすめ、大阪南部の丘陵地を求めた。 狭山ニ

ュータ ウン の外縁部 の 25，6 ha であるが、急傾

斜日11が多いことと自然を残すために、1 ' IJ )1'J音11分

はｙｺ Ｇ［ＹＱ に留め、建物 ｬ 洋の集約と ， ＺＧｾｍ 化を計った 。

これは、大学III付属病院として教育 ・研 究 ・診療

の:i!II 繋 と組織化を強めようとする、今 つの方

針とも 一致するものであった 。

.  全体は、教育 ・研究関係 の 4 仰 と病院棟 -

.(i 必婦宿舎をす べて 1 プロ y クにまとめ、供給

処 ｴＧ ｾ は集約して研究快にエネルギーセンター Ｈ 中

央機械室等 ) をおいている 。 また! i E '11場 は や や

向性れた位置に分縦集中している 。

.  医学部新設、建設H寺j切、の 2 つの条件がい

くつかの問題をむたらした。設，jf ' とエ ーJ<;. のスケ

ジュー J レは、文部省への認可手続と検査によっ

て厳密に拘束され、いっぽう教 'I'r ttr. の決定 ・着

H: は計図時 JtJ lよりずっと遅れ、しから学| 伺を排

する泣図から出身大学が多岐であるため、設計ー

の細書11の条件が得にくかった。また、 l対述の法

改正とオイル ｹ ヨ ｾ 7 は、設計と l庖工の両面に

少なからぬ困難をむたらした。

敷地造成潜エ

専門課程棟、研究棟完成

看護婦宿舎着工

実施設計完了

全体工事業者決定、着工( 看護婦宿舎以外)

文部省第 2 次設置認可申請

文部省現地視察

医学部開設認可

実施設計着手( 設置認可申請図書)

文部省第 l 次設置認可申請

進学課程練、図書館完成

医学部開校

医学部全体憐想 ( 立案)

敷地決定、基本計画

1971 年

ＱＹＷＲｾ 手

11 月

1973年

4 月

5 月

6 月

11 月

12月

1974年

3 月

4 月

9 月

11 月

1975年

3 月

5 月

6 月

5 月

7 月

9 月

γ
ー

叩

ー

+

ー

ー

ー

叩

|

|

|

↓

l

l
刷

1

1

4

病 棟 部

病院棟、看護婦宿舎完成

F付属病院開院

5  F  

① 病室( 1人部屋)

② 病 室 ( 4 人部屋)

③ 病 室 ( 8人部屋 )

当宿室

⑤ 1買所

⑥ 配格ホ J し

⑦ E  V ロビ ー

⑧ユーティリティ

⑨ 器材庫

⑬ ifl. 室

。 病 室 ( 6 人部屋)

⑫ 1It患

。N S  

⑬力ン 7 7 レンスルーム

⑬，号物処理室

⑬，先面，先，長室

P  2  

D

D
寸

守

的

ロ

ロ

由

。

一

』ーー四ー.... 

』 圃 圃 圃 圃 圃d

P  1  

病練部l l F 

10 

8  

6  

病棟部

中央材料部 I CU 中央手術部

人工透析部東洋医学科産科介育部外来診療部

中央臨床検査部薬局外来診療部外来中央受付

医学資料管理部中央放射線部薬剤部外来昔舎療部

倉庫機 械部栄病院病理部8 1  

6 2  



倉敷中央病院の計画のポイント

1. 改築の経銭とその計画

・ 当病院は、故大原孫三郎氏の創設によるも

ので、先駆的な諸蘭をも った民 IH] の病院である 。

約33，o.o.o. m' の敷地に、大正12年( 1923) 、外来お

よび病練83床その他主要部分を完成して 11日院し、

翌日年、残る 1' ' i 微を完成して 220. 床の当初j 計画が

完了した c 設立にあたっては合紡 1 万人の従業

貝の健康を保証し、その家族はもちろん市民に

も開放することが前従とされた。 基本方針は、

まず岡山医大病院に劣らぬ病院をつくること、

第 2 に、日本には慈善病院 - 研究病院には立派

なものがあるが、理想的な診療本位の病院がな

いからその代表となるものにすることであ った。

設計に際しての方針としては、設計はすべて治

療本位とすること、病院央くない病院とするこ

と、東洋ー の立派な病院とすること、という 3

つのいわゆる大収機恕が立てられ、また従業只

・家族のための医療保健制度に近い制度まで備

えたものであ った。ド病院建築. N025ー1914. 10 参照 )

・ 以米、 li¥H去の R C 造病微を 中心 に整fAil 拡 娠

を重ねて 90. 3床に達する大病院とな ったが、その

うちはぽ中央にあたる部分は、創立 l時からすで

に放射線医学を含む中央診療施設の形態をと っ

ていた。 また病練は、はじめの 2 隙はナイチン

ゲーノレ病縦であ ったが、翌大正13年につくられ

たものに、倒率と総室タイプの病室が含められ

ていたのは興味深い。

• till 設から半世紀を経て 、 その物理的・機能

的な限界が顕著になったため、昭和43年( 1968)

に改築計画に治手した。 既存施設の全機能を保

ったまま全面1改築を行うために、北11111に接する

合紡結核病棟を民収し、ここに第 1 WI 計画とし

て約70.0.床の病床と、盤備を迫られている手術部

を中心にした部門をまとめて配置することとし

て、全体計画の検討をすすめた。

戦後増築された R C造の病煉群は、順次改装

して約50.0. 床の長 ml 忠者用病棟とし、第l J UI 計 画

と連繋させて故終1，20.0. 床の病院となる 。

Z  ブロックプラン

・ 現在の南部道路からのアプローチを、敷地

内西端ゾーンへ引き込んで図面からのアプロ ー

チに転換する。 南ゾーンは記念建築物の保存を

意図した部分とし、東側1I はさきにふれた改装病

練群であり、中央部分に 3 期以降に予定してい

る外来診療書11と中央診療施設の大半を配置する 。

これらの平而ＨｊＧｾに展開する大きな施設を、外

来者に対してわかりやすくするためには、軍事ｾｾ

計画を明快にする必要があ った。 そこで既存の

主軸を尊重し、これに、南通り・中央通り ・束

通りとい った命名をするとともに、新設の北通

りを加え、最終計画・各J羽工事中を通じて名私、

・サ インを統ー して、慣れによるスムーズな移

行を期待している。これらの主要な通りは十字交

叉をさけて T 字に交わるように設定し、誘早事の

混乱を| 仰ぐことを意図している 。 また、通りの

の空間] 的な性質にも特徴を与えるために、従来

病院の名物とな っていた廊下脇の山室も移設盤

制il する 。 これは、既存の外来れI i ・中央診療相I i の

中央音11にあるもので、完成時にはやや北に修さ

れて中央通り ( 病紘一一中診の主制l で以室巡り

とも呼ぶ) に沿い、再ひ'新しい外米 ・中央

診療部分の中央に位置することになる 。

.  将来の成長変化に対しては、主軸線を

南へ延長して大規模なものに対処する考え

であり、小 ):Q似なものについてはそれぞれ

のサプの紬を延ばすこととして、外来診療

部は四百1を-' 1' 央診療部は* 聞を fr ee - end 

にしている 。 なお病縦は南11111のゾーンにま

とま った1 1 " 1 設を忽! 定している 。 成長変化が

激しいと子忽! される部分( 第 1 JUI は下術部)

の外壁は仕上げも簡単にして1 "1然の紋で有1 i

う計画にしたが、すでにったも定指している 。

.  第1 I t J J 部分の構成では、病陳部分の地

下にサ ー ビスを集中してサ ー ビスセンター

とし、給食古11はその規桜と織送の関係から

1 1滑においた 。 21渚は、 3 階以上の病練と

密接につながる形で、手術昔11 と1 C  U をま

とめてある 。

.  合理化のためのコンビュ ー ター導入は

早くから行われて省力化の成米: が上が って

いるが、これが、改築計画に伴う Jずi床の一

つの裏付けにもな っている 。搬送の自動化

は今回大申idに導入されたが ( ボックスコン

ベアー ・ケー スコンベアー ・エアシ ュータ

ー) 、既存病仰が順次改築中であるため新旧

病t束聞はつながっていない 。 この! i i J の補い

として、メ ッセ ンジャーによる定時搬送と

自転車での臨時綴送を行 っているが、意外

にスムーズである 。

高府械のエレベーターは、 一般用と医療専用

を別パンクとし、 一般用は待たせ ( 笑 illH寺ち H寺

院lは故大30. - 40. 秒 ) 、医療専用は待たせない ( 同

約20. 秒) ように計画した 。

1  病棟の計画

病隙の rl' うたブロ y クはダブルコリダーとし、

この苦11分の南11111は i nter medi at e car e、北側1I は

semi  hei gh car e(重症管理主) の病床にな っている 。

両翼は、 P P Cの考えをはずした差額病床であ

る 。 なお病宅は 、 Ｔ 人・ Ｒ 人 ・ Ｑ 人ｾで織成し、

コア部分の観察室は病棟昔日て' のhi gh car  ( リカ

バリー ) と夜間i入院周に設けたものである 。また、

既存病陳は生活条件を備えた病隙としてself ca-

re にあてる、とい ったf皮い分けになる 。 ( 病宅に

ついては本文 P80 r病室町設; 十J 参照 )

・ 肴説的! ;業務の中で、物品̂ L l ' .ill l ・棚への移し待

え - illi 搬などの業務は 25% をこえる 。 そこで作

業の効率をよくするために、そのまま格納でき

る率イ寸きの台を用途別に使用することとし、そ

のためのス ペ ースを考慮. した。

・ 高層の病院における病棟浴室は締造的に無

理があるし、狭くかつ患者には使いにくいもの

が多い。 また浄化装置を各例に設けることも難

しいので、函1 ] 院長 ( 建設委只長 ・務形外科) の

発案で思いき って廃止し、院内に安全設備の充

分 整 った大浴室 を設けた 。 これは外の景色もよ

く、スペースもゆとりがあるので好詞i である。

4.  手術部その他について

・ 手術郊のアプロ一千は、医療用エレベータ

ーから直核一般忠者や面会人と出令わずに音11内

にはいれる 。 ストレッチャー交換を行わずに、

無菌化手続( 患者)

〈 態 者 〉

棟

ス

'

I

l

l

i

-

-

病

ナ

無菌化手続き( 医師、看護婦、技師)

〈入室〉

前室( 更衣室入口)

( 下足をぬぐ)

更衣室

( 更衣r下 着 ま て1 帽子渚)

前室( 更衣室出口)

( 中足を履( )  

議不潔看護婦、麻酔医

t主師は、ガウン、手

袋を着用しない.

上図のような無菌化手続きをふませている。ス

トレッチャー交換をあえて行わなかった理由は、

肴 i護婦の業務を軽減すること、転落事故や術後

の移動をできるだけ少なくして安全性を高める

ことにある 。 また P P C により、患者は比較的

治潔なゾーンから運び出せることにもあった。

従来の、清潔・半清潔 ・不潔という 3 段階の

ゾーニングでは、かえって使い方が不完全にな

りがちなので、清潔域との境界を意識させるこ

とに力点をおいた。 エアシャワーは、除塵より

もこの効果の方に期待したものであるし、さら

にこの部分の床仕上げをゼブラ模様にして目立

たせている 。

・ 手術音11内はダブ J レコリダーによる清潔区分

はあきらめ、汚物は汚物処理室でパックし、あ

るいは滅菌処理をして搬出する方法をとった。

滅菌ifit 材は手術部で洗機・組み立てを行った後、

そのままオートクレープに入れられるワゴンで

地下の中央材料室に送り、滅菌後直ちに手術苦11

内の消i繋器材室へ自動的に送られる 。( 中央材料宅

については *医科? i I 械学雑誌. VoL 45 Noll - 1915参照 )

・ 給食は、合理化をはかることと治療食とし

ての栄養士のチエｾ ? 業務を満足させるために

中央配膳方式とし、しかも温食がベッドサイド

に届くように計画をすすめた。システム化を計

った上て¥ベルトコンベアーによる盛付け・自己

路方式をとり、盛付け開始からベ y ドサイドま

で最大12分( 計画は 14分) で届いている 。( 本文

P  16 ｲ 給食苦 ｾｉＢｉ の計画」参照 Ｉ

以上のほか 、新住築15- 11 、近代主II 築15- 11 で全般 につ

いて 紹介 して ある.
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医療用の廊下の入口には扉があって、立入り禁止の札を掲げてお

ります。北側の病室はブラインドをあけますと、廊下側から病室を

監視できるという形をとって、A . 症忠者や点滴中で付き添いのいな

い場合のi f . i 視の便利を考えているわけです。それから設備も 、酸素

配管などを北側に集中させております。照明も一般の病室は間接照

明ですが、そこは治療用の直接照明も加えているわけです。

池因 普通の複廊下の、一方が医療用廊下で、もう一方が一般廊下とい

うことですか。

辻野 はい。そういう制限が果たしてうまくいくかどうかという懸

念がかなりあったんですが、 l待たまそこへ侵入してくる家族だとか

見舞答も恐る恐る入ってきますし、つまみ出しやすいということも

ございます。管理もかなり行き届きまして、結果としては術後の癒

ｦｾｾ 感染が減ってきたということで、病院側もちょっとびっくりして

おります。

溝神 たとえばacut e で、外科系ならうまくゆくでしょうが、 内科系 と

かacut e でもやや long ｴ ･ｲｭ な ｣｡ ｲ ･ のものなんかは、片方がｾっぽにな

っているというようなことが生じやすい、といったような問題があると

思いますが。

辻野 そういうこともありますし、内科系をどうするかという問題

もございます。内科系は場合によったら P P C をはずしてもかまわ

ないという考えもあったんですが、結構観察の必要があるというこ

とで、内科系も P P Cの線に沿って動いているようでございますね。

溝神 医療用廊下は小児科でも、付き添いも商会人扱いでオフリミ ット

してしまうわけですか?

辻野 付き添いについては、どこか らみてもあれは付き添いだとは

っき りわかる服装をさせる予定です。で 、それ以外はつまみ出そ う

と・・・ 。

溝神 やっぱりつまみ出すわけですか。

辻野 はい。 ( 笑い) 許可を得て入る、と 。

その辺は、当初は、田舎の病院ですから非常にむずかしいんじゃ

ないかと思ったんですけれども、そういう線をーペんきれいに号| い

てしまうと、ある程度はできるものですね。

ョー神 母親というのは ｦｾｦ 潔区管理Ａという而からは非常に邪魔だけれども、

子供の精神的な商や生活訓練の面からやはり必要だという考え方もある

と思いますが。

辻野 ですから、その母親に対しては、ガウンを着ることによって、

特別に入ってるんだというふうに、気持を改めてもらうということ

を・ ・・ ・・・ 。

溝神 消毒かなにかして入ってもらうんですか?

辻 野 そこまではやってない・・・・ ー。北側はいま仮設の未熟児室に使

っているんです 。 ですから、小児科は P P Cからしばらくはずして

おります。第 2J切で南側に小児病煉ができまして 、は じめて P P C

の鋭準で動くことになります。

池田 近大では小児科はどうしていますか、付き添いは認めてるんです

か?

北国 一応認めています。

辻野 P P Cの迩営は、ある程度の空床がないとできません。その

余絡を念敷の場合は、 l ong t er m care の500床の病棟にとろうとし

ています。

溝神 そうすると、本格的に P P C を巡営するためには、在来病棟の中

の long ter m care の方も一緒に含めるということですか。

辻野 はい 。

溝神 Ｒ ＱＱｩｻＺ 立の ｉｾｊ に Ｒ 床室というのがありますね、南側に 。 あれはそう

いう場合にはーー。

辻野 あれは男女別と 、それから左右のJ 守護単位のべ γ ド数の緩衝

と、両方を考えております。

池田 側室が多いわけですが、差額はどうな っていますか。

辻野 現 在 4 床室でも、わずかですが差額をとってもらっているん
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です。これはわれわれからお願いしました 。空調が完備11 した近代病

院では、今度はランニングコストに悲鳴を上げている 。直H愛だけで

も空調しても入院の点数に変わりはない 。 で、狭心症の忠者が入っ

てるにもかかわらず、夜10時には空調を止めるということが止むを

えず行われるわけですね。そういう実情を挙げまして、差額をもら

っても充分なサービスを 24時間してあげたいんだと 。

結果は、最初移りたがらんで困った人がおったわけですけれども、

夏、その病室へいくと非常に d快適でい、古い病棟から、やっぱりわた

しは差額を払って入りますわ、という方が出てまいりましてね、( 笑

い) で結果はうまくいきました 。

池図 近大ではどうですか。

北国 1 床室、 4 床室と、 6 床室、 8 床室がございまして、 1 床と

4 床の室は差額病床です 。

溝神 病棟苦11のエレベーターとナースステーシ g ンの関係なんですが、

ナースステーションはベ ッドのほうに寄っていけばいくだけ布泌がしや

すいわけですけれども、や っぱり入口をちょっと 押さ えておきたいとい

う、ごく紫朴な感じがあると思うのですが。近大の場合は千平i J f J にやって

おりますけれども、倉敷の場合に、病院のほうからそういう抵抗はなか

ったですか?

西井 確かにナースステーションを: j ' J ; 中に持ってきて、エレベータ

ーを使う外部からの人を監視するといつことは大へん重要なわけで

す。 それで、看護の機動性か忠者の看祝か、つまりよく見えるとか、

作業性とか 、そちらを重視するか、あるいは外部から来た人の監視

のほうを重視するかというこつの考え方について選択を求めて 、最

終的には看護の機動性といいますか、活動しやすい機能性というほ

うが重徳さ れました 。ただ し外部からの人は 1 階のホールで監視す

る、エレベーターも分けておりますので、 1 ヵ所監視すればいい、

そういうふうな考え方で… 。

実際には人員の問題もありまして、監視というほどにもいきませ

んし、やはり感情問題があります ので、家族の方とかあるいはほか

の親類の方が見舞いにこられた場合にでも 、非常にむずかしい面が

あるわけです。

しかし、これもいったん、うちの病院はこうだ、こういうふうな

方針でやるんだということを納得してもらう、いまその作業中でし

て、これから徐々に制限が加え られて、時 間制限も きちっとするよ

うに病院のほうに お願いしているわけです 。

辻野 医療用エレベーターと一般用エレベーターを別に設けてあり、

一般用階段がないんです。両端にあるのは非常のために設けた階段

で、外からは侵入てゆきません。 これは見舞客にとって非常・に不便で

ある、という文句が沢山きているわけですけれども 。病院としては、

いい見舞客は忠者に対する精神的慰安になりますが、そうじゃない

ものも多いということで、面会制限をやろうじゃないか、どこまで

できるかーペんやってみよフじゃないか、となったわけです 。 で、

;場合によったら而会時間以外はエレベーターを動かさないとか 、そ

の前に設けたシャ ッターを下ろしてシャ ッ トアウトしようとか。面

会 l時聞の表示も、玉野病院でも主要場所に充分設けたつもりでした

が守ってくれないので、どんどん貼紙がふえていきました 。 それで

今度は、エレベーターの中、エレベーターの扉、それからエレベー

ターホールを上が ったところ、というふうに、と' の病室へ入るのに

も、 6 ヵ所ぐらい面会時間の貼札をしているわけです。 て¥少しは

よくなりました 。
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5. 高 層 病 棟 の 安 全 と

病 室 の 居 住 性

池田 近大も倉敷も高層病棟ですし、どちらもパノレコニーがございませ

ん。 術品R高層階の避般の問題は、近頃とくにやかましくな ってると思い

ますが、何かそういう要求( ' ; 1: 近大の方は… ・

北 村 当初、その避難の問題でバルコニーを全部廻したんですが、

避難と自殺の問題が相反しまして、病棟の両端に幾分かのバルコニ

ーを設けてあるという程度の結果になりました 。

辻 野 倉敷の方もやはり、自殺の問題と避難の問題が検討されたわ

けですけれども 、バルコニーをつく っても、ベ ッ ドのまま避難させ

ねばならぬ人は逃げられないわけです 。acut eの病練にはそういう

患者が10数% おり、点滴もや っている、どう逃がすのかということ

になりますと、まず水平方向に避難させるべきじゃなかろうかと 。

で、防火区画をつくりまして水平にまず避難をさせよう、その上で

つぎの手を考えようじゃないかと 。 それに 、徹底的に火を出さない

方法を考えよう、まず煙草をどう扱うか、という問題など。 そのた

めに各病室の扉にのぞき窓を設けまして、夜間などの肴視を容易に

するとか、ガスを使わせないでー電熱に切り替えてしまうとい ったよ

うに、火 ji乙を発生させないことにかなり留意しました 。

これらも、フローチャートをつく って検討した上で結論を出しま

した 。 いくらすばやく避難できても、階段に全員が殺到されますと

全 部パ ンクしてしまうわけです。 そういうことで事故が起こること

も十分ありますので、そういうふ うな防災… … 連絡の方法とか硲認

の方法、事故が起こればその階と直上の階だけにまず知らせるとか、

どういう手順で避難させるとかいう形の避難のソフトが必要で? 、病

院の院内誌に避難計画を報告しまして病院全体に徹底させ、現在こ

れを中心にして、病院内の防災体制をつく ってもら ってるところな

んです。

溝神 手術室にス プリンクラー をつけろと言われて大へん 困ってしま

ったことがある んですが、ここはついてなか ったですね。

辻野 実は私どももやられたんです。 とにかく、何かの誤りで手術

中にスプリ ンクラーが作動して、それが原因で患者を死なせたらど

う責任をと って くれるかとい っても、それはうちに関係ないと消防

箸はうんと 言わないんです。 とにかくこの問題は全国的な問題だし、

東京のある病院でも消防と折衝中だと聞きましたので、倉敷からも

本庁にあげてくれとお願いしたのですが、なかなか通じてもらえな

い。 て¥ やむをえず配管したんですが、そうしたら 1 週間ほどして

消防署から、手術室にはスプリ ン クラーは設けなくてもよいとの見

解が出た 。 申しわけないと謝 ってこられて 、配管は撤去し消火栓に

変更しましたが、おかげて.-100 万円ほど損をしたわけです。( 笑い )

北田 近大の場合もやはり同じ問題がありましてね、地元の消防と

大阪府でやはりだいぶもめた んですけれども 。一応、法は満足させ

ておりますが、自動にな っているが監視室 で手動で弁を聞かないと

作動しないという形です。

湾神 それから先ほと・の避難のパJ レコニーですが、あれは一面では病室

の居住性とい うものに影響し てく る問題な んですね。たとえば中間刻、

笠宮間を切って風を入れたいが雨が降ってる、とい うふうな場合に、庇や

バル コニーがないと窓が聞け られないとい う商があるわけ です。で、近

大の場合では 6 人部屋が総室にな って ますね。ですからと くにあの場合、

窓が大 きいですし、それか ら引逃いにな ってち ょっ とあけに くいとい う

ような問題。病人が実際ああい う大きな窓を風を入れるためにあける の

は大へん な抵抗を 感じ るわけ ですけれど、そ の辺で、いま使 っていて、

何かその辺から の注文みた いなものはないかど うかとい うこと。

それか ら、倉敷ではエルミン ・サ y シを お使いにな ってるわけ ですね。

4 人室で小さいか ら、法規上も窓が小さ くてすんで るわけ ですが、 あれ

は明けがたに明る過 ぎて ちょっ と困るよ うな問題はあ りませんか、病室

として 。エル ミンが白いですか らね. 以前、フーデインゲの病院を見た

んですけれども、サ y シの中にナ イト カバーを仕込んでありま した. 明

るさに対する配慮みたいな のが病室では必要な のではないかと思います

カf ・ 。

北 村 近大の場合の窓は、田舎のことですから、まず虫が入 ってく

るんじゃない ν という問題があ ったわけです 。 それと空調していま

すから、窓の 開 閉については看護婦が扱うことで今は解決しており

ます 。

辻 野 倉敷でも 玉野でも、今のところそのクレームは返 ってきてい

ません 。 あのブライ ン ドの代わりにカーテ ンを仕込 もうと、 一 時は

考えていたんですが・・

池田 病室を拝見 して まして、近大で洗面器が病室にはなかった ようで

すね。あれは何か向こ うからそういう指示があったんですか? たいがい

近ご ろはつけられる のが普通のように思って いたんですが。

北国 それは院内感染という問題てーだいぶ討議を戦わしたところな

なんです 。病室に手洗いをつけるということは、看護婦が泊拭をす

る場合にある程度楽になるということや、手洗いのすぐそばの忠者

が非常に煩わしいとい うことなどがありますし 。 ここでは、病院と

協議した結果、院内感染も考えて手洗いをつけないことにし、その

代わりに ユーティリティを各病棟に設けまして、看護婦の作業だけ

でなく、患者の清拭とかすべてそこへ連れて行っ宅処置することに

しています 。

辻 野 倉敷の場合は積極的に手洗いをつけたわけです。 手洗いが果

たして何に使われるかは、医者とか看護婦からヒアリングした場合

と、実はわれわれが調べて歩いた場合と全然違いましてね。 たとえ

ばヒアリングでは洗面だとか手洗いとか何とかかんとかお っ しゃ る

わけですが、実情は薬を飲んだ後の水を捨てる場所がないといつこ

とが、一番大きな問題にな っているんです。それに、洗面陶器で直

接顔は洗いません 。各自の洗面器でい ったん受けてから洗 っている

わけです。 で、われわれの得た答えは、薬の飲み水とその捨て場所

がいるということと、看護婦が処置をするときにす ぐ簡単に手が洗

えないと、ついそのままつぎの患者に接するとい った結果の院内感

染がこわい、しかも水だけでは冬は洗わないということがあります

ので湯も出そう、と 。 あれは 、、洗面、、じゃなくて、、手洗い、、という

意味で設けたわけです。

消防法施行規則の改正 について一一

この項で話題にな ったスプリンクラーの扱いは、昭49 . 12.  

2 付の省令改正で明示された 。( 昭50. 1 .  1 施 行) 関連のある

部分の要点は次のとおりである。

スプリンクラーヘ ッ ドを設置しなくてもよい部分について次 。

のように改められた 。( 規則第13条第 2 項の一部)

① 手術室、分娩室、内視鏡検査室、人工血液透析室、麻酔

室、重症患者集中治療看護室、その他これらに類する室、②

電子顕微鏡室、③ レン トゲン室等放射線源を使用し、貯蔵し、

又は廃棄する室、はスプリンクラーヘ ッ ドによる放水により人

命に危険を及ぼすおそれがあること等から 、スプリンクラーヘ

ッ ドを設けなくてもよいこととする 。

なお、これらに類する室に含まれる室を多数例示してあり、

: 無菌関係の室、検査関係 ・新生児関係のほとんどの室などを除

: 外されることにな った。
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6. 手 術 部 の 清 潔 対 策
と沿J立を下げろ 、と 。 温度は 」二がっていないんですけれども 若い、

と。 ( 笑い)

溝神 そのナースのところへ述給すれば一応コントロールできるように

なってるわけですか?

辻野 インターホーンで言えばすぐ・ 1 ここの手術受付は、手術室

や I C Uからのあらゆる情報が集められるようにな って いるので、

そのような 問題の管理もできるわけです。

池田 診療関係では、千術部まわりをかな 1) .W: II拙して訂 l凶されたようで それから 、ストレッチャーの釆り換えをやらせなかったことのー

すが、 j! i : 大では消潔のことをと くにやかまし く3 われたようなことは 。 番 の理由は、看護協会が全国の病院で調査した中て¥スト レ ッチ ャ

北 因 子術部長は、京都の病院で一度そういう計画をなさ った経験 ーからの転落ということが多いんですね。それに移しかえは患者に

もあI i . いろいろご指示をいただきました 。

といいますのは、われわれのほうでいかに治潔、クリーン度をつ

くりましても、医療機器t自体とか 人体 そのものに非常にそういうソ

イルドなものがついてるというんですか、不 i，'difi なものがある 。 そ

こでまず、 ドクターのほうでどこまでできるかということをいろい

ろ告さ出していただきまして、そのためにスリ ツノマとか術ポとか、

そういうものを 何回 も取り伴えながら 中へ iffi んでいくという j杉をま

ずとっていただきました 。 そのためのスペースとして 、下足利と か

ス リ y パ洗機室とか 、今までにないスペースがふえてきました 。

倉敷の場合は、ストレ y チャはそのまま采 ') 込ませて、 2 つのマ

ッ トで汚れを取っておられるんですが、近大は、 一 度来り枚ーえてな

おかつその 7 ッ トをやろうと 。

また、手術 中 の Ｇ ｪｾ 放 の ｬ 京医 ｬ には、コンセントが抜けたり、あるい

はいろんな器具が錯綜して医 師や 石議婦が動きにくいこともあるの

で、 1: 3 : にいろんなアウトレ ッ トを設けむいて¥子やijIj t- i の下から取り

tJ l.す万法はないかということで、いろいろ医療機器自体を探しまし

た。 ちょうと' 英国のエ γ シュ 7 ン社のものが、可欠メスとか医療ガ

スなど、一般手術に必要なものをすべて手術計に組み込んであるの

で、これを採用する‘ ことで、円4也: を j未下から立ち上げて、ほかの機

ｾｾにも医師にも支障が少なくなりました 。 あと唱についているのは、

予備の屯源なとで、非 常 に ｼ 努以外は佼わないものです 。 ｾｦｊ ，ｾはｦｲＧ ＾ＩＧ ｾ

と同じように S F の水平層 ifit てι す。

池田 合般の Ji で、下lf. i宅の/il J 仕切慢はユニ ットではめ込まれていたと

思いますが、あれは成*"1はよろしいですか.

辻野 尖は子氾!外のことがあ リました 。 窄公の流れというのは微妙

でして、手術室は| 場圧で他の部分とかなりの圧力差があるために 、

ドアの ｉｾ 月間時 に圧力の変化が起こ っ て、 Ｑ 笠や天井が ｴ 反動しますね 。

そのことは今までどこからも l:l fJ かされていなか ったんです。 その| 療

にl宅挨が遊離して浴下する可能性があります。 それから、 ドアの下

端の隊問から風が廊下1 f t 1] にI吹き出して、そのために床の座挨を廊下

に拡散する可能性がある 。術的に滅菌水て。予洗いをして、手は無菌

だとしているが、入室するまでに汚染するおそれもあります。 それ

で、 ｩ ｖ ｬ イ Ｑｭ Ｇ ， Ｇ はドアを ｉｾｧ け っ ｊ ｛ｩ しにし、術者が入 っ てからドアを 閉め

る、というように巡営を変えてもらいましたが、風自制務が不完全

だ ったことがわかり 、今は解決しています。

池田 空全体の主lt て込みのki1去に、隊 IHJ にむ う一つ純l い の をはめ込 ん ｴｾ

ら、それが浮いて くるといったこ とはご ざいませんで したか。

辻野 それは少しあ ったようです。が、むしろ一番こわいのは天井

の娠動で・すね。

溝神 千術志のｾ［測 で 、千術ＧＱＧは ｗＮ 台は寒 く てしょう が ないと Ｓ いなが

ら、医者は汗をダラダラ流しているとい う問題もありますね。その辺の

コントロールはど ういうふうに巧えたらいいのか ・・むずかしい問題

で。たとえばパネルヒ ーテイングの ようなし のてヘ そう いう 必要な沿jJE

条 ｦ 午とか ｩｾ Ｎ ｊ Ｎ主 ｺ 条 ｦＧｊ ー を佐保するようなことはちょ っ と無理なんでしょうか、

現状では。

辻野 いろいろ 問題があるようて、すね。合放では、手術室の空調は

受付けで全部コントロールて、きるようにな っています。手術を始め

るまでは 24.C でや っている、でだんだん手術が佳岐に入 ってきます
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もナースにも重労働です。 そのかわり、たとえばストレ ッチ ャーを

清潔なリ ンネ で覆うとか、行'ii 紫なストレ ッチ ャーを選んで使うとか、

そのほか入室手続きをはっきりさせるなどしました。

手術室の清潔というのは、一つは空気の清浄度が、もう一つは、

いかに医師と看護婦が注意して使うかによって極端に変わってくる

わけですね。履き替えを厳密にやらせるとか、清潔域の入口でエア

ーシャワーを設けたり床仕上げを変えて意識させるなど 、そのため

の対策ですし 、P R もかなりゃ ったつ もりです。

7. そ の 他 2 、3 の 問題 に

ついて

- 病歴管理

溝神 近大の場合は、 .W. 者の受け付けから医学資料の管理まで自動化し

ておられるわけですが、それについて少し具体的に 。

北図 1 階の中央部分に医学資料管理室を設けて、 診療録自動保管

装置 7 台を並べ、 21万人分のカルテが収容可能になっています。玄

関ホール脇 の 初再 診受 付 のカウンタ ーで、エ ン ポ ｾ Ｎ カードになっ

ている診察券を 入れると、 バーコードを読み取 って 自動索引装置が

作動し 、 自動的にカルテが取り出せるわけです。受け付け後30- 50

秒 でカルテが出て来て、担当者 の手元へは 5 分以内に到新しますの

で、 患者の待時間も 短縮されて います。

病歴の記録には、 P 0  S  ( Pr obl em Ori ent at ed Syst em) を採用

してお り、患者の問題点に指向性を合わせた病歴のと り方をする の

で、コンビューターに入れておいて統計処理ができ、医師以外の関

係者にも患者の経過や治療効果がわかりやすくなっています。 レン

トゲンフィルムは、さきの装置の脇に別に集約して管理しています

が、マイクロ化したものはカルテと一緒に管理されます。

・ 自 動 搬 送 装 置

溝神 どちらの州臨むも、人: ＩｾｾＩＮ病院としてボ ン タ ス コ ンベ アをお使いに立

っていますが、そ のiill lTJ t U比はいかがですか。人によ ってはいまのとこ

ろ ま ｴｾ 十分機能し て ないとかいいますし、そ の Ｑ Ｇｲ放には、ヨーロ ｹ ハや

アメリカ の病院はどサプラ イセ ンターみたいな形で中央化されていない

ので、む fごな動 きがあったり、そ ういったよ うなことむ起闘 していると

忽うの ですが。

辻野 今回は病棟 だけでしか動いていないので、完成した姿ではあ

りませんが、いざ来月から使い始めようというときに、病院の方で

rJ動 搬送利用のためのソフトが全然、できてなか ったんです。 あわて

て、北里 ・国立医療セ ンター ・東海大などのソフトや徹送の問題点

を調べさせますと 、何と 、注射線を送っているところが全然ない ん

です 。理由は、カストの中の注射器が搬送中の振動でrv J i 加するから

で、また 検体に ついても搬送機 に信頼性がないという理由で送らせ

ないところもありました 。 合倣でもかなりヒヤヒヤしたんですけれ

ども、現在のところ注射保も合めて、中 材の器材はほぼ全音11送 って



お り ま す。 あ と は 、 検 査 と か 薬 局 関 係 が ま だ 2 ! 閉工事 ・3 W]工 事 に

入 っ て く る も の で す か ら 、 ソ フ ト は こ れ か ら で。 今 は 旧 い 施 設 と の

間を、 2 人のメ ッセ ン ジ ャ ー で 定 時 も 臨 時 も 搬 送 さ せ て る わ け で す。

私 ど も の 考 え で は 、 ボ ッ ク ス コ ン ベ ア な ど の 自 動 搬 送 設 備 は 、 む

しろ臨H寺 搬 送 の た め に 使 う べ き も の で あ っ て 、 定 時 の ル ー チ ン な も

のは人力に頼った方が、経済性も含めて合理! 的じゃないかと 。 とい

う の は 、 や は り 定 時 搬 送 の 入 力 と い う の を も う ー ペ ん 考 え 直 す べ き

じゃなかろうかと，思うのです。

・ イ ン テ リ ア

池田 近大はホテルのようなムードで、インテリアに非常に苦心なさ っ

たようで、重点的にデザインすることに費用もかけておられますね。

北 国 冷 た く て な じ み に く い 雰 囲 気 を 少 し で も な く そ う と . . . .. ... .。

さ き ほ ど の 初 再 診 受 付 は も ち ろ ん オ ー プ ン カ ウ ン タ ー で す が 、 投 薬 ・

会 計 も ホ テ ル の フ ロ ン ト に 似 て い ま す 。 そ の 前 の 待 合 も 、空 港 の 待

合 ロ ビ ー の よ う だ と い わ れ ま す 。 ま た 、 病 糠 の ナ ー ス ・ステーショ

ンの 中 では、大きい丸テーフツレを配置して 、仕 事 の 上 で の 接 触 を 円

滑にすると同時に柔らかい雰問気をつくるとか、 人工 透析 室も一音11は、

ソ フ ァ に 腰 掛 け て いるよ う な 形 で テ レ ビ を 見 な が ら 透 析 を 受 け ら れ

ま す。 外 来 用 の 食 堂 ・喫 茶 も 一 寸 病 院 ら し く な い も の に な っ て い ま

す 。

・ サ イ ン ボ ー ド

池図 倉敷ではサインボードなどにもカを入れておられるようですね。

あれは玉野病院以来のご研究ですか。

辻 野 わ か り や す い サ イ ン ボ ー ド を つ く り た い と い う こ と は一 つ の

テ ー マ で ご ざ い ま し た 。 日 大 板 僑 病 院 を 調 査 さ せ て い た だ き 、 そ こ

で の 当 初 の サ イ ン 計 画 、 そ れ か ら 以 降 ど う い う も の を 加 え ら れ た か 、

ど う い う 問 題 が 起 こ っ て い る か と い う こ と を 徹 底 的 に 調 べ て 、 そ れ

を も と に し て 玉 野 病 院 に 当 て は め て み た わ け で す。 そ こ で さ ら に 修

正 す べ き も の は 修 正 し て 今 回 の サ イ ン 計 画 に 全 部 織 り 込 ん で み ま し

fこ。

- ド ク タ ー コ ー ル

池困 いろいろも つ とわお［ｻＧ和例， ［ｊ ハ ｢い 、 したい λ点 ｉＮｾ が ずい」ぷ ｊ ん

ｻ自的 ｾｉｾηＧｾ なことてで，何カか 、 皆さんカか‘らご ｔ質 ｔ引 ｩ問問がごさざ ， いましたら 。

大 辻 非常に大規模な病院ですので、 ドクター ・コ ー ル は ど ん な ふ

う に や っ て お ら れ ま す か。

辻 野 合 般 の 場 合 は ま ず 情 報 の フ ロ ー を 組 み ま し て 、 そ の 中 で ド ク

タ ー は ど う い う 呼 び 方 を す る か 、 ナ ー ス を 呼 ぶ と き は ど う す る か を

決 め ま し た 。 ポケ ッ ト ベ ル は 、 コ ー ル さ れ た 者 が 自 分 の ナ ン バ ー を

屯 話 で ダ イ ヤ ル す る と 相 手 に つ な が る と い う 方 式 の も の で す 。 そ れ

か ら 夜 勤 の ナ ー ス に 、 ナ ー ス コ ー ル と 述 動 す る ポ ケ ッ トベルを持た

せ て お り 、 こ れ は 非 常 に 効 果 を 発 揮 し て い ま す。

西 弁 ポケ ッ ト ベ ル は 防 災 セ ン タ ー でmか る シ ス テ ム を と っ ていま

し て 、 病 院 に そ の ド ク タ ー が 来 て い る か ど う か は 防 災 セ ン タ ー の 方

でチェ ッ ク す る よ う に し て お り ま す。

池田 まだ肝心なところがずいぶん残 っておりますが、時間の制約がご

ざいますので、これで］終わ ら せていただきたいと思います 。 「山 ｬ 目 ｊ ｾ ，ｦｒｩｬ斤 の

符さま方、どうもいろいろありがとうございました . (t白手 )

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口

- 最近の総合病院 口口口口口口口口口口口口口口口

昭和48年 ( 1973) 以降に竣工した総合病院について、計画に参 A号とな

る資料を伴って雑誌に紹介されたもののコンテンツを作成した。 対象は

100 床以上のものに| 浪り、表に示した病床数は I杵築の場合は既存病床を

合み、将来計画がある場合も記載竣工時期における公称病床数を示した 。

なお 11;)，1主誌名とその略称は次のとおりである 。

新 建 築 一 一 新 建 、 建築文化一一桂文、 近代建築一一j丘建

S  0 一 一 S O、 建築同報一一位画、 病院建築一一哨主11

病 院一- j 内院、 佐築と社会一雄社、

病 院 名

大阪府立羽曳野病院

一山市立市民病院

星ケ丘厚生年金病院

福岡大学医学部附属病院

三豆大学医学部附属病院

fi 敷市立児島市民病院

鹿 児 j為市立病院

市立玉野病院

川崎医科大学附属病院

同立医療センター

向治医科大学医大病院

新潟県立吉田病院

小見川中央病院

金沢医科大学病院

愛知医科大学附属病院

独協医科大学病院

栃木県 県南総合病院

徳山県立: ド央病院

病床数育費工年月 掲載誌名・号
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200 74 - 6  建困75 - 7  

新建73 - 9  l健闘75 ー 7

病院73 - 8  

442 74 - 7  

- * 京都立駒込病院 900 74 - 8  建画75 - 7  病 往No.29

市立1J Il i 1! I病院 184 74 - 8  病院75 - 2 ill 社76 - 3  

藤凹学匝nr，古屋保健衛生大学病院 825 74 - 8  建社76 - 3  

}JI I納岩総合病院 162  74 - 9  病院75 - 3  

日本専売公社東京病院 312 74 - 9  建 画75 - 7  

愛媛県立中央病院

建国75 - 7

600 74 - 9  ｾＺＺ［Ｇ［ＧＺ ［，ＺＺ＠ ^  j丙建No30

柄院75 - 9  

東海大学医学部附属病院 1，100 74 - 10 廷画75 - 7 病 院75 ー10

西符市立中央病院 300 75 - 2  建社76 - 3  

近畿大学医学部附属病院 807 75 - 4  建 函75 - 7 建 社76 - 3  

鳥取県立中央病院

大手前病院

徽i浜市立港湾病院

Iltl 和大学藤ヶ丘病院

合数中央病院

浴風会病院

浜恰医療センター

関西医科大学努山病院

402 75 - 3  建画75ー7 建 社76 - 3  

448 75 - 4  建社76 - 3  

300 75 - 5  病建No. 27

537 75 - 5  近建75 - 10 挫 画75 ー 7

新建75 - 11

934 75 - 6  建 文75 - 11 

建社76 - 3  

300 75 - 7  近忍!76- 1  病 挫No. 30

522 75 ー 7 病院74 - 9  建 社76 - 3  

132  75 - 8  建社76 - 3  

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
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. 病院各部の計画 と技術ーー その傾向と問題点 1.

中 央 診 療 部 の 構 成

柳 沢 忠

1 . 中 央診 療部門という 言 葉の 意 味

中央診療部門という言葉はす っかり定着してしまっているが、そ

の意味するところはやや不明確である 。病院という組織体の一部門

を示すようにみえるが、職員組織として中央診療部長を長のする音11

門があるわけではないし、建築的に一つのプロ ックとしてまとめる

必然、性も少ない。

中央診療部門は普通手術・検査 ・放射線 ・分娩・リハビリテーシ

ヨン ・中材 ・薬局 ・血液銀行などを含んでイ変われている。直接診療

を行う諸施設が主であるが、モノを供給して直接診療には関与しな

い施設( 中材や血液銀行) も含んでいる 。

言業の意味があいまいなのには目をつぶるとしても、この言葉が

建築的に一つのまとまったブロ ックを構成すべきだという誤解を生

み、さらに 中央という言葉から病練と外来診療部との 中間 にすべて

を位置させるという誤解まで生んだところに問題がある 。 中央診療

部門というのは、あくまで中央手術部とか検査部とか放射線部など、

それぞれの部分に分けて考える べきで、一括して総称する意味は余

りないことに注意しなければならない。

中央診療部門という言葉は、従来大学病院などで各診療科がそれ

ぞれ検査室や手術室などを設けて独立していたものが、次第に各科

共通の施設を整備しようとしたところから生まれたようである 。第

二次大戦後にアメリカから病院管理学を学んだことも影響し、とく

に東大病院が中央手術音11や中央検査部をつく ったのが大きく影響を

与えている 。

医療の進歩は医療器機の進歩を うながし 、それらを扱うパラメデイ

カルスタ ッフ の専門職としての地位を向上させ、稀少価値のある人

やモノを共有する必要性を高めたのである 。 この傾向は最近にな っ

てますます強まり、病練や外来診療部での医師の個人的な診療が中

心であ った時代には考えられないような充実ぷりである 。

私は病院という組織体をつ ぎのように説明している。病院には

「病気を治療して病人を社会復帰させる」という機能 (Funct i on) があ

り、この機能をさらに詳細に区分すると「放射線を利用して診断す

る」とか「手術という手段で治療する」といったレベルで機能を語

ることもできる 。 これらの機能をはたすために部門 (Depar t ment )

がある 。放射線診断部とか手術部とい った言い方になる 。 この部門

は具体的には職員 (Ma n) と建築空間 (Space) 、医療器機などの道具

( Tool ) と屯気や蒸気などのエネルギー (Ener gy) で構成されている 。

中央診療部門は 診断と治療 ( Di agnost i c &  Tr eat ment  Servi c es) 

という機能を充たすためのいくつかの部門の集合体であると考えたい 。

2 . 中 央 診 療 部 門の病 院 に お け る位 置 付 け

中央診療音11門の 中で、病棟と外来診療官11の両方から 利用 される放

射線や検査 ・リハビリ ・薬局などは両者の中間におくのが合理的で

ある 。逆に手術部や分娩苦11などのよっに原HIJ として病棟に連絡をよ

くして外来診療部とは連絡をよくしなくてもよい施設もある 。両音11

門 ともに通過交通をきらうので、外来一手術一病棟という順序より

も、外来一病棟一 手術という順序の方がよいようである 。 中材や血

銀は手術音11との関係につられて位寵する方がよい。

このように位置付けということで建築的な場所 を考えると各施設

によ って変わ ってくるが、 Wei ght といった意味で考えると、床面積

の割合や 職員数の割合 ( 病院全体に対する ) て示すことができる 。

どちらも近年割合が増加しつつあるが、この割合が病院の質的水準

7 0  建築と社会/ 1976年 j 月号

を示す指標となる 。 中央診療部門の整備充実は医学の進歩に裏付け

られて おり、病院の質を高める方法であるから、建築的には増築や

改築がしやすいように計画しておくとよい。病院全体を成長変化し

やすいように計画する必要があることはよく言われることであるが、

とくに 中央診療部門についてその要求が強いことに注意しておくべ

きであろう 。

3 . 中 央診 療部 の 面積 構成

比較的新しくまとま って建設された公的な病院の面積構成を分析

した資料法lによれば、 中央診療部門の面積は病院全体商棋の 2 iliJ J前

後で10年前の同種調査と比較すると大幅に増加しており、中でも検

査部と放射線部は大きく増加している 。前者は 4 - 6 % 、後者は 3

- 7 % であ る。病院によるぱらつきは大きいが 10 年前には存在し

た低水準が見られなくな って いる 。 中央手術部は 3 - 5 % 、薬局は

1. 5  - 3. 0% 、中材は 1 - 2 % 、分娩部は 50- 150m' の幅の 中に、そ

れぞれおさま っており、 10年前の割合とさほど変わ って いない 。 リ

ハビ リテーションをもっ病院では 1 - 2 %程度である 。

少し資料は古いがわれわれが愛知県下の11の総合病院で10年前後

の増改築の経過を調査したところによると出やはり中央診療部の

増築が多いのが自につ く。 2 - 3 の例をあげると 、A 病院では昭和

31年から 44年までの聞に 125床から 400床に規模を拡大し、全体の 1

床当たり床面積はほとんど増加していないが、中央診療昔日は全体の

14% だったものが 21% まで割合をふやし、中でも検査音11 と政射線

音11はそれぞれ 2.5% から 5 - 6 % に増加している 。 B 病院では昭和

36年から 43年までに 348床から 457床に規模を拡大し、 1 床当たり床

面積は 30m'から 42m' まで士首加している 。 この間中央診療部門は全体

の12% から 24% まで割合をふやし、中でも検査音11は 4 % から 17% ま

で士自大 したことは目立 っている 。

つぎに検査部をはじめ 中央診療部門の各部について、ごく概略の

説明と計画上のポイント ・問題点を説明する 。

4 . 検査部

近年診断を決定するのに必要な検査の種類が増加し、人間ド ック

の ような健康診断の普及も関係して、病院における検査部の重要性

は強ま っている 。

職員組織 ( Man) として、従来の衛生検査技師のほかに患者から直

接採血や採液をしたり心電 ・脳波の測定もできる臨床検査技師が専

門職として発足し、さ らに病理学専門医が検査部の専属となる傾向

にある 。

医療器機 (Tool ) としては、新しい検査が開発されて種類も註も

ふえつつあ勺、とくに R 1  ( ラジオ ・アイソトープ ) を 利用する検

査や、 M E ( メデイカル ・エレクトロニクス ) を利用する検査など

が開発され普及しつつある 。 また自動分析装置が開発されて検査部

の状況が変わりつつある 。

建築空間 ( Space) として第ーに考えてもらいたいことは成長

(  Ext ensibilit y) と変化 ( Fl exi bi l i ty) に耐える計画をすべきだとい

うことだろう。前述の B 病院では 4 % から 17% まで床面桜を増大さ

せているが 、増築の度に少しづっ部屋を I曽やしたために、同じ検変

諸室が院内のあちこちに分散してしまい、 一部門としてのまとまり

が悪くなり、入手の点で不合理にな っている 。検査部は計画当初か

ら単独にまとめて増築しやすくし、内部の間仕切りなどは変更しや

すくしなくてはならない。設近作られる多くの検査部が余り細かい

部屋割りをせずになるべく大部屋式にまとめているのもこのフレキ

注 1 日本建築学会論文報告集昭和50年 8 月 伊 藤 誠 病 院 の 部 門 別 面 積 配 分 に l刻する分

析的考察

注2 : 日本建築学会東海支部研究報告魯 昭 和43年10月 柳 沢 忠 他 病 院 建 築 の 経 年 的 規

線変化に I刻する研究



シビリティのためである。建築空間の面でもう一つポイントになる

のは検査部を 患者自身が出入りする部分と検体だけを 扱 う部分とに

2 区分して計画することである。前者には心電 ・脳波などの生理検

査と採液 ・採血などの部分があり、後者は病理 ・生化学 ・細菌ーなど

の部分である 。 また大規模な病院で検査部が外来診療部と離れてし

まう場合は、前者の患者が直接出入りする部分だけ外来検査室とし

て外来診療部の中に配置する場合もある。いずれにしても 患者、と

くに外来患者の動線をチェ ックする必要がある。

エネルギー ( E nergy ) の商では各種の配管配線を新しい医療器機

( T ool ) の導入に合わせて追加したり変更したりできるようなシス

テムが必要でh ある。これが建築笠聞のフレキシビリティと強〈関連

している 。

5. 放 射 線 部

ここには診断検査の部分と治療の部分とがあり、両者ともに R 1  

を利用する部分の重要性が強まり、 R 1 の診断検査部分は検査部に

属する場合もあり 、R 1 センターとして別に独立する場合もある。

職員組織 ( Man ) としては放射線技師が中心であるが、最近放射

線専門医が治療に関連して登場し、看護婦も特殊撮影 ( 造影斉IJ を外

科的処世を経て使用する ) に関連してこの部門専門に配属されるこ

とカず多くな ってきている 。

医療器機 ( T ool ) としては診断検査施設にテレビレントゲンが普

及しはじめ、治療施設としての高エネルギー放射線器機など新しい

器機の導入が援んである 。

建築空間 ( S pace) としては検査部と同様に成長と変化に耐える

計画にすべきであるし、放射線の防禦や R 1 に関連した廃楽物の処

理や線源の貯蔵など、いわゆる放射線の管理区域の設定が必要にな

ってくる 。そのほかに職員の作業区域と患者の動線を区分し、放射

線取扱主任者の監督指導下に中央集中管理方式をとることがのぞま

れる 。 各搬 ｾ￭ ｾ 室と ｉ 培室とを往復する技師のＱｬｾＩき、 ｔｖ レントゲンや

治療部門を中心とする医師の動き、さらに特殊撮影に関連する看言護

婦の動きなどをスムーズにして連絡を密にするという利点がある 。

この配慮は従来の単純な中廊下型のプラ ンを大きく変更することに

なろう 。

そのほか後光板方式の透視専用室や暗室の関係で放射線部分は全

体に暗くするイメージが強いが、テレビ使用で明るくてもよくなり 、

部門の配置上の考え方も変わ ってきつつある。

6. 薬 局

検査部や放射線部とは違 って面積割合はさほど増加していない。

内容的には①処方が多様化し、②J l ! J型が多様化し、③散剤が減少し

て錠剤が増加し、④投薬回数が増加し、⑤薬品在庫量が増加しつつ

ある 。全般に調剤業務が忙しくな っている 。部門の位置としては外

来患者が会計をすましてから薬を受け取 って帰宅する関係で入口ホ

ールに窓口を設ける必要があり、部門全部を入口近くにまとめるか、

投薬窓口と調斉IJ 室だけを入口近くにして他を地階か 2 階に切り離す

かが計画上の問題となる 。

薬局内部としては自動化と薬塵の問題がある 。前者は自動分包機、

自動分割l機、電動式 j昆平日機等が{ 変われ、後者は薬剤師のアレルギー

を予防するために部内の器機類に集塵 ・除塵の装置をつけたり室内

空気の消浄化を計る必要がおこ っている 。

地域的には数病院が連携をとり、親病院が薬品の購入や製剤を行

うシステムが考えられるが、現時点ではそのような例は聞かない。

今後の問題であろう 。

7 . 中央手術部

手術室をお!j 浄な環境にするために古くからいろいろな工夫がなさ

れているが、最近バイオクリーンルームと称する無菌的な手術室が

作られるようになった。そのほか手術中にX 線検査が行えるように

するとか、高気圧の下で手術するとい ったさまざまな要求が手術室

の種類をふやし質を高めている 。

職員組織 ( Man) としては専属看護婦の業務内容が変わってきた

こと、麻酔の専門医が音11門の運営の中心になるケースがふえてきた

こと、放射線技師や病理検査の技師が手術中に協力することも多く

なってく るなどの変化がみられる。手術部看護婦は従来 中材や外来

と兼務であることが多〈、執刃医師は手術介助の看護婦を別に連れ

てきたので、専属看護婦は準備や後かたづけが主な仕事であ った。

最近は婦長以下組織つ'けられ、患者を受け取って手術介助まですべ

ての看護業務を行うゲースがふえてきた 。

医療器機や薬品など多くの物品 ( T ool ) が使われるが、中材との

関係でどこにスト ックしておいて使用にそなえるかが問題である 。

最近のわが国の手術部ではなるべく多くの物品を手術室内にスト ッ

クしておくという考え方が多いが、物品管理や準備に手聞がかかる 。

一方カナダやアメリカの病院ではそうした物品 を手術室群の 中央に

設けたホールにスト ックし、各手術室に供給しやすくする考え方が

ある 。 この場合物品供給に関係のない動線は手術室群の外周の廊?下

を通している 。 こうしたプランはイギリスで汚染された物を処理す

る汚染廊下を独占させる考え方とは巡 って作業が能率的で物品管理

がしやすく、婦長や麻酔医の管理もしやすい。われわれの研究では

作業動線が全体的にかなり短縮されることが分か つており、大いに

参考にすべきだが、苦11 としての面積がふえるために日本ではほとん

ど行われていない。

8 . 中 央 材 料 部

従来中材は手術音11 と同一階で隣接されていることが多かった。 し

かし中材が病棟や外来など病院全体に既消毒材料を供給することを

考えれば、原則的には手術部と切り離された方がよい。現実には病

院の規模がかなり大きくならないと原則通りにはし、 っていない。 し

かし手術部で物品供給のホールを手術室群の中央に設ける場合には

中材をこのホールの直上または直下に配してリフトで物品を送る方

式がのぞましい。つまり手術室群の中央ホールに中材から既消毒材

料が湧き出すようなシステムにすると都合がよい。

中材は器械をセ ッ トしてから消毒しておいたり、 パッ クしてガス

滅菌してスト ックするシステムが普及しつつあり、既消毒材料の倉

庫としての広さと、搬送機械の導入が問題となる 。

9 . 中 央 診 療 部 門 の 共 通 問 題

各診療部門にはそれぞれ固有の問題点があるが、共通していえる

事項を最後にまとめておこう 。

①医学の進歩に応じて成長変化することの多い部門である 。各部

それぞれが必要に応じて増築 ・改築し得て、音11のまとまりが悪くな

らない計画がのぞましい。

②医療器機の進歩につれて設備配管 ・配線の要求が強〈、しかも

後での追加増強がしやすい計画がよい。

③機械化や自動化が一般に進んでいるが、検査や投薬などの間違

いは人命にかかわるので許されない。全体のシステムの中で監査の

システムが必要である 。検査部であれば、検査の申し込みから結果

を受持医師の手元に報告するまでの作業の流れをシステム化し、個

々の検体の確認 ( 1  D ) が正しく行い得るように注意しなければな

らない 。

④必要な部屋を廊下に沿 って並べるといった計画の仕方でなく

それぞれの部門の人の動きや物の動きを検討し、組織的な仕事の場

としての有機的な計画が必要である 。 この場合専門戦種も変わりつ

つあることに注意を要する 。 ( ゃな ぎさわ ま こ と 名 古 屋 大 学 教 授 工 博)

71 



. 病院各部の計画と技術ーその傾向と問題点 2

手 術 部 の 計 画 と 清 潔

管 理

川辺 轟

最近の医療の高度化とともに感染の問題がとりあげられるように

なってきた 。感染の対策として建築の分野では、平面計画およびZE

T の清浄化があけ.られる 。今までも清浄化の努力はされてきたが、

プランニングから感染対策を A 考えた例は少なか った。簡明なことは

汚染源との接触をさけることであるが、手術音11のように汚染区域か

ら出入りする部署では、プランニングから対策を考えなければ効採:

はのぞめない。

1  . 手 術 に お け る 感 染 率 お よ び 感 染 の 原 因

日本における外科手術後の感染発生率は報告によ って差 興がある

カヘ

1  ) 無菌手術 3. 5% 以下 ( 術野に絢1閣のいない手術心ぞう、

脳外、へルニヤ等)

2  Ｉ準 ｾｒ ｆ， ｪ ［ｧ手術 9. 1%  ( 呼吸総や消化官・のように常在閣のいる

ぞう器の手術)

3  ) 汚染手術 20%  (すでに感染のある音11位の手術 腹膜炎、

骨髄炎等 )

といわれ、感染率の高いことがしられる 。

感染の汚染源として、つぎの ことがあけーら れている 。

1  ) 術者の手指: 滅菌手洗によ って菌数は 95% 減少するが、以後明

え続け、手術中の再手洗や、手袋の二重着用が行われる 。

2  ) 手術する音11位の皮膚

3  ) 空中落下菌 : 菌数は手術室に入る人数や、動作に比例する 。空

調の方式によって大幅に減少する 。

4  ) 消化管内細菌A

5  ) 滅菌水 滅菌手洗に使用される滅菌水は、従来訪1¥騰槽と冷却槽

から配管される方式がとられてきたが、槽や配管内の溜7)( が原因で

かなりの菌がみられる 。最近はフィルタ一式等にとってかわ ってき

ている 。

2. 手 術 部 の 清 潔 管 理

手術部の環境に対するコントロールとして、汚染源、になるものと

消i穀物品の動線の交差しないこと、外部から汚染源となるものを手

術部lこ持ち込まないことが原則である 。すなわち手術音11の中を、清

潔区域、中間区域、汚染区域に厳密に区画する 。 また病棟音11からの

汚染折、を持ち込まないために、! ど、者をハ ッチウェイ方式で手術苦11の

専用単に移し替えることは、日I潔管理の意識の向上にも役立 ってい

る。

手術音11の上記の区画とともに、手術室についても、汚染手術室 、

h' ii 紫手術室、無菌手術室のグループに区分けし、手術の順序、汚染

手術との隔離など、交差感染の対策ーがとられなければならない。一

室でi M絞の手術や、同時に二 つの手術は感染の機会がf首えるもので

あろう 。

3 . 手 術 部 の 計 画

汚染の! 原因である空中浮遊閣の対策としての、手術音11の空気消浄

化が、日本は欧米に比して巡れているといわれている。このことは

手術部の平面からも指摘のできることである 。 ヨーロ ッパの病院で

は、おのおのの手術室に準備室や滅菌手洗隻 をも った例が多い。 日

本でも 1956年に竣工した東大付属病院の手術部は、上記のような型

がとられ、 2 手術室に空調機をそれぞれ設けるという、感染対策の

口 病室環境 問

団関鴎

囚 満開

SS12源 と 吋 の 時

第 1図 区 波 区 分 さ れ た 手 術 部 の 例
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とられた平 I百であった 。 しかるに以後数多くの病院がB J ; てられて

たが、成念ながら東大引の例はほとんど見当たらなかった 。 そのJ : l II

由としては、コスト向、平而計画上の制約はあるとしても最Ｍ大のｊｊ［ｾ

凶は、感染に対する認誠に欠けていたことであろう 。

感染防止から手術部の計画の要点をあげると、

1  ) 汚染とがf 潔の動線を明確に分ける 。 1 WA Y システムの採用

2  Ｉ手術室を使用区分により 、 汚染、清潔、 ｾｉ 省室に区分し、手術

音11の入口から上記の )1頃に配列する 。

3  ) 空調機についても、上記の区分による設置がこのましい 。

4  ) 手術主に準備室 、滅的手洗 を接続して設ける 。

5  ) 手術古11へ出入りのチェ γ Y

怠者 ・手術部入口で手術室専用運搬! j I に采り換え、またはノ、 ン

チウェイ方式の係用 ( 手術向の取り外し式天板にハ ッチをIJ . ! Iし

て乗り換える)

医 ｾ￬ｬ￮ 、Ｑｔ ， Ｑ 護婦等 Ｚ 厄 ｩ きかえ、五 ･ 衣室を泊 っ て出入りする 。 シャ

ワーは本米手術前に行うべきものである 。

見学者 ・どこまで入れるかを決めておく 。 多人数のときは- ，; '/)11

の更衣、見学窓、I J . ! I 路がいる 。

斗. 無 菌 手 術 室

無菌手術室は 1966年失I : l i lのチャンレーが、人工関節i置換手術に H E

E P A フィルターのクリーンハウスを用いたのが故初のものである 。

人工関節のように体内に然物を入れた手術のとき、もし! 感染をおこ

すとその拠物を摘出するまで最悲の症状が納まらず、感染が手術の

失敗につながり、感染を| 坊ぐため無菌野での手術の要求とな ってき

fこ。

日本では空調下での手術室の空気の規格はまだつくられていない 。

アメリカの N A S A のバイオク リーンルームの組絡が用いられ てい

るが、これは 1 ft
3

のrl "にあるゴミの数によ って、クラス 100、l 万、

10万ののクラスに分けられている 。

無菌手術室の ｾｾ￭ｩ 争 ｪ 支は、クラス ＱＰＰ が目標とされている 。 ｬ 以外、

ぞう十? 器移Mなどの手術では、手術室の空 中細 lおの許容他は 0. 1- 10

といわれているが 、表か らクラス 100 にあた っている 。

バ イ オ ク リ ー ン ル ー ム の 規 格 ( N A  5  A )  

7 ラス

0. 5 ミクロ ン以|二ｾＮ ｏ ミク ロ ン 以 上 i数' 1' . 物 数 1  j.!¥! Ii ¥J のj高下

のゴミ( p/ ft
3

)  のゴミ (p Ift
3

)  (p/ ft
3

)  微生物 ( p/ft
2

)  

100 100以下 0. 1以下 1，200 

10，000 10，000以下 65以下 0. 5以 F 6，000 

100，000 100，000以下 700以下 2. 5以下 30，000 

手術野をクラス 100 の i，'h'f' 度にする方式は、空気の l吹き出しから

の公i f i E の流れを、室全体または手術野音11分に! 習 htUI(J にっくり、空気

中のゴミを洗い流すという Jr 1 流式でないと安11来は JYI 待でωきない。

層 iJIc式には l吹出方法によ って、水平層流と丞 l在層 iたがある 。水平

層流では手やl:i' l H ' の上流に位前できないなど自己記l の制約があるが、大

111! の無; 拶灯が使える 。AI (I附 iJIcて・は配置は n 由であるが、流線型の

小引の無53士I て静岡閤から ml らすなどの差がある 。窓全体を府流とす

るハードウオール式は建築旬、維持 'f'i がおむため、工場刻1立のフィ

ルタモジュールユニ ッ トがつくられた 。 この万式は建築資も安〈、

手術野ではクラス 100 i，'l'i' M立ーがあり、既設の手術宅にも容易に設25

できるので実地j 9 1 J が明えている 。

ネ * *  *  

感 染Il}j 止の1 u ( 大の要点は、従事する人が| 刻心をもつことであると

いわれている 。 これからの1，i;) 1淀の計阿は! 感染対策をぬきにしてはぷ与

えられない H寺代にな ってきた 。空調設備では 相 当コストに ;i 診糾する

が、しかし感染対策が充分にされてはじめて、本当の立 l床のホ忠者

のための病院砂といえるのではなかろうか 。
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- 病院各部の計画と技術ーその傾向と 問題点3.

電 気 設 備 と 安 全

河 窪 登 志 夫

まえがき

病院電気設備に関連する災害としては、以前問題にな った手術室

での麻酔ガス爆発事故があ ったが、これは麻酔ガスの進歩により余

り問題とならなくな った。現在では電撃、電気メスによる火傷、放

射線等とな っている 。

これらのうち、最近注目されているものに M E 機器による電聖書が

ある 。

いわゆる M E 機器と称されるものは、医療の高度化とエレクトロ

ニクス技術の最近の著しい進歩との結果、ますます複雑なものとな

り、その種類も多くな ってきた 。従来は、医療機関のよしあしは、

投薬量の多寡によ ってある面を評価されていたものが、今日では、

M E 機器を中心とした機械設備の拡充度によ ってある面を評価され

るまでにな ってきた 。

このように M E 機器の占める役割lが医療の場において、大きなも

のとな ってきたのはごく最近のことで、 M E 機器の普及につれて M

E 機器をとりまく問題も多岐にわた ってきている 。

本文では M E 機器による電撃防止対策について述べる 。

マクロショックと ミクロショ ック

屯撃が人体に与える障害はさまざまであるが、も っとも危険なも

のは心室細動の発生である 。商用周波数の電流が数秒間人体に流れ

た場合の危険な屯流値は、いわゆるマクロ ショックとミクロショ ッ

クによ って大き く異なる 。マクロシ ョッ クとは、一般電動機などか

ら感電した場合のように手から足へ流れたときのことで、流入点、

流出点がともに人体の体表である場合の電撃をいい、一般に使用し

ている感電のことである 。 これにたいして、ミクロショ ックとは、

体内に挿入された M E機器が漏電した場合のように、流入点、流出

点の少なくとも 一つが心筋に接しているか、または心臓への至近距

離にある場合の電撃のことで、 M E 機器使用時にのみ考えられるこ

とである 。

マクロショ ックにおいて、電流経路が手一足閉または両手聞など

途中に心臓をはさんでいる場合、心室細ili7J をおこす電流は数十mA

であるといわれている 。一方、感知電流は 1 mA程度で、はるかに低

いが、患者にと っても介助者にと っても商用交流電源によ って動作

する M E 機器からの漏れ電流が人体に流れて、これを感知すること

は、 二次的障害を発生するおそれがあるほか、心理的に悪) j i3響をあ

たえ、ひいては診断あるいは治療の障害となる 。 したが って、マク

ロショ ックの場合は感知電流関値の 1mAを危険電流に設定してほと

んどの人が感知しない電流0. 5 mAを限界値とし、漏れ電流の許容値

74 建築 と社会/ 1976年 3 月号

としては、安全を考慮して 100μA(0.1mA) が採用されている。 (1) ( 2)  

マクロショ ックの発生原因には、電源部または充電部の絶縁不良

とか、接地のはずれた機器のケース等に人体の一部が触れて、人体

を通る電流回路が作られた場合である 。患者、介助者に関連したあ

らゆる給電施設や電気機器が危険の対象となるが、とくに可とう電

源コード、スイ ッチ類 、電動ベ ッ ドなど動きのはげしいものや湿度

の高い室で使用される機器が問題となる 。

ミクロショ ックでは、心室細動の閥値電流は人体で、数十 μ A程

度とされており 、漏れ電流の許容値としては、 10μAが採用されて

いる 。 ミクロショ ックの場合、患者の知覚や周囲の人の危険の感知

もないままに危害が発生するので危険度が大きい。 ミクロショ ック

のおそれのある機器としては、心臓に直接つながる電気回路が作ら

れる心臓ペースメーカ一、カテーテル形電気血圧計、ヒス束心電計、

血管造影剤注入装置やカテーテルの使用にともなって用いられる多

方活栓など心臓に電気的に接続されるものおよび内視鋭等心臓の至

近距離を通るものが対象となる 。 また、これらの機器に他のM E機

器が併用される場合が危険である 。病院施設としては、手術室、回

復室、 血管造影検査室、 内視鏡検査室、 I C U、C C Uなど心臓検

査関係諸室が、これらに関係した危険な場所である 。

対 策

M E 機器による電撃防止対策としては、つぎの 3 点に要約できる 。

(1)  装置の安全

(2)  環境設備の安全

(3)  取り扱いの安全

要は 111: i原からの電気エネルギーが必要な M E 機器だけに供給され、

人体に対しては危険な漏れ霞流を生じないことである 。

安全性については、フェイルセーフ、ブールプループなどの安全

工学的、人間工学的アプローチ、システム機器の安全配慮など、多

様な面について検討が必要であるが、いずれにしろ、前記三要素の

いずれか一つでは不完全で、各要素それぞれの機能を向上して、総

合した信頼性が向上するわけである 。

まず(1)の装置については、従来から重視されている安全基準とし

ては、欧州系の C E E と米国系の U L がある 。

C E E は電力会社の電撃防止対策から出発し、 一方 U L は、木造

家屋の多い米国で火災防止の見地から保険会社がスポンサとな って

発達したもので、医療安全から見ると若干性絡が異な っている 。最

近は、世界的に共通な安全規格を作成する機運が高まり、 I E C

(l nt ernati onal El ectr otechnical Commi ssion) の 中に医用機器を

中心とした T C - 62が設立され、医用電気機器安全通則が近〈制定

される予定である 。わが国においても日本 M E 学会で医用電気機器

暫定安全基準案を発表している 。

この新しく作成された基準案によれば、あらゆる医用機総は、定

撃に対する防護形式として 3 分類、防護程度により 5 分類に区分き

れなければならない。 また機総からの漏れ電流許容値も示されてい

る。

つぎに(2)の環境設備の安全については、 (1)と同様 I E Cでとりあ

げられ、日本でも、 M E 学会と日本電設工業協会が共同で「病院設

備の接地方式指針」を作成した 。 この接地方式は、保護接地と等電

位接地との 2 種類に大別されている 。

保護接地は M E 機容の非充電露出金属部等の接地を行うもので、

マルチ接地端子および医用接地形コ ンセントの核地刃受 ( U クリ ッ

プ) を核地する方式である 。

等ｾｬｌ位接地とは、患者が直接あるいは間接に触れる可能性がある

M E 機器、医療機械、医療に直接関係しない電気機器、その他給水

管、建物金属サ ッシュ、ベ ッ ドの金属フレーム等患者が直接、間接



1  =旦工=1Q_J_旦Z L = 210 (mA)

R  - 0.032(0 )  

すなわち、電源100Yで 機 器 の 絶 縁 抵 抗

が 100V/ 210mA= 3 2 3 Wこ ま で 劣化 し た 場

合に 10mV の電位差が生ずることになる 。

このように劣化した機器は使用に耐えない

ことは当然であるから問題はない 。

しかし、電極を直接人体に接触させたり、

体腔内に挿入したりする M E機器を使用す

る場合は、等電位接地のみでミクロショ ッ

クを防ぐことは不可能で二重絶縁等によっ

て保護された機器を使用することが望まし

い。また絶縁変圧器を用いた非接地 電路を

採用することは理論的には好ましい方式てe

あるが、大地との静電容量による配線亘長

などの制限を生ずるので今後の課題である。

また、非接地配線方式を採用しない場合

は、 M E 機器専用コンセント回路に鋭敏な

漏電しゃ断器を設けることによって感電防

止効果を増大することもできる 。

I E Cでは、絶縁変圧器か、漏電しゃ断

器のいずれかと機器の二重絶縁を提唱して

いる 。

保護接地は、従来も接地端子を付けたも

のがあったが非常に 不確実なも のが多かっ
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た。 この指針では接地極付コンセントは、

病院用接地形コンセントとして器具も一般

用と異なり、接地極刃受( クリ ップ) の酸

化防止および配線との接続を確実にして、

ねじ緩みなどを生じない構 造となっている 。

その他接地端子構造も、ねじ締め、はんだ

付けを使用しない確実な工法で施工するよ
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内

U

う規定している。 この接 地 形 3 極コ ンセン

トは、これからの病院として必須のもので

あるが、ミクロショックの危険ある場所で

は、二重安全のため別 に核地端子を至近の

位置に併設することになる 。

以上のように、この指針によれば、従来のような簡単な接地工事

でなく、接地幹線、接地セン夕、マルチ核地端子と接地 工事として

大工事となり、工事価格としても別途予算を計上しなければならな

い。しかし、 M E 機 器の安全対策として当然計上さるべきものであ

ろう。

対策の最後に、 (3)の取り扱いの安全がある。機器や施 設 が 完 全 で

も取扱 者の教 育が十分でな け れ ば完全な対策とならない。これには

安全管理体制を確立し 、保守、 点検、安全教育をシステム 化しなけ

れlまならない。

必要な接地抵抗を得るために地中に埋設する導体

船也極に直接接属する電線

接地導線から分岐して接地介舷パーに至る骨量級

接置幹線から接地分舷線を分舷する銅帯( 略称分岐パー)

接地分厳パ一等 とこれを収容する外箱の総称

医用コ ンセント電源変圧器、第 2 種接地エ事の接地線と接地導線とを連絡する電線

接地分岐線と追加保護築地導体を接接するためのボックス付端子

ME機器の非充電露出金属部分を接地するためのコード

医用接地工事慨念図

用鱈の意味

接 地 極

接 地 導 線

接 地 幹 線

接地介舷パー

接 地 セ ン ?

接 地 連 絡 線

マJレチ接地端子

接 地 コ ー ド

紙面の関係で十分な説明ができなか ったが、一般の方には、最近

問題化 している M E 機器の安全対策とはどんなもので、予算の伴う

ものであることを 、 また電気専門の方には日本電設工業協会の「病

院設備の接地方式指針} 3) を ご 一 読 し て 足 ら な い と こ ろ を 補 足 し て

いただきたい。

(1)  医用電子機掠の安全性に関する倒査報告書

(2)  Ef f ect  01  current  passi ng  t hr ough the  human body. I E C 

(3)  r電設工業J 誌 51年 2 月号

お わ り に

に接触する可能性のある 2. 5 m以内の金属部を、抵抗値の非常に低

い導体で' 1 点に結び、，皆、者が触れるすべての物体聞の電位差を極力

小 さな値( 10 mV以下) にして、患者を屯撃事故から防ごうとする

のが等電位接地 ( Equipotenti al Pat i ent Reference) といわれるも

のである。

すべての機器が結合される結合点は E P R ポイントといわれ、接

地幹線に接続 され一応大地 との電伎を等しくしている。しかし 、E

P R ポイ ン トと大地との聞にわずかな電位差があ ったとしても、通

常はそれほど大きい問題でなく、要は患者のいる空間にあるすべて

の物体か等電位化されていることが重要なのである。

ミク ロショックのおそれのある室では、保護接地のほかに等電位

接地が要求される 。等電位接地の 2 点聞のm位差については、下記

の規制lを設定している。

同一室内の接地端子および等電位接地点聞に発生する屯圧

a. 正常状態において 10mV以下

b .  M E機 器 の 地 絡 事 故 時 24V以 下

a は M E機器の絶縁劣化、漏j曳電流による発生電位差である 。 室

内接地分岐線に5. 5mm' を使用した場合、 10m当たり 0. 032Q であるか

ら接地端子または等電位接地点との問に 1 0 mV を生じる漏洩電流は、
( かわくは とし お 臥森村協同G : 計本務所面IJ 所 長 ・ 技 術 士 )
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. 病 院 各 部 の 計 画 と 技 術ー ーそ の 傾 向 と 問 題 点4 褒 1 ー 1 給食部門の近代化に対する改善策実施例

給 食 部 門 の 計 画

徳

雄

宣

純

行

允

野

斐

回

辻

甲

石

回 問 題 点 か ら の ア プ ロ ー チ

・病 院 給 食 の 現 状

病 院 給 食 に は 、 疾 病 を 直 接 的 な い し 、 ! 日 ]

接 的 に 治 療 す る 手 段 と し て 、 患 者 の 病 状 に

そ っ た 食 事 ( 治 療 食 ) が 要 求 さ れ て い る 。

そ の た め 、 院 内 に お け る 約 束 食 事 婆 ( 各 治

療 食 別 に 、 カ ロ リ 一 、 脂 肪 、 蛋 白 質 、 *J.!f'e'i

そ の 他 微 量 栄 養 成 分 の 基 準 を 定 め た も の )

の 種 類 は 100 を 越 え 、 そ の う ち 50種 類 以 上

が 、 毎 日 の 献 立 に の ほωっ て く る 。 し か も 、

医 療 の 進 歩 は 、 な お 約 束 食 事 室 長 の 数 を htl す

傾 向 に あ る と い う 。 こ の よ う に 、 治 療 の た

め に 処 方 さ れ た 食 事 で あ る 以 上 、 残 さ ず 摂

取 さ れ る こ と が 原 則 で は あ る が 、 な お ほ ど

速 い 現 笑 で あ る 。 冷 め た 、 空 腹 を 待 た ず 勤

務 時 間 内 に 押 し 出 さ れ た 、 ベ ッ ド の 上 で の

貧 し い 食 事 が 少 な く な い 。 こ れ ら の 問 題 に

応 え な く て は な ら な い 給 食 音11門 で は あ る が 、

つ ぎ の い く つ か の 要 因 が 、 こ れ を 阻 ん で い

る の が 笑 状 で あ る 。

1  ) い ま だ に 給食 部 門 は 、 治 療 に 直 接 関

係 の な し ¥ い わ ば 裏 方 の サ ー ビ ス 音11門 とし

て 扱 わ れ 、 建 築 計 画 に あ た っ て も 、 重 要 視

さ れ な い 場 合 が 多 い 。

2 )  1 日 当 た り の 給 食 費 が 低 〈 押 さ え ら

れ 、 食 材 の 購 入 、 設 備 投 資 に 、 充 分 な 予 算

を あ て る こ と は で き な い 。

( 基 準 給 食 の 場 合 、 一 般 食 950 円 、 加 算 特

別 治 療 食 1，150 円 )

3  ) 取 り 残 さ れ た 作 業 環 境 、 長 い 勤 務H寺

JUI ( 家 庭 並 み の 食 事時 間 に す れ ば 、 午 前 5

時 よ り 午 後 8 時 ま で の 勤 務 と な る 。) 、 年 中

無 休 の 営 業 等 、 労 働 条 件 が 悪 い 。 とくに、

若 年 層 に と っ て は 魅 力 の な い 職 場 で あ り 、

入 手 不 足 、 職 員 の 高 年 齢 化 な ど の 問 題 を か

か え て い る 。

その結果、，也、者への配慮、まで行き届かず 、

忠 者 か ら は 、 ま ず い 、 不 親 切 で あ る な ど と

不 平 を か つ て き た 。

・給 食 部 門 の 改 善 給 食 部 門

近 年 、 わ が 国 の 医 療 施 設 が 、 病 院 管 理 等

を 中 心 に 見 直 さ れ 、 欧 米 諸 病 院 と の 比 較 の
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近代化のための目椋 具 体 的 改 善 方 法 実 』 血 病 院 例 備
ＮＩｪ ｾ＠

@  ①勝入、下 l  調理済の冷凍医療食を購入し、解凍加熱 アメリ方、カイザー

作
処理、調

する . 7 7 ウンデ- ; / ョン病院

唱量
理業務を

銀座、 菊 池 病 院 現 在 日 本 で は 極 矧 が 少 な い 、

合 合理化す 価格が高い、解凍技術が不

理
る。 完全、味がおちる等の問題

it がある 。小規般病院の種類

の の少ない治療食には効率的

推 である 。

進 2. 院内で調理した食品を冷凍保存し再加熱 ベルリン自由大学病院

する 。一 日の業務量の平均化をはかる 。

3 . 調理i!i 食品を冷蔵 ( 2  'C ) 保存し、再加 アメリカ、セントヨセ 7

熱する. コミュニティ病院

スウェーデン、ナ y カ病院

4 ，地域的な共同献立をもとに、共同で食材 和歌山県私立病際F業組合 食材カ yティング前後の主作

の賂入力 y ティング調理を行う @ 広 島 病 院 協 会 業 が16%減少した.

5. カ y ティングI青みの食材を賂入する. 価格との調態が必要である .

6 . 自動化、合理化された調理設備を採用する

• ' ) コンプラス赤外線急速加熱調理機 倉 敷 中 央 病 院

' オートライマー 問 上

i ! l i 絞自動炊飯総 国 立 医 療 セ ン タ ー

②践付、配
1 酎 配 聴 聞 仲 附 す る ) … セ ン タ … …  

謄業務を ( 中央配給方式) 北 皇 大 学 病 院 き る 。

合理化す 2. 中央でベルトコンベア方式により、盛付来郎医科大学病院盛付人民を縦保しなければ

る。 記臓を行う . 倉 敷 中 央 病 院 な ら な い た め 、 小 規 模 病 院

ではむずかしい.

③食器洗機 1. ( ，止い姶て食器を利用する 。 ) Ij' 梅市立総合病院食器が貧弱になる、従君臨処

業務を合 財団慈生会 野村病院理が困難等の問題がある .

理化する . 2. 乾燥行経付自動食器洗滋器を係周する 。 食 敷 中 央 病 院

3  ランチ皿などを用い食器の数を減少させる。同 上

@運搬業務 1  . 食料、食総などをワゴンのまま運搬、お -* 邦 医 科 大 学 病 院 女子職只がJ l ' ) 1mし、しかも

を合理化 よぴ保管することにより重量物運徹業務を 倉 敷 中 央 病 院 高年齢化する傾向にあるた

する 。 なくする 。 ( トラ y クイン方式) め、この方式を線用したい。

⑤栄養士の 1. コンビューターを導入し、実施献立表、 倉 敷 中 央 病 院 院 |導入前の栄養士の事務業務

事務及び 栄 発 出 納 表 、 検 収 簿 な ど の 作 成 業 務 を 処 理 北 里 大 学 病 延時間、 12時間/ 日が導入

献立作成 させる.
後(に倉敷は中1時央病間/院の日場と合な)ったa

業務を合

理化する .
2. 一般食、特別食の献立を統一するととも 新 m If ! i ・病 院 献立作成主[ ; 1) 初' ) 4に品旬、した.

に幾種類かの献立を作成しておき、それをー サイクルは常食30 目、特別l

定期IHI のサイクJ レで循環させる。( サイ7ルノニュー) 食50日としている。

⑧ ①作業環境 1  . 外部に面した窓等をとり厨房内の雰囲気

作 を明るく をやわらげる .

可民 する 。 2. 7 ードをガラス製として、厨房を広< .  東)' .11医 科 大 学 病 院

環 明るくする 。 倉 敷 中 央 病 院

境 へJ レシンキ自由大学病院

の

聾 ②空調を充
1 作 業 … 空 調 州 防 〈 と ) 北 口 学 病 院 …

備 笑させる . もスポットクーリノグ) 西 良 市 立 中 央 病 院

2，局所換気を確笑に行い、熱源からの編射京郎 市 立 病 院

熱をやわらげる . 倉 敷 中 央 病 院

③臭気を防 1  残飯朋の冷蔵庫を設ける。 西 宮 市 立 中 央 病 院

止する. 合 敷 中 央 病 院

@作業上の l. i且式の床の部分には、滑りにくい材料を

危険を防 選択する .

.tI:.する。

。
①病原閣の 1  ，消潔区域と不i軍区践を明確に分離し、 /"1 北 里 大 学 病 院 下処理前の食品J i l l と下処理

清 感染経路 j軍区域への入室手続( 下足交換、更衣、 7 東)' .11医 科 大 学 病 院 済みの食品庫を分離する 。

潔 を断つ。 スクの11朗、手洗いなど) を確立する. 倉 敷 中 央 病 院 汚れた食材を洗滋する下処

管 理室と、下tlf え、調理室は

理 完全に分離する .

の 2.  h' 1i 繋動線と不i摂動線を交叉させない.

徹 3. 食; 協の洗縦、 1自主号、乾燥を確実に行う . 自動食器洗滋消毒昔号、食器

底 4 ， dG絡1j i の洗様、消毒または i青拭を行う 。 消毒保管1・Eなど.

5 . 手指の爪切り 、洗・4量消毒を励行する.

6. 排水lまh'l 潔区域より不潔区被へ向けて流す.

②病原菌の 1. 床を乾式にする 。 ( ドライシステム ) 国 立 医 療 セ ン タ ー

発生Jl ' )i i (( 倉 敷 中 央 病 院

を防( .。 2. ねずみ、ゴキブリ、ハエなどの佼入防止

または駆除を徹底する 。

3 ，時間外に、殺菌灯をつける 。 食品への直射は避ける 。

4. 下処理ii ' i みの食品は冷蔵庫に保管する. 東f I I 医 科 大 学 病 院

食 敷 中 央 病 院

5 目前高下細幽数試験などを行 う。

6 . 職只に対し、定期倹診を行う 。



.'! '，者の荊前→対策

表 1 - 2 息者の不満に対する病院鎗食改善普賢

具 体 的 改 善 方 法 笑 地 病 院 例 備 考

⑧| ①食事が冷 10 盛付前に保温、保冷する .

食 | める 。冷 1 1， i品蔵f i l 1 により調理i? i 食品を保温する 。

事 | たいもの 1 2，食器、食膳を保j品、保冷しておく 。

自 | が生温か

体 | くなる 。

の

問

題

iミ ュ ン ヘ ン 総 合 病 院

国 立 医 療 セ ン タ ー

倉 敷 中 央 病 院

適温給食

を実施す

る。

0  盛付後忠者に届くまて'保温、保冷する .

1，個人用小型ポ ント に 汁 も の を 入 れ 配 給 す る 。 | 北 里 大 学 病 院 11

2 食器用湯たんぽの上に食器をのせる 。 1袈 路 加 国 際 病 院 IH盛付、洗機業務がI世1mする.

3  食器の下にホ ッ トプレートを敷き、かつ| オランダ・ホーリー病院 1I

蓋をする.

4， i.孟蔵配膳卓を利用する .

5， i邑量産冷蔵両用配膳. t ! [ を利用する .

淀 川 キ リ ス ト 教 病 院 11

I} 配勝率が重くなる .

レンンキ自由大学病院 11

O  盛付開始から、患者に屈〈までの時間を

短縮する .

l  ベルトコンベアにより盛付を行う .

a  ) 直前に盛付け、膳にのせる方式。

( 一般食、特日1) 食、混合盛付方式 )

b ) 食器に盛付済みのものを謄にのせる万式

( 一部混合盛付方式)

2目病棟配膳方式を採用する 。

3，冷凍食、冷蔵食を病僚で再加熱し、配膳

する 。

4，忠者食堂を設け、直前に盛付ける 。

倉 敷 中 央 病 院 n盛付開始から患者に届くま

スイス・リンデンホ7 病 院 Ifでの最高時間、 13- 14分.

東 邦 i室 料 大 学 病 院 IJ 盛付人只の碓保が必婆。

慈 雲 堂 病 院 11盛付人民が増1mする 。

小 倉 記 念 病 院 If 栄養士による盛付、配臓の

東 海 大 学 病 院 1I チェ ッ7 ができない。

ベルリ ン 自由大学病院

アメリカ ・セントヨセ 7

コ ミュニティ病院

12 洲 厚 生 病 院

②価絡の低

廉な食材

1; 1' かりが

使用され

変化にと

ぼしい 。

0  食材を安〈、大量賂入する 。

1，地域的な共同献立をもとに大量に共同蛾| 和歌山県私立病院 | 共同蛾入により県平均食材質

入し、カ y ティングおよび配送も共同てオ子う .1 Ｔｾ 業組合ｼより約 Ｕ Ｅ コストダウンした Ｎ

| 沼 津 医 師 会 病 院 1 ( { ! ! し物価上昇を見込まず)

2，冷i車食，fM半裂r日) を大脳障入し保存しておく 。| 東 邦 医 科 大 学 病 院 | 合 庫 ス ペ ー ス を 確 保 す る 。

O  購入ルートを単純化し、安価に鴎入する

食事内容 1 1. 仲買人に委託し中央卸定市場より購入する。| 大 阪 大 学 附 属 病 院

を充実さ 1 2，産地農協等と直接契約し、価格安定、品| 倉敷中央病院にて

せる . 1  質保持をはかる 。 1 計画中

o  1 食分の食事内答を充実させる . 1  

1， 1 日2 食制または 2，5食制を係用し、 1 1財 団 慈 生 会 ・野 村 病 院 11患者との相互理解が必要で

食分の食費をあとの 2 食分にあてる 。 1北 品 川 総 合 病 院 11ある 。

2，常食については、主食の大盛、汁ものの| 財団慈生会 ・野 村 病 院

おかわりを認める .

1，数綾類の献立の中から、思者に希望のも | アノリカ、セントヨセ 7 1調理、盛付業務は煩維とな

のを選択させる . 1 コミュニティ病院 | る.

| シカゴ、ウェズリ記念病院

2，主菜を忠者に選択させる 。 1 :倉敷中央病院

|  にて検討中

3.  1食 分 の お か ず の 積 頬 を ふ や し 忠 者 の 噌 | 北 里 大 学 病 院 1 1食当たり、約 8極類の食

好に合わせる工夫をする 。 1 1  i援を使用する .

0  食事回数を減少する 。 1

L  1 日2 食制 ( 常食のみ ) の実施により食| 財団慈生会 野 村 病 院 | 夏の夜長に li 、杢腹となる

事間隔を長くする . 1 ため夜食などの配慮をする

( 朝食 9  :  00 夕食 16 :  00)  1  

2.  1 日2，5 食制 ( 一般食、特別食とも lご) 1 北 品 川 総 合 病 院

を笑施し、昼食はおやつ程度とする.

( 朝食 9 :  00、金食12 : 00 夕食 16: 30)  

1トー

③，ＧＱＮＧ，者のｾｦＡｩ

好に合わ

ない.

忠者に献

立を選択

させる .

⑮ ①食欲がわ

食 かないう

事 ちに食事

時 が配られ

間 る。特lこ

の 夕食が早

間 、、 .

題

食事! 日l隔

を充分に

とる 。

。
①病室での

空 食事は気

間 分転換に

上 ならず、陰

会i である

視

覚
快適な食

上

堂を設け

の

る。

問 ②食器がき

題 たない、

安っぽい

冷たい感

じがする 。

食器を笠

かにする 。

。
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1，食器の材質、形を良〈吟味し、 h'fi 繋で、

見た限に暖かく、! 些じの良いものを選択す

る。

中に 、とくに給食部門の立ち遅れが、大き

な諜題 となってきた。 そして 、給食部門の

近代化 をめざし 、病院をあ げて、つぎのよ

うな課題に取 り組 もうとしてい る。

A ) 合理化の推進一一人手不足の解消、

経費の節減を実現させ、そ の余剰 を食事内

容の充実へ反映させる 。

B ) 作業環境の整備一一厨房内作業は平

仕事である ため、明るく、清潔で、 健康管

理への配慮が行き届いた環境をつくる。

C ) 清潔管理の徹底一一患者は抵抗力が

弱〈、しかも病原菌保持率も高い。このよ

うな特殊状況のも とで、病院給食は、院内

感染防止のため、一般給食 より以上に清潔

管理に留意しな ければならない。単に保健

所の指導のみを 満足 させ るだけでなく、食

材の汚染状況、作業の流れ、人の動 き等を

充分考慮に入れた総括的な計画を笑施する。

以上の具体的な改善への努力が、 各病 院

でなさ れてい る。 その一例 を褒 1 - 1 にあ

げる 。しかし病院給食の改革は、単に給食

部門内部だけではな し得ない。 以上のほか、

治療食 としての役割 を重視 し、給食音11門を

従来のサー ビス部門か ら医療中 に含め、医

師 を給食部長に任命すると ともに、いまま

での栄養指導 をより強化しよ うとする方怖

にある。また 、治療食である 以上 、給食部

門と看護部門 との明確な業務分担が必要で

ある。給食に関する業務のうち、忠者への

配膳、食事の種類の確認、食事の介助、下

勝、食事摂取状況のチェック等は、肴" 建業

務に含まれている。 しかし、看護部門では、

食事内容、栄養成分まて- チェ ッ クできず 、

昭和48年の日本看護協会調査には、! ，].I.、者へ

の配膳の誤まり等の医療過誤が報骨されて

いる。 このような過誤を未然に防止できる、

相互の協力体制 、業務分担か望まれる。 ま

た看護部門からの食事の開始、変更、中 止

などの情報伝達に関するトラフソレも多〈、

伝達方法、伝票の形式、食数のキ11互確認、

臨時請求の受付 時間などの点について合理

的改善が要求される。

以上の設備やシ ステムの近代化が、すぐ

その まま患者の不満の解消へと 繋がって い

くと は限 らない。不満の内容を 細か く探り、

もっと 患者に密着 した問題に亘って、 サー

ビスを行 き届かせる必要があ る。そ して実

際にさ まざまの病院で改善策が検討され、

笑施 されている 。これ らの患者の不満の内

容と 、それに対する改善策の一例 を表 1 -

2 にあげる。

いまま で、給食部門 の問題について述べ

てき たが、これ らはすべて相互に複雑な関

連性 を持っており、 病院の特殊性 を考慮し

ながら、 総合的判断のも とに計画 を進める

こと が必要とされる 。( 本側旦当 石岡允宜)
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各種指導教室の充実を計る一方、サイクルメニュ ーの充実と個人

別必要栄養量指定による献立のソフトウェア化により栄養管理の充

実を計り、疾病構造の多様化の問題追求と献立の整理を行った。

E. 患者本位の給食への探求

噌好を考慮、した患者本位の給食として、並食 (冨1]食) 二品選択制

の導入を計画( 作業量との関係を研究中) 、また、盛付システムによ

り、調理済食品の温蔵、保冷設備による適混給食の実施を計った 。

一方、食器、 トレイの選定、盛付方法の改善を行い、夕食時聞の漸

進的改善を看護部の協力のもとに実施中である 。

F . 食材と調理作業の省力化および設備費の節減

食材は従来より採用されてきた魚肉、その他の下処理依託による

省力化の継続と統一食材により、適性在庫管理と品質管理による食

品庫スペースの有効利用を計った。調理の改善は、調理ライン制に

よる責任体制lの確立と設備レイアウトの研究を行った う

G. 厨房機器の開発と能率的な導入による作業性の向上

赤外線急速調理機リコンプラスの導入は大幅な調理作業能率アッ

プとなり、排水ドロ一式ステンレス蒸気釜等の厨房機器の開発により、

ドライシステムを可能とした 。また、オートライマーによる衛生的

な炊飯設備にする省力化は、朝の米飯供膳を可能としている。一方、

冷蔵室、冷凍室への収納にエレクタシェルフによるトラックイン方

式の採用は、力作業の軽減となり作業性の向上をもたらした。

H. 清潔管理

ドライ シス テムの採用、清潔管理区域の設定と履物のはき換え 、

下処理済食材の購入と下終え前後の冷蔵庫分離、乾燥機組込洗浄ラ

インによる乾燥済食器保管方式等に重点を遣いた。

シ ス テ ム 的 試 み の 実 施 例 ( 倉 敷 中 央 病 院 の 場 合 )

作業標準時間の設定と工程管理の確立、並びに従来から通説とな

っている 中央盛付は冷たく、病棟盛付は iJ i i かいものを配膳できると

いう観念を破った適温盛付システムと一連のシステム的考察の概要

を述べる。

A. 規模観要

(1) 延 床 面 積 . 930m'  

(2)  患者用主厨房 1 階 ( 三期工事完成まで職員食調理)

(3) 職員食堂、屋上( 三期工事完成まで)

(4)  中央配膳洗浄方式 ( 伝染病棟、感染症患者食器のみ中央配膳

病棟消毒方式)

(5)  計画給食数、並々 383食、並軟117食、特別治療食 580 食、戦

員食 ( 看護学生含む ) 900 食、付添食60食

(6) 計画職員数40人 ( 栄養士15人、調理師、その他男 5 人、女20人 )

B. 給食事務と情報処理の確立

昭和45年 12月導入のコンビュータ事務処理を受けて、業務内容の

分析を行い、業務のマニュアル化を試み、専門的業務内容の充実へ

の夢と希望をもたらした。また、情報管理システムの確立により、

情報の明際化と迅速化を計った。

c. 労務管理と再配置計画

作業標準時聞の設定による工程管理、時差出勤と早朝作業量の省

力化、調理技術、調理手数の標準化と効率化、適切な業務分担と調理

作業量の均等化、勤務外時聞の短縮および重労働の削減等により、

配膳婦を看護助手への配置転換の実現をみた。

D. 栄養指導および栄養管理と献立

固

図 2 - 2 ベルト 盛 付 に よ る 中 央 配 施 時 間

(  9階内科96床 、配膳耳132膳用 3台、看穫助手 2人に て供膳作業の場合)
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厨房機器納入と施工
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l  盛付システムと適温給食

温蔵庫、保J令庫、保温車、保冷車、保温皿用ロワレー夕、エレクタ

ーシェルフ、その他盛付ライン設備の研究と配膳車の軽量化、並び

に情報システムの開発を待って適温給食を可能にした。 また、調理

済冷蔵食、冷凍加工食品の採用により、週休 2 日制への道を開いて

いる 。

. . J . 看緩部との協力関係

看護部門では、食餌カード、食需伝票、変更伝票等の約束事項の

励行、病棟サービス業務領域の決定、供膳時間と看護体制の確立が

望まれ、食堂方式 ( 旧病棟) の導入により、栄養士のもとに治療食

会食による治療食認識の啓蒙を行い、栄養指導、栄養教室 、病糠訪

問指導、各種調査等が医療の一環として、看護部門との協力のもと

に行われる 。

K. 給食システムが作業面におよ lました成果

作業工程の中で一斉に休憩時間を取ることが可能となり、ミィー

テイングも取りやすく、無駄な時聞がなくなり、やる気が起こり、

モラルの向上をもたらした 。なかでも、盛付作業においては、以前

の 3 時間にもおよぶ盛付作業から解放され、楽しくなごやかな作業と

なり、特調ライン制の採用とあいま って責任観の向上につながった。

L . 研究推進さるべき問題

微量栄養素等のコ ンピュータインプ ッ トの水準の向上を計り、一

方では、適正給食費算定と産地直接購入、共同購入の研究等の社会

的、時代的要求に取り組み献立の向上をもたらす加工製品の開発研

究が行われ、より優れた作業工程管理と患者への心あたたまるサー

ビスのよりよき向上が待たれる 。 ( 本稿担当 甲斐行雄)
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凡 例 食糧 量 食椋材質

全 弼 一一一 320gr ポリプ ロピレン

7介粥 ー- _ 320gr ポリプロピレン

5介弼ー ー - 320gr ポリプロピレン

3介弼一一一 320gr ポリプ ロピレン

重 湯 ー ー 160o. c 牛軍Lビン

味噌汁ー 180o. c  ポリプロピレン

味噌汁 180o. c  ポリプ ロピレン

〈協力〉
圃 圃 圃 トラ ック イ ン 方 式 と 力 作 織 の 経 滅

豆豆目車ｊＺ ｌｊ マｾＭＵＭＺｊＺ ＧｌＷ 練武盆祉
〒150 東京都渋谷区道玄坂 1丁目 16ー 10 電 話 03(464) 7711

〒542 大 阪 市 南 区 北 桃 谷 町 33 ー 1 電 話 06 (768)  5351 

下縛宣 準備廊下より見る

下鰐済食材専用 冷蔵庫

特別治療用情建コーナー

炊飯コーナ ー オートライマー

左よりエレクターシェルフ、ラ ック収納車

料理温蔵保管車、 料理保冷保管車

料理保温車

盛付ライン トレイセ ット

盛付ライン盛付中

盛付ライン弁当箱セ ット

病棟供臓中

食器洗浄コーナー 乾燥機

協力) RECON+PLUS@=r 5涜 ZTPf L
赤外線急速加熱鶴理機 電 伝 06(203)

干111 毒喜郡高者探伊1丁目 1- 9
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- 病院各部の計画と技術ー その傾向と問鱈点 5.

病 室 の 設 計

一 居住性の向上と諸装備-

徳

彦

糟

純

美

野

井

部

辻

西

渡

病 室 設 計 へ の ア プ ロ ー チ

患者は一旦入院すると、 3 度の食事も、身仕舞も、寝ることも、

い っさ い病院という限られた建物の一角て¥なされなければならな

い。 身心が不自由な上に、そこには、これまで毎日使いなれた身の

回りの物もないし、遠慮や気がねのいらない家族の思いやりもない 。

このような生活環境の急激な変化と、病気による身体の苦痛、治療

や予後に対する不安と緊張にさらされている忠者を「厚くもてなし

( Hospi t al の語源 )J 、最適の治療を施す病院( 病室) 環境の設計に、

どのようにアプローチすればよいのであろうか。その一方法を紹介

したい 。

病院は、治療の場であるとともに、患者の全生活が行われる生活

の場でもある。( さらに病床数とほぼ同数の職員が、働〈、労働の場

でもあるが、この点については、ここでは触れない) 。表 1 、表 2 は、

病院内で行われる患者の生活行為と、治療行為( 病棟内のみ) の一

例であるが、それぞれの行為には、患者の身体的不自由、治療上の

配慮から、いくつかの行為のパターンが生じている。忠者は、これ

らすべての行為( パターン) を組み合わせて、全生活をいとなみ、

また治療をうけるのである 。そして、病院環境には、これらの行為のす

べてをまかなう機能が、要求されてくる 。 しかしそれらすべてをベ

ッ ドサイドでまかなうことは、困難であり、またその必要もない。

これらの数多い行為( パターン) は、つぎの観点から段階的に、区

分し、病室の担うべき機能の範囲を主主理する必要がある 。

(1) 病院全体と病棟との機能分担

これらの行為は、全施設的にカバーされればよいのであ って、 .'&1，

者の運動能力、看護方針に応じて、 a . 病院全体でまかなうもの、

b . 病棟単位でまかなうもの、に分けて考えてもよく、それぞれの

領域で、機能分担を計ることができる 。換言すれば、これは「中央

化」の考え方でもあり 、限られた予t ) : 枠の中で、各病棟に貧しい施

設( 設備) を分散配置するか、それともーヵ所または数カ所にまと

めて、充笑させるか( 安全性、確笑性、スピード化、快適さ) 、設計

過程でいつも問われる課題でもある 。快適な食堂、安全な浴室、ハ

ーノ〈ードタンクなみの浴室、各種集団指導等、病院全体で考えても

よいものも多い 。

(2)  病棟( 看護単位) 聞の機能分担

病棟は、いくつかの看護単位から成り立っており、忠者は一定の

基準に基づいてそれぞれの病棟に収容される 。一 般 に 、 看 護 単 位 構

成上の基準には、専門科別、 P P  C  (，肴吾F護盤度合 . 生 活 度 合 )λ 、者肴. 護躍

上 の 基i準i終主( 成人 . 母 性 . 小 児) 等があ lり) 、いずれの基準に依るかで、

それぞれの病棟でまかなわなければならない機能に大きな相違を生

じ、病隙設計( 病室設計) も、大きく左右されてくる 。 たとえば、

治療行為に主限をおき、専門科別 の看護単位とするならば、各病棟

の治療機能は整理され、分化するものの、生活行為は分類されない

ままで残り、すべての生活行為が各単位でカバーされなければなら

ない 。逆に、 P P C等生活行為を軸に看護単位が分けられるならば、

生活行為は、単純化されるものの、治療行為は、複雑なままで各単

8 0  控築と社会/ 1976年 3 月号

表 1 息者生活行為とそのパターン

主な行為とそのパターン そ の 他 の 行 為

睡 眠

1. 自らとる 2 与業による 3 注射に

仮眠

- 娯楽関係

よる 4 介助 (子守唄等による ) 休恕、読書、図ご

1 食堂で自らとる 2. 病室で自らとる
ラジオ、テレビの

食 ｾ ｾ 3 ベ y ド上で介助 4. 経管食 5. 授乳

間食、喫茶
視聴

6.注射で

喫煙
絵、工作、編物等

1. 独歩 2 車椅子使用 3. 歩行総使用

植物の育成

玩具遊び

移 動 4.松葉杖使用 5 杖使用 6. ストレ y

手紙、日記の記録

チャー使用 8. 介助による

排 尿
l 自らとる 。( 移動パターンとの組合) 伎の排t世

2 使器使用 3 導尿による 唾の排池 - 衣関係

俳 i臣 4 失祭者 ( おしめ) 鼻水の排池 洗i!iL 乾燥、更衣

1. 自ら入浴 2. 介助入浴 3. 自ら y ャ
裁縫、プラ y シン

身体の

ワ- 4 介助シャワー 5. i¥' i  拭
グ

ｨｾ 潔
6.座 浴 7 薬 湯 散 裳

〈つみがき

洗 顔 1. 自ら洗面器 2. 介助で洗面器

結 髪

Eま 髪

手 洗 3 ベ y ド上で洗面器 4.おしぼり使用

ひげそり - 住関係、その他

口I郵船軍

耳そうじ 婦除、ゴミ処理

洗 髪
1 自ら座居で行う 2 ストレ y チャー

爪切り ベッドメイキング

で行う 3.ベッド上で行う
化 粧

買いも の

商 会
1. 外出 2 面会室で 3 病室内で

4.窓ごしで 5 テレビで

l 集団的に行 う 2.f:f:，¥t を要する 医師との話合

3. 談 話 栄養士との話合

ケースワーカー

対 話 との話合

学習

手紙の交換

電話・電報

型軽 2 病練内の主な治療・看護行為

( 身長、体重、胸囲、版図、肺活量、血! 主 ) iUlJ 定、診察、経管栄養、胃

・脇洗浄、勝脱洗浄、 涜脇、剃1 ; 、体温、脈拍、呼吸、注射 (含輸血) 、

血液クロス? ' ''/ チ、与薬、口腔h' H式、消伏、冷糧法、 1旦電法、ネプライ

ザ一、吸引、問責紫吸入、心電図、脳波、尿盤、尿比重、採尿、採1臣、係

官賀、導尿、ゾンデ治療、係血、血沈測定、坐浴、排尿の処理、排便下血

の処理、唱吐、吐血、下血処理、人工紅門とりつけ、包帯干交換、抜糸、

j)<管、 til J f 務処置、気管1J J側、止血、体位交換、おむつ交線 ( 大人、子供) 、

什髄穿刺、運動指得、 2F引、矯正、砂のうその他、版膜穿刺、胸膜穿車IJ 、

腰権第車IJ 、関節穿刺、軟膏 ・坐茶、死後の処置、動主主ポンプ

位に喜I l せられてくる 。 いずれが得策かは病院の治療 ・看議方針もあ

り、断じえないが、いずれにしろ、妥当な基準に基づき、各病棟聞

の機能分化( 各病棟の性格つrl t ) をはかり、それぞれが飽う機能の

範囲を明らかにしなければならな U 。

(3) 病棟内での機能分担

各病棟に諜せられた機能は、病室と付属室の間で、再分化される。も

ともと付属室は、病室から中央化した室とも考えることができ、一般

に治療・看護機能室 ( N. S <ナース・ステーション〉、 処置室、汚物処理

室、配膳室等) の多くは 中央化されており、生活機能室についても、

面会、食事談話、排池、洗濯、洗髪、シャワー( 入浴) 等の機能が、

中央でまかなわれてきている 。 しかし、この段階での分担のあり方

は、再検討の時期にきている 。最近アメリカの病院に、患者に密着

した看護をめざし、 N . S の一昔11の機能( 直接看護) を数病室単位

に付属するよう分散配置した例もあり、またわが国でも、欧米並み

に生活務室( とくに便所) を病室近くに 、分散配置する傾向が強く

なってきており、病棟の諸室の構成を大きく変えてきている 。

(4) 病 室 問 で の 機 能 分 担

さらに、病室問では、それぞれの病室に特殊機能をもたせること

を考える 。従来、一部の病室を特殊病室 として ( R 1病室、無菌室、

惑 央 ・うめき ・発生患者室、感染室、末期患者室等) 、一般病室から

区分してきたが、さらに一般病室についても、 2 - 3 の病室群( た

とえば治療中心クループ、生活中心グループ等) に分け 、それぞれ

の忠者の欲求に応ずることが考えられてもよいと思う。しかし、こ

の段階で極端な病室の特殊化( 個性化) を計ることは、病室利用の



融通性を欠き、ひいては、病床利用率の低下をまねくゆえ、確固た

る運営指針と恨拠を欠〈場合は、注意を要する 。

上記のように、患者の治療、生活行為は、ベ ッ ドサイドから、病

院全体に至る、全施設の中でまかなわれるものであり、それぞれの

病院の運営体系に裏つ' け、された、体系的な機能( 施設) 配分計画が、

設計の基盤である。したがって、病室の包括すべき生活、治療機能

の内容とその設計も、この体系の- 141 として位置づける必要がある 。

病 室 の 環 境 と 諸 装 備

病院の環境とその諸装備については、 表 3 、表 4 にまとめ、

では、総論的事項を若干記してみたい。

(1) 病室の精成と広さ

病室は、個室、総室、緩衝室でオ' i l f成されるが、それぞれ、その医

療制度をうつしてアメリカでは、例釜を中心 、ヨーロ ッパでは、総

室( ドイツ系 6 床室、その他 4 床室 ) を主体として構成されている

例が多い。 日本でも、最近、プライパシ ーの重視、差額徴収等から、

個室化が進み、高い比率 (30%前後) を占めるようにな っているが、

看護面の非能率化、等の問題も生じてきている 。総室については、

3 床室、 6 床室以上は、患者間の人間関係に問題が生じやすく、 4

床室がよいと思う。最近のアメリカの基準は、 4 床室を最大としてい

る。緩衝室 ( 2 床室が多い) は、男女の振り分けを調節し、病床の

利用王手を高めるためで、総室が高い比率を占める場合は、ぜひ必要

である 。なお、 2 床室には、差額室としてのもの 、入院患者の相互

教育のためのもの( 倉敷中央病院産科、母子同室) もある 。

広さの最低基準は、表 3 の通りであるが、実際は、個室で、 10m'

前後、総室で 7 耐/ 床程度の例が多い。 しかし、患者の生活を充実

させるためには、 2 - 3 割増の広さがほしい ( 欧米では個室15m' 、

総室10m'/ 床程度)

(2)  生活設備を患者の身近に

最近の病室は、ホテル化の傾向にあるといわれる 。これは伊| 室化

の傾向と、生活諸設備が J法、者の身近に強引' " される傾向と解される 。

以前、病棟全体でーヵ所にまとめていた使所が、数カ所に分散配置

され、場合によ っては、 室内にとり入れられるようになり{ frl J . 川

鉄千業病院、小見川中央病院) 、忠者の居住性を向上させている ( む

しろがまんしなくてすむようにな ったという意味) 。しかし、この点

に問題がないわけではない。病室近くに付属せられる便器はスタン

ダードなものであり、息者の運動能力から考え、近くにほしい車椅

子の便所等の特殊使総が逆に i主〈離れてしまう 。

椅子の便所等の特殊使器が遠く離れてしまう 。

(3)  必要な設備を必要な患者に

酸素療法下にある忠者の病室が、明るい南側の室で、 fli 話、 T V 、

安楽椅子等が世かれている一方、元気なセルフケアーの忠者が、北側

の室に入り、べ y ドの上て¥冷えた食事をと っているのをみるとき、

( 病状の経緯を考えればうなっ' けるものの) やはり、アンバランス

を感じざるをえない。生活度合の高い患者の室には、集中的に生活

設備を、治療度合の高い必、者の室には、治療設備を重点配備し、病

状の変化に応じて、怠者の転ｾを考えるとか、あるいは、諸設備の

貸出方式を考えるのが、現状の乏しい予算内で、それぞれの忠者の

欲求に対応する一方法であろう 。

(4)  諸設備のバランスを

病室の環境 ・諸装備のすべてに、理想的な性能をもたせたいが、

実状は、限られた予算で、その実現には、はなはだ維しく、どうし

ても各設備にランクをつけ、予算の重点配分を行わざるをえない 。

治療上、看護上、生活上のそれぞれの基本的欲求をまず満たし、バ

ランスのとれた設計とすることが必要。

(5)  家庭レベルの思いやりを

冷えた便器がおしりの下に挿入されたり、冷えた食事、なまぬる

いジュース、よごれたネマキ ・シーツ、むづかゆい身体等、家庭で

はありえないことが病院では、「病気だから」と忠者はがまんしてい

る。看護の運営上の問題もあろうが、設計もせめて、家庭レベルの

家政を可能にするものでなければならない。それは、多くの予算を

費やさずにできることも多〈、思いやりのある設計がのぞまれる 。

(6) 横臥状態における人間工学、空間構成の研究

立位状態て、の人間行動、空間構成については、いろんな研究もあ

るが、横臥状態を中心とする人間工学、空間構成、ましてや、身体

的不自由な人間のそれとなると、研究が少ない 。病室の設計は、ま

だ立{ 立の健康人向きの域をでていないと思う 。今後各分野でのこの

種の研究がのぞまれる 。 ( 本側I[ 当 西井焚彦 )

Ｈ ｾつじの よし の7 酬………I山 淵 叫 一辺雌峨山挫雌悶築刺l匹l

にしい よ しυ こ 同ヒ

わたなべ く わ し 同上
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表 3 病 室 環 境

法 的 基 準

および笑例

広

さ

設 計 要 件

運 転 時 間

ｾ＠
温 度 調 節

換 気 回 数

関

院 内 感 染

防 止

全 般 照 明

( 生活用 )

全 般 照 明

照

( 治療用 )

局 部 開 明

(べ yドランプ)

明

脚 下 灯

そ の 他

院 外 音

騒

院 内 音

音

( 。 は 特 日 )

不満が多

医療法( 日本) 米公衆衛生局国立医療センター 北 里 病 院 倉 敷 中 央 病 院 近 畿 大 学

個 室 6.3m' / 床 9.3 m'/ 床 11. 4耐/ 床 1O. Om'/ 床 13. 3m・/ 床 11. 0耐/ 床

総室 4. 3m' / 床 7. 3m' / 床 8. 2m' / 床 7.5m'/ 床 7.5m'/ 床 6  - 7.0m' / 床

( 総室は主要室)

(1)  ストレ y チャーが入ること、あるいはベッド鎗送を可能とすること

(2)  処置を行う充分なスペース ( 重症 ・軽症により異なる 。文献第 4 回日本病院設備学会)

(3)  ベ y ド間隔を十分にとる ( 院内感染防止、プライパシー確保)米国 : 2，100、ナイチンゲール 1，800.  

(4)  軽症者病室では、小卓子を置き、座居の生活が可能

(5)  病室間口を大きく ( 柱スパン一日本 : 5，500- 6，500、欧米 : 7，000- 7，500)  

24時間運転 ( 時間制限の場合寝具の扱い、停止時のエアバランスチェ ック要)

各室制限 ( 重症室一 自動サーモスタ γ ト、個室ー ベ y ドサイドに設置 )

問題在 (1) 総室での個人差 (2) 窓側と廊下fRlj の温度差 (3) 窓側の頼射熱

最低 Ｒ Ｍ Ｓ 回 Ｏ ｈ におい発生息者、感染患者病室は、ｾｉｪ処理

(1)  廊下をレターンダクトめかわりにしない (2)  空気の適正な流れ( 天井面から床に向かつて) I  

(3)  細菌発生防止 ( 7 アン コイル、ドレイン パン 等 ) (4)  除菌 ( 外気の処理、吹出口に 7 イl レター)

(5)  空気圧 ( 清浄妄正庄、不潔室負圧、一般室: t 0  )  

照 度 ス イ ッ チ 設 計 要 点 ・ 問 題 点

40- 701ux  総室 N・5 および (1)  まぶしくない ( ルーパ一、間接照明 )

廊下 (2)  室雰囲気 (イ) あかるさ

個室 N.Sおよび (ロ) 白熱灯か鐙光灯か

ベγ ドサイド 付 平 均 照 明 か ム ー ド 照 明 か

250- 3001ux  室内 ドアサイド

重症室( ，'J-y トダウン可 ) (2)  スタンド ( 持込) このいずれか

軽症室(大 か 紗 湖 同) (3)  ベ y ドランプ兼用 (写 真3 )  

読書可 ベ y ドサイド (1)  周闘をディスタープしない (4)  破損しない

100- 1501ux 
( 床頭台組込例)

(2)  調光可 (5)  コードが邪魔にならない

もある (3)  ねたままで点滅可 (6) 光源が可動である

注) 処置時、医師 ナースがやけどすることがある

(1)  寝た状態で、光源が自に入らない。( 設置位置、遮光

約 5 W N .  S  板等の配慮)

(2)  明るすぎないように ( 夜間の自の感度は、 2 万倍)

(1)  廊下灯 ( 誘導灯) の光のもれ厳禁 ( 病室の廊下側欄聞は不要)

(2)  スウィ yチのパイ ロ y トランプの取り付位置 ( 患者には気になる )

(3)  照明と患者名札との関係 ( 夜間処置時の患者確認)

(4)  額とか花台と照明 ( 室のムードに豊かさを )

発 生
t目z  

対 策

敷地条件により異なる 立地選定が第一、 7 スタープランでの病練配置、窓の性能

ドアの間関音 閉 O  ドア金物( 消音型クローザー) 、片開き ( 写真 2 )  

うめき声 ・子供の泣声。 室の患者収容区分を明確に

ラジオ ・テレビ 。 個室は使用許可、総室の場合は談話室利用( べ y ドの周りに置く場合は、

イヤホーン使用)

廊下、 N. S での話音品官

声、足音、ワゴン

ドアの遮音性能、教育指導

食器、器機、ピン 。 ドアの庶音性能教育指導

類の取扱音

病棟の基本計画時に配慮 ( 便所を病室近くにおく場合は下階への配慮も )

水洗便所・配膳室の音

ドアの! 1f . 音性能

洗 面 の 音 総室の場合は、病室外で洗面

廊下のクリーナー音 掃除時間帯の調盤、ドアの遮音性能

見 舞 客 総室患者との面会は原sIJ として面会室、面会時間の厳守

冷 蔵 庫 音 総室では使用禁 ( 病僚の中央に設置 )

エレベーター

エアシュ ー ターの音

基本計画で、位置 (1レート) を配慮

注 ) 調 査 日

調査対象

昭和46年 11月

倉 敷 中 央 病 院 全 患 者 (684名)

蝿こ の調査は倉敷中央病院看護課の協力による 。

写 真 7 ベッ ド

ィ (1) 色 彩 健康人の感覚て快い色彩であればよい。 (5) 床 すぺらない、音の出ない材料

ン ( 緑系l立、手術室等の血との関係の深い (6) 窓 横臥状態での窓との関係 ( 外の雰囲気・

ア 室のみ使用ー補色残像の解消 ) 自然光の取り入れ方)

アメリヵ ・安静色 (7) 室 消 毒 感 染 者 が 入 っ た 場 合 、 薬 液 消 毒 ( 消 試 ・

ア
ヨーロ yパ ' 刺首位色(社会復帰を早める ) 円買毅) ができる材料およびディテール

主 (2) 肌ざわり あたたかい感じ ( 照明ボ ッ7 ス、ドア、
(8) そ の 他 ・既製スチールロ ンカーは、色彩的に

に ｾ台等に木感 Ｉ
好ましいものが少ない。

建 (3)  ほこりのたまらないディテール( 院内感染防止)

Ｍ 小児ｾは、幼稚園に準ずる設計内容
築

(4) 天 井 もっと豊かに ( やわらかく )

PAR馴OUNTBED 

本 社 干 136 東 京 都 江 東 区 東 砂 2 丁 目 14 番 5 号

切⑮木 村 寝 台 工 業 株 式 会 社

n ( 03) 648 - 1111 (大 代 ) T E L E X 東 京262 -2651

大 阪 支J吉 〒550 大 阪 市 西 区 土 佐 場 通 3 丁 目 43 番 地

合 ( 06) 443- 8791 (代 ) T E L E X 大 阪524- 2277
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ｾＴ＠ 病 室 の 諸 装 備

ベ y ドのもつべき機能 ( 0印は最低条件)
( 写真 7 著書照 )

(1)  高さ調箆 。本処置が容易な高さ 75四 * ストレ yチャーへの患者移動 75cm 

* 歩行器への移動 40cm * 安全性 ( 鼻リおり ) 40cm 

* 安定感 40cm * 帰除 ( ベ y ド下) 75cm 

(2)  ギヤ ンジ( 皆上 ・足上) 体位交換 ・処置に使用 ( 体位交換不可思者のみでよい )

(3)  キャスター O  病状急変 忠者 重症者はベ ッ ド愉送が原則、軽〈移動できる大きなキ

"  
/  ャスター( 針。0- 125)、軸回転もとめるスト / ' マー ( トータルロ / :7)が必要

(4) ベッド棚 O  転活防止、毛布頬落下防止、ふとんの重量軽減上必要。忠者の持りお

( ワン 7"チで上下) り. 処置に邪 町立 ( 必ず、ワンタ yチで上下可のものとする )

(5)  ' ?  '/ トレス O  スプリングのマ ッ トレスとする 。通気性、耐久性、耐水、耐火、耐薬

品 ( べ y ド消毒 ) 性が重要

(6)  モンキーパー 起き上がり不能患者のみ必要

(7) 点 摘 台 0  点j商スタンドがとりつくこと

オーバーベ y 食事 ・洗而 ・3克容等に使用、起き上がりのささえ、テレビ台にも使われている . 必要な患者のみ貸

ド テーブル 出でよい. また床頭台にその機能をもたせれば不要

もつべき機精 ( 写真 8 、資料 9 参聞 )

生 (1)  オーバベ y ドテι プル (; 芯出し ) (5)  ハンガー (: タオルかけ )

床 頭 台

(2)  引出し ( カギ付) (6) 掃除 消毒が容易な機情 ( ゴキブリ発生)

(3)  キャスター
(7)  照明スイ ッ千、空調コ ン トロール. つま A ナ- ; l .

(4)  7  '/ :7 ( ふくろかけ ) コール、組込有無

ロ ッ カ ー

トランクが入る寸法であること 。忠者の私物置は指導にもより、ロ y カーはむやみに大きくするこ

とはない( 資料 9 参照 )

椅 子 医師 目見舞入閣の丸イスと、忠者用の安楽イスがほしい

小 卓 子 軽症者には、談話、休想、食事等に、小卓子がほしい ( 資料 6 参開 )

;吉

手洗骨量( 洗爾 ) 〈すり用の水とそれをすてるため、医師 ・ナースの手洗等にぜひ必要. 総室での洗面 li 、釜外とする

(1) 病室の近〈にほしい ( 音に注意 、洋風便器とする )

(2)  便所の梅造 * 手すり ( 縫りパー ) * 便器棚( { 呆溢)

使 所
* 干! : 尿棚 * 非常用押ボタン

* 洗浄用蛇口 * ド7 ー外聞き

(3)  その他 便座の消毒 ( 共用の場合) が必要 ( 資料 4 参聞 )

浴室 ・シャワー

床の段差、湯の浄化、浴憎め消毒等、安全性の面で問題が多い。足洗い場 ( 汚れた足だけでも ) 、

洗髪コーナーが必要 ( 資料 5 参聞)

段

個室または、動けない忠者には、移動式電話貸出

'i li 話

総室は公衆電話 ( 受信の場合N ・5 でとりつぎナ スコールて・呼び出し )

ラジオ ・テレビ

個室以外は、原則として、談話室使用 ( テレビ ラジオで、いたみを忘れる効来もあるため、祭止

はむつかしい くイヤホー ン使用 > )  

冷 蔵 庫

個室は貸出。総室では、病練全体で中央に設置し、共同利用 ( ナース管理)

( 笑態は、患者が見舞客の接待用に使ヲ場合が多い )

花

見舞品の生1Eが、床m台を占領して、本来の用途を果たしていない. 総室では、共有の花台が便利

ロム ( 資料 9 、写真 6 参照ー)  

備

オリエンティシ 病院の施設利用、入院心得等の案内パ ン7 は、各病室に必*

ョン用ノ マン7入
( 写真 5 参照 )

ヘ ッ ドボード

カレンダ一、ブロマイド、絵ハガキ、祈祷札、日諜表等をはるボードがベ ッ ドサイドに必要

( 資料 9 参聞 )

(1) ベ ッ ドサイド名札内容( 写真 3 参聞 ) (2)  廊下サイドの名札( サイン ) 内容 ( 写兵 4 参照 )

(イ) 忠者名 付) 患者名

名 札

(ロ) 主治医名 (ロ) 担送、護送、独歩の区分

付 ナ ー ス 名 (受持制| の場合) 付 面 会 謝 絶

同 絶 食 、 欠 食 、 延 食 の 区 分 ド1 ｾ量索使用中 Ｈ 火災厳禁 Ｉ

同 担 当 医 ( . ' ! ' . 者の転室のケースが多い場合)

付 添 ベ y ド

看護の方針に依るが、付添の就寝は、個室では考えても、総室では好ましくない. 病院全体で就寝

場所を考える ( 病室の雰凶気を乱すのは付添い ) ( 資料 3参聞 )

パ イ ピ ン グ

できるかぎり各室 ( 1 ヶでよい ) に酸素 ・吸引が必要。 P P C等により忠者が、仕分けされれば、

重症室のみでもよい

，、

点 滴 7 ッ ク ベ y ドに占滴スタンド取付機締をもたせる 。重症室のみ必要 ( M E 機器等、多目的に使用 )

ウ

機精条件

ス

(イ) ベ y ド単位の同時過話 付 廊 下 ド 7 上部の呼び出しランプと連動

ナースコール (ロ) 相互確認ランプ 同笠付および延長コードの躍りボタンおよびマイク

キ

附 ポ7 '/ トベルと連動 ( 夜間iナースがN . S を離れる場合、

ポケ y トベl レで呼び出す ) ( 写真 3 参聞 )

|  モニタ一端子 将来コンビューター化に伴い、必要となる時期がくると考えられる

ピ
目かくし、処III 時のプライパ y ー 問題占 (イ) 廊下i則忠者にと って自然光との関係がまずくなる

キューピクル

確保に必要 (伺ロ) 空調がみだれる

;/ カ ー テ ン

監視ができない

グ ベッドメイキング 来，/ - " / 交換は細菌学的に、 4 日としたい ( 通常は一過 ) . べ y ドj イキング場所検討

府 除 方 法 来セントラノレバキューム、またはモ ップ 化学雑布等によるふきと吋法 ( 院内感染防止 ) ｾＮＮ ，＠ I  

等 ベ ッ ド 消 毒 燕将来は、院内感染防止上も、新忠者には、消毒したベ ッ ドを使用した L 、( 欧米では、すでに笑施)

ゴ ミ 処 理 出ゴキブリ発生等もあり、すみやかなゴ E処理のサービスが必要

写真 8 床顕台

川I 主計 鴻i I l 圏 第 輔所

日 夕ラレインテリア

リ 売 木村寝台工集樟式会社

ひ 舶 は タ ー τ コ92

〈資 料 9 ) 調:在日 1975年 11 月

倉獄中央病院患者私物持込品調査 付能者 忠者 126名

お トd E 床 ｾＨｩ 手［ ロ‘y カー そ の 他

食 総 入 お 盆
62%  

%  %  

ヤ カ ン 念、年l 62 2  

食 はし ・寺7二Z 72 

ナ イ フ 48  

岩佐 キ」 欽 21  

コ ‘ 2  
プ 78 

皿 54  

食 」匹f- ' " * 物置l 58 4  

宇ト ，ｾ司 味 科 49 

t円HI  io¥lJ 食
目回"  

39 

上
Jv3r  1  82 

衣 下 lr 
80  

革主 Ｎｪｾ＠ 71 

本千 ガ ウ ン 18  

制t 下 37 

IrE  1z 1  
ス リ ‘ / ぞ 13  7  

軒t 33 6  

7' オ J レ 48  44 

，{ ス タ オ l レ 29 

洗 ティンュベーノ マー 62 9  7  

I函
オ :ノ メ 10 

，{  
ケ

、y
1  24 

洗 面 宮是 44 1  14 

j!tj 
洗 剤 8  

生 洗 匝l 共 55 2  

化 粧 品 艶 髪 42  4  

f!l! T. 品 6  

際線l日z
署長 31  

'ill フ :; オ 24 9  

機
ア レ ビ

11 6  

製 ト ー ス タ ー 1  

I口' " 
《‘ A百

l議 [01， 1  

文

本 雑 誌 新 Ilfl 52 6  20 

，、.、
/  Jli 52  

よt

ノ 49 

レ タ ー セ ッ ト 22 

，、 ，、z
' / ク

40 29 4  

' / 
紙 袋 33 

7  ス ー ツ ケ ー ス
23 

対i ダ ン ボ ー ル 1  5  

毛 布 10  

布
座 布 団 2  4  

団 布 団 10  41 

対1 ゴ ザ 8  

付 if . ベ y ド 22 

キ庁 下書 札 10 

H寺 3十 33 

そ
メ tf  ネ 23 

サ イ フ 63 

σ〉
ハサミ ・ツメ切等 43  

カ サ 4  

他
タ バ コ 灰 皿 10 

j主 縫 道 具 18  

1E u'  ん
48 

;j{' 
' /  

24 6  

8 3  



- 病院各部の計画と技術ー その傾向と問題点 6.

物品搬送の自動化問題

栗 原 嘉 一 郎

1. 高 ま っ て い る 自 動 搬 送 へ の 関 心

最近病院への搬送設備導入について関心が高くなっている 。 これ

までわが国では、ダムウエーターやベルトコンペヤの部分的使用の

ほかは、一部の大病院に伝票搬送用に気送管が入っている例が多少

見られる程度であったが、ここ数年前から伝票・書類などの搬送用

にメールボーイが、カルテなどの搬送用にケースコンペヤが、小物

. 中物を広〈対象としてボックスコンペヤがわが国て" も開発され、

ある程度の導入例を数えるようになった。さらに最近に至って、懸

架型モノレールにコンテナーを吊り上げて食餌などをまとめて運よ

オートランや、中型容器自体が内蔵モーターの駆動によ ってレール

上を水平 ・垂直方‘向やカーブを自在に走り指定したアドレスにまで

到着するカートラン ( テレリフト ) も、実施例を見るに到り、搬送

設備への関心は一段と高ま ってきたようである 。

現在までに開発された搬送設備やその使われ方については、海外

. 1  

事例をも含めてすでにその多くを詳細に紹介したのでここでは触れ

ないこととし、以下には搬送設備の導入についての基本的な考え方

を獲理してみたい。

2. 物 流 の 実 態

いうまでもなく、搬送設備を考えるには、まず物流の笑fl ! : が把え

られなければなるまい。院内の部門聞を運ばれる物品の種類 ・形状

. 重量 ・織送頻度 ・時刻分布 ・定時性 ・臨時性等の実態である 。

これらに関するデータはきわめて少ないが、辻野氏らによる新築

以前の倉敷中央病院( 在院患者 770、外来 1，200) の調査では、物品

類についての搬送頻度は 1. 400回/ 目、清水建設による日大板橋病院

( 在院患者 775 、外来上 524 ) の調査では、伝票 ・書類 ・カルテ等が

1，700回/ 日、物品類が1，100回/ 日という大きな回数を示している 。

体積 ・重量でとらえたものとしては筆者らによる K 市民病院( 在院

患者 678 、外来 1，241 ) の調査があるが、総量のみを拾ってみれば、

伝菜類については 5，095 枚/ 日( うち定期分 830 枚) 、物品類につい

ては体桜81. 3m' ・重量 7，760kg/ 日 ( うち定期分44 .2m' 、5，975 kg )  

に達している ( 詳細未発表)。

これだけの物流が大方看護婦の手によ って運ばれているという事

実は、やはり問題になるだけのことはあるといえよう。

3. 機 械 化 の 目 的 は 人 手 の 節 減 か

搬送設備の導入による機械化の目的は慢性的な看護婦不足を背景

とした入手の節減にあるといわれる 。現に機械化に必要なコストも、

それによる人件費の節減をはじけばx x年で償却可能だというよう

8 4  也築と社会/ 1976年 3 月号

な説明がよくなされる 。

しかし、実際のところ、機械化によ って人を減らしたという話は

あまり 聞かない。医療の高度化によ って、より多くの、より熟練し

た看護婦が必要でhあり、そのために機械に置きかえられる仕事は機

械にさせて、本来の仕事の密度を高めたいというのが正しい 言い方

であろう。

となると 、搬送の自動化問題は、単に各種の搬送設備を病院の中

に持ち込むだけのことにはとどまりそつもない問題となる 。それは、

検査部・薬局・中材部 ・厨房等の内部で進行している機械化指向 の

一環である とい う以上に、各種ME機器の導入により患者の症状を

迅速かつ正確に把握しようとする医療実施システムや、コンビュー

ターの導入によ って患者の病歴 ・診療等の記録を合理化しようとす

る病院情報システムなどによる、医療の高度化 ・システム化の一部

をなすものだからである 。換言すれば、搬送問題は一つのサブシス

テムなのであり、したが って 病院の システム化に向か つて有効な働

きをする こと が望まれる の である 。

4. 臨 時 鍍 送 と 定 期 搬 送

病院では患者の診療 ・看護をめぐ って医師 ・技師 ・看護婦 ・職員

等が全体としてチームワークを組んで働いているといえるが、この

とき各部門で用いられ、消費され、洗織され、保存され、棄てられ

る、さまざまの器材や物品の類を、働きの流れに沿って必要な量、

必要な組み合わせ、必要な精度て¥スムー ズに流していくことは、

そう簡単なことではない。

いま、物品類を中央か ら末端に供給するし方を、臨時搬送と定期

搬送に分けて考えてみる 。 まず各部門で使用する物品について、そ

の多くを必要に応じてその都度供給する臨時搬送方式によるものと

すれば、 1 回の搬送量は小さくなるが搬送の頻度はきわめて大きな

ものとなる 。一方各部門があらかじめ定めた一定量の物品を常に保

持することを原員IJ として、その中の使用量相当の分をたとえば 1 日

1 固まとめて補給するというような定期搬送方式をとれば、搬送頻

度は減るが 1 回当たりの搬送量はふえ、同時に末端の在庫量が増す

ことになる 。末端の在庫量が増せば、末端に在庫管理業務が生じて

くるし、寿命の限られた薬品類などではかなりの無駄も生じかねな

し、。

そこでさらに、一定量をあらかじめセ ッ ト組みにしておき、使用

の有無とは無関係にたとえば 3 日に 1 回の定期搬送時にセ ッ トごと

交換するというような方法も考えられる 。搬送頻度は少なくてすみ、

末端の在庫管理業務もほとんどなくてすむが、そのかわり搬送量が

大きなものとなる。

こうして、臨時搬送と定期搬送のバランスは、物品供給システム

の設計如何にかかわ ってくることになる 。 この場合、定期搬送の比

率を高める方が計画性 を高くすることはたしかであるが、病院にお

いては、カルテ . x 線フ ィルム ・処方重量のように、要求に応じて直

ちに送ることが必要なものもかなりあ って、決して定期搬送化しき

れるものではない 。この意味で、搬送の機械化の問題も、まとめて

多くを運ぶ定期搬送系のものと、機敏性を要する臨時搬送系のもの

とに分けて考えてみることが必要ではないかと恩われる 。

5. 物 品 管 理 シ ス テ ム と 嫌 送 の フ ロ ー

物品管理システムの立場から考えれば、日々に必要な物品類に対

して倉庫をどのように配置し、供給の流れを含めてそれらの在庫管

理をいかにするかという問題がある 。

院内各部門で使用する物品について、納入 ・検収まで含めて自給

自足の形に近づければ、病院職員による綴送の問題は多少減ってく

るが、近代化の柱である管理の中央化の方向とはそぐわない。多く

の病院の実状は 、部門 ごととはいかずとも、実質的には給食関係・



医薬品関係 . X 線フィルム関係 ・リ ネン関係 ・事務用品類等々のグ

ループ別に管理がおこなわれているとみられ、したがって物品搬送

のルートも倉庫の位置を含めて数系統に分かれているとみてよかろ

つ。

しかしながら、近代化の先端をゆく最近の欧米の病院においては、

物品の管理機能を 一元化し、すべての物品の搬入 ・保管 ・1防]fi • 分

類 ・分配・送り 出しを徹底的に集中しておこなうサービス ・センター

を設け、その在庫管理はコンビューターでおこなうといった傾向が

出始めている 。狭義の中材音1¥門をその中に包み込んだ形の、すべて

の物流の心臓部としての S . P .  D .  ( Suppl y Pr ocess i ng Di stri bu.  

t ion ) 部門の確立である 。 こうすれば搬送フローは増大するが、窃J

線的には単純化してきて、その結果大型搬送機種の導入がごく自然

に考えられる状 j兄になってくる 。

6. 清汚 の 区 分

病院における物品類は外来音1¥・病棟音1¥・診療部等で使用されるこ

とによって汚染されると、一昔1Iは廃業され、一部は 中材等に回送さ

れ消毒されて再使用されているわけだが、仮に使用前をホ消ぺ使用

後を、汚。とすれば、この 2 つの動線は原則的に分けるのが好まし

いにちがいない。 これまでの病院計画においては、この辺りは全体

としてかなり唆昧であり、搬送途中で汚染された η、逆に汚染をまき散

らしたりする結果になっているものが多いといわなければなるまい。

搬送の問題を体系的に考えようとすれば、徹送路を清汚に区分す

るとともにこれをサイクル化し、汚染区域から清潔区域に移る境界

地点において搬送コ ンテナー自体を洗織する方式にするとか、それ

ができない場合には二重コンテナ一方式にするとかの計画が必要で

あろう 。 この問題は滅菌器材の場合特に重要であることはいうまで

もなく、搬送の機械化が、コンテナーの洗j僚を含めて清汚の区分を

明確にし得るという理由でとりあげられた場合もあるほどである 。

前記 S . P. D. 部門の確立にしても、搬送i J l f J 線の集中による単純化に

よって、搬送経路の清汚の区分を可能にさせている点も一つの大き

な意味として認められるのである 。

7 . 機械は故障する

機械は故障するといういわは当たり前のことが、ともすれば忘れ

られる。搬送設備を導入した病院について、かつて筆者らがそれら

の利用状況 を調査した|祭も、病院11!1Jか ら問題点として指摘された項

目としては、どの機粍についても、故障の多さや故障時の処理の休l

難さが挙げられていた。

使い方に問題がある場合もかなりあるようではあるが、故障原因

はともかくとして、呼び出し途中のカルテのように 、それがとどかな

ければ診療が止まってしまうような場合の故障において、天井裂を

探し廻るようなことがあっては深刻だ。搬送路の設計については、

故障時の見つけやすさや取り出しやすさを十分考える必要がある 。

8 . 情 報 の 搬 送

1 枚の伝票を運んでも 1 固め搬送である 。物流の笑態の項にふれ

たように、伝菜類の搬送は大変な量にのぼる 。

伝菜類の搬送は物品とは意味が異なり、連ばれるべきものは紙き

れではなくて中味の情報である 。 したがってテレメール、ファクシ

ミリなどを はじめとして、いわゆる E. D.  P.  S.  ( E lect roni c  Data  

Pr oces s ing  Sy st em) 化が進めば、伝票類はそれらに代替されて著

しく減少することになる 。わが国でもすでに部分的には笑例を見る

ようになっているが、 処方議 ・検査依頼伝諜・検査結果報告舎・食

餌婆なども大方そういう方向に進んでいくと恩われる 。ス ウェーデ

ンでは患者の病歴もコンビューターにおさめられ、医師はこれを随

時ブラウン管に呼び出すことができるに至っている 。そうなればカ

ルテの搬送の問題などもなくなってしまう 。

この辺りのことは、技術の進歩の速いわが国のこととて、実現や

普及までに時間がかかるとすれば、それは技術上の問題であるより

は、むしろ病院管理の態勢の方の遅れが原因となる形になるにちが

いない。

9. 機 械 と 人 の 接 点

ところで搬送物は、 搬送途中の形体の如何にかかわらず、末端の

使用音11門に到来すれば仕分けされて棚などにおさめられるわけであ

るが、その| 奈の区分け・整理 ・記録等の作業は馬鹿にならない。運ん

だ先で看護婦にかえ って新しい負担を与えるようなことになったの

では、そもそもの趣旨に沿わない。その意味で末端へ配給する姿を

できるだけ標準化しておくことはきわめて重要な問題である 。在庫

管理の容易さも考え合わせるとき、搬送されるケースがそのまま末

端で棚になったり 、カートがそのまま保存庫になったりするように

工夫された米国のモデュールシステムなどは、高〈評価 されてよい

であろう。

また、受け取り側の人員配置のことなどを考えれば、たとえば病

棟への到着ステーションなどはナースステーションに接して設けら

れるべきは当然である 。離れたところに到着ステーションを設け、

到着はランプで知らせればよいといっょっなことでは看護婦の作業

実態から見て無理があり、機械の円滑な運行はおぼつかない。

さらにまた、受け渡し作業の分担問題に関連して、大型機種を使

うような場合には、センターと末端との聞に中継ステーションを設

け、中継点からは搬送 ・受け波し専門要員によるワゴン有人搬送と

*  5  

するフテy インゲ病院のような方式も考えられよう 。

要は機械と人の接点においてスムーズな連結がおこなわれること

が大切であり、それを通して全体としての能率が求められているの

で7ある 。

10. むすび

以上に見てきたように、搬送の自動化問題は、決していわゆる、設

備砂の話にとどまる 問題ではない。部分的導入で事足れりとしてい

る聞はそれでもよいが、本i俗的に考えょっとすれば清汚の区分の問

題をも含めて物品の供給・管理 シス テムの全面的な検討を必要とし、

それによって建築の基本計画の構成にも大きくかかわってくる性質

の問題である。

物品供給管理システムを一元化していく方向で考えるとすれば、

機純的には、最低限、 rt _ 大型で或程度まで重量物を運ぶことの

できる機種と、小物を迅速に運ぶことができる機種とが必要となろ

うが、その具体的な最適解については、物品供給管理システムの設

定や、全体の物流を左右することになる病院規桜によるところが大

きくて、一般的な形としてはなかなか示しがたいように思われる 。

いずれにせよ、搬送設備の問題は、病院の近代化への過程の中で、

人間と機械と建築の調和の問題を端的な形でわれわれに投げかけて

いるように恩われるのである 。

ホ l 病院における物品機送設備の槻要とその導入状 ilt( I) - ( 5) 菜阪 中野、「病院J 第

32巻第 12号 ~第33巻第 8 号、 1973年 12月- 74年 8 月、隔月

*  2  織送訟備の導入について考える 栗原・中野、 「病院政備 J 87号、 1975年 9 月と

内容的に 一部虫阪していることをお断りする 。

*  3  具体例については * 1 に示した文献中の(5) を参照されたい。

ホ 4 Arc hi tec tural  Record 1971年 9 月号、 Progressi ve Arc hitec ture 1972年 7

月 号 参 照 。

*  5  7 デ イ ン ゲ 病 院 栗 原 、 「病院建築 J 26号、 75年 1 月

( くりはら かいちろう 筑波大学教授)
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- 病院各部の計画と技術ー その傾向と問題点 7.

コンビューターによる

病 院 管 理一 病院情報システム

河 村 徹 郎

はじめに

ここ数年来、病院業務へのコンビュータ一利用に対する関心が急

速に高まってきており、コンビューターを導入する病院が増えつつ

ある 。病院業務への応用は、診療 ・研究、医事、病院管理の三つの

簡があるが、 表 1 にみられるように 、レセプト作成や窓 口会計、管

理用統計表の作成などを 中心に、検査機器からのデータ収集と分析

計調IJ 、調査、研究など必要度に応じてすすめられているのが現状で

ある。

上記のように病院でのコンビュータ一利用は範聞が広いが、ここ

では比較的大きな病院を想定して、各種情報処理のコンビュ ー ター

イじをはかり、病院の総合的な運営に供するための病院情報システム

について考える。

表 1 病院におけるコ ン ビュータ一利用 状 況

適 用 業 務 {牛 数 %  

医 ｾ ｉｾ . 事務管理業務 84  44 .0  

生 化 学 検 査 18  9 .4  

生 理 検 査 42  22. 0 

看 簸 ・忠者E主視など 5  2. 6 

病 歴 管 理 ・ 問 診 な ど 20 10. 5  

健 診システム 22 1l. 5  

参 考 文 献 1) による

病 院 と 情 報 シ ス テ ム

病院の機能を大きく分類し、それらの間の情報の流れを整理する

と図 1 に示すようになる 。病院に おける情報の多くは、医師の診察

にともなう指示情報として発生する。指示情報は、薬局や検査室、

看護部門などへ伝えられ、医療サービスが実施される。サービス実

施の結果、新たな情報が発生し 、他部門へ伝えられ利用される 。 こ

のように病院においては、情報の伝達、加工、記録、保管がきわめ

て重要な役割をはたしている 。

一方 、医療水準の高度化、患者数の増大、病院の機構の複雑化、

さらには医療従事者の絶対数の不足にともな って、医師や看護婦、

技師、事務員などの病院スタッフが日常処理しなければならない業

務は増加の一途をたど っている 。その結果、病院全体の機能の低下、

さらには患者に対する診療サービスの低下をきたしているのが現状

であろう 。( 表 2 参照)

病院への情報システムの導入は、病院機能のうち、情報の収集、

伝達、加工、蓄積、検索などの処理を効率よく行い、あわせて各種

の情報を有効に 利用して総合的、合理的な病院運営の方式を実現し

ようとするものである 。

病院情報システムのねらいとするところは 、具体的につぎのよう

にまとめられる。

1  )医療従事者の診療行為に付随する煩雑な事務作業を軽減し、本来

の医療業務に専念できる時間をふやす。

2)情報の伝達方法を改善し、最新の正確な情報を、迅速に提供する 。

8 6  挫 築 と 社 会/ 1976判 月号

白
川

》

間

同
軍

《

山

》
…
一

日
書覆賓材使用実績

および要求情報

診療串込み し一一一一一一」 医牢文献賓料

v 伝達さ れる酬 を示す

図 1 病院内での情報の伝達と処理の概念の例

型軽 2 病 院 業 務 と そ の 問 題 点 の 例

業務の緩類 | 目 的 | 問 題

外 来 診 療 | 通院忠者の診療、| 患者の待ち時間が長い。

経過追跡による| 診療の効率が悪い r

疾病管理 | 手続きが複雑である 。

占

医師の業務 | 患者の診療 くり返し記入作業が多い。

指示内容が医療情報源として多極多機である 。

指示の伝達が遅〈拙劣である 。

医学情報の利用の仕方がまずい。

病練 病室| 入院患者の医学 | 看護業務が多様であるうえ、合理的でない。

的管湿中枢、治 | 病室環境や看護施設が非近代的である 。

療のための住居 | 重症患者に対する配慮が足りない。

臨床検査| 患者からの医学| 全病院システムとの関連を検討する必要がある 。

的情報収集 | 生物学的検査過程の自動化が遅れている。

検体や情報の停滞が目立つ。

患者の肉体的負担が大 きい 。

パタン認識の基本的問題が残されている 。

病 歴 管 理 | 医療情報の蓄積

と利用

保管のスペースが足りない。

汚損 紛失がおこりやすい。

カj レテや検査データが検索しにくい。

言問剤の手間、薬品 の多主主類がネ ックとなっている 。

薬剤、衛生器材、食品材料の在庫管理に手間がかかる。

食併の保温。調理の合理化が足りない。

すべて人手に頼っている 。

薬局 ・中央| 調剤、衛生材の

材料室 ・給 | 供給、調理

食 |

物 品 運 搬 | 医学資料、衛生

材、食事の運綴

参考文献 2) による

3)医事、 薬局、検査、一般事務などの業務の効率化をはかる 。

4)患者サービスの向上をはかる 。

5)診療記録、医学資料、その他の診療情報の有効な活用をはかる一

一一診療の質的な向上への期待。

6)病院内のさまざまな情報を総合的に収集し、蓄積しておき 、管理

に必要な資料を効果的に作成する一一一総合的な病院管理への期

待。

病院情報システムの対象業務として考えられるものを表 3 に示す。

病 院 情 報 の 特 性 と シ ス テ ム 構 成

病院情報システムの実現にあた っては、つぎのような特性のため、

困難な問題を生じることが多い。

病院情報は多種多様で、かつ量的に少ない場合が多く、どちらか

といえば少種多量のデータ処理を得意とするコンビューターの利用

が難しい場合がある。また一つの情報がさまざまな部門へ伝えられ、

業務が実施される。その結果、新たに発生した情報が他部門へ伝達

利用されるなど 、情報の発生、受渡の過程が非常に複雑であり、シ

ステム設計を難しくしている。診療面においてはとくに、必要なと



きに、完全な形の、信頼性の高い情報が提供されねばならない。 し

たがって、即時処理や緊急時の割り込み処理、厳密な障害対策など

が要求さ れる 。診療情報は従来か ら、カルテや伝票に集約されてい

る。 これらのうち診察所見などの記述文をコンビューターに入力す

るのは難しい。 また伝票類も、指示者の責任を明確にするため、さ

らに運用上から廃する のは難しい。情報処理 システムの設計にあた

っては、 これ らの特性、困難 さを 十分理解し ておかなければな らな

し、 。

表 3 に示すような業務のコンビューター処理を考えると、つぎの

ようなシステム構成が必要で、ある 。 まず外来会計、予約、患者監視

などのように、入力後すぐ処理して結果を得なければならない業務

は、 オンライン即時処理システムが必要であり、つぎにレセプト作

成や事務管理業務、統計表作成などのように一日単位、月単位の処

理でよいも のは一括処理システム で行う 。さら に各種の情報を収集

して警積し、管理資料などを作成するためのデータ蓄積 ・検索 シス

テム ( データ・ベース) が必要である。このような点を考慮したシ

ステムの全体像を 図 2 に示す。図中点線より上の部分は、中型汎用

コンピューター 1 台で処理し 、点線より下の部分の業務は、おのお

の小型コンビューターを専用的に使って処理する。また図 2 の中て¥

診療業務を除いた部分の業務を 1 台の汎用大型コンピューターで処

理する考え方もある。

図 3 に、小型 コンビューターを用いた外来システムの例を示す。

患者登録、会計計算、他のシステムへの情報伝達、レセプト用デー

タの収集、薬局業務のサポートなどの処理を行うものである 。

ヨu 病院におけるコンビューターの適用業務

分 類 | 業 務 内 容

総 合 予 約 | 診 療 と 検 査 の 予 約 、 案 内

外 来| 忠者登録、指示情報の伝達、外来会計、レセプト用データの

収集

入 院| 入院患者登録、ベ y ド管理、指示情報の伝達、看護業務スケ

ジューリング、入院会計、レセプト用データの収集

臨 床 検 査 | 心 電 図 な ど必、者検査における計調IJ データ収集と自動解析 、検

体検査におけるデータの収集、結果報告舎の作成

診 療 補 助 | 重症忠者の連続自動監視

医療・研究補助| 特定疾忠 患者登録、研究用データの帯績と加工、カルテや医

学資料の検索、耳財1J 、副作用の管理、医学文献の検索

給 食| 食数集計、栄養分析、献立作成

| 各種疾病統計、医療行為の評価資料の作成、 診察室 ・検査室 ・

診療 ・運用管理|

l 病棟の管理資料の作成、予約の管理

事務管理| 保険請求{ I } の作成( レセプト作成) 、薬剤購入在庫管理、物

品在庫管理、施設管理、人事管理、経理、経営評価資料の作

成

一

括

処

理

各種一括処理業務

オ

ン即 予 約
付寸 トー司 検体検査

ラ時

イ処

ンZ里 l

:日 』2r
医療繍助システム

給 食

(医療事務義務) ( 診療業務)

図 2 病院情報システムの織成

( 受 付 )
他ンス T ムへ

情報伝遣

( 会計窓口)

(愚者酌アコ
会計周点散ファイル l

プログラムファイルj

(l薬寵 局)

庁唇雪ラｾｾｾむ ､ＷＧ由 ＱＷＧ同プ列 ｪ
相互作周の

チ ェ ッ デ 結 果

図 3 外来システムの例

情 報 シ ステ ム 導 入 に あ た っ て の 問 題

コンビュ ーターによる病院情報処理について述べてきた 。し かし

ながら、 コンビューターに入力きれない情報も多し、。たとえば前述

のカルテや伝票類に記載された情報があ る。その他、心電図や X 線

フィルムも医学情報を 含むものであ る。 したがって、情報システム

とは、コンビューターだけでなく、これらの資料伝票類の管理、伝

達 ( 搬送) も含めて考える必要がある。

図 1 では 、各部門の問の「情報」の流れのみを示した。実際には

情報にともな って 患者や職員などの「人」、きらに薬品や検体などの

「物」 も動〈 。 コンビューターによる情報システムがいかに高度な

ものであろうと、これらの「人」や「物 J ( 情報が記載された資料

や伝票も含める) の移動が円滑に行われなければ、病院全体として

は充分に機能 しえない。「人」の動きは建物 の構造や各部門の配置

により円滑に行えよう 。 また「物」の動きは搬送設備により効率よ

く行えよ う。さらに、これらの「情報」や 「人」、「物」の流れのみ

に注目して効率化をはかることは、各部門の業務形態や職員の作業

形態に大 きな変化をもたらす可能性がある。ややもすると、目的に

反し、作業効率の低下や業務の混乱をまねく こ とにもなりかねない

ので注意する必要がある。

以上のような点を考えると、コンビューターの導入にあたっては、

情報処理の一面からだけではなく、広〈病院機能全般的にわた って 、

総合的に検討する必要があるといえよう 。

おわりに

ここでは比較的大規模な病院における情報シ ステムの一例を 示 し

た。 もちろん個々の病院は、その設立目的、規模、環境など成り立

ちが異なっているので、導入目的、対象業務の範囲、程度は必然的

に異なる 。

病院へのコンビューターの導入は、大規模な病院だけでなく中小

規模の病院も含めて、 今後ますます増えよう 。 このような傾向の中

にあって、本稿が、建築の分野で活躍されている諸氏に何らかの意

味で参考になれば幸いと考えるものであ る。

参 考 文 献

1) 日本電子工業掻興会: 医療 y ステム化調査報告書. 1972.  

2) 野村裕，他 ー病院のトータル ・システムの設計、医用電子と生体工学. 9 ・76- 86.

( か わむら てつお 大阪府立成人病センター・工学博士)
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資 料 頁

近 大 医 学 部 附 属 病 院 薬 局 に お け る 調 剤l台 等 の 計 画 に つ い て ( 白 井 惣 之 助 )

近 畿 大 学 医 学 部 附 属 病 院 に お け る が 来 診 療 録 の 中 央 化 に つ い て ( 奥 田 努)

倉 敷 中 央 病 院 の 電 気 設 備 ( 平 岡 敏 昭 )

ソ ベ ン ト 排 水 方 式 に つ い て ( 橋 本 光 司 )
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気 送 管 ・ カ ー ト ラ ン
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. 建 築 材 料

. 建 築 材 料

. 建 築 材 料

. 建 築 材 料

. 建 築 材 料

. 建 築 材 料

. 建 築 材 料

・ 防 災

. 焼 却 炉
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日 本 ヱ ル ミ ン サ ッシ 122 
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ヤ ナ セ 129 

ナ ブ コ ド ア ー エ ン ジ ン 13 0  

不 ニ越 13 1  



|薬剤機器 .  

近 畿 大 学 医 学 部 附 属 病 院 薬 局 に お け る

調 剤 台 の 計 画 に つ い て

白弁惣之助

耳薬箆局をレイアウ卜するにあたつて、つねに削題にされることは、 忠

者 に と つ て は 待 ち H時寺問の i減戚少、誤芸薬案工重E 絞投ヨ薬巨の l防坊止 てで，あり、翻斉剣リ師 に

とつ ては合理珪! 的な動 t斜線8車i の石硲産立と芸薬Eじ ん ア レ Jルレギ一 . 騒 音 な ど の 環 境

整 備 で あ る 。言呉薬 ・重絞投書巨の 11} j 止は徹底した監査の方法を確立する

こ と と 、 情 報 シ ス テ ム の 完 備 に よ っ て 目 的 を 達 す る こ と が で き る 。

待 ち 時 間! の 短 縮 化 は 外 米 者 数 に 見 合 っ た調剤l台 の 充 実 と 合 理 的 な 配

位 、 さ ら に 人 の 移 動 を 少 な く す る た め の 搬 送 設 備 の 完 備 に あ る 。 本

院 の 薬 局 で は エ ア ン ユー タ 一 、 コ ン ベ ア 、 ボ ッ ク ス コ ン ベ ア の 組 み

令 わ せ を 行 う こ と に よ っ て 入 院 、 外 来 と も がIJ . J . I 主的な綴送を実施する

こ とが で き た 。 訪問IJ 従 事 者 の 労 働 環 境 の 整備 は 前 述 の 調 斉IJ 台 の 配 位

と 搬 送 シ ス テ ム に よ って 満 た さ れ 、 忠 者 の 待 ち 時 間 短 縮 化 と 同 時 に

解 決 す る こ とが で き た 。

楽 じ ん ア レ j レ ギ ー に つ い て は 以 上 の こ と と 別 に 考 慮 し な け れ ば な

ら ず 、 楽}oj 設 計 上 最 も 留 意 し た 点 で あ る 。 以 下 、 本 薬 局 の 集 じ ん に

つ い て 々 隠 し た 点 に つ い て の べ て み た い 。

吉 区 じ ん の 処 理 方 法 と し て 、 従 来 い ろ い ろ な 方 法 が 行 わ れ て き た 。

一 般 に は 次の 微 な 形 式 が あ る 。

1  ) 室 内空調を強力にし、室 内空調によって発じんを抑え回収する方法

II ) 散 楽 部 門 を 別室 として区切り、室全体をダウンフローとする方法

ｭ Ｉ 散薬［ｊＱ ｾｊ J'i IJ 台 、 分 包 機 、 盟 主 査 台 付 近 に ユ ニ ッ ト 式 集 じ ん 機 を 設

置 し て 回 収 す る 方 法

N) 散薬淵斉IJ 台 、 分 包 機 等 の 薬 じ ん 発 生 源 そ の も の に よnじ ん 装 置

を と り つ け る 方 法

1  ) の 方 法 は 相 当 大 が か り な 設 備 を 必 婆 と し 、空 気 の 流 れ を ! 晋流 化 す

る 必 要 が あ り 、 事 実 上 実 施 す る こ と が で き な い ほ か 、 万一 実 施 し て

も 相 当 な 風 速 が 要 求 さ れ る た め 、 薬 局 内 で の 風 速 に よ る 不 快 感 を 除

くことができなし、 。 II ) は 1 ) の 方 法 を 部 分 的 に 行 お う と す る も の で 設

備 費 は 比 較 的 小 さ く て す む が 動 線 が 複 雑 化 す る こ と は 避 け ら れ ず 、

製 剤 室 な ど 以 外 で は 実 施 し が た い と 思 わ れ る 。 IIl ) の場合、今日多く

の ユ ニ ッ ト 式 の も の が 発 売 さ れ て お り 、 設 置 し や す い 利 点はあるが、

調斉IJ 業 務 で は つ ね に 背 而 か ら 下 に 向 う 空 気 流 が 袈 求 さ れ る た め 、 こ

の 方 法 で は 、 ほ と ん と ' 効 果 が な い 。 時 と し て 設 世 位 也 が 惑 い と 逆 に

薬 じ ん の l吸 入 を 促 す 結 果 に も な る 。 ユ ニ y ト 型 は 薬 局 内 の 空 調 の 消

浄 能 力 が 小 さ い と き 事ili 助 空 気 清 浄 機 と し て し か 使 用 で き な い 。 薬 じ

ん 回 収 用 と し て は ほ 主 ん ど そ の 用 を な さ な い 。 N ) は薬局内のさを翻が

温 温 度 調 鐙 と 同 時 に 、 浮 遊 じ ん 、細 菌 除 去 機 能 を もっている場合、 薬

じ ん を 発 生 源 に お い て 捕 捉す る た め の 有 効 な 手 段 と し て 考 え ら れ る 。

本薬局では薬局空調を 他 の 一 般空調よりｾＮｾ ｽ 立なものにしたゾーン

空 調 方 式 を 採 用 し て い る た め 、 三位 類 の 単 独mじ ん 方 式 を 用 い る こ

と と し た 。 す な わ ち 散 薬 調 剤 台 に は 混 合 方 式 を 、 分 包 機 に は 全 循 環

式 を 、 そ し て 民 査 台 に は 中 央 集 じ ん 式 吸 引 方 式 を 用 い た 。

図ー1は吸っ| 方式である 。 こ の 方 式 は 瓶 棚 の 背 面 を フ ィ J レターにし、

室 内 空 気 を l汲入し、フィノレターによ って 除 じ ん し た の ち フ ァ ン か ら

外 部 に 放 出 さ せ る よ う に 作 ら れ て い る 。 こ の 場 合 、 翻 斉IJ 者 の 而 に 渦

流を生じ、ｾじんを ｬ 汲気とともに・吸入する危険性が大きい。

図 一 2 に 示 す 方 式 は 全 量循 環 式 て ¥ 上 部 か ら 吹 き出 し た 空 気 す べ

て を 瓶 棚 下 音1¥の 吸 入 口 か ら 吸 入 す る も の で あ る 。 こ の 方 式 の 欠 点 は 、

日欠出し さを気が丞ー直に下 I1推 し 、 調

斉IJ 台 天 板 上 で は ね 返 り が お こ り 、

調 印l者 の 顔 而 付 近 で 渦 流 を 生 じ 、

宜

薬 じ ん を 吸 入 し や す い 点 に あ る 。 2  

気

本 薬 局 で 使 用 し て い る 分 包 機 は

薬 じ ん の 発 生 箇 所 が 低 〈 、調斉IJ

者への) ; 診響も少ないので全循環

式 を 用 い て い る 。

本薬局では、 11及'11式 と 循 環 式

を組み合わせたよ長じん調斉IJ 台 を

線 用 す る こ と に よ っ て正ゎ、集じ

んがJ 呆 を あ げ る こ と が で き た 。

図ー3 に 示 す如 〈 フ ァ ン か ら l吹き

出 さ れ た 空 気 は フ ィ J レタ ー を 通

過し、 30 - 40% を室 内 に 60 - 70

% を 吹 出 口 か ら 下 方 に 1吹 き お ろ

す 機 に 設 計 さ れ て い る 。 1次込口

か ら は フ ァ ンの 吹 出 し 誌 と 同 量

の 空 気 が 吸 111 さ れ る か ら 、 下 方

か ら は 室 内 空 気 を 引 き 込 む こ と

に な る 。 且J l ち、浮遊する粉じん

を 上 部 か ら の 気 流 に よ って tf ll え、

前 方 か ら の 室 内 空 気 流 に よ っ て

I吸 込 口 に 導 こ う と す る 精 進 と な

っ て い る た め に 、 比 較 的 小 さ い

風 速 で 薬 じ ん を 回 収 す る こ と が

で き る 。 本 院 設 計 に あ た っ て 宮

家 建 築 事 務 所 で は 従 来 型 の 集 じ

ん調斉IJ 台 の 騒 音 が き わ め て 大 き

い こ と を 重 視 し 、 騒 音 軽 減 を 絶

対 条 件 と し た 集 じ ん 調 剤 台 の 製

作 を 当 社 に 要 望 し た 。 そ の 結 果

フ ァ ン 位 置 と 取 付 方 法 、 西 独 製

特 殊 シ ロ ッ コ フ ァ ン の 採 用 に よ

って通常使 用 状 態 、風 速0 . 3m/ s  

時 で45db 、 最 大 風 速 時 で55db に

お さ え る こ と カf できた。

2 台 あ る 監 査 台 は 発 生 す る 薬

緋官民

図 - 1

フ ァ ン

フ

ィ

ル

タ

ー

図 - 2

.a". 

じ ん の 粒!支 が小 さく、調斉IJ f : : i 、分包機に比して薬じん量も少ないた

図 - 3

め 、 中 央 集 じ ん 装 置 に よ り 吸 引 方 式 を 採 用 し て い る 。

現 在 大 学 病 院 に お け る 薬 局 の 形 態 は ( そ れ ぞ れ 病 院 に よ る 特 殊 性

の 差 呉 が 見 ら れ る も の の ) 使 用 線 機 も ほ ぼ一 定 し て き て お り 今 後 考

慮 し て ゆ く 点 は， 自 動 化 を ど の 様 に し て ゆ く か に あ る 。 本 薬 局 に お

け る 自 動 錠 剤 機 の 導 入 コ ン ベ ア の 利 用 は 末 だ 自 動化 とは 言 い難〈、

薬 科 機 器 メ ー カ ー に お い て さ ら に 研 究 き れ な け れ ば な ら な い 。

( ナニワ医科工業4附 技 術 部 長 )

医療機器総合メーカーｾ届Ｎｌｊｴｲ￸ＮＮＮ

ナ ニ ヴ 医 科 エ 鑓 検 事 究 室 社

本 社 大 阪 市 東 区 内 久 宝 寺 町 l の 4 電 話 06-94卜 143 1(代 表 )

九 州 営 業 所 福 岡 市 博 多 区千 代 4 T 目29- 27 電 信 092・631- 3380
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| 病 歴 管 理 シ ス テ ム |  

近 畿 大 学 医 学 部 附 属 病 院 に お け る

外 来 診 療 録 の 中 央 化 に つ い て

1  . は じ め に
奥 田 努

従来、 外 来 忠 者 数 800 名 以 上 の 病 院 に お い て は 、 外 来 診 療 録 の 集

中 保管 中 央管 理 は 、 分 散 保 管 、 分 放管 理 に 比 較 し て 、 む しろ、デメ

リ γ ト の 方 が 多 い と 考 え ら れ て い た 。 主 に 、 診 療 録 を 取 扱 う 上 で の

作 業 レ ベ ル の 問 題 が と り 上 げ ら れ て い た 。

一 方、 - .'l' . 者 一 病 歴 の 考 え 方 や 全 科 共通 の 患 者番 号 の 設 定 の 必 要

性 が 医師 の立場、，倍、者の立場のみならず 、 中 央 検査 部 や 中 央放 射 線

部 な ど の 診 療 に 対 し て は ス タ ッ フ 的 な パ ラ メ デ イ カ ル な 部 署 の 立 場

か ら も 主 張 さ れ て き た。

本 来 、 退 院診療 録 の 中 央化 に 顕 著 に 見 受 け ら れ る よ う に 、 中央 病

歴 室 の 機 能 と し て は 、

1  . 診 療 録 の 保 管 及 び 入 出 庫 管 理 機能

2 . 医 療 情 報 提 供 機 能

3  原 本 閲 覧 機 能

がある。 外 来 診 療 録 の 中 央 化 を は ば む の は この 入 出 庫 管 理 の相 対 的

な煩雑さにあった。 中央 化 の め ざ す 診 療 録 の 管 理 の 徹 底 化 と 省 力 化 、

省 人 化 の 実 現 の た め に 、 新 し い シ ス テ ム が 開 発 さ れ ね ば な ら な か った。

2 . 主 に注 意 したテーマ

2 - 1  歩 行距 離

多 量 の 診 療 録 が 集 中 保管 さ れ て お り 、 来 院 す る 悠 者 が そ の う ち の

一 部 分 で あ り 、 な ん ら の 規則性 を も た な い た め 、 あ ち ら 、 こちらと

般 し ま わ ら な け れ ば な ら な い。 こ の 歩11 " 距離をなくしたい 。

2 - 2  出j車 ・入庫 の チ ェッ ク

ミス取 出 し 、 ミ ス 返 却 を な く す 為 に は 、 そ の 外 来診 療 録 が な く て

は 取 出 し 作 業 が 完 了 せ ず 、 ま た 、 返 却 す る 場 合 に も そ の 外 来 診 療 録

が な く て は 返 却 で き な い と い う 診 療 録 そ の も の が 入 出 庫 命 令 の 媒 体

でなければならなし、。

2 - 3  診 療 録向 l車み

[. 1; ' . 者によ っ て 、 多 数 の 科 を 受 診 し た り 、単 科 に と ど ま っ た り 、 ま

た 、 長 期 に 通 院 す る 場 合 や一 度 き り の 場 合 と ま ち ま ち で あ る 。 患 者

毎の診療録をたぱねているフォノレダーを 一 定 の 厚 み に 限 定 す る こ と

は現実にそぐわないか、 物 理 的 に 無 駄 を 生 じ る 。 そ こ で 、 た と え ば 、

100 tl せの 診 療 録 の 中 に音11厚 い も の も 薄 い も の も 交 り あ っ て 格 納 さ れ

て い る よ う に 新 た な 患 者の フ ォ ル ダ ー は 加 え ら れ て い か な け れ ば な

らなし、。

2 - 4  出庫 の 区 分

最 近 の 大 学附 属 病 院 て柿は予約Hi ll を 導 入 し て い る 病 院 が 多 〈 、 将 来

と も そ の 傾 向 は 大 で あ る 。 こ れ か ら 取 り 出 そ う と し て い る 診 療 録 が

翌 4 日来院する 忠 者の も の か 、 今 、 来 院 し て い る 患 者の も の か 、 ま

た 、 診 療 の た め で は な く 、 医 師 へ の 貸 出 し な の か 、 事 務 へ の 貸 出 し

な の か 、 と い っ た 出 庫 の 区 分 が 取 り 出 し 作 業 者 に 容 易 に 半IJ511j で き な

I t t U; f ならない。

2 - 5  オ ーバ ー ・ フ ロ ー

格 納 庫 は い つ で も 新 し い 登 録 忠 者 を 受 け 入 れ ら れ る べ き ス ペー ス

を用意されていなければならなし、。 病 院 側 に と っ て 、 絶 対 に 来 院 し

な い 忠 者 で あ る と い う 情 報 を 入 手 す る こ と は ま れ で あ る 。 そこで、

任 意 の 期 間 未 来 院 の 患 者 の 診 療 録 を 格 納 庫 か ら 近 接 し た 他 所 へ 月Ij置

し、月Ij 湿 し た こ と を 記 憶 し 、 再 度 、 そ の 患 者 が 来 院 し た 時 に は 復 帰

できるシステムが必要で、ある 。 そ の た め に は 忠者 の 最 終 受 診 日 が 更

新され、記憶さ れ ていなければならなし 、 。診 療録 のお ｉＮ ｪ ｪ ｬ ｾ 対策である 。

3 . テー マ に 対 す る 処置

3 ー 1 テ ー マ 2 - 1 に 対 して

固 定 棚 に し ろ 移 動 棚 に し ろ 、 診 療 録 の 置 か れ て い る 位 置 へ 作 業 者

が あ ら か じ め 定 め ら れ た 棚 番 地 に 従 っ て 移 動 す る こ と を き け な け れ

ば な ら な い。 こ の た め に 、 当 社 の 自 動 フ ァ イ リ ン グ 倉 庫 、 ン ス テ 7 ・

トリーブ" ( 以下 S . A.T. という ) を 採 用 し た 。 こ の 機 器 は 集 積 回 路 に

よ り 制 御 し 、 オ プ ト ・エ レ ク ト ロ ニ ク ス を 駆 使 し た も の で 、 作 業 者

の 手 元 の キ ー 操 作 で 棚 ( コ ン テ ナ ) を 自 動 的 に 作 業 位 置 にカム ・ア

ウ ト さ せ る も の で あ る 。 そ の た め 、 徹 底 し た 空 間 の 有 効 利 用 ( 機 株

占 有 面 積 の % を 保 管 部 、 % を 駆 動 部 ・天 井 高 の 有 効 寸 法 の 150 ' % 

ま で 使 用 ) が 可 能 と な り 、 か つ 、 歩 行 距 離 を な く し た。

3 - 2  テ ー マ 2 - 2 に 対 して
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患 者 フ ォ ル ダ ー ・各科 診 療 録 に 入 力 媒 体 と し て 、 愈 者 番 号 の バ ー

コ ー ド ラ ベ ル を 貼 付 け 、 ラ イ ト ・ベ ン で 自 動 読取をさせ、 コ ンビュ

ー タ か ら 送 ら れ て く る 取出信 号 と 同ー で あ る か を 照 合 、 ま た 、 返 却

時 に は 診 療 録 の バ ー コ ー ド を 読 み 取 ら せ て 機 器 を 駆 動 さ せ 、 コ ン テ

ナ に 格 納 す る 前 に 再 度 確 か に 間 違 い な い か を ラ イ ト ペ ン で 照 合 し て

格 納 す る 。 異 な っ て い る 場 合 に は 駆 動 部 を 強 制 的 に 動 か な い よ う な

システムとした。 この 為 、 ミ ス 取 り出 し、ミス ・ファ イ/ レは皆無に

i! i : くなった 。

3 - 3  テ ー マ 2 - 3 に文守して

患 者 番号 と コ ン テ ナ割り 振 り の 仕 方 を 工 夫 す る こ と に よ り可能と

な る 。 診 察 券 の 番 号 と 診 察 録 の 番 号 を 一 致 さ せ 、 全 科 共 通 の 1 D :li:

を 設 定 し 、 診 察 券 の 発 行 順 に 一 連 番 号 と し た 。 下 1 桁 を チ ェ ック ・

ディジイ y トとし た言十8 桁 で あ る 。 7 桁 の 下 3 桁 に 応 じ て コ ン テ ナ

を符りりふった。 この目 白ヲ は、

1 . 患 者 は 患 者 番号 か ら み れ ば 完 全 に 不 規 則 に 来 院 す る だ ろ う か

ら 7 台 の S . A. T .は 平 均 し て 駆 動 す る で あ ろ う 。

2 . コ ン テ ナ の 中 は 患 者 番 号 の 下 3 桁を共通する患者フォノレダー

の 集 会 で あ るか ら 部 厚 い 診 療 録 が か た ま る と も 、 薄 い 診 療 録 が か た

まるともいえないであろう。 一 応 ぱ ら つ い て 格 納 さ れ てくる。

以上、 2 点 が 期 待 で き る か ら で あ る 。 こ の よ う に 、 2，000種 類 に ば

ら つ か し て コ ン テ ナ に 入 れ る の で あ る か ら 、 従 来 の 棚 形 式 で あ れ ば

到 底 作 業 レ ベ ル の 段 階 で 否 定 さ れ る が 、 自 動 倉 庫 S. A.T で あ る か ら

可 能 な の で あ る と 思 う 。

3 - 4  チ ー マ 2 - 4 に対 して

S. A.T .の フ ロ ン ト 部 に下記のような区分ノマイロ y 卜 ・ラ ン プ を つ

忠者番号 科別番号 要求者コード

|1121314151617181112111121112131 

口口口口口園
当月フ ォルダー緊急 予 約 L ! P  MA N/C P U  C P U/ L OC K  

予約. IJi，者診 療 録取出し

また 、 こ の 要 求 者 コ ー ド に よ り 本 日 の 受 診 者 の も の か 、 予 約 か 、

貸 出 し か 、 ま た 、 ど こ へ の 貸 出 しかを半IJ 別 で き る よ う に し た 。 も ち

ろ ん 、 そ れ ぞ れ に 優 先 順 位 を 定 め 、 作 業 の 円 消 化 を は か った 。

3  - 5  テ ー マ 2 - 5 に 対 し て

21万人、 1 人 7 科 に つ い て 、 最 終 受 診 日 を 記 憶 さ せ る よ う に フ ァ

イル構成を行ない、 C R T の キ ー 操作 に よ り 自 動的 に 別 置 す べ き 診

療宝章のはいっているコンテナがカム ・ア ウ ト す る よ う に し た。 月Ij 註

した 場 合 、 そ の 患 者 が 来 院 し た 時 に は C R T デ ィ ス プ レ イ に は 別 誼

さ れ て い る こ と が 表示 さ れ 、 そ の 診 療 録 を S .A. T.に 格 納 す る こ と に

よ り 元 の 状 態 に 復 帰 す る 。

4 . シ ス テ ム の 概 要

中 央 病 歴室 に 設 置 さ れ て い る S . A.T. は、 中央 受 付 の 自 動 入 力 端 末

機 ( ラ イ ト ベ ン ・バ ー コ ー ド ・リ ー ダ) と C R T装 置 、 及 ひ 病 歴 室

の C R T 装 置 等 と コ ン ビ ュ ー タ を 介 し て 結 ば れ て い る 。 中央受付ーか

ら の 診療 録 の 取 出 し 請 求 に よ り S .A .T .の 駆 動 部 は リア l レ・タ イ ム に

動 き 、 診 療 録 の 格 納 さ れ て い る コ ン テ ナ ( 1 コ ン テ ナ 105 人 分) を

作 業 者 の 位 置へ 平均 30秒のサイクノレ ・タ イ ム で も っ て く る 。 コンテ

ナ の 中 の忠者フォ j レダー及び科別の半IJ別 は S. A. Tーの 前 面 の デ ィ ス プ

レ イ に 表 示 さ れ て お り 、 出庫 区 分 の ノ マ イ ロ ッ ト ラ ン プ を 確 認 し て 抜

き出 す 。 コ ン テ ナ 内 部 は 一 定 の フ ァ イ リ ン グ ・シ ス テ ム が硲 立さ れ

ている 。 患者 フ ォ ル ダ ー 及 ぴ 科 別 診 療 録 に は バ ー コ ー ド ラ ベ ノ レ が貼

イ寸られている 。 S. A.T に と り つ け ら れ て い る ラ イ ト ・ベ ン ( バ ー コ

ード ・リ ー ダ ー ) に よ っ て 送 ら れ て 来 た 信号 の も の と 一 致 す る か ど

うか確認する。 この作 業 は 容 易 で あ る 。

診 療 録 の 返 却 の 場 合 も この 診 療 録 に は ら れ て い る バー コ ー ド ・ラ

ベノレを使用する。 1 回自の自動言先取によって格納すべきコンテナを

作 業 者 の 位 置 ま で 呼 ぴ 、 2 回 自 の 自 動 読 取 に よ っ て 柄 確 か に そ れ か

で あ る こ と を チ エ ソク し て 診 療 録 を 格 納 す る 。 こ れ ら の一連 の 動 き

ー い っ 、 誰 の 、 伊I科 の カ ノ レ テ が ど こ へ 貸 出 さ れ 、 今 日 返 却 さ れ た ー

は コ ン ビ ュ ー タ に 記 憶 さ れ 、 か つ 、 ま た 、 か き か え ら れ て い る 。



4 - 1  使 用 機 器 構 成 関連 図

受 付

一 且」 J 且

医 学資 料 管 理 室

口 口 口

4 - 2 首Eカ

4 - 2 - 1  収 容 量 21万人、 1 人 最 大 7 科 ま で登 録

4 - 2 - 2  処 理 能 力 S A T 駆 動 ス ピ ー ド 及 び検 索 作 業 か ら

最 低700件 / 時間

• 

口

1 コ ン テ ナ か ら の 複 数 枚 の 取 出 し、返却の

場 合 は 駆 動 音11は 動 か ず デ ィ ス プ レ イ が 変 化

す る だ け で あ る か ら 、処 理 能 力 は こ れ 以 上

になる。

4 - 2 - 3  作 業人 員 病 歴室 に お け る 入 出庫 作 業 員 2 - 4 名

4 - 3  ソ フ ト 機 能

4 - 3 - 1  新，也、登録機能

4 - 3 - 2  コード ・コ ン パ ー タ 機 能

4 - 3 - 3  ベ リ フ ァ イ 機 能 S. A.T . よ り 取 出 さ れ た 診 療 録 を チ ェ

ックする。

4 - 3 - 4  プ ラ イ オ リ テ ィ 機 能

4 - 3 - 5  予 約 機 能 予約ファイノレとし、 45，000人 分

4 - 3 - 6  パ ー ジ ン グ 機 能 コンビ ュ ー タに指示した年月以降、

一 度 も 受 診 さ れ て い な い I D # をリ

ストアウトし、宇旨示により S . A.T .の

建ち

車
ラベル プ リンター

巴| 巴

E  M V  R  

当 診 療 録 を 取 り 出 し別置する 。

4 - 3 ー 7 リ ス ト 機 能 9 種 類 の 管 理 資 料 を プ リ ン タ ー に よ り

リストアウト

4 - 3 - 8  そ の 他 特 殊 機 能

5 .  あとカずき

こ の シ ス テ ム の 実 現 に あ た り 、 数 度 に わ た る 海外 調 査 を 行 な っ た。

結 果 的 に は 粗 け ず り で は あ る が 、 労 務 問 題 、 福 祉 問 題 が さ ら に 深 刻

化 す る 現 代 社 会 で の こ の 極 の 作 業 の 有 り 方 を う ら な う シ ス テ ム で あ

る と 考 え る 。 こ の シ ス テ ム の 導 入 検 討 の 段 階 か ら 、 宮 家 建 築 事 務 所

の 各 先 生 方 よ り 各 種 の サ ジ ェ ッ シ ョ ン 、御 指 導 を 戴 き 、建 築要 件 に

も特別の配慮をたまわった。誌面を借りて、感謝の芳、を表します。

( 附 イ ト ー キ シ ス テ ム 機 器 部)

株式会社イトーキシステム機器部

東 京 販売 課 干 160 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 1 - 2  1 - 1  

電 話 03- 344- 3981 

大 阪 販売 課 干 541 大 阪 市 東 区 淡 路 町 2 - 5  0  

電 話 06- 203- 5301 
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つ電気 .  

倉敷中央病院の電気設備

平 岡 敏 昭

病 院 く さ く な い 居 住 性 の 高 い 50年 後 の 機 能 に 耐 え う る 病 院 造 リ を 心

掛 け 、 特 に 病 院 の 安 全 面 と 防 災 面 に 留 意 し 、 設 計 、 施 工 を 行 っ た。

各 設 備 の 具 体 的 な 設 計 計 画 に 当 つて は 病 院 の 建 設 委 員 会 を は じ め 、

小 委 員 会 を 設 け 、 関 連 設 備 に 対 す る 般 討 も 重 ね 、 比 較 的 ス ム ー ズ に

設 計 を ま と め る こ と が で き た 。

1. 受 変 電 設 備

最 終 契 約 容 量 は 2，0 0 0 K W以 上 と な る が 、 屯 力 会 社 と 綿 密 な 打 合 せ を

重ねた上、 3 φ 3 W 6 K V 受 屯 に し た 。

第一 11:11工 事 変 圧 器 容 量 4， 025KV A  1契 約 屯 カ 1，8 0 0 K W

既存線変圧骨量容量 1，0 0 0 KV A J ( 全工事完成後 2，7 0 0 K Wの 予 定 )

2 . 発 電 機 設 備 〔ヤン 7 ーディーセワレ附) (1河川 機工附〕

灯油焚ディーセソレ機関直結式 3 φ 3  W 6  K V  9 0 0 KV A 

f亭r.1L1I寺、どの負荷にも i選 択 供 給 で き る よ う 受 屯 と 発 電 の 二 重 母 線 方

式とした。

3 . 蓄 電 池 設 備

f民主t型 鉛 蓄 電 池 800AH/ I 0HR 104V 54セル

非常! R ¥日月放民干見制御用電税、とする 。

4 . 監 視 盤設 備 〔森井電業側大阪支脂〕

8 . 中 央 監 視主主 電 力 並 に 動 力 の 一 括 的IJi創l監視、搬送並にエレベータ

の運行監視、空調 機器 の遠隔計 ￬ｗ ｉｾ に設定等が行える。防災監視盤と

直 接イ ンターホンで結び 、連けし、既視iI ，リ徒1I が確実に行えるようにした。

b . 防 災 監 視 盤 防 災 セ ン タ ー を 1 1潜 入 退 院受 付 と 時 間 外 及 数急 入

口 と の 交 点 に 設 位 し た 為 ス ペ ー ス も |浪 ら れ 、 館 関 係 の 配 列 構 成 に 苦 慮

し た が 監 視 盤 の 裏 面 点 検 扉 を 事 務 セ ン タ ー と の 間 仕 切 壁 に 兼 用 す る

ことで解決した 。重量は災害 の 発 生 場 所 及 び そ の 進 行 状 態 が 一 目 で 判 断

できるよう、各1
1皆毎の平面図を写真製版し、これに非常電話、火災発生

区域、排煙口、給気口 、防火扉、防火ンヤ y 夕、スプリンクラ一、泡消火、

炭固まガス消火並に屋内消火栓の配置をグラフィ γ 7 し、作動時にはそ

の 階 及 び そ の 極別 のランプがフリ ッカ表示する。その他、全エレベータ

の 運 行 監 視 並 に制 御 、中央 管 理 系 統 の 宝 剣 換 機 器 の 監 視 備11御をも行う 。

な お 、 将 来 用 ス ペ ー ス も 見 込 み 、 一 体 の グ ラ フ イ y ク に し て い る 。

非 常 電 話 総 は 常 時 人 の い る 各N.S にも設置し、 |坊 災 セ ン タ ー と 相 互

呼 出 し 通 話 が で き る 。

5. 幹 線 及 動 力 設 備

電 灯 差 込 用 は I s1> 3W2 1 0/105V、空調衛生動力及エレベータは 3ψ 3 W

420V厨 房 動 力 は 3 φ3 W210V と し 、 屯 線 は 原 則 と し て ア ル ミ 電 線 を 使

用 し て い る 。 空 調 器 の 発 停 は 中 央 監 視 量 産 か ら 院 内 の エ ア バ ラ ン ス を

考 慮 し た 系 統別 の 自 動 発 停 方 式 と し た 。

6 .電 灯 差 込並 に 照 明 設 備 〔大光屯機( 附〕

配 管 方 式 は 施 工 性 の 能 率 ア y プから、法的規制 の あ る も の 以 外 は 天 井

裏 及 び 病 室 l甘l仕 切 のキ J レ ド 壁 の 部 分 を ケ ー プ ル 配 線 を 主 体 と し た 。

コ ン セ ン ト は 全 て ア ー ス 極 付 の も の を 使 用 し 、 更 に ア ー ス 端 子 を も

取付け、 Ｇｾｴｬ 源及び機器類のアースが自由にとれるようにした 。 又、

差 込 で ア ー ス 極付 に な っ て い な い も の は Wood H E A D社 か ら 購 入 の

差 込 に す べ て 取 り 替 え 持 込 む よ う 、 指 導 し た 。 手 術 場 、I C U、C C U、

脳 外 科 等 に は M E 機 器 使 用 に あ た っ て の ミ ク ロ シ ョ ッ 7 並 に マ ク ロ

シヨ " / 7 等の防止対策ーから、等' 屯位核地方式による核地棒函を取付

けている 。 又 、 シ ー ル ド 室 は カ ッ パ ー タ イ ト で 巡 閲 し 、 屯 源 回 路 に

はすべてフィ J レ タ ー を 取 付 け 、 外 部 か らの誘導を 防 止 し た 。

病 室 の 照 明 法 は 患 者 の 生 活 、 治 療 及 局 苦11等 の !照明のあり方を検討し、

全般 照 明 は コ ー プ 方 式 と し 、 前 面 に 木 自 の 板 を と り つ け 、 落 ち 付 き と

柔 か み を 出 し て い る 。 ベ ッ ト ラ ン プ も 調 光 式 と し た が 、 そ の 操 作 場

所の検討及ぴセードの熱等について今少し改善するところがあると思う 。

廊下等、パブリ ック部の照 明 は 節 屯 並 に 深 夜等の点滅が自由にできる 。
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7 . 電 話 設 備 〔 富 士 通 側 岡 山 営 業 所〕

ク ロ ス パ ー 自 動 交 換 式 で 局 総48( 24 ) 回 線 、 内 線900( 450 ) 回 線 の ロ ッ

カー タイ プ 、 中 継 fI は 無 紐 式 と し 、 将 来の コン ビュー タ 計 画 と も 存

え 合 わ せ 、 局 総 並 に 端 末 配 管 等 を 行 っている 。

旧 病 院 で の 屯 話 の 使 わ れ 方 、 H乎f註等係々調査分析し、業務事務用、

入 院 忠 者 用 、 手 術 場 用 及 び 医 局 用 ( 将 来 ) に 区 分 し 、 こ れ ら が 向 由

に 有 効 に 使 わ れ る べ く 計 阿 し た 。

「ー干ー →f ，敬再開

8 . 業務事務用は、、2 口x x "の 4 数 字 番 号 に し 、 設 出 場 所 毎 の サ ー

」一ー・階数. 1<' ぷ

ビ ス ク ラ ス を 決 め た 。 防災センターには業務内線の、、2119" 及 緊 急

速 絡 用 の 赤 色 電 話 器 、110" 及 、 19砂 番 を 設 置 し 、 院 内 い ず れ の 屯

3世3W6. 6KV

900KVA 

0 - < 図トG

G  OCB 

3O3W6.6KV 

中央監視量産

口 h 明 白 市 f 山

)-l  珂 ， ｾ＠ ・ 也 、ι  

〉寸 ー 1 - / H I，、

口子「ベ図〉一一→lScJ;biVA×2

口〈卜十ー〈園〉一一→I 200KVA X  1  

L  H 図 ト →l M 、
V S  . _ ，...，叶、

口ｲｊ… ，，ｾ I  

f  1，000KVA 

>-， . 0'由凶 |

口r J 山 門 l " " ' J

口.r a-一 一脚]14m ci

己h r C D 一一一一 保安動力 3O500KVA

; 卜寸 r v三 250KVA  

口> - 1 L ( 瓦〉一一一一 保安屯幻 l O400KVA

ｾￒＭ∞一一 一 例 ｕ ｬ 州 ｏｋｖａ
と で 冷凍機 37l 餓OKVA

" ，J - 十大J . . . ) - 一一一- llli 機動力 3世100 KVA 

MB L〈 図 ト → S C 150KVA 

高 圧 受 変 電 系 統 図
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ドクター コール子機収納箱 度数計防災盤裏扉
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富 士 通 株 式 会 社 岡 山 営 業 所
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電話岡山 0862( 25) 0831



話 か ら も 連 絡 通 報 が と れ る よ う に し た 。

b. 入 院 患 者 用 は 病 室 の 構 成 か ら 、 個 室 に は す べ て 電 話 器 を 設 置 し 、

r一 一 一 一→ 病 室 番 号

ホ 3 口' ><>< " の 4 数 字 番 号 に し 、 ホ テ ル 番 号 と 全 く 同 様 の 使 い 方 が

」 一 階 数 表 示

で き 、 そ の 発 信 通 話 料 も 退 院 時 に 精 算 で き る よ う 事 務 セ ン タ ー に 度

数 計 を 設 け た 。 又 、 空 室 の 場 合 は 電 話 交換 室よ りそ の 回 線 を 容 易 に

切 り 縦 す よ う ピ ン ジ ャ y ク盟主を設け、乱用防止をしている 。 総 室 ( 2  

人一 4 人 床 ) に は プ ラ イ パ シ ー を 考 え 、 電 話 器 は 設 置 せ ず 、!a. 者 に

靖 信 の 場 合 、 各 N . S に鉛電話装置をおき、 N ' C で そ の 旨 を 患 者 に

告 げ 、 商 会 コ ー ナ ー に 設 置 の さE信 専 用 電 話 器 へ 転 送 し 終 え れ ば 直 ち

に 看 護 業 務 に 専 念 、 で き る よ う に し て い る 。 な お 、 こ の 場 合 発 信 は す

大 井 商 事 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

干532 大 阪 市淀 川 区 十 三 大 今 里 | 丁目 9 番 2 1号

電 話 大 阪06( 309) 6621

べて公衆電話器にて行うこととした。

C ，手 術 用 は 清 潔 皮 及 び 作 業 函 か ら 検 討 し 、手 術 受 付 に 共 電 式 交換

機 を 設 置 し 手 術 場 内 と 外 部 と の 述 絡 が と れ る よ う に し た 。

な お 、 中 継 台 は 交 換 手 の 最 繁 時 に は 局 紙 ! ( 業務事務用) と 中 継 用 ( 入

院，m、 者 用 ) に 分 け て 使 用 で き る テ ナ ン ト 機 能 を 附 併 さ せ 、 中 継 用 は

一 般 女 子 事 務 只 で も 操 作 可 能 な よ う に し た 。

後 述 の ド ク タ ー コ - ) レ設1iil ，と内線電話との接続を行い、呼出し応答

専 用 の 特 定 番 号 2 回線を用意した。

8 .  ド ク タ ー コ ー ル 設 備 〔大井商事側大阪営業所〕

移 動 の は げ し い 幹 部 医 師 等 を 放 送 等 で 呼 出 す の は 病 院 の 運 営 上 好 ま

しくなく、無線式て' ; f ，ケ y 卜等に入れ小型で軽量な子機を持たせ、

各 自 の 特 定 番 号 を 持 っ た 信 号 呼 出 し を し て い る 。

a . ベ ル ダ イ ヤ ル 式 幹 部 医 師 等 の 呼 出 し 用 で 、 相 手 が 離 席 の 場 合 、

ど の 電 話 器 か ら で も 呼 出 し 並 び に 応 答 が で き る 。

呼 出 し 法

応 答 法

「 特 定 帯 号 「 ー 工 = 寸 → 呼 出 し 者 向 使 用 す る 内 線

7 ームム 6 . - ' 0 0 0 σ

」一一→桐乎のポケ ットベ ル 番 号 ( 001- 199 )  

「 → 特 定 帯 号

8 ームムム

L 一一一一ー自分のポケ y トベル番 号 ( 001 - 199 )

ii Cl 骨量得号

b . ナ ー ス コ ー ル連 動 式 ナ ー ス ス テ ー シ ョ ン を 縦 席 し て い る ナ ー

ス を 、 ナ ー ス コ ー ル イ ン タ ー ホ ン の 子機 に て 呼 出 し す る も の で 、 看

護 単 位 毎 に 構 成 し 、 院 内 の ど こ に い て も 信 号 呼 出 し が で き る 。

9 . ーナ ー ス コ ー ル 設 備 〔新星電機工業側大阪営業所〕

忠 者の プ ラ イ パ シ ー を 重 ん じ 、 各 ベ y ト 単 位 の 同 時 通 話 方 式 を 採 用

した 。 各 ベ ッ ト枕元に取付の子機には、医療機器' i Ri.原の核地極付コ

ン セ ン ト 及 び 核 地 端 子 を も 組 込 み 、 で き る だ け 小 型 化 を 計 った。こ

の為、 7 イ ク と ス ピ ー カ の ハ ウ リ ン グ 防止 を 検討し角度を持たせ、

7 イ ク は 特 に 向 感 度 ダ イ ナ ミ y クマ イ ク ロ ホ ン を 使 用 し た 。 又 、 ベ

y ト で 寝 が え り も 向 由 に な ら な い 息 者 も あ リ 、 呼 出 し 健 り ス イ ッチ

及 び マ イ ク ロ ホ ン は 延 長 コ ー ド で ジ ャ ッ ク 接 続 で き る 。

親 総 では、非常時の忠者に対する誘導指示放送として、病室一斉( イ

ンターホン子機のスピーカを使用) 、 廊 下一 斉、病室及び廊下一斉の選

択ができ、更に防災セ ンタ ー か ら の 放 送 で は 逆 に 忠 者 に 対 し パ ニ ッ ク

状況を与えると思える場合は、その非常7皮送の切断も可能なようにした。

ナースコール設備は患者にとって命の綱であり、又、各 J忠者 に 対 す る 適

格 指 示 者 は 看 護 婦 で あ る と 確 信 し て い る。従 っ て 夜間 等 N ，S を空にす

るような状 況 の 時 も 、 ナ ー ス の 呼 出 し は 確 実 に 行 わ れるよ う配慮 し た。

10 . イ ン タ ー ホ ン 設 備 〔岡山ナショナル通信特機附〕

手 術 セ ン タ ー 受 付 を キ ー ス テ ー シ ョ ン に 各 手 術 室 、 各 N' S 、 外 科 系

病棟、分娩宮11等 に 親 子 式 同 時 通 話 イ ン タ ー ホ ン を 設 置 し た が 、 病 棟

の 各 N ' S と 処 置 室 間 の も の は 看 護 婦 の 強 い 要 望 で 設 世 し た に も か か

わ ら ず 、 う ま く 使 用 さ れ て お ら ず 、 又 面 会 者 と 医 療 者 間 の も の は 不

慣 れ の 為 に 使 い き れ て い な い 。

こ れ ら に つ い て は も う 少 し 電 話 設 備 と 合 わ せ検 討すべき点と思う。

11 . 拡 声 設 備 非 常 放 送 を 主 体 と し た 。

12 . 表 示 器 設 備 非常事年報、室使用、徹送物到培表示等。

13 . テ レ ビ 共 聴 盤 備 個室及ノマブリ ック音11に設置した 。

14. 避 雷 針 設 備

15 . 予 備 配 管 設 備 将 来 の コ ン ビ ュ ー タ 治 療 の 開 始 等 に 備 え 、 各

ベ ッ ト 毎 に 予 備i配管ーを行った 。

16 . 火 災 報 知 及 排 煙 設 備 〔ホーチキ 附 岡 山 営 業 所) ( 亀屋防災 1

防 災 に 対 す る 基 本 を 徹 底 さ せ 、 病 院 管 理 と 防 災 管 理の 総 合的 述 け い

が と り 易 い よ う に し た 。

a 火 災 の 早 期 発 見 と 適 格 な 情 報 の 判 断 と 適 切 な 通 報 、 避 難 誘 導 及 ぴ

初 期 消 火 の 徹 底 を す る 。

b 床 、 又 は 壁 等 の 貫 通 音11の 穴 埋 め を 完 全 に 行 う 。

C. 有効な排煙を行い、廊下、通路等カず非常時に安全区画となるようにする 。

d.扱 い 易 い 判 断 で き 易 い 設 備 機 器 及 表 示 を す る 。

e.防 災 関 連 の 表示 は一 般 の 動 力 機 器 の 動 作 表 示 と は 性 絡 が 違 う 。

上 記 を 中 心 に l刻 述 設 備 の 機 能 づ け を 行 っ た 。 ( 附 設備 計 画 所長 )
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る こ と に よ り 流 体 の 方 向 転 換 エ ネ ル ギ ー の 発 生 で 流 速 が 減 じ ら れ る

こ と に な る. 。さらに この際、 S 字 型 オ フ セ ソ ト で の 方 向 転 換 時の 立 管

内 の 空 気 の 捲 き 込 み と 、 混 合室 を 通 過 す る 際 に セ パ レ タ ー 上 部 の

ス リ ソ ト を 通 じ て 、 横 妓管 お よ び 混 合 室 周 辺 の 空 気 を 吸 込 む こ と に

よ り 、 立 管 内 に あ る 空 気 を あ る 圧 力 バ ラ ン ス の 範 闘 で 汚 水 と 速 や か

に 混 合 さ せ 、 最 終 的 に は 空 気 / 水 の 体 積 混 合比 を7 ( - 軒として比 重

の 縫 い 汚水 と す る こ と に よ り 落 下 流 速 を 減 じ さ せ 、 落 下 流 体 に よ る

空 気 吸 込 み の 負 圧 を 少 な く す る 。 これにより 伸 張 通 気 か ら の 空 気 の

吸 込 量 も 当 然 低 下 す る 。又、図 ー 3 は、ソベント立管の落下流速を示す。

2 - 2  ソ ベ ン ト 逆 通 気 継 手 の 作 用

図 - 4 に示すよう 防

に 逆 通 気 継 手 は 、 逃 吋 r.

し 通 気 管 に よ り 、 べ 川ほ宍;

ン ド 部 に お い て 形 成 誤認522T¥ii・・ t.

さ れ る 一 種 の 水 栓 作 TJ hy i  

用 に よ る 通 気 閉 塞 を - lJ1 4 5写

逃 す 作 用 と 、 空 気 分 ｾ ｾｾ＠

離 室 内 に 設 け ら れ て " . _7/ F  

い る 迂 回 突 起 に よ り … . ， 輔 の 酎

空 気 を 分離 さ せ る 作

用 と が あ る 。 空 気 を

含 む 汚 水 の 固 ま り が

発 作 用 を 起 し て 高 い 背 圧 が 生 じ 、 場 合 に よ っ て は 1 - 2!!皆の ト ラ

ッ プ シ ー ル ま で 波 及 す る 恐 れ が あ る 。 従 っ て 、 ベ ン ド 部 ま で 落 下

す る 前 に 空 気 を 分 離 す る 事 は 非 常 に 効 果 が あ り 、 汚 水 に 含 ま れ た 空

気 の 70% 以 上 は 分離 され 、 逃 し 通気 管 を 通 る こ と が確 認 さ れ て い る 。

3 . ソ ベ ン ト 排 水 方 式 の 排 水 特 性 一定流量排水による分布比較

図 - 5 に 13 階 排 水 テ 13

ス ト タ ワ ー で illi l定 し た 階

4  B 立 管 に お け る ソ ベ

ント式と、 2 管 式 お よ 10

び 普 通 の 1 管 式 と の 圧

力 分 布 状 態 を 示 す。 ソ

ベ ン ト 式 に お い て は 、

通 Ｗｾ 継手のオフセ ッ ト

により各階でレ流速が市11

ili1; さ れ る た め 、 継 手 の 5

上 下 で@ θ の 圧 力 変 動

を 繰 り返すことにより、

圧 力 の 回 復 が 計 ら れ る 。

その結謀、 ｀ ↑目ｉｪ、 ･ ｬｾ Ｑｪ 1  

の 圧 力 が ほ ぼ 均 等 に 発 一30 - 10 0  + 10 + 30  

排 出 階 13階 A 一- { ' ，. 1 管式

生 す る と 共 に 、 階 高 の

流量・ ＲＰＰ ｾＯ ｭ ｩ ｮ x ー - x 2 管式

JI3製i が極端にててこない。 図 - 5  0- - - - 0 ソベント式

一 方 、 2 管2式と 1 管 式 は 落 下 流 速 が 速 く 、 し か も 、途 中 階 で 制 動 さ

れないために、発生したG 圧 力 は そ の ま ま 階 高 に 比 例 し て 大 き な 負 圧

勾自己となって現われ 、そ の 結 果 、 全 体 的 に 見 て @ 側 よ り θ 側 の 圧 力 が

きく、トラ y プ 封 水 の ひ か れ や す い 傾 向 に あ る 。 ソ ベ ン ト 式 と 2 管

式 お よ び 1 管 式 と に な ぜ こ の よ う な 現 象 の 差 が 現 わ れ る か は 、 管 内

圧 力 の 発 生 が 落 下 流 速 の 2 采 と 階 高 に 比 例 す る と 考 え れ ば 容 易 に 理

解 で き ょ う 。 こ の こ と か ら ソ ベ ン ト 式 は 、 高 層 ビ ル の 排 水 に も 優 れ

た 特 性 を 示 し 、ベネズエラのカスカラ市では 56階 建 の 使 用 実 績 も あ る 。

4 . ソ ベ ン ト 排 水 方 式 の 位 計 基 準

こ こ で は 単 に 、 ソ ベ ン ト 排 水 方 式 に よ る 立 管 、 横 枝 管 お よ び 横 主

管 の 許 容 負 荷 単 位 の み に と ど め ま す 。 又 、 横 主 管 お よ び 横 枝 管 に つ

い て は 、 ソ ベ ン ト 排 水 方 式 の み な ら ず 、 一 般 的 な 2 管 式 に お い て も

適 用 で き る も の と 考 え ま す。

4 - 1  ソ ベ ン ト 立 管 負 荷

ソ ベ ン ト 立 管 の 原

側 に お い て の 立 管 の

許 容 負 荷 単 位 は 表 ー1

の通りである。

表 - 1の最 大 ピーク

負 荷 流 量 は 器 具 の 同

H寺排 水 流 量 を 適 用 す

る が、 同 時 排水 流 量

は 現 在 ハ ン タ ー 曲 線

による Z草出方が適用
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橋 本 光 司

ソベント 排 水方 式 は 、 ス イ ス の べ J レ ン 市 立 職 業 訓 練 学 校 の 衛 生 設

備 科主 任教 授F . S o mme r 教 授 に よ り 考 案 さ れ た も の で あ る 。 日 本 で

は、 1969年 に 当 日 本 弁 管 工 業側 に よ り 技 術 導 入 さ れ 、 当 社川 越工 場

の 1 3 11皆 排 水 テ ス ト タ ワ で 行 っ た 確 性 試 験 の も と に 、 S .A .A . I 及 び

C. D. A の 設 計 基 準 に 準 じ て 設 計 施 工 さ れ て い る 。 日 本 に お け る 使 用

実 績 は 、 約 3 万 個 に 達 す る が 、 世 界 各 国 で は ス イ ス 、 ア メ リ カ を 中

心 に し て 約 1 0万 個 近 く が 使 用 さ れ て い る 。 1 2年の実績を有する今日、

ソベン卜排水方式は、 中 高 層 ビ ノ レ の 排 水 方 式 と し て は 最 も 経 済 的 で

す ぐ れ た 排 水 方 式 で あ る と し て 世 界 各 国 で 定 着 し つ つ あ る 。

2 . ソ ベ ン ト 排 水 方 式 の 機 構

ソ ベ ン ト シ ス テ ム は 、 立

管 の 各 階 に 取 付 る “ 通 気 継

手" と立管の最下| 渚に取付

る“ 逆通気継手" とからなる 。

2 - 1  ソベント

通 気 継 手 の 作 用

図 ー 2 に 示 す よ う に 汚 水

検 校 か ら 流 入 し た 排 水 は 、

混 合室 内 の セ パ レ ー タ に よ

り 、 混 合 室 右 半 分 で し か 水 .

栓 を 形 成 し な い 。 且 つ 、 こ

の 水 栓 が j崩れながら落下し、

立 管断 面 を 完 全 に 占 有 し な

い 必 要 最 小 落 下 距 維 が 得 ら

れ る よ う セ パ レ ー タ ー の 高

さ h が 決 め ら れ て い る 。 従

って、 検 板 か ら 立 管 に 流 出

する H寺でも立管 内 の 通 気 断

商 は 確 保 さ れ 、 同 時 に 水 栓

が 落 下 す る 際 の吸 引作用は、

セ パ レ ー タ ー 上 部 の ス リ y

ト を 通 じ て 立 管 内 の 空 気 で

補 償 さ れ る 。 次 に 、 排 水 横

枝 管 か ら 立 管 に 流 入 じ た 排

水 は 立 管 を 落 下 し 、 次 の 階

の通 気 継 手 を 通 る 際 、 先ず

S+ 型 オ フ セ ッ ト を 通 過 す

ソベント排水方式について

1  . は じ め に

ソ ベ ン ト 排 水 方 式 は 、 従 来 の排 水管 と 通 気 管 を 組 合 せ た 2 管 式 と

異なり 、 ソ ベ ン ト 継 手 の 特 殊機 能 により、 1 管 式 で排 水 と 通 気 を 同

時 に 1T う シ ス テ ム で あ る 。 ( 図 1  )  

ソ ベ ン ト 式 配 管

'‘、
'  

-a  .  .  
、一

司、‘ Ｎ｡ＮＱＮ ＼ＡｾＧＢ
Ｍ ｾ Ｍ 一 一

、

‘  
、.  
‘  
‘  

ニ 管 式 配 管

ι 川 相 管

G 仁

ー ホ

。霊"

4 ーホ" 聞の混合

10 15 20 25 H  

高 下 隠居 1  ;  c/r，l i  

2  立符' " 繍本鴻下の樋合

3  中心筋に笠% 位のゐる沼下旬吻合

‘  ゾペ，ト主管

図 - 2

図 - 3

25 

20 

515 

2  

ｾ＠ 10  

e  

令

官 5

94 



S A A I に よ る

総 具 4非 オく 接 続 "'"t  
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mm 接 続 ネ ジ mm φ  mm φ  mm φ  mmφ  mm φ  

1  1 5  2 5  
1 "  2 5  3 2  3 2  4 0  2 5  

2  3 0  3 2  
l Y." 

3 2  4 0  4 0  5 0  2 5  

4  6 0  4 0  1Y，" 3 2  5 0  5 0  6 0  3 2  
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当 倉 敷 中 央 病 院 ソ ベ ン ト 排 水 方 式 に 対 す る 排 水機 能試 験 を お こ な

っ た が 、 試験 方 法 、 及 び 手 )1頂において十分なるデーターが得られず、

こ こ に 紹 介 す る 事 が で き ず 残 念 に 思 い ま す。

結 果 と し て は 、 立 管 、 検 枝 管 、 ( 自 己 サ イ フ 才 ン の 有 無 ) 及 び 検 主

管 に つ い て 十 分 に 所 期 の 目 的 効 果 が 得 ら れ た と 思 い ま す 。

6 . ソ ベ ン ト 排 水 方 式 の 利 点

1 )  1 管 式 で 各 個 通 気 、 ノ レ ー プ 通 気 等 の 完 全 な 通 気 を と っ た 2 管

式 に 匹 敵 す る す ぐ れ た 排 水 性 能 を持つ。

2  ) 通 気 管 が 不 用 に な る た め 、 配 管 の 大 幅 な コ ス ト ダ ウ ン が 計 れ る 。

3  ) 配 管 の ス ペ ー ス が 小 さ く な る た め 、 デ ッ ド ス ペ ー ス を 少 な く

て' きる。

4  ) 自己管のプレフアブおよびユニ y ト 化 が や り 易 く な る 。

5  ) 立 管 系 統 の 多 い 集 合 住 宅 、 ホ テ ル 等 の 排 水 にもっとも.経 済 的

な排 水方 式 で あ る 。

7 . お わ り に

現 在 ま で 当 社 に お い て は 、 無 通 気;償 枝管 の 碓 性 試 験 は 完 全 で は な

く、 s. A.  A.  1 お よ び C. D. A の 設 計 基 準 に 準 じ て い る が 、 今 後 、

無 通 気 横 枝 管 に お け る 設 計 基 準 を 確立し、 病 院 お よ び 事 務 所 ビ ル に

お い て の ソ ベ ン ト 排 水 方 式 に 供 す る 予 定 で あ る 。

( 日 本 弁 管 工 業 附 大 阪 営 業 所 )
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B 寸 法 ［ｦｲｾ 血 ｭ w c  s w  流 量 t/mi n

2  50 4  45  

2"  
65 12 90 

3  75 (2)  72 180 

4  100 16 320 270 

5  125 36 720 360 

6  150 90 1800 600 

表 - 3

表 - 4

勾 配 = 1  :  50 勾 配= 1 :  66. 7 勾 配= 1 : 100 

( 2国 1m ) ( 1. 5an/ m )  ( 1田1m )

呼 I J 径

許 容 流 量 1: lu 許 容 流量 H u  酔 容 流 量 1: lu 

( l l . )  ( l l . )  ( ! / . )  ( ! / . )  ( ! /. )  ( ! / . )  

70 A  1. 5  

ヨ‘
100 A  4 .0  調阪 3. 8 

'‘ 

3.1 ヨ邑

125 A  7. 2  208 6. 1  150 5. 0 100 

150 A  11 .7 550 10. 1  410 8. 2 270 

200 A  25.0  25∞ 21. 7  1880 17. 7 1250 

住 . 管町勾配 /;1 1. 5- 3. 師 範 聞 と し 通 常3・とします

Ｈスイス轟 串 ｳｾ｣Ｗ .22 )  

注) 議 11l : lu= 80! /. 以 下 町 た め 削 除 した.
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給排水衛生

総 合 病 院 ・ ビ ル 給 水 シ ス テ ム の

合 理 化 ・ 省 力 化 に つ い て

堀 江 俊 夫

まえカずき

従 来 、 高 架 水 槽 ま た は 屋 上 水 槽 、 配 水 池 な ど に ポ ン プ で 送 水 し 、

落 差 に よ っ て 需 要 先 に 配 水 す る 方 法 は 古 く か ら 多 く 用 い ら れ て き て

いる。

こ れ 以 外 の 方 法 と し て は 、 前 述 の 如 く 貯 水 せ ず に ポ ン プ と 需 要 末 端

を 直 給 し 、 需 要 水 量 と 配 水 量 と が 等 し く な る よ う に ポ ン プ の 回 転 数

を 自 動 制 御 す る ポ ン プ 速 度 制 御 給 水 方 式 が あ る 。 こ の 方 法 は 、 昭 和

30数 年 代 よ り 大 都 市 の 上 水 道 に 採 用 さ れ 始 め 、 昭 和40数 年 代 以 降 に

は 町 村 の 簡 易 水 道 、 住 宅 団 地 、 工 場 給 水 、 建 築 設 備 の 空 調 衛 生 関 係

お よ び か ん が い な ど に も 広 〈 採 用 さ れ る よ う に な っ て き て い る 。

目 立 製 作 所 は 、 ポ ン プ 、 モ ー ト l レ 、 制 御 装 置 、 計 装 機 器 、 受 変 電

設 備 な ど の 総 合 メ ー カ ー と し て 、 数 千剛 の 大 規 模 の も の か ら 数 剛 の

小 規 模 の も の ま で ポ ン プ 速 度 制 御 シ ス テ ム を 各 種 用 途 に 納 入 し て き

た が 、 こ こ で は ポ ン プ 口 径300粍 以 下 、 モ ー トノレ出力 132剛 ( 低圧)

以 下 の 中 小 規 模 の ポ ン プ 速 度 制 御 給 水 シ ス テ ム に つ い て 述 べ る 。

1. ポ ン プ の 速 度 制 御 と は

従 来 の 貯 水 方 式 は 、 常 に 水 を 貯 留 し て い る と い う 安 心 感 が あ る 一

方 、 次 の よ う な デ メ I} Ｎ ｾトがある 。

(1)設 備 費 高 架 水 槽 や 配 水 池 の 建 設 費 、 用 地 取 得 賞 が 高 く つ く 。

(2)建 物 の 経 済 性 と 日 照 権 高 誼 水 槽 ( 水 を 含 む ) 、 お よ び 架 台 の 荷

重 を 持 つ 建 物 に せ ね ば な ら な い 。 即 ち 柱 、 梁 な ど を 太 く し た 重 負 荷

支 持 形 を 必 要 と す る 。 ま た 日 照 権 問 題 へ の 配 慮 も 必 要。

(3) 耐 震 ・耐風圧 に つ い て : 高 架 水 槽 、 高 位 水 糟 方 式 は 高 所 に 重 量

物 を 機 築 す る た め 、 耐 震 ・ 耐 風 圧 を 充 分 配 慮 す る 必 要 が あ る 。

(4)術 生 面 に つ い て ・高 架 水 相 方 式 、 間 世 水 槽 方 式 は 水 を 貯 留 し て

使 用 す る の で 塵 壊 の 侵 入 な ど に よ る 汚 染 の 心 配 が あ る 。 ま た 外 気 鼠

度 の 影 響 を 受 け 易 〈 夏 冬 に よ り 水 温 が 異 な る 。

(5)材 料 費 お よ び 工 事 費 水 槽へ の 送水 管 と 水 槽 か ら の 配 水 管 が 別

々に必要である。

(6)保 守 面 に つ い て : 高 所 に 貯 水 槽 を お く と 年 に 一 度 の 内 部 清 掃 な

ど を お こ な う 必 要 が あ る し 、 さ ら に 数 年 に 一 度 は 高 架 水 槽 、 架 台 の

塗 装 な ど 防 蝕 に 主 主 を 用 い な け れ ば な ら な い 。 高 所 作 業 は 危 険 で 高 価

につく 。

こ れ に 対 し 、 ポ ン プ と 需 要 先 を 直 結 し た 直 送 方 式 を と れ ば こ れ ら

の 問 題 を 解 決 す る こ と が で き る 。

し か し 、 た だ 単 に 直 送 し た だ け で は 次 に 説 明 す る 配 水 圧 力 の 変 動 、

漏 水 量 の 増 加 、 運 転 動 力 資 の 経 済 性 に 欠 け る な ど の 問 題 点 が あ る 。

そ こ で 需 要 水 量 に 応 じ て ポ ン プ よ り の 配 水 量 を 自 動 調 整 し 、 配 水 圧

力 の 安 定 、 運 転 動 力 資 の 節 減 、 管 内 漏 水 の 減 少 ( 将来 配 水 管 が 老 朽

化 し た 場合 ) を 図 る 必 要 が あ り 、 そ の た め に ポ ン プ の 速 度 制 御 が 行

わ れ る わ け で あ る 。

ポ ン プ の 特 性 は 、 図 1 に示すよ

う に 、 吐 出 し 量 の 多 い と き ( Q，)  

は 必 要 な 吐 出 し 圧 力 ( P ，) で、 I吐

出 量 の 少 な い と き ( Q2 ) は 必 要 以

上 の I比 出 圧 力 ( P
2

) となる 。 即 ち、

ポ ゾ プ の 運 転 点 は A 点 か ら B' ，点に

移 る 。 そこで吋こ出し最が変 っても

l吐出し 圧 力 を 一 定 に 保つ た め 、 ポ

ン プ の 回 転 数 を 下 げ て 点 線 で 示 す

ポ ン プ 特 性 に 変 え る と 、 ポ ン プ 運

転 点 は A 点 よ り B 点 へ 移 動 し 吐 出

し圧力は変らない。

ポ ン プ 特 性 と 回 転 数 と の 聞 に は

図 2 に 示 す よ う な 関 係 が あ る 。

すなわち、

ポ ン プl吐 出 し 量 : 回 転 数 に 比 例

ポ ン プ 全 揚 程 : 回 転 数 の 2乗 に 比 例

ポ ン プ 軸 動 力 ・ 回 転 数 の 3来 に 比 例

例 え ば 回 転 数 を 80% にした場合、

吐 出 し 量 は 80% 、 全 揚 程 は 64% 、

軸 動 力 は 51. 2% となる 。
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図 1  吐出し圧力一定制御
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図 2  回転徴の変化とポンプ特性
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以 上 は 、 ポ ン プ 吐 出 し 圧 力 を 一 定 に し て 無 駄 な 圧 力 上 昇 を 抑 え 、

運 転 動 力 を 軽 減 で き る こ と を 述 べ て い る が 、 さ ら に 一 歩 進 め て 需 要

末 端 の 圧 力 を 一 定 に す れ ば 、 さ ら に 運 転 動 力 が 軽 減 で き 、 配 水 効 率

が 高 く な る 。 配 水 の た め の 最 少 必 要 限 度 の ポ ン プl辻 出 圧 力 と は ど の

よ う な も の で あ る か を 図 3 に示す。

1生 出 し 量の 変化 に 対 し、

送 水 に 必 要 な ポ ン プI注出し

圧 力 は 図 の A → B に 沿 っ た

も の で よ い わ け だ が 、 ポ ン

プ 特 性 か ら 見 る と A → B 'に f  

沿 っ た も の と な る 。 もし A Z  

→ B ' に 沿 って 比 出 し 圧 力 が T  

変化すると、 A - + B とA → Z  

B ' の 聞 の 圧 力 上 昇 分 は 末 端

圧 力 の 上 昇 と な っ て 現 わ れ

る。 こ れ は 需 要 者 に と って

不 都 合 と な る だ け で な く 、

運 転 動 力 の 浪 費 と い う こ と ポンプ吐出し量 0 ， ー→ 0 ， 

に な る 。 そ こ で ポ ン プ を 速 図 - 3 管京場圧力一定の速度制御

度制御し、 A → B に 沿 う よ

う に 運 転 す る こ と を 予 測 管

末 端一 定 制 御 と い う 。 図 1 I  吐出圧訟定 中圧力伝送掛 . / ' /  

の l吐 出 し 圧 力 一 定制 御 と 比 |  〆ス ーf : ¥ I  . / ' 送水管

べ る と 、 さ ら に 運 転 動 力 資

が軽減される。

こ の よ う に ポ ン プ を 吐 出

圧 や 末 端 圧 力 を 一 定 に 自 動

制 御 す る た め の 制 御 系 を 簡

単 に 示 し た も の が 図 4 、 図

5 で あ る 。 図 4 の場合は、

制 御 装 置 の 圧 力 設 定 器 の 設

定 圧H。 と 配 水 管 の 圧 力 を 圧

力 伝 送 器 に よ っ て 検 出 し た

図 - 4 ポンプ吐出し圧力一定の制御系

/'  

増収可j

モートル ポンプ

図 5  管末端圧力一定の制御系

H と を 比 較 し 、 そ の 差 圧 を 電 流 信 号 と し て モ ー ト ノ レ に 送 り 、 モ ー ト

ノ レ の 回 転 数 を 増 減 す る こ と に よ り ポ ン プ の l吐 出 し 圧 力 を 一 定期l御 す

る も の で あ る 。

図 5 の 場 合 は 、 設 定 圧 力H。が一 定 で は な く 、 吐 出 し 量 Q の n 釆 ( 通

常 n =  2 ) に 比 例 し て 変 る た め に 、 吐 出 し 盆 を 検 出 し 、 そ の 値 を 送

る た め に 流 量 発 信 器 お よ び 流 量 伝 送 椋 が 必 要 で 弘 あ り 、 そ れ を n 来 し

た り 、 笑 揚 程 や 管 末 端 圧 力 を 加 算 す る た め に 演 算 器 が 必 要 と な る 。

任 意 の 吐 出 し 量 に 対 応 し た 目 糠 圧 力H。 と 圧 力 伝 送 器 に よ り 検 出 さ れ

た 配 水 管 の 圧 力 H と を 比 較 し 、 前 述 と 同 様 に モ ー トJ レの回転数 を 自

動調整在して、予湖rJ 管 末 端 圧 力 を 一 定 に 制 御 す る も の で あ る 。

予 測 管 末 端 圧 力 一 定 制 御 の 場 合 は 、 ポ ン プ 吐 出 圧一 定 制 御 に 比 べ

多 少 設 備 費 が 高 く な る が 管 路 損 失 揚 程 が 高 〈 、 実 揚 稜 の 低 い 場 合 は 、

速 度 制 御 巾 を 広 く と れ る の で 、 運 転 動 力 の 軽 減 量 が 大 き く 大 巾 なメ

リ y トカずある。

一 方 、 管 路 損 失 場 程 が 低 〈 実 揚 程 が 高 い 場 合 は 、 速 度 制 御 巾 も 狭

い の で 吐 出 圧 力 一 定 制 御 を 行 っ た ほ う が 経 済 的 で あ る 。

ま た 、 図 6 の よ う に 従 来

使 用 さ れ て い る 高 架 水 槽 、

あ る い は 高 邑 水 槽 容 量 よ り

大 巾 に小 容量のものとし、

冒 頭 で 述 べ た デ ィ メ リ y ト

を 少 な く し た 水 槽 水 位一 定

制 御 が あ る 。 送 水 管 が 水 槽

に 直 結 し て い る 場 合 ( 笑 線 モートル ポノプ

で 示 す ) や 需 要 先 に 送 水 管 図 - 6 水槽水位一定の制御系

が 直 結 し て い て そ の 頂 点 に 補 助 的 に 水 槽 を 有 し 、 補 助 水 槽 水 位一 定

lIiiJ 御 を す る 場 合 ( 点 線 で示 す ) な ど が あ る 。 水 位 の 検 出 は 水 位 伝 送

球 を 使 用 す る 。 設 定 し た 水 位L 。と実際の水位 L と の 差 圧 を 比 較 す る

ことにより 前 述の 図 4 と 同 様 の 制 御 を 行 う こ と が で き る 。

実 線 の 場 合 は 水 槽 か ら 需 要 先 ま で 距 離 が長 い ケ ー ス が 多 く 、 l辻出

庄 一 定 と 同 じ 効 果 が あ る 。 点 線 の 場 合 は 建 築 物 で 特 に 一 芸IJ の 断 水 も

許 さ れ ぬ 病 院 な ど に 採 用 さ れ る ケ ー ス で 水 槽 と 需 要 先 と の 距 離 が比

較 的 に 短 か 〈 末 端 圧一 定 と同じ効果がある。



2. ピ ル 給 水 シ ス テ ム の 合 理 化 ・ 省 力 化 に つ い て

従米、 主 と し て 配 水 を 目 的 とする ポ ン プ に 述 皮 制 御 が 採 用 さ れ て

きたが 、 近 ｬ 時 、 省 ｾｬｬ カが緊急課題にな って くる と 空調設備に使用さ

れ て い る ポ ンプ な ど も そ の 対 象 に な って きて いる 。

建築設 Ｑｾｩｬ に は空調関係、術生ｼ比 ｬ 係、消火山係な ど 多数 の ポ ンプ が

使 用 さ れ て い る が 、 そ の 中 か ら、 冷 温 水 コ イ J レ を 使 用 し た 冷 暖 房 設

備 に ポ ン7 ・速度l I l lJi銅l を 応 期 し た 場 令 に つ い て 述 べ る。

--9 I  I 瓦長針

- -<( 室内温度 リレ ー

送

水

管

冷( 温) 水槽 冷( 温) 水槽

図 - 7 ダイヤフラム弁の開度関節に 図 - 8 ポンプ速度制御による

よる送水圧力制御プ ロック図 送水圧力制御プロック図

図 7 は 現 在 設 も 多 く 採 用 さ れ て い る 冷 暖 房 方 式 で 、 冷 温 水 コ イ ル

へ の 送 水 圧 力 の 調 節 を 、 ポ ン プl吐 出 し 口 に 設 け た ダ イ ヤ フ ラ ム 弁 の

開 度 調 節 に よ って 行 って い る ケ ー ス で あ る 。

こ の 自 動 制 御 系 は 、 室 内 温 度 リ レ ー に よ って 自 動 的 に 各室 の冷( 温)

水 コ イ ル の 入 口 弁 を 開 閉 さ せ る が 、 そ の た め に 送 水 管 内 に 生 じ よ う

と す る 圧 力 変 動 を 圧 力 検 出 器 で 検 知 し 、 ダ イ ヤ フ ラ ム 弁 の 開 l変 調 節

を 行 う こ と に よ り 送 水 管 内 圧 力 を 一 定 に 保つ も の で あ る 。

こ の 方 式 で は 、 ポ ン プ に 対 し て ダ イ ヤ ブ ラ ム 弁 の 弁 抵 抗 負 荷 を 加

え る こ と に な り 、 ポ ン プ の 運 転 動 力 は 、 こ の 負 荷 分 も 含 め て 消 費 さ

れ る こ と に な る 。

ま た 、 図 8 の 如 く、圧 力信 号 を ダ イヤ フ ラ ム 弁 に 送 ら ず 、 可 変 モ

ートノレに送 って ポ ン プ 特 性 そ の も の を 変 化 さ せ る と 、 前 述 の 世n < ポ

ンプ 運 転 動 力 を 軽 減 す る こ と が で き る 。

両 者 の 逃 い を 特 性 曲 線 上 で 述べ る と 、 図 9 、 図 10の よ うになる 。

ー舗のコイルの入ロ弁 一部町 コイル
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図- 9 ダイヤフラ ム弁の開度関節に 図ー10 ポンプ速度制御による

よるポンプ特性の変化 ポンプ特性の変化

両 者 と も 送 水 管 内 圧 力 を 翻 節 す る 点 で は 同 じ で あ る が 、 図 9 のダイ

ヤフラム弁の ｉｾｾ ｉ 度調 節 の場合は長線で 示 すよ う にダイヤフ ラ ム弁の

二 次官jlJ の ポ ン プ 特 性 が 弁i羽l交 に よ る 抵 抗 分 だ け 防 程 が 低 下 し た j彩と

なる 。 し か し 、 弁 の 一 次官I11 は 、 本 来 の ポ ンプ 特 性 の ま ま で あ る か ら 、

運 転 動 力 の 軽 減 は 全 く 行 わ れ な い 。

こ れ に 対 し 図 10の ポ ン プ 速 度制 御 の 場 合 は 、 ポ ン プ 特 性 そ の も の

を 点 線 で示 す よ う に 変化 さ せ る の で 運 転 動 力 資 は 大 巾 に 縫 滅 さ れ る 。

図 9 、 図 10の い ず れ も A - A '、D ー D '、G - G' の 巾 は コ イ ル 入 口 圧

力 を 示 し て お り 、 こ の 巾 が一 定 に な る よ う A → B→ … … → F の 線 上

を ポ ン プ の 逆 転 点 が 移 動 し て ゆ く よ う 送 水 色 ・ 内 圧 力 を 制節 する 。

もう 一 つ の 笑例 と し て 、 前 述 図 6 の 点 線 で 示 し た 水 欄 水位 一 定 制

御 の 場 合 を 説明 す る 。 本 設1iiii の 設 計 は 浦 辺 建 築 事 務 所 + 大 東 設1iiil 研

究 所 + 蔚 久 工 業 、 施 工 は 蔚 久 工 業 、 施 主 は 合 数 中 央 病 院 で あ る 。 図

11 は 合 数 中 央 病 院 、 図 12、 13は 屋 上 水槽 水 位一 定 制 御 を行な ってい

る 送 水 ポ ン プ 設 備 お よ び 制 御 装 置 を 示 す 。

上(図ー11 ) 書取中央病院費玄関

右上(図ー12) 水稲水位一定制御岳

行なっている送水ポンプm・

右(図ー13) 送水ポンプ用制御畿置

送 水 ポ ン フ' 設 備 の 特 長 お よ び

仕 機 は 次 の 通 り で あ る 。

(1)特 長

( イ) 図 14 に 示 す 配 管 系 統 図 の如 〈、

屋 上 水 槽 水 位一 定 制 御 を お こ な

う の で 、 屋 上 水柑 容 量 は 、 従 来

の O NーO F F 運 転 方 式 に 比 べ 約

ｾですむ 。
L..: ニーι ...J .， トイ ポ〆プ

( ロ) 屋上水槽容量は、予想される 図ー14 配管宗五図

停' ，' {[ . I 時間内 で 消 費 される 水 量 の

み 確 保 す れ ば よ い の で 、 建 屋 に 強 度 上 の 負 担 を か け な く て す む 。

強 度 上の 負 担 を か け な くて す む。

( ハ) 昼 間 は H C モ ート ル ( 過 屯 流 核 手 付 モ ー トノレ ) 方 式 の 可 変 速 ポ ン プ

1 台 と 定 速 ポ ン プ 3 台 の常 用 4 台 に よ る 組 合 わ せ 運 転 な る も 、 夜 間、

水位一定制調i曲線

需 婆 水 量 が 少 な

く な る と 定 速 ポ :  

ン プ 1 台 の み で 日

水 糟 水{立により :: ｾＭ 一、 、、 言 、

O Nー O F F 運 転 語 40 仁三アー下了 ¥'. 1 合

される 。 このよ (見叩 |、' ，- 1 "  ¥1叫ポンプ

叫 1 "， ¥ 、蛮迎ポ ンプ

う に し て シ ス テ 201 1¥ ¥ I  1附 N

ム 効 率 の 向 上 を 10 I  I  ¥ '8:! % N  

図 っ て い る 。 図 o  l  70% N  

15は 送 水 ポ ン プ o  1. 0  2. 0  

の 並列 運 転 幽 線 吐 : J IL 最 ( nI / mi o )

で あ る 。 図ー15 並列遭転幽線図 (時 酬は限値で11ありません本側柿下}

¥111に車付け勺れた圧力缶退" で検出いたします。 /

(2)主 な 機 器 設 備 仕 様

変 速 2台( うち 1台 予備 )- 100φGME形多段ポンプ I. Om'/ mi n  X  65 m X  22K¥I 

定 速 3 台 - 100φGME形 多 段 ポ ン プ 向 上

一 式 ~命11御 装 置 お よ び 水 位 伝送 器 、他

以 上 、 ポ ン プ 速 度制 御方 式 の あ ら ま し と 、建 築 設 備 に 応 用 し た 場

合 の 一 例 を 説明 し た が 、 電 力 節 減 、 省 エ ネ ル ギ 一時代を迎えて、 今

後 の 建 築 設 備 に お け る ポ ン プ 運 転動 力 軽 減計 画 の一 助 と な れ ば 幸 い

で あ る 。 ( 株 式会 社 目 立製 作 所 習志 野 工場 主 任技 師 )

- ポ ンプ速 度制 御 についてのご!! ¥¥会は ・・・ ・・・ 一

。 自 主 製 他 府 大 阪 商 品 営 業 所

〒541 大 阪 市 東 区 北 浜4- 6( 日 生 目 立 ビ ル ) 電 話06- 203- 5781
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|搬送 I  

気送管・カートラン

PNEUMATI C TUBE SYSTEM・CARTRUN SYSTEM 

気 送 管

こ の 公 送 管 設 備 は 上 野 製 作 所 と 仏 S F T P社 と の 技 術 提 携 に よ る 製

品 て ¥ 仏 工 業 デ ザ イ ン nーを受fi ーしています。

ス テ ー シ ョ ン は 送 信 、 受 信 各 装 置t を 一 体 と し て コ ン パ ク ト に ま と め

た も の で 、 設 置 ス ペ ー ス が小 さ く 、 総 工 に お い て も 取 付 け が と て も 谷

易 に な っ て い ま す。 各 機 器 ・音11品 類 は す べ て 規 格 化 、 ユ ニ ッ ト化さ

れ て お り、 メ ン テ ナ ン ス が し や す く な っ て い ま す。

搬 送 操 作 は 送 り 先 ス テ ーションをダイヤノレ i送 局 し て 登 録 釦 を jl11す だ

け で 完 了 し 、 後 は 装 置 が 自 動 的 に 全 て を 行 な い ま す。

ス テ - ; / ョンには待機 装 置 が 内 蔵 さ れ て お リ 、 他 ス テ ー シ ョ ン で使

用 中 の 時 で も 待 た ず に うi"¥送 予 を 投 入 し て 送 り 先 を 記 憶 さ せ る 事 が で

きます。

ス テ ー シ ョ ン に 到 着 し た 気 送 子 の 収 納 本 数 は 5 本 ま で 可 能 で す。

こ の 気 送 管 設 備 は ス テ ー シ ョ ン 数 、 搬 送 頻 度 、 配 管 路 長 等 の 設 1iiii ;l<Jl.

紋 に 応 じ て 最 も 7 ，，/ チ し た シ ス テ ム が 選 択 で き る 燥 に な っ て い ま す。

特 に 多 数 ス テ ー シ ョ ン の シ ス テ ム に お い て は コ ン ビ ュ ー タ ー 制 度 を

採 用 し て お り 、 万ー の 放 障 時 に も 付 属 テ レ タ イ プ の 打 出 し で 即 座 に

故 障 状 況 が 把 握 で き る 機 能 を 有 し て い ま す。

・ 管 路 サ イ ズ 85φ 、 106世、 11 3ψ . 搬 送 速 度 6  - 8  m/ s  

. 搬 送 サ イ ズ A  3 、 B 4 半11 ・ 搬 送 重 量 殺 大 1 kg/ :本

. ス テ ー シ ョ ン 寸 法 4 8 2 WX  225Dx  1215 H' % 

. シ ス 子 ム と ス 子 ー シ ョ ン 数

M 1 シ ス テ ム 3  - 18  ( 電子制 御 )

2  M 1 シ ス テ ム - 38 ( 電子 ililJ 待11 )

3  M 1 シ ス テ ム ー30 ( コンビュ ー タ 桁IJ 術J)

4  M 1 シ ス テ ム - 40 (  11 )  

M I T シ ス テ ム - 160 (  11 )  

. 搬 送 対 象 物 各 磁 伝票 カノレテ、検体

カ ー ト ラ ン

カ ー ト ラ ン は 小 型 モ ー ター を 内 蔵 し た 台 車 が 搬 送 物 を 収 容 し た コ ン

テ ナ を の せ て 、 水 平 ・ 垂 直 を 問 わ ず 立 体 的 に 敷 設 し た あ る 特 殊 な 軌

条 の 上 を 走 行 し 自 動 搬 送 す る 装 置 で す。

軌 条 は 床 ・壁 ・ 天 井 等 に そ わ せ る こ と も 埋 め 込 む こ と も で きます。

本 シ ス テ ム は 次 の 襟 却 ユ ニ ソ ト か ら 織 成 さ れ 、 そ れ ら の 組 合 わ せ に

よ り 最 適 な ン ス テ ム を 組 む こ と が で き ま す。

軌 条/ 電 車/ ステ ー ション / ス ト ッ ク ヤ ー ド/ - l J ) 換装誼 / i送 局 装

澄 / 区 間 制 御 装 置/ 電 i服 装 置

搬 送 操 作 は コ ン テ ナ に 設 け ら れ た 送 局 インジ ケ ー ター の カ ー ソ ル を

送 り 先 ス テ ー シ ョ ン の コ ー ド ナ ン バ ー に 合 わ せ て 発 事 釦 を 押 す だ け

で 完 了 し 、 後 は 自 動 的 に 装 置 が す べ て を 行 な い 目 的 の ス テ シ ョン

ま で 定 率 を 搬 送 し ま す。

定 単 jlli 行 は 区 間 制 御 に よ り 同ー の レ ー ノレ上を多数が走行でき、搬送

能 力 が 大 き く な っ て い ま す。

ステ ー ン ヨ ン で は 電 車 を 3 台 ま で 待 機 さ せ る こ と が で き ま す。 又、

ス テ ー シ ョ ン に 電 車 が 1 台 も い な く な っ た 時 は ス ト ック ヤ ードよ り

自 動 的 に 供 給 さ れ ま す の で 、 効 率 の よ い 搬 送 が 行 な えま す 。

む車」ニ音11の コ ン テ ナ は 簡 単 に 取 り は ず しができ 、 コンテ ナ の消 -pj や

台 車 内 部 の 点 検 が し や す くな っ て い ま す。

. 紛L粂 材 質 ア ル ミニウム

外 形 寸 法 2 0 0 WX 7 5 H，% 

尺軌 条 半 径 水平苦11700R ，%垂 直音11600R ，%

. 台 車 D  C 4 8 V モ ー ター 内 蔵 、 逆 走 行 可 能

. コ ン テ ナ 材 質 合 成 樹 脆 製 ( F R P )  

有効寸法、 25 0 WX 400L x 120 H司令

- 搬 送 重 量 最 大 5 kg/ 台

. 搬 送 速 度 水 平 部60 'o/mi n 、30π Ymi n 、垂直 音1125 'o/mi n 

. ス ト ッ ク ヤ ー ド 10台 収 容

. ';tL iJJ;¥ 入 力 電 源 3 φ A C 2 0 0 V  

操 作 電 圧 ・ D C 4 8 V 、24 V  

. 搬 送 対 象 物 カノレテ、書類、 X 線 フ ィ J レム、検体、医以サ器具

9 8  
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気送管ステ ーション

カートラン軌条と司白巨

カー トランシステム

ダイアグラ ム例

株 式 会 社 上 野 製 作 所

本 社 干 182 東 京 都 鯛布 市 下 石 原 2 1  2  0  

電 話 ( 0424) 86 ー 1151 ( 大代表)

支 l苫 大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡 ・札 幌

サ ー ビ ス ス テ ー シ ョ ン 秋田 ‘ 仙 台 ・熱海・岡山



病院用搬送システム

病 院 に お け る 物 品 搬 送 は 、搬 送 物 品 の 多 様 性 、 清 潔 供 給 、汚 染 回

収 ( 院 内 感 染 防 止 対 策 ) 搬 送H寺川等 の 特 殊 な 聖 書 索 が 多 〈 、 汎 用 型 搬

送 装 置 で は カ バ ー 不可 能 な 場 令 が あ る 。 当 社 で は 、 世 界 最大 の 医療

機 総 メ ー カ ー で あ る 米 国 ア ム ス コ 社 と の 業 務 総 併 に よ り 、 病 院 搬 送

を 目 的 と し て 開 発 さ れ た 各 純 搬 送 シ ス テ ム の 導 入 に 日 夜 は げ ん で お

ります 。

ア ム ス カ ー ・シ ス テ ム

も っ と も 進 ん だ ト ー タ ル ・オ ー トメーショ ン・シ ス テ ム で 、病 院 内

の 物 品 搬 送 の 90% は ア ム ス カ ー に よ り 処 攻 可 能 で 、 処 理 シ ス テ ム と

イ ン タ ー フ ェ ー ス す る こ と に よ り 病 院 の ト ー タ ル ・シ ス テ ム 化 が 可 能

と な り ま す。 院 内 感 染 の 防 止 に | 則 し で も 卜 分 な 配 慮 が な さ れ 「 夢 の

システム」と手かされております 。( : 与) 工一1)  

A M T S ( アムスコマチ ック ・モ ジュール ・トラ ン ス ポ ー ト シス テム )

オ ー バ ー ヘ ッ ド・ コ ン ベ ヤ ー に よ る 「 ヨ コ 」 の動 き と エ レ ベ ー タ

ー に よ る 「 タ テ 」 の 動 き と を 組 介 せ た 病 院 用 垂 直 、 水 平 両 方 向 にわ

た る 自 動 搬 送 シ ス テ ム で あ り 、 従 米 、 搬 送 の た め に 必 要 と さ れ た 入

手 を 大 巾 に 省 く こ と が 可 能 で す。 ( 写真一2 )

写 真一 1

カー ゴマ ス ター

カー トベ ヤ ー シ ス テ ム

特に手術昔11と中央 滅

菌 材 料膏11の 閉 め 物 品 搬

送に有効な「タテ」の拐J

きを中心、としたンステム

で、一種 の 自 動 荷 役 エ レ

ベーターであり、トータ

ノレ ・カートシステムのま且

合 せ に よ り 大 き な 力 を

発 揮 し ま す 。( 写真一3)

A T C チ ュ ー ブ シ ス テ ム
写 真 一 3

従 来 の ニ ュ ー 7 ティ y ク ・チュ ー プ ・ シ ス テ ム の 範 聞 を こ え た 多

機 性 を 持 っ た A T C

ニ ュ ー マ テ ィ ッ ク 搬 送 シ ス テ ム と は ・・・・ ー-

t トランスポート ・シ ス テ ム

検 査 室 の 血 液 サ ン プ J レ1，500c.c. の採液、 X 線フィノレム、投薬、中央材

料 室 関 係 資 材 、 カ ル テ 類 等 が 述 べ ま す。 大 き さ は 6 インチ( 約 15cm)

径と 8 インチ ( 約 20cm)径 の 2 純労l で す 。( : 写μ - 4、5 )

Ｒ ｾ 廃材織送 システム

薬 局 か ら 他 の 古11門 へ

の薬剤頼の{ 鍛送にお使

いくださし、 。 投 入 口 と

受 取 u を そ れ ぞ れ 1 つ

づ っ と |仮定しておけば、

麻 薬 矧 ・厳IJ 薬 M等 に も

ご 使 用 い た だ け ま す 。

2，000 c.c. の 薬 液 ビ ン も

是正べます 。 大 き さ は 6

インチ ( 約 15cm) 径と

8 イ ン チ ( キ!.) 20cm) t歪

の 2 純貫J{ です 。

Ｎａｔｃ ｾ 材徹送シス テ ム

この シ ス テ ム は 6 . 、 8 . チュ ー ブ ・シ ス テ ム の変形であり、 Hl 途

を 薬 品 矧 専 用 と し た も の で す 。

3 メ イ ル ・ ア ン ド ・カルテ ・シ ス テ ム

大設の ｩＡ ｽ ｾ 自等をＱｍぶために設計ーされております 。 もちろん、メッ

セ ー ジ ・システム、 ト ラ ン ス ポ ー ト . y ステムのt J : i でご" 見 IYJ . 、たし

て あ り ま す 日1物 を ili ぶ こ と も で き ま す 。 4 x  12 インチ ( 約 10 X 30cm)

と 8 X  16 インチ ( 約 20 X 40cm) の 2 サ イ ズ が あ リ ま す 。

4 メ ッセ ー ジ シ ス テ ム

3 頬 ・諮 求 書 矧 ・小 さ な 医 療m，'，/， ・X 線フィルム等の搬送にM: i A i

で す 。 4 インチ ( 約 10cm)径 の 円形と 4 X  Ｗ インチ Ｈ ，ｦＺ ｾＩ ＱＰ ｘ 17  . 5cm) の

長 円 形 の 2 的 頬 が あ り ま す 。

ア ム ス コ ・A T C ニ ュー 7 テイ ソク ・チュ ー プ ・y ス テ ム に は 以

上 の よ う な や'Ti 矧 が ご ざ い ま す 。 搬 送 物 と 各 シ ス テ ム と の | 則 係 は 、 下

図 を ご lLt い た だ け れ ば お わ か り い た だ け ま す 。
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搬送 目

病院に於ける搬送装置

1  カ ー ド ス ラ イ ダ

ベルト j 子式て-t M;f< ゴ ム ベ ル ト と ス テ ン レ ス 製 樋 と の 車Il {:- せ で t昨日記

さ れ ( 図 1 ) 、 J般i 8物 と樋 の l乍牧モ誌によリ搬送され ま す。

フ レ ー ム は ダ ク ト 状 で 搬 送 物 に よ り 述 い ま す が300物、 111 X 250切 り

か ら400物 111 X 300物 FZ で す。

ｈｬ ｕｩ としては、 ｌＧ ｜ｾ ( ベ ル ト 111100切) 、 S '¥'1  ( ベ ル ト 11155物 ) の 二

千o[( ' ti (です。

す;'(長 として 7Tが 少 な く 、 ベ ル ト を ひ ね る こ と に よ っ て 1:下京イ了の 1111

りは白 ｬ 土 ｉ ｉ ｾ ｈＧｴ で、コ ー ナ 一 部は直 ｦｬ｝ に ＱＱ Ｑ Ｑ ります 。

又 、記 憶 装 世 と の 組イヤせにより ' 1' 央書11か ら名 ス テ ー シ ョ ン へ F 配 分

も で き 、 作 ス テ ー シ ョ ン よ り1ドリl.t rmへ の l R 介も で き ま す。

フ レ ー ム 表 而I は プ ラ ス チ ッ ク カ バ ー で 化 粧 を し ま す。 J般i孟物とし て

は 、カ ル 子 、 処 方 室 、 伝 味 。

カードスライダベルト ( 倒壊盤}

図 - 1

2 . 気 送 管

従 米 か らの もの で 、 排 風 機の l以. ) I、ILI : Ll.¥の}g._UJ で 公 送 (- ( 搬 i孟物

を 入 れ る 筒 ) を 搬 送 す る も の で す。

宇E努i としてメL-
J
!(! で は 57φ、75φ、100φ、120世等、 fl] ｩ ｜ｾ では ＴＰ ｘ Ｑ ＵＰ 、

50X 210 、60 X 220が あ ります。

7型式には単位'ii=. 復式、 惚包管' 1.住主μf彼反式、ぺ|ド3 リ火'e!集i長ミ自配己ム式t 、Jルレ一フ

特 i長£として 、長距自縦i佐主を短H時与間てで，寸J搬自般2i送丞する の に i適盛し 、i述坐山J皮変は秒i述d虫17 - 1叩0  

川でで与す。コー ナ 一 部 は 800Rか ら 搬 送 物 が 長 く な れ ば2，000R 位 が 作 泌

ですが、弊社のす、' H 牛 IJIJ '1'i ・( 図 2 ) を 使 川 す る と300 R- 3 5 0 Rと小さ く、

曲 包ーを天井内て酬収 め る 場 介 大 変 便 利 で す。

111I立

。
D  R  L  

57 φ  
300 465 

75 φ  300 465 

100 世 350 550 

F R P特 殊 ベ ン ド

3 . テ レ チ ュ ー ブ

テ レ チ ュ ー ブ は 気 送 むの 商 品 名 て¥ 弊 社 がベルギーのブ/ レグ社と

の従ｴｽ ｦ ｾ による別品です 。

. f . i l l 類として 63φ、90φ、 110悼の三 純 ;ll ti で す。

型式としては、 二 点l:l lf ll 互 i主 総 用 と し て シ ン プ レ ソ ク ス 畑 、 三 点 Il¥l

キLI 互. i A 絡用としてトリコード担、 三 点I i ¥l 相7工 連 絡 用 と し て ク オ ド リ

コー ド、 6 ス テ ー シ ョ ン 司z央 集 配 連 絡 用 と し て デ ス パ ソ チ 型、 60 ステ

テ- / ' ョン迄の 相 互 搬送用としてオートマチック型( 図 3 ) が あ ります。

す寺長として従来の気送位: と災な っ た 利 点 を 沢 山 も っ て お り ま す。

イ ) 気 送包ーをユ ニ y ト 化 し 組 令 せ る だ け で 設 世 で き大 変 経 済 的 で す。

ロ) 配管は全て週: 恕的な iji 'l'i'iJ :復 y ス テ ム で す。

ハ Ｉ 従来のものに較べて設泣ス ペースが 比較的少なく、ｾ出場所を

i芸 び ま せ ん。

ニ ) オ ー ト マ チ ッ ク は 50 ス テ ー シ ョ ン 迄 は 従 来 の よ う な 1<1ill1J 交 換 装

置 を 使 用 せ ず 安ii lli に ス テ ー ン ョ ン 1: :1の 相I U般 送 が で き、 j威 力 を

発 揮 し ま す。

ホ ) オー トマチ ック は j手の開閉なく、うれL送 子 を 1;:; 11キ 受 信 で きる l当[OJ

待 機 型 、 自 動 出 発 型 で す。

100 

へ) ｩｬ￬ｬｬｩｾ Ｑｉはプリント内己最ぷをユニ ｹ ト イ七 したものです。 ｩＧＺ 毛ってステー

シ ョ ン の J f l設は「庁l 斗i で 安fuli で す。

搬 送 物 として 公. i l i 1 J もテレチ ュ ー プ も |百j.f'Rで、カノレテ、処 J n革、フ

イノレム 、検作物、楽品、 11.;了J4。 オートマチックの形式

式}j 略ザ ｾｾＡｊＧ ｴ＠
行 外11: ' 1>0判断 lar:':i 受 f.. 

附 引 の 目。 町》 ｾ［ＭＢを［町教

オ 930 90 30 

ト ト 960 90 60 

勺歩 =コ

チ 〈 1130 110  30 

ュ，

タ 1160 110  60 図 3

ロ

4 .  V 型 コ ン ベ ヤ 一、 ロー プ コ ン ベ ヤ 一 、 ( 凶 4 )  

V J担 コ ン ベ ヤ ー は ス テ ン レ ス の V ｲｪＧＺｉ｜ｾ の槌のほを Ｑ ＱＱＱ ，｜の炊いベルト

を 走 ら せ 、 ロ ー プ コ ン ベ ヤ ー は U 担' ( の 樋 の j去を 10切 φのロープを走

らせ 、，j .i< に 搬 送 物 を 立 て の 状 態 で 搬 送 し ま す。

寸 法 は 樋 111 で V 型 が100X  150、 ロ ー プ が35 X I 00 が棋叩とです。

判ｵＺ として 共 に 惚ダ ＱＱＱ｜ｾ にすると ｬ 正分装 ￼Ｑが なく、誤 配分 がないので

'iCj l闘で す。 スペースが狭〈、江主出場所を i些 び ま せ ん。

Ｗ 干 が 小 さく 、 ー Ｑ ｱｾｦ￬ 斤 や ＺＢｪ［ ｪｾ ｬ に 松迎 です 。

搬 送 111式 が 簡 単 な 為 、 政121 が 少 な く メ ン テ ナ ン ス が 符 必 で す。

Ij l 列 型 で 区 分 袋f E を 組 み 込 む こ とによ っ て 数 筒 所 の 配 分 も で き ま す。

水 平 搬 送 が主 l守的 で す が |二下搬 送の あ る H寺は他の 機純 と の組 介 せ に

よ り 、 作 機 附の コ ン ベ ヤ ー が持 った 機 能 を よ り 有 効 に 発 却 さ せ る こ

と が で き ま す。J般送物として、カルテ、処万主語、伝 lelt

図 - 4
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V 型ベルトコ ンベヤー( 断面図)

エ ア ー ト ロ リ ー は オ ー バ ヘ ッ ド チ ェ イ ン ト ロ リ ー と 災 な り 、 チ ェ イ

ンの し、らないト ロリ ー コ ン ベ ヤ ー シ ス テ ム で す。 つま り空 気 力 を 外

へ っ た え て 物 を 搬 送 す る 袋 世 で す。 ヰJi 長 と し て 縦 送 11¥1隔 が 自 由 、 分

11伎 が 容 易 で IHI耳目が小さい 。 速 度 がiili <綴 71f が 少 な い。 動力蒋11が な く

安 全 で す 。 搬 送 物 と し て 、 カノレテ、処方 主主、検貨物、フ ィノレ ム 、 薬

品 、 伝 票。

6  オ ー トリフト ( 1ヌ16 )  

従［Ｎｦｾのリフトと呉な ＱＩ 、 リフト底部にベノレトコンベヤーが組込ま

れ 、 向 動 的 に 動 き リ フ ト 内 の 搬 送 物 を 入 手 を か け ず に 所 要1; 皆の荷，支

台に ｉ ｾ 動的 に ｪｪｦ ぴ山 します 。 又 ｊ 炉格 Ｑ［ 符方式の ＱＱ 与は疋の位［泣まで戻っ

て 米 ます。 if( i止501(すまでです。 搬 送 物 と し て 、 カ ル テ 、 処 万 姿 、 検

食物、 フィノレム 、薬品、 fム孫。

図- 5 エア ー トロリ ー 図- 6 オー トリフト

モ沙第一エ業株式会社

大 阪 支 庖 干 530 大 阪 市 北 区 富 田 町 30 番 地

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1  ( 代表)

本 社 〒 100 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁 目 3 番 l 号

電 話 0 3 - 2 1 1 - 8 5 1 1  ( 代表)



搬送 1  

スピーテ'ィて'効 率 的 な 院 内 運 搬 を 実 現 す る

テレリフトシステム

1 . 院 内 運 搬 シ ス テ ム 改 善 の 必 要 性

Ｚｩｉ ［Ｎｪｬｾ［［ Ｑ 人 ｪ で五 Ｑ ｈ 般される物資は、小はグラムｉｪ ｬｻ 止ー の 紙ｽ Ｇ， から大は数卜

キロのものまで、 :，]: ' f Hi i ともひじように多し、。 こ れ ら は 、 ひ と ま と

めにして巡ぶことにはＩＡＡｾｪＭ Ｑ Ｑｬがあるため、それぞれの物資に応じたさ

ま ざ ま な 刀 法 に よ っ て 目 的 の 場 所 ま で 巡 ば れ て い る 。 こ の う ち 、 間

報 系 の 辺 搬 物 や 比 較 的 経 い 物;lJ tの足1U鮫 は 、 入 手 '1' 心 で 行 わ れ て い る

のが: 制止である。それも 専 任の足jfj 般j"l l.さ". r ，によ っ て で は な く 、 ほ と

んどのル; イ子、. [ ; ・4 婦 が そ の 大 き な j"ll. ¥，、下になっている 。

しかし、忠ＮｦＧ ｩ 数のＧ� ｾＱ 大などにつれて、州 ＱＱ 完の Ｗ ンモス化、総イ子 ｦ ヒ

が. i l l i んでいる '1' で、. [ ; ' ，; 弘附にこれから先もこうした役' ，'fIJ を1
1
1 ' しつけ

ることはできなし、。 本米の. [ ; .，・並業，f j J をおろそかにするばかりか、州

ｼ淀機能の Ｗ ヒという Ｇ Ｉ Ｇ［Ｎｲｾ をもひきおこしかねないのである 。

さらに、 u ，;佳品，iの 不 足 が 問 題 視 さ れ て い る い ま 、 この物を見jf ぶと

いう単純な業務から彼女たちを向刊文して1 ' 1 - ，;(1. %;，fjJ を 充 実 さ せ る こ と

は、Ｑｪ Ｑ に， ｉ ，ｩＮｪ ｉｾ Ｇ￪辺 Ｇｉ［ Ｍ ｾｾ の ｊ Ｍ からだけでなく、十ｼ会的な，深定 ｩ としてもクロ

ー ズ ア y プ さ れ て い る 。

2  トータル志 向 め ざ す テ レ リフト

今 日 の f仏j 院 は 、 外 米 E診療古11、 '1' リと，制I4行11、サービス部、竹: j -11'. 日11、

が，j tJ! i など多数のセクンヨンで州! ぶされている 。 そして、それらが| 比l

述 し 介 っ て こ そ 、 は じ め て 本 4との機能が米: たされる 。 業 務 の 対 象 が

人 川 の '1主( ，h - にかかわっている以上、ひとつでも機能しないセクショ

ンがあっては大変である 。 Ｇ ｬ［ｾＧ に川滑な機能を似つことが袈求される 。

このためには、スピーデイで確実主的判ｊＮＨム ｩ 主とタイムリーでレ似 ｊ 呼 ｾＨｉＨｊ

な 物 品 の デ リ パ リ ー が 不 IIJ 欠 で あ る 。

これを I，.JII 与に i，:l. j是 さ せ る の が テ レ リ フ ト で あ る 。 テレリフ| は、

こ れ ま で i三に入手によって述んでいた、カノレテ、 X 線フィルム、 1'11

告. ' ｾ Ｚ、伝票などの ＱＭＮＧｪ 事長

系ｾ搬物や ｲ ｬ ｊ Ｑ￧材料、

検体、草区 i日，な ど の 小 物

物 iRzを、 レ ー ル 上 を 走

るコンテナて' 、日 fl(]l 也

ま で 、 ス ピ ー デ ィ に 列j

率 よ く 運 搬 す る シ ス テ

ムて。ある 。 そのうえ、

こt L まて' て' きな由、った

試 験 管 に 入 っ た 検 資 物

や ピ ン に 人 っ た 薬 品 の

述 織 も 安 全 に 行 え る ほ

か 、 タ テ 、 ヨ コ 、 ナ ナ

メの 方 向 に 走 行 す る た

め、建屋に合ったl u l : i直

レ イ ア ウ ト を く む こ と

カf て・きる 。

3 . テ レ リ フ ト シ ス テ ム の 概 要

-嶋

3- 1  構 成 この運搬システムは、水、F 、亙二直、カーブ( パーチカル、

ホ リ ゾ ン タ J レ) の 3 純 類 を 組 合 せ た レ ー ル に 駆 動 装 置 を 持 つ コ ン テ

ナを走行ーさせ、 iT:芯ーのステーションまて叶WJ 品 を 滋 る も の で あ る 。 い

わばレーノレを走る自走式コンテナであり、 二; 次元( 水平、 Ad( 、{ ぱl

斜 ) 走 行 が 可 能 で あ り 、 ス イ ッ チ ( 分l岐 ・合 流 袋 詮 ) を 介 し て f[: 芯.

の場所に五 ｪｦｪｬｩｾ できる ｹ ステムである 。

テレ' ) フトシステムは、 6 つ の 要 素 で 柿 成 さ れ て い る 。

① コ ン テ ナ 逮捕f物 を 入 れ る 谷 総 で あ る コ ン テ ナ は 、 用 途 に よ って

段 々 の 選 択 が 可 能 で あ る 。 本 体 に は 走 行 の た め の 高 性 能 減 速 機 十J" ，ι

動 機 と 行 先 き 指 示 装 置 ア ド レ ス j モリ ー ( addr ess memor y ) が取り

付 け ら れ て お り 、メ モ リ ー の 組 作 せ に よ っ て 松 高 1，000 ステ ー シ ョ ン

ま で 選 択 可 能 で あ る 。

②レーノレ レーノレはレ ーノレ本体と 3...t: のノマワー レー J レ( 1本 は iliI Jj:FIIJTJ )

と ラ ッ ク ギ ヤ ( 垂 直 音11の み ) か ら 成 り 立 っ て お り 、 各 々 は 附1j1 に 組

イ寸けられる村長造になっている。 レ ー ル サ ポ ー ト 類 は 傑 準 化 さ れ 、 税

τ-

ｬ ｴｊＡＮ 抗 ｉｈ ・ ｪ ーが主手」めで主｜￭Ｎｊ ｾｉｉＺＺｊ ，ニ行える 。

③ パ ワ ー サ プ ラ イ ( ' ，出版供給装泣 ) レールとスイソチに' ，l!: i，版を供

給 し 、 コ ン テ ナ を 走 行 さ せ る た め の も の で あ る 。

@ ス イ ソ チ ( 分 11伎 ・介流装; 丘 ) レーノレを走行するコンテナの ) j 1
1
'J  

を 安 え る た め の 装 iE で あ リ 、 動 き は き わ め て j些ia { である 。 ノk ‘ ド月11は

もちろん屯・ 1!(ffll にも .u.t ; n することができる 。

⑤ ス テ ー シ ョ ン ス テ ー シ ョ ン と は コ ン テ ナ の 発 lf 場 所 て 仇 リ 、 そ

の 形状は. i l U' ，o;:; の レ ーノレとほとんどかわらなし、。; :1C搬 ;11や ス テ ー シ ョ

ンサ イド の作 業 性 に 介 わ せ て 以 過 な ス テ ー シ ョ ン がjI'i -:，くる。

⑥ フ ア イ ヤ ー ド ア ( 1坊火扉 ) 11止jlJ: の ビ ル は 巨 大化、，: 百 Jc1 化 し て お

り、住築Ｉ，ｾ準法のￌＡ叫 ｆｊ をうけている 。 これにイト欽するようオート Ｗ

チ ソクドアをぷu 1 している 。

表 - 1 主仕様

3- 2  特 長 こ こ 数 年 欧 米 で 往 て ら れ て い る 病 院 の 多 く で 保 川 さ れ 、

.[; '，; H，，} . メ ッセンジャーの省力、. [ ; . ，，(1. %;，fjJ の充' 夫、泌総の込 ja { 化に

よるサービスｼ向上などの大きむ妙 ｉＩｾ ーをあげているテレリフトシステ

ム に は 、 次 の よ う な 仮 れ た 特 以 が あ る 。

①刷! 江主性に 1"" む 水子とi J Id( 万11'J が 組 合 さ れ た レ イ ア ウ ト に お い て

は、 三次 J 己の! l i i J きができるテレリフトは )1立b ｾＡｪＧ ｩ ＮＱ，ＧなうみＧＩＪを発 Ｎｆｊｉ する 。

l比設住L.oJ. に 導 入 す る 場 令 に も 、 他のぷイliii に 比べ て ぷ i丘 が き わ め て 附j

1j 1である 。

②. Tt/lt生 ・改 造 が 容 易 レーノレ、スイ ッチ 、 サ ポ ー ト な ど を す べ て 仰

散 化 し て お り 、 即15i生や改造は、 レーノレやスイッチ ｾｮ を ｪ 丘 ｉｊｉｉ あるいは

j'] I] ;I，在すればよ L、。 運 搬 此 が 多 く な れ ば 、 コ ン テ ナ 台 数 を Wi や す こ と

により処L旦Eす る こ と が で き る 。

③ メ ン テ ナ ン ス が 容 易 実 際 の メ ン テ ナ ン ス は コ ン テ ナ と ス イ ッ チ の

みでよく、きわめて短1 I } f J ¥¥l で行える 。レール内の ll '付'rtl には、クリ ー ナ

刊 さ の バ キ ュ ー ム コ ン テ ナ を 走 行 さ せ る のて' 入 手は 切っ不必である 。

④ ぷ 泣 ス ペ ー ス が 小 さ い 運搬物を作業. f ' i ゃ・)，; 必 1，( の 予 J 己まて¥ つ

まリ、相Lの サ イ ド か ら サ イ ド ま でi2去 る シ ス テ ム で あ る た め 、 で き る

| 決り官1mスペ ー ス が 少 な く て よ い よ う 巧胤されており、 4火L 、土+Hi ，斤で

もa生; 位することが可能である 。

4 . お わ り に

五jf 搬 の 合 型 化 ・行 力 化 は 、 も は や 沌 業 界 だ け の 問 削 で は な く 、 社

会 II(J な 要 約 で も あ る 。 W! え つ づ け る 情 報 JR 、 ど ん ど ん，:':jJc，・1化 ・口 大

化するピ/ レl伴 、 人 件 授 の 向 勝 と 入 手 不 込 な ど 、 行Ilrli の 近 代 化 ゃ れ 会

情 j止の' 変化によ っ て も た ら さ れ た さ ま ざ ま の 要 IAJ によって、 41"製 造

業 界 と い え ど も 、 こ れ ま で の 入 手 rj -'心 の 運 搬 て' は 付 処 で き な く な り

つ つ あ る 。 これらの分別' で、わが問の ι)';1‘17に即した、新しい是正搬 y

ス テ ム の 開 発 と 作 及 が 急 が れ て い る ゆ え ん で あ る 。

ｬ＿ 守ｾｾ
大 福 機 工 株 式 会 社

本 社 干 555 大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島3 ・2 -11 電 話06 - 472- 126 1 ( 代表)

東 京 支 社 03 - 492 - 5861 ( 代) 静 岡 営 業 所 0542 - 54- 345 1( 代)

名 古 屋 営 業 所 0568- 72- 3 18 1  ( 代) 広 島 常 事健所 08 28 2- 2- 4 62 1  ( 代)

九 州 営 禦 所 093- 53 ト 5931 ( 代)
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日本で最初の病院用ゴミ真空輸送システム ( 議 匁 話 芸 病 院 )

N A S セントラルスーグシステム

羽曳野病院全景

病 院 内 の ゴ ミ Jl - 空輸送 y ス テ ム は 、 ス エ ー デ ン を 初 め 世 界 各 国 に 数

多 く 実 地 さ れ て お り ま す 。 今 回 、 我 国 の 病 院 と し て 初 め て 、 大 阪 府

立 羽 曳 野 病 院 殿 に お い て 笑 地 す る は こ び と な り 、 弊 社 が 施 工 し 、 51

年 2 月 末 に 竣 工 、 稼 動 す る は こ び と な り ま し た 。 同病 院 の ゴ ミ 其 均

輸 送 ン ス テ ム の 概 要 に つ い て お 知 ら せ い た し ま す 。

シ ス テ ム 及 び 機 器 の 特 長

N S A セ ン ト ラ ノ レ ス ー グ シ ス テ ム は 同 病 院 よ り 発 生 す る 一 般 ゴ ミ 、

厨 房 か ら の 大 量 厨 芥 等 の 搬 送 を 点 笠 パ イ プ 輸 送 て “ 行 い 、 最 終 袋 路 ス

テ ー シ ョ ン l付 の 焼 却 炉 に お い て 焼 却 処 理 さ れ 、 収 集 か ら 焼 却 迄 の ト

ー タ ル シ ス テ ム で す 。 運 転 は 全 自 動 無 人 運 転 と し 従 来 の 人 手 に よ る

ゴ ミ 収 集 に 対 し て 、 年 間 続 吹 を 比 較 し ま す と 同 病 院 の 従 来 清 掃 諸 費

用 、 初 年 度2，760万 ( 年 上 昇 率15%) 、 ゴ ミ 点 空 輸 送 シ ス テ ム の イ ニ

Y ヤ ル コ ス ト 、 ラ ン ニ ン グ コ ス ト 等 で 比 較 し ま す と 、 4 年 後 に 経 済

メリ y トがn: :fj さ れ ま す 。

ゴ ミ 投 入 口 お よ び シ ュ ー ト

ゴミ役人口は危険| 坊 l上、大型ゴミ投入| 坊 11:桃i立 と な っ て い ま す 。 シ

ュ ー ト は hi 外 外 壁 に 沿 わ し 、 ゴ ミ の1吉まり、 J高 下 騒 音 な ど の 防 止 が

地 さ れ て い ま す 。 ま た 、 シ ュ ー ト 内 の 脱 丸 、 消 毒 、 | 坊 災 の 装 置 も 合

わせてl I ' l 芯: されています 。

ゴ ミ 輸 送 管

ブミ輸送竹ーは、 45例 制 の fゴーを使用しています 。 埋 設 配 管 制3は 防 触 お

よひ ＺＢｾＱＱ 免 ＡＡ 防止を施し、露出許 Ｑ Ｑ は版行規定に ｊ 左づき、防音処世を行 っ

ております。

デ ィ ス チ ャ ー ジ パ ル プ

パ ル プ 聞 は 、 完 全 に シ ー ル さ れ て お り 、 汚1卜 や 悪 央 が 出 た り 、 ホ コ

リ が 立 った り す る 事 が な く 衛 生 的 な 設 計 に な っ て お り 、 ま た 、 騒 音

を 発 す る こ と も あ り ま せ ん 。

集 塵 ス テ ー シ ョ ン

ｭ ｭ ｾ ステーションにはノマイプ輸送されたゴミと空気とを分離ーする集

l盗ホ ッ パ 一 、 エ ア ー フィ J レター 、 ターボプロワ一、ゴミi M 統排出装

i丘 、 焼 却 炉 、 他 、 多 種 の 保 安 装 也 を 専 用 建 屋 内 に 一 括 収 納 し 、 集 庖

ス テ ー シ ョ ン を コ ン パ ク ト に 地 工 し て お り ま す 。
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① ダストシュ ート

② ディスチャージパルプ

③ W E T ゴミ周 投入口

③ ゴミ輸送管

⑤ 集慶ホ ッパー

⑥ パ ックフィルター

⑦ プロワー

概 要 ゴ ミ 点 空 輸 送 装 也 の 内 容

サ ー ビ ス エ リ ア

ベ ソ ド 数

投 入 U 数

l百 芥処 理 装世

Ｂｌ￬ Ｇｬｬ 告ｻｾ

総 管 路 長

ゴミ処; 型 iiI

mJ 準 ス テ ー シ ョ ン の ゴ ミ 処 理

巡 転

営 業 品 目

O Q O  

③ 目見臭装置

⑨ 連続排出装置

⑬ コ ンベア

。 焼却炉

⑫ スクラ パ ー

⑬ マルチクロン

⑬ グランド型投入口

大阪府立羽曳野病院フ ローシート

5  h  a  

1，0001未

151問

l ，!長

450mm世

750m 

4 トン I day 

焼 却 方 式

全 自 動 無 人 運 転

1.  N  A  S セ ン ト ラ ル ス ー グ シ ス テ ム ( ゴ ミ 真 空 輸 送 装 置 )

2.  ゴミ処理自動化ンステム( ダストシュートコンパクタータイプ)

3  オ ー ト エ ア ー シ ュ ー タ ー

4  エ ア ー シ ュ ー タ ー

5. エアーフイ y クス

6  ソ ー テ イ ン グ ケ ー ス ベ ヤ

7  ソ ー テ ィ ン グ パ ー チ カ ル コ ン ベ ヤ

8  セントラノレクリーナー

9 . ベ ル ト コ ン ベ ヤ

10 リフト

命 日 本 刀 ー シ ュ ー タ ー株式会社

本 社 東 京 都 中 央 区 銀座 6 丁 目 14番 13号 〒 104 T  E  L 03( 542) 0186 

営 集 部 東京 都 中 央区銀 座 7 丁 目 14番 目 号干 104 T  E  L 03( 542) 0180 

大 阪 営 難 所 大 阪 市北 区 天 神 筋 町28番 地 干 530 T  E  L 06( 352)498 1  

営 雛 所 名古屋、九州、 札幌、仙台、 広島

工 場 多 摩 ヱ 場



搬送 |  

病院の搬送設備ーその推移と方向

搬 送 の 発 生 近 来 、 病 院 の 組 織 が 大 型 化 し 、 医 療 内 谷 が 日J立に納l分

化 し て い る 現 主Eの 病 院 機 械 で は 、 必 然 的 に 多 的 多 量 な も の と 情 報 と

が邸J い て い る 。 そ こ で は 忠 者 を 中 心 と し て 、 カ ノ レ テ 、 伝 謀 、 処 方 護

所 見 表 、 レ ン ト ゲ ン フ ィ ル ム な ど か ら 薬 品 、 検 査 物 、 食 平 、 ダ ス ト 、

洗 濯 物 に 到 る ま で 、 実 に さ ま ざ ま な 搬 送 の 要 求 が 生 ず る 。

か つ て は 、 こ れ ら の 搬 送 は 、 ほ と ん ど 看 言 護 婦 の 分 担 に 諜 せ ら れ て

い た が 、 看 設 婦 の 絶 対 的 な 人 只 不 足 と 、 肴 設 業 務 の 本 質 的 充 実 の 婆

諮 が 、 逐 次 、 搬 送 作 業 の 機 械 化 を 推 進 し て き た 。

微 送 装 置 の 推 移 1950年 代 後 半 頃 、 わ が 国 で は 、 2 、 3 の 病 院 で 気

送 管 装 置 を 搬 送 設 備 と し て 使 用 し 始 め た が 、 あ ま り 小 型 で あ る た め 、

検 査 依 頼 伝 票 、 処 方 重 量 、 食 事 重 量 な ど の 伝 票 類 と 少 量 の カ ル テ 、 お よ

びt小 型 薬 品 の 緊 急 搬 送 が 可 能 で あ る 程 度 に 止 ま った。

1964年 、西 独Si emens

社 の 大 型 全 自 動 交 換 方 式

の 気 送 管 装 置 が 輸 入 せ ら

れて、日立が関の外務省庁

舎 内 に 設 置 さ れ 、 そ の 後

数 々 の 大 型 病 院 に 必 ず と

い っ て よ い ほ ど 設 置 さ れ

た。公材、管径 110 mmで、

こ れ に 使 用 す る 気 送 子 の

有 効 寸 法 は 80mmX 370 mm 

で あ る た め 、 カ l レテ、背11

内 の 郵 便 物 は も とより、
中 央交 換 機 宣

レ ン ト ゲ ン フ ィ ル ム お よ び 許 容 容 積 の 検 体 、 医 薬 品 の 搬 送 が 可 能 と

な っ た 。 さ ら に 、 こ の 全 自 動 交 換 方 式 は 数 系 統 の 搬 送 回 路 を 自 動 交

換 装 置 で 統合 す る 特 性 に よ り 、 す べ て の ス テ ー シ ョ ン I l :J に お け る も

っ と も 頻 繁 な 搬 送 要 求 に 応 ず る こ と が で き 、 こ れ は 複 雑 な 搬 送 J レー

ト を 必 要 と す る 病 院 周 の 設 備 と し て 適 切 な 機 能 で あ る 。 し か し な が

ら 、 こ の 装 置 で も ま だ 、 病院 業 務 が 要 求 す る 搬 送 の す べ て を 満 足 す

ることは困難でみある 。 と い う こ と は 、 全 自 動 制 御 で か つ 、 高 速 搬 送

が で き る 利 点 に も か か わ ら ず 、 搬 送 容 量 の 規 制 に よ り 、 搬 送 物 の f ! l 11

11艮を 1Tな わ な け れ ば' ならないからて" ある。

1967年 に ボ ッ ク ス ト レ

ベ ー タ が 新 し く 開 発 、 完

成 し た 。これは、 内 寸 法

520L  X  340B X  206.  5mmH 

の 合 成 樹 脂 材 料 製 の ボ ッ

クスに目白そ] ステーション

を 判 読 す る 記 憶 能 力 が 与

え ら れ て 、 全 自 動 制 御 に

より、多量; の物品を述統

的 に 、 か つ 、 す べ て の ス

テ ー シ ョ ン 聞 に 搬 送 す る

能 力 を 持 っている 。 垂 直

方 向 と 水 平 方 向 の 搬 送 を

ボックストレベーター

組 合 せ し て 3 次 元 の 徹 送 が 可 能 と な っ た 。 こ れ に よ っ て薬局、 中 材

関 係 、 検 体 な ど の 多 誌 に ま と め た 物 の 搬 送 手 段 が 解 決 さ れ た 。

病 院 機 能 を 能 率 化 す る 方 向 と し て 、 中央化、集中化する々え方は、

当然、重要視されてきている。 カノレテの集中管= 型システムは、多数の

病 院 が 希 望 し て い る が 、 こ れ を 阻 む 問 題 点 と し て 、 医 師 の 方 針 、 集

中フ ァ イ リ ン グ の 手 段 、 集 中 管 理 に 要 す る 人 只 の 問 題 な ど 幾 多 の 条

件がある中に、 一 定 の 短 時 間 内 に 、 相 当 多 量 の カ ノ レ テ を 円 滑 に 搬 送

す る 要 求 も 大 き な 条 件 に な っ て い る 。 さ き に 述 べ た 大 型 金 向 lIfiJ 交 換

方 式 気 送 管 の 開 発 に よ っ て 、 こ の 条 件 は 大 幅 に 好 転 し た が 、 な お 、

カノレテを気送子に出し入れする扱い性の問題点、また、長い病歴，1 . 1 ; '，

者の部! 写なカノレテは、気送子に収容することが困餓である点、さら

に 、 カ ル テ の 変 形 、 汚 損 な ど の 好 ま し か ら ざ る 要 素 が 、 集 中カ ルテ

方 式 に 対 す る 非 協 力 的 喜 要 素 と し て 指 摘 さ れ て い る 。

1969年 西 独Si emens 社 の ケ ー ス コ ン ベ ヤ ー が 輸 入 さ れ 、 中 央 鉄 道

病 院 に 設 置 さ れ た 。 内 寸 法365 X  20 X  265mmHの 合 成 樹)J 旨製ケ ー スに、

目 的 ス テ ー シ ョ ン 判 読 能 力 を 付 与 し て 、 全 自 動 制 御l方式で、垂直、

水 平 の 3 次元搬送を連続的に、 し か も 全 て の ス テ ー シ ョ ン 問i で の 送

受 信 が可 能 と な り 、 前 述の 気 送 管 装 置 に 残 さ れ た カ J レテ搬送の為の

非 協 力 的 要 素 は 解 消 し た 。 現 在 、 ま す ま す 部 厚 な カ ル テ に な り つ つ

あ り 、 そ れ を 満 す 為 に 、 1974年 に は 、 内 寸 法365 X  50 X  265mmH のケ

ー ス コ ン ベ ア を 開 発 し た 。 又 ボ ッ クストーレベーターの応用として、

1969年 に 、 投 薬 ト レ ベ ー タ を |摘 発 し 、 投 薬 、調斉IJ 室 が 上 下 に 分 れ て

いる場合に、 内寸 法200 X 150X 180mmのケースを使用し、垂直、水平

の 3 次 元 搬 送 を 述 統 的 、 し か も 450 ケ ー ス / 時 搬 送 が 可 能 と な り 、 投

薬、調斉IJ 室 の 特 性 を 生 す こ と が で き る よ う に な っ た

配 管 式 中 央 集 盛 装 置 ( C.

V .  S .  ) は 、 清 掃 作業 の 能

率 化 と 共 に 、 汚 染 空 気 を 室

内 に 還 元 し な い で す む 点 が

重 要 視 さ れ て い る 。 また、

同 じ 原 理 に よ っ て 、 手 術 室

に 発 生 す る 汚 染 ガ ー ゼ 、 綿

花 、 そ の 他 の 汚 物 、 塵 芥 な

ど の 綴 送処 理 も可能である。

縁 近 開 発 さ れ た ユ ニ ケ ー ス

は 、 従 来 の ケ ー ス コ ン ベ ア

や ボ ッ ク ス トレベータに、

ユ ニ キ ャ リ ヤ の ユ ニ ー クな

特 長 を 付 加l し て 、 よ り 使 い

よ い 多 目 的 な 搬 送 機 に し た

もので、 三 次 元 の 空 間 に 設

け ら れ た 専 用 レ ー ル ( 軌 条 )

の」ニをキャリヤ( 自走台J . 11 )  

が 被 搬 送 物 を 秘，1在したケ ー

セントラルバキュームシステム

ス を乗せ て 何台でも主JI 統 的 に 走 行することができる搬送ンステムてす。

以 上 の 外 に 、 吉 村IJ 台 用 の ベ J レ ト コ ン ベ ア や 、 院 内 用 f云禁投下シュ

ート 、患者・職貝用メ ーノレシュート( 私設郵便差出箱 ) ダストシ ュート、

リ ネ ン シ ュ ー 卜 の 主主制日がある 。

こ の よ う に 、 種 々 多 機 な 機 般 が 開 発 さ れ 、 採 用 さ れ て き た が 、 縦

送 設 備 計 画 を た て る に あ た って 、 本 質 的 課 題 は 、 以 上 に 紹 介 し た よ

う な 各 種 装 置 を 、 ま た は 新 し い 装 誼 を 開 発 し そ れ を ど の よ う に 組 合

せ た l時にも っ と も 効 果 的 な 織 送 網 が 得 ら れ る か と い う こ と に あ る 。

そ こ で ま ず 、 必 要 な こ と は 、 J鍛送要求の発生場所、指投送物の級世J( 、

搬 送 の 頻 度 、 時 間 併 を 調 査 し 、 記 録 す る こ と で あ る 。 っき' に、この

調 査 記 録 を 集 計 し て み る と 、 搬 送 動 紛 が 得 ら れ る 。 し か し 、 こ の 時

点 で は 、 そ れ ぞ れ の 動 総 は 相 互 に 重 複 し た り 、 ぱ ら ぱ ら で あ っ たり

す る の で 、 経 理1. 統 令 し て 合 理 的 な 搬 送 物 線 を 求 め る 必 要 が あ る が 、

建 築 設 計 上 の 配 慮 、 平 l而配世上の笑内己などがきわめて重要なことで

ある 。 個 々 の 病 院 の も つ 特 ' 陀 に 適 合 す る 理 相 的 な 搬 送 装 泣 を 設 位 す

る 為 に 、 全 て の 場 合 に 適 合 し う る 標 準 的 な 搬 送 計 画 を 決 定づ けるこ

とは、きわめて答」めではない 。 す で に 用 意 し た い く つ か の 搬 送 装 li 立

を 、 そ れ ぞ れ の 計 画 の 特 性 に 見 合 っ て 組 合 せ る こ と に よ っ て 、 搬 送

要 求 の 充 足 率 が 高 め ら れ る は ず で あ る 。 すべての組織上、運用上、

建築上、その他の技術上の諸問題，ｾ，［ｬＺ，搬送設備計画の着手以前に

お い て 、 病 院 管 理 関 係 者 、 医 長 、 設 計 事 務 所 、 往 築 地 工 者 お よ び 、

搬 送 装 置 専 門 メ ー カ ー の 技 術 者 が 、 搬 送 計 画 の 方 針 ・内 谷 を 、 そ れ

ぞ れ 、 明 療 に 理 解 、 把 握 す る た め の ト 分 な 打 合 せ が 、 行 な わ れ る べ

き で あ る 。 然 る べ く し て 、 は じ め て 目 的 に 最 適 な シ ス テ ム が 得 ら れ

る と 同 時 に 、 計 画 上 の 不 備 を 回 避 す る こ と が で き る 。 j副 主 に 、 病 院

における織送装置の放出ということは、単に、経済聞からのみ_ . I j - 察

す る だ け で は 適 当 で は な い 。 病 院 の 合 理 化 に は 、 経 済 的 条 件ーが 、 般

本 条 件 と な る よ う な 、 一 般 企 業 体 と 同一 に 考 え で は な ら な い l飼があ

る。 忠 、 者 の 治 療 に 、 生 活 貢 献 す る と 同 時 に 、 運 搬 者 と し て 仕 事 の ら

担 を も た さ れ た 看 護 婦 を 本 来 の 業 務 に 引 き 戻 し 、 負担 を 軽 減 し 、 看

護 業 務 の 充 実 を Jtll す る こ と に 重 要 な 意 義 が あ る と 思 う 。

日 本 シ ー メ ン ス 株 式 会 社

大 阪 支 庖 搬 送 検 部

大阪市北区神明町 5 番地 (第三酉宝ビル) 電 話06- 364-4551( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸の内 2丁目 6番| 号電話03- 214-021 1( 大代表)
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S. V. C. とA C T S

セレクティ ブ ・パ ー チ カ ル ・コ ンベ ヤ (S .V .C.)

比較的重量の大きな書籍 ・ 薬 品 ・ 検体等を辿絞・， ｾ ，動的 に 」 ニ ｦ Ｎ

水 平 方 向 に 搬 送 す る 設 備 で あ る 。

行 先 指 示 は 、 容 器 に 取 付 け ら れ る } J 式と S. C. V. 前 l商に設けら

れたセレクターダイアルによる ｾｊ，ＮＩ ｽｊ 式の Ｒ 般責れがある 。

コ ン ベ ヤ で 搬 送 さ れ て き た 谷 線 は 、移，1世機 ( ノマンタクラフ) によ

りスム ー ス に S. V. C. に4多，J配される 。 このノ マン タ グ ラ フ は 名 ス テ

ー シ ョ ン ご と に 独 立 駆 動 方 式 と な っており、容総の受波しは、極めて

，'Ff，か に 行 わ れ る た め 、 薬 品 ・検 体 等 幼 れ や す い も の も 安 心 し て 搬 送

することカぜできる。

た 、 調 態 が簡単 で 、 全 機t.Y/ を伴 tIこすることなく、 }"j 持11的に似て'J '

カ叶T える 。

搬 出 コ ン ペ ヤ の貯蔵官占| 数は、用途により ，'，[ IJ に 選 択 で き る 。

〈仕 機〉

トートポ y クス・ 410 x  320 x  250mm 

510 x  410 x  250mm 

560  X  410 X  250mm 

560  X  410 X  360mm 

搬 送 能 力 : 12 カー / 分

h' 1械工E品 18kg/ カ ー ( 谷総 合 み )

行 先i送局能力 120 ヵ所
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カー

タフ

カー

ACT S  ( カート自動指股送 シ ス テ ム )

病 院 内 で 使 用 さ れ る す べ て の 物 資 を 物 資 供 給 セ ン タ ー に 集 中 化 し 、

必 要 個 所 へ 自 動 的 に 配 送 す る こ と に よ り 、 院 内 の 省 力 化 を 計 る シ ス

テムである 。

ン ス テ ム 内 に は 厨 房 よ り 病 室 ま で の 食 事搬 送 も 含 ま れ て お り 、 病

院のレイアウトにもよるが、 300食 程 度 で あ れ ば20- 25分 で搬 送 を 完

了する 。

物 資 の 搬 送 の み な ら ず 、 院 内 で 発 生 す る 廃 棄 物 お よ び 再 使 用 品 の

回 収 も 行 な う た め 、 省 力 l支が極めて高〈 、 ナ ー ス の 患 者 に 対 す る ダ

イ レ ク ト ケ ア ー の 効 率 を 著 し く 向 上 さ せ る 。

特 に 注 目 す べ き こ と は 、 発 送 地 点 よ り 到 着地 点 ま で カ ー ト は モ ノ

レ ー ル に 懸 垂 さ れ 床 面 に 接 触 せ ず 、 ま た 垂 直 コ ン ペ ヤ も 清 潔 用 、 不

潔 用 の 2 基 を 設 け る た め 院 内 感 染 の 可 能 性 を 著 し く 低 減 さ せ て い る 。

機 械 的 構 造 は 極 め て 簡 単 で 、 故 障 率 は 非 常 に 低 〈 、 ま た 拡 張 工 事

等 に よ る シ ス テ ム の 延 長 が 容 易 に 行 な わ れ る 。 し た が っ て 、 新 設 お

よ び 既 設 い ず れ の 病 院 に も 適 用 で き る 。

カ ー ト の 行 先 指 示 は 、 モ ノ レ ー ル に 懸 垂 さ れ た カ ー ト キ ャ リ ヤ ー

に 備 え で あ る ダ イ ア ル を セ ッ ト す る こ と に よ り カ ー ト は 自 動 的 に 目

的 場 所 に 到 着 す る 。 到 治 し た カ トは、ここで初めて床百iに核地し、

物 資 は そ の ま ま カ ー ト ご と 一 時 保 管 さ れ る か 、 あ る い は 普 通 の 手1
1
1
1

し カ ー ト と し て 使 用 さ れ る 。

〈仕 様〉

積 載 容 量 1，062m'

搬 送 速 度 : 水 平 1 2 m/ 分

垂 直 120- 180m/ 分

搬 送 能 力 ・1 カート / 分

行 先 送 局 能 力 1，000 ヵ 所 ( 最 大 )

カ ー ト サ イ ズ : 1，290 X  630 X  1，460凹 他 3 稜

積 載 重 量 240 kg ( カート重量含む)

詳 細 は 下 記 に お 問 合 せ 下 さ い 。

丸 紅 ? コ 下 山 ト 株 式 曾 社

M口rubeni -Acc[]ml1t C日..Ltd.

東 京 都 千 代 田 区 神 田 神 保 町 3 - 7 - 1  干 101

( ニュー九段 ピ J レ3 F )電話0 3 - 239 - 3361附



ますます刈1 ' ' 1 : 能化してきている X 線 装iFf やコバルト l" I'Ftd! 日射治療淡

ｉｉＨＧｾ などの機仰と ｊｴ に、いまや ｉ ，［ ， ｪ 院で怯エレベータも ｬ 欠療機約 〉 とい

われ ます そこで二ぜひお役、'l ていただきたいのが 11 v: BJ Iヲエ レベータ 〉

です と、んなJ J l 般の州|らしにもマッチし、刊に安全 .r，'i淑をポイントに

， ｩｾ ， ￬ ｬ された病院 ＰＱμＱＱ 。 その Ａな特 ｩ 長は次のとおりで す

Ｍ 州院 ＱＱ Ｑ にｬｩｬｉＮ桁 化機 能 ｾ ， ｉ 占 。 の ｉ Ｏｾ .tI 

・ かごの ｉＡＡｈｬ､ 以 ｩ ｾ と 「す りをかねた 恥 ｜Ｑ Ｎムのハンドレールを決 行

・ Ｑ Ｇ ＱＱ Ｑ山允屯淡 ｩｩＢ｛ｾ f・|の' ，H池による JI "ij'(* Ｑ も もｾￍＡｬ ｩｩ

・i1tt与の行Jホhli 11'袋; げにより山内 '1'などのtI 'r し人れがスムーズ

. 足泡巡1!申恥lム、は 』釆ru介干乍全:1'れ'1げf助山Jλ主のコレクザチ- 7コン l ロ一Jルレりj必u式史 咋 ｊ川 ＱＱ 足巡 ＱＡ止刷 ｊＧ付 Ｇｉ ｾ［

.  ドアセ一 7 テ f や 県呆 ｅ り 迫湖 ｩ きぎ Ｇ Ｎ件 ｆ 判似 ｮ 波主 ［ｭｻ 内 ＧＨ ｉ ｾ‘などにより Ｇ ｴ立 〈守 全そ 刊 は ｪμｊ 全

I  _.'a- I病院用として特に〈安全・清潔〉設計した…・・・

lψ lBJ 1EB彫工レベ. 1: /
株式含枇 自 主 製 i t 府 大 阪 営 業 所 ⑤541 大阪市東区北浜4- 6( 日生目立ビル) 公06 位03) 5781(大代)

|H I T A C HE 大阪自主工t ，. . . ，¥- ，9販責株式曾社 w541 大阪市東区北浜4引日生目立ビル) 公06 位03) 4551 (代 )

営 業 所 東 京 ( 270) 2111 ・福岡 ( 741) 5831 ・名古屋 (251) 3111 ・札幌 (261) 3131 ・仙台 (23) 0121 ・富山(25) 1211 ・広島 (21) 6191  
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| バイオクリーン I  

バイオ・クリーン手術室の有効性

奥 津 賢 一

英 国 の 医 師 J ohn Car nley に依れば、手術の感染率が1962年 に 3. 7

% 有 っ た も の を 、 彼 の 考 案 し た G R E E N H OU S E  (垂 直 層 流 式 の

小型のもの) の使用に依り、1967年 に は 1. 4% 迄低下し、さらに G O WN

を改良し、最近では 0. 5% 以 下 迄 低 下 し た こ と を 多 数 の 笑 例 で 立 証 し

た。 又 、米 国 の S AI NT L OKE ' S  HOS P I T A L ( Denver  ・Color ado)

の Dr J. P.  Nel son は 1969年 - 1971年 に 131 例 中 10例 、 感 染 率 7.6

% 有 っ た も の を E NV I R A ME DI C  ( 水平層流ユニ y ト) を使用し、

1971年 一 1973年 に 319 例 中 5 例 、 感 染 率 1. 6 % 迄 低 下 し た 。 又、

E XHA U S T  MA S K を併用して、 1973年 一 1975年 に は 350 例 中 0

と い う 迄 に 達 し た 。 こ の 様 に 感 染 率 の 低 下 に 非 常 に 有 効 な 手 段 で 有

る 事 は ご 理 解 い た だ け た 事 と 思 い ま す 。 わが国でも 1972年 に 国 立 大

阪南病院、 1973年 に 京 大 病 院 1974年に東大病院、 1975年 に 倉 敷 中

央 病 院 等 続 々 設 置 さ れ 、 良 効 な 結 果 を 聞 き 及 ん で お り 誠 に 喜 ば し い

事 で 有 り ま す。 こ こ に 前 述 の S A I NT L U K E'S  HOS P I T A L に 設

置 さ れ て い る エ ン パ イ ラ メ デ イ y ク ・サ ー ジ エ リ ー ・ア イ ソ レ ー タ

ー と バ キ ュ ー ム シ ス テ ム を ご 紹 介 致 し ま す 。

ヱ ン パ イ ラ メ デ ィ ッ ク ・ サ ー ジ エ リ ー ・ア イ ソ レ ー タ

多 用 途 手 術 に 適 し た 水 平 層 流 方 式 の プ レ フ ア ヴ ク リ ー ン ル ー ム シ

ステムです 。 シ ス テ ム は 、 全 て モ ジ ュ ー ル 設 計 に 成 って お り ま す の

で 手 術 室 内 で 簡 単 に 組 立 て で き 、 し か も 室 内 の 照 明 や 天 井 設 備 、 ガ

ス 装 置 、 コ ン セ ン ト 等 は そ の ま ま 使 用 で き ま す 。 手 術 室 に 設 置 さ れ

たエンパイラメデイ y クは、その大きなノ マン チ ン グ 菌 か ら B I O- Cト

ass 100 の無菌清浄空気が、 0. 45m/ sec の 風 速 で 乱 れ る こ と な く 水

平 に 室 内 に 供 給 さ れ ま す 。 そ の 換 気 回 数 は 笑 に 450 回/ Hr 以 上 に 達

し 、 消 浄 度 を 完 壁 な 迄 に 高 め て お り ま す 。 さ ら に 両 側 に 有 る ス ラ イ

ドガラスを引きだす司王によ って 、完全な水平層流が得られますので、

無 菌 状 態 を さ ら に 高 〈 維 持 す る Zj';- が で き ま す 。 エンパイラメディ y

クの電気音[1品 は 全 て 安 全 増 防 爆 型 に 成 って お り ま す 。・だ か ら ど ん な

麻 酔 ガ ス で も 安 心 し て 使 用 で き ま す。

特 徴

1  ) 手 術 室 内 で の 組 立 が 非 常 に 簡単で・ 2 日間 で 組 立 が で き ま す 。

2  ) 電 気 部 品 は 全 て 米 国 防 火 規 準5 6 A に準拠しています。

3  ) ス ラ イ ド ガ ラ ス は 透 明 な 安 全 ガ ラ ス で 先 生 方 に 圧 迫 感 を 与 え ず 、

軽 〈 ス ラ イ ド で き 、 又 、 術 後 は 収 納 で き ま す の で ま っ た く 邪魔 に

な り ま せ ん 。

4  ) 手術用機器のコードやホースはスライドパネルが天井懸垂て" 走

行 す る た め 、 ス ラ イ ドパ ネ ル と 床 と の 聞 に 隙 聞が有り、まったく

自 由 に 術 野 へ も っ て こ れ ま す 。

5  ) 循 環 式 の 空 気 清 浄 装 置 で す か ら 、 手 術 室 の 空 調 設 備 と は 別 個 の

も の で す が 、 こ の 装 置 に 冷 房 能 力 を 持 せ る 事 も 可 能 で す。 既 設 手

術 室 へ 設 置 す る 場 合 に 送 風 機 の 動 力 熱 負 荷 を 処 理 す る の に 大 変 便

利 です 。

エ ン パ イ ラ メ デ ィ ッ ク ・バ キ ュ ー ム シ ス テ ム

手 術中の 先 生 及 び 看 護 婦 は 最 も 清 浄 さ を 要 求 さ れ る 創 部 の 近 辺 て ¥

細 か な 神 経 を 使 い 、 最 大 の 能 力 を 発 海 し な け れ ば な り ま せ ん 。特 に

先生は富I[ 部 に 顔 を 近 づ け て 手 術 す る た め 、 サ ー ジ カ ル マ ス ク を か け

ざ る を え ま せ ん が 、 そ の フ ィ ル タ 効 果 は 思 っ た ほ ど 期 待 で き な い の

が 笑 情 で す 。最 近 と み に 清 浄 さ を 要 求 さ れ る が 手 術 が 増 加 し て お り 、

そ の た め に は 先 生 や 看 護 婦 の 呼 気 を 排 気 す る の が 最 も 安 全 と 言 わ れ

て い ま す。手術中の富IJ 部 汚 染 を 防 ぐ た め 、 呼 気 を 完 全 に 排 出 す る シ

ス テ ム と し て 開 発 さ れ ま し た 。 この効果は Dr. J .  P.  Nelson に 依

り 証 明 さ れ て お り ま す 。' 又、 Dr. C arnley は予算がなくバイオククリ

ーン ・手 術 室 を 設 置 で き な い 場 合 は 、 バ キ ュ ー ム シ ス テ ム だ け で も

効 果 が 有 り 、 採 用 を 進 め て お り ま す 。本 シ ス テ ム は 先 生 や 看 護 婦 さ

ん は ビ ニ ー ル の ス パ イ ラ ル ホ ー ス を 背 負 う だ け で 、 ま った く 重 さ を

感 じ ま せ ん 。 呼 気 は マ ス ク か ら 強 制 的 に 排 出 さ れ る た め 、 口 元 が 涼

し く 、 呼 吸 も 楽 に な り 、 大 変 快 適 に 手 術 が で き ま す。 ヘルメ ッ トの

自の部分が大きく外領I j へ凸に曲げて出ているため 、視 野 が 広 〈 ヘ ル

メ γ ト を 掛 け た 障 害 は 有 り ま せ ん 。最 大 1 ユ ニ ッ ト当り 5 人 迄 の 呼

気 が 排 出 で き 、使 用 終 了 後 は ス ト レ ー ジ ・ボ ック ス へ 収 納 し ま す。

ノ〈キューム ・ユ ニ y トは分自己チェンパと分荷量されており、邪魔 に な

ら な い 所 に 置 く 事 が で き ま す 。 又、エンパイラメディ ッ ク ・サ ー ジ

エ リ ー ・アイソレータと f弁 用 す る 場 合 は 、 ア イ ソ レ ー タ の 送 風 機 ユ

ニッ トの上へ 置 け ば 場 所 を と り ま せ ん 。( 高 砂 熱 学 工 業 附 大 阪 支 庖 )

エ ン パ イ ラ メ デ ィ ッ ク ・バ キ ュ ー ム シ ス テ ム

サ ー ジ カ ル へ J レ〆 y ト • 接続ホース

パキュームユニット

- 仕様 書

本
ファン ボックス l 台

ストレージ ボックス l 台

体
( 介配テェンパ付)

附

接 続 ホ ー ス ( ス パ イ ラ ル チ ュ ー ブ )

32A X O. 9m 1本

属部
32 A  X 2. 5 m 1本

品 25 A  X 2. 8 m 4 本

ハーネス ・ホース 4 本

マスク 121田

風 量 最大風量 1，550 t /nim 

性

電 源 100V  1  o  50/ 60Hz  

消 費 電 力 340 W 

能
重 量 フアノ ・ポ y クス 35kg  

ディスポーザプル フー ド
ストレージ ボックス 10kg 
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エ ン パ イ ラ メ デ ィ ッ ク ・ サ ー ジ エ リ ー ・ ア イ ソ レ ー タ

外

形

寸

法

A

一
日

一

c
一

D

一

E

高 砂 熱 翠 工 業 株 式 会 祉 大 阪 支 庖

Takasago Thermal  Eng; neer; ng Co.  Lt d.  Osa加 島 田 油

大 阪 市 北 区 芝 田 町 5 5 ( 北阪急 ビJ レ) 電懸 (372) 2  5  1  1  

回

1 4 0 m
1  

f f i l n 
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バイオクリーン I  

S C I - ME D  mODlI lR 

バイオクリーン ( Bi - C) 設備

佐 藤 英 治

層流隔荷量病室 ( L F Pl ) システム

末j干警 持で は 、 キ 国 ガ ン 研 究 所 (
ati onal  C ancer  Iust i tut e )  

が主にな Ｚ Ｎ ｾｾピ ｉｊ 自発が進 められた隔縦病室 Ｈ ｌ ｡ ｭｩｮ ｡ ｲ F lo w P ati ent  

ｉ ｳｯ ｬ｡ｴ ｯ ｲ Ｉ システムを ｓｃ ｉ Ｍ ｍｅｄ ＭｴＺ上と伎術Ｍｴ，Ｇ ｩｈｪｾ し、 日 本 に 導 入 し ま

した 。 単 に 、 空 気 の 浄 化 だ け が そ の 機 能 で は あ り ま せ ん 。 そこには、

「病室」としての 後能が優先します 。 ｽ斤白 三官 ｴ 、看護方法、右護休 ｉｉｾｊ

物 品 の 出 入 り 、 各 種 の S tor age等 々 を ど の よ う に 「 シ ス テ ム 」 と し

て 組 込 ん で ゆ く か 、 充 分 な 似 拠 を も っ て 装 備 さ れ て い な け れ ば な り

ま せ ん 。

東洋熱工業て' は、過去の辺自なクリ ー ン ル ー ム 技術の上に、

フ ト ウ ェ ア 」 と し て の 機 能 を 加 え た わ け で す 。

「ソ

隔 離 病 室 に か か わ り あ う 事 項 に は ノ 、 ー ド と ソ フ ト の 商 が あ り 、 そ

れ ぞ れ の 内 容 は 下 記 に 示 し ま す。

ハ ー ドの要素

. 法 規

- 制音1)仕 様

il' i  1'(. 皮

気流ノ マタ ー ン

j瓜 述

正 圧 保 持

ikA. tM. 皮

! 綴行、振動

コスト

機 総 メ ン テ ナ ン ス

そグ)1也

無 ｴ 泊病室システムの適用は、 ｾＺｉ 生向 ｬ ｛ｊ ｬ 病をはじめとし、政舟 ｊ ，ｪＧ［必療

法などにより極度に低抗力の ｳｪｾｪ 1 ，. 、忠者、免疫不全、兎火傷、移 M手

術 を う け た 忠 者 等 々 に 有 力 な 手 段 と 汗 価 さ れ て き て い ま す。

特 に Open- ended typeは、そのr : 日政的な! 必じで医師の万々から好評

を い た だ い て お り ま す 。 ( U. S . PAT. 3， 601，031)  

その特長には、

・4 盈 互 呈を そ の 基 本 設 計 思 想 に 磁 り こ ん で あ る 。

・1zf 住環境として、 i直 正 な も の を 含 ん で い る 。

・5量71Tは、 立旦旦互に す ぎ ず 、 従 米 の ク リ ー ン ル ー ム の 概 念 を は る か

に 下 ま わ る Ji 争 粛 な 運 転 で あ る 。

- 空 調 環 境 に 設 置 さ れ る こ と を 必 本 と し 、 そ の 室 内 ft 祈 は 、 冷 水 供

給 を う け ら れ れ ば 熱 負 荷 を 処 理 で き る 。

- 給 水 の 浄 化 方 法 は 、 フ ィ ル タ に よ る 方 法 を 基 本 と し て い る 。

・忠者 用 、 看 護 用 各 操 作 ノ マネ ル が 完 備 し て い る 。

- 突がI と22EI な 経 験。

が あ げ ら れ ま す。

( 注 ここでいう無菌病 室は、マイクロバイオロジカノレな汚染が ｊｉ 三Ｎ ［［ｾＮに少

ない病室という意味に使います 。)

ソ フ ト の 要 素

. 患 者 と 直 接 的 な か か わ り を も

つ も の

患 者 の 教 育

入 室 前 の 処 置

tt 室 中 の治療と司守護

食 事

排 t世物の 処 理

家 族 と の 接 触

そ の 他 精 神 衛 生 上 の 問 題

・ 管 理 的 要 素

看 護 婦 等 の 教 育

看護体1 I 11J

ハ ウ ス キ ー ピ ン グ

各 種 ス テ リ ル サ プ ラ イ と そ の 方 法

スト γ ク品とその自己1Ri!

コスト

そ の 他

バ イ オ ク リ ー ン 病 室 の 構 成 要 素
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さ れ て お り 、 自 己 発 熱 は 冷 水 供 給 で 除 去 可 能 で す 。 ま た 、 呼 気 吸 引

装 置 も 好 評 に ご 使 用 い た だ い て お り ま す 。

( 東 洋 熱 工 業 Bi - C事 業 部)

手 術室 ユ ニ ッ ト に は 、 そ の 製 品 のパ ッ ク に 次 の よ う な 内 容 を 含 ん

で い る こ と が 望 ま れ ま す 。

手 術 室 ユ ニ ッ ト

術 室 では 、無最長 灯 と の と り あ い- 簡便 に 設 置 で き る こ と 。

に 自 由 度 が あ る こ と 。)

- 広 い ii'l 浄 空間 が 得 ら れ る こ と 。

. 低 磁 音 の 運 転 が可 能 なこと 。

- 温 度 調節 機能 を も っ て い る こ と 。

. 呼気 吸 引 装 置 が つ け られる‘ こと 。

・既 設 空 調 設 備 と の ド y キ ン グす る 場 合 、 充 分 な 注 意 を す る こ と 。

こ れ ら の 要 求 事 項 に 対 し 、 研 究 試 作 を 重 ね 、 完 成 し た も の がB i ー

( 既 設

C 手 術 室 ユ ニ y トです 。

気 流 は 、 水 平 層 流 、 片 流 れ 方 式 で 、 広 い 消 浄 域 を 得 る た め の 工夫

(PAT_ PEND) が な さ れ ま し た 。 気 流 の 可 視 化 に よ り 、 み ご と に

そ の 確 認 が な さ れ ま し た ( 歌 代 そ の 外の 方 法 に よ る )。

そ の ほ か の 基本 課 題 に 対 し て 、 騒音 は57ホ ン ( Ascal e) で、この

磁 の 装 置 と し て は 抜 群 に 低 騒 音 で す 。 装 置 自 体 に 冷 水 コ イ ル が 装 備

2m 

円

l

u
門

川

U

水 平 断 面 ( 床 上0_8 m) に お け る 層 流 の 犠 相

( タ イ プ C 空 調 運 転 )

中 央 垂 直 断 面 に お け る

層 流の 機 相

( タ イ プC 空 調運 転 )

4 m 3  2  
。

東 洋 熱 工 業

東 京 都 中 央 区 京 橋 2 - 9  

電 話 0 3 - 5 6 2 ー 1 3  5  1  ( 大代表)

大 阪 市 西 区 京 町 掲 4 - 1  2  0  

篭 話 0 6 - 4 4 3 - 8 0 7 1 ( 代 表 )

B  i ー C 事 業 部

そ の 他 の B i - C商 品

ライ トアイ ソ レータ ( 簡 易 隔 離 装 訟 )

サ プラ イ ヤ ( フ ァ ン フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト )

コ レ ク タ ( 作 業 者 保 護 作 業 台 )

い ず れ も 低 騒 音 、 低価 格 、 使 い よ さ を 特長 と し て い ま す 。
庖
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アク'ニュークリーンエアーシステム MOOELI 00 

、、Air Control  in the O.R:'  

Cl eαn Air System 

The Agnew Lami nαr Fl ow 

本 機 は 手 術 室 に 据 付 け 電 源 を 入 れ る だ け で 室 内 の 空 気 が プ レ フ ィ

ノレターと H E P A フィ J レターを通過し 99. 99%( + ) の パ ク テ リ ヤ と 微

位 塵 挨 を 空 気 中 よ り 除 去 し て 清 浄 な 空 気 を 放 出 し 、 手 術 台 の 周 辺 に

ク ラ ス 100の 層 流 空 気 の 流 れ を つ く り 、 そ の 速 度 は 毎日寺1す 哩 ( 約 200

回 避 流) である 。 キ ャ ビ ネ ッ ト 内 の 送 風 機 は 防 音 函 の 中 に 完 全 密 封

し て あ る の で 運 転 音 は 静 か で 手 術 者 グ ル ー プ の 会 話 を 妨 げ な い 。

尚 、 手 術 者 グ ル ー プ の 使 用 す る ? ス ク 用 呼 気 排 気 装 置 が 完 備 し て お

り、呼気 は キャビネ ッ ト 内 に あ る 真 空 ポ ン プ に よ り 7 ス ク 中 よ り 吸 引

きれ、 H E P A フィノレターに向って排気される 。呼 吸 を 著 し く 楽 に し

眼 鋭の 公 り を 除 去 し 、 冷 却 効 来 を 与 え 、 又 マ ス ク 中 に 滞 留 し た 呼 気 を

再 びl吸 い 込 む こ と を 防 止 す る 。7 ス ク を 装 着 し て も 会 話 を 妨 げ な い 。

( 詳細説明舎型録進呈)

特 長

. ユ ニ ー ク な プ ロ ジ ェ ク タ ー ヴ ェ イ ン は フ ィ J レターモジューノレにサ

イドウォ ーノレを 取 付 け る 必 要 が あ り ま せ ん 。従って 、手術室 は 従 来

通 り に 広 い ス ペ ー ス で使 用 で き ま す。

・1 時 間 に 約 200 回 、 手 術室 内 の 全 空 気 を 動 か し ま す の で 微 粒 子 の

著書積と沈降を| 坊ぎます。そして層流気流によって、手術倉IJ に 接 近

す る 微 粒 子 は 安 全 圏 に 述 ば れ ま す 。

. フィノレターモジューノレの操作音は 53dbA 以 下 で す‘ か ら 、 声 を 大 き

くして話すことがなく、通' ，: ;; ' の会話を 1¥方げません。

. フ ィ ノ レ タ ー モ ジ ュ ー ル の モ ー タ ー 熱 を 、 天 井 の 空 調 装 置 の 排 気 ダ

7 ト に 接 続 す る こ と に よ っ て 、 排 除 で き ま す か ら 新 し く 、 空 調 装

首lt を 附加 す る 必 要 が あ り ま せ ん 。

. C las s100- 一一手術台の閉りをクラス 100に 維 持 し ま す。

・ Ｔ を置な Ｗ スク ・ アスピレＭ＿ー ｯｲｾ 呼気排気装置Ｉは術者のマス

クの下につけ、呼気内から発 ｬ 放する病菌 Ｈ ｐ ｡ ｴｨ ｯ ｧ ･ ｮ ｳ Ｉ を ｮｾ 吸 引

し、呼気が直接手術f ; i IJ に か か ら な い よ う に い た し ま す 。

110 

気 流の パ タ ー ン

2 台のフィノレター ・モジューノレは 、手 術 台 の 周 囲 を ク ロ ス す る 、

連 続 的 な 水 平 層 流 式 空 気 を I吹き 出 し ま す 。 吹 き 出 し 気 流 は 反 対 壁 面

で 2 分 さ れ 、 両 壁 面 に 沿 って もモジューノレに反 ってい ます 。

手 術 室 の レ イ ア ウ ト

図一 1 気流のパターン

クリーンエア一気流の効来をl J l l : 大 1
1艮 に す る に は 、 持 械 テ ー ブ J レを

モジュー J レと手術台の聞に泣き、 Z E R O L I NES を 床 面 に テ ー プ で 貼

り、クリ ー ン エ ア ー ゾ ンと 他 と の 境 目 を 作 り ま す 。 そ し て 、 術 者 は

ク リ ー ン エ ア ー ゾ ー ン 内 で 手 術 を 行 い ま す 。

納 入 実 績

湯 河 原 厚 生 年 金 病 院

公 文 病 院

高 山赤 十 字 病 院

加 西 市 民 病 院

」

MO D U L E  

ー

プ
/

/

l

ー

一

• 

一 一ー ｾ

者I1立 駒 込 病 院

海 南 病 院

兵庫医科大学

京都府立医科大学

河 村 医 療 器 株 式 会 社

大 阪 市 北 区旅 篭 町 18番地河端商工ピル T  E  L  06- 36 卜2925・8414

東 京 都 文 京 区 本 郷 5- 7- 7 南 ビ ル 102号 T  E  L  03 - 81 5- 1  9  6  4  

香 川 県 高 松 市 亀 岡 町 9 - 2  T  E  L  0878- 34- 7  6  6  5  



薬剤機器 .  

S F式病院用空調機器

i，'j f政な上;1 . r J l で最i砲な治療を' 支・けることが病れを tfIす 最 良 の ) j 法 てが

あ ります。

松 ｪ Ａ￭は院 内 感染が 問 題にな っ ているようですが病室は勿 ， 論、手術 ｪ ｾ 長

が最 もrNi'f t J.立 を 要 求 さ れ る 場 所 で あ り ま す 。 こ こ で こ**H介 欽 し ま す

の は 、 ス ウ ェ ー デ ン で 開 発 さ れ て 欧 州 名 国 放 び 日 本 で 係 用 さ れ て い

る機器であり 、 ｨ Ｇ ｴ 織な王 ｾＺｬ 段 づ くりのＩｊ法の 一 つであります 。

1. エ ア カ ー テ ン ・ ユ ニ ッ ト

エ ア カ ー テン ・ユ

ニ ソ トはスト y クホ

ノレム工科大学の Dr

C laes .  G.  Al l ander  

が 手 術 室 用 に 々 集 し

た も の で あ り ま す。

本 ユ ニ y ト は 、 手 術

室の天井にキ且込むア

ル ミ 製 の 機 器 で あ り 、

スリ ソ ト、多ヲL fIX、

及 ぴ チ ャ ン パ ー か ら 構 成 さ れ て お ります。 中央 の 空 調 機 か ら 送 ら れ

た空気は、高性能フィ/ レター ( 本 ユ ニ ン ト に は 含 ん で お りま せ ん ) を

通 り、無菌、無塵にされて、エアカーテン ・ユ ニ ソ ト ま で 送 ら れ ま す 。

本 ユ ニ ッ ト で は 清 浄 空 気 は 二 分 さ れ 、 外 部 チ ャ ン パ ー と 内 部 チ ャ ン

パ ー に 到 達 し ま す。 外 部 チ ャ ン パー か ら は 2 条 の ス リ y トを過して

室 内 に 供 給 さ れ 、 エ ア カ ー テ ン を 構 成 し ま す 。 内 部 チ ャ ン パ ー の 化

気 は 多 孔 板 よ り 低 迷 空 気 流 と な り 宅 内 に 供 給 さ れ ま す。

手術室はエアカーテンにより仕切られた無菌 ・ 術、践の ｨ Ｇ ｊ Ｇ 浄 ｾＯｪ ｜ ｊ とカ

ー テ ン の 外 域 に 二 分 さ れ ま す。

汗ii 争ZE聞 は 手 術 T今 及 び 地 術 者 を 内 包 で き る 大 き さ に な っ て お り ま す。

排 気 は 床上 30cmの 壁ul iか ら と る の が 最 適 で す。

二二コ C コ

エアカーテ ン λ  

内部の室主主連m/ -s 1¥ エアカーテ ン

11 負 担 盛 山

0. 18  .， 0.30 -一一一0. 35

!__Y.  Q. 2&  -

0.1 5一一一一一一一一←¥ 0.2←- 0.25  

~ - i エ7

1  ¥ カーテ ン

0. 13 0.18-

図 1

特 長

①手術場をエアカ ー テンにより昔 ｾｊ 来的旦つ低局長な Ｑ ＱＨ 用で陥向 ｦ ｦ し、 内

士或を討';1争に {呆てます。

②同 一 送 ｊｩｬｩｾ 泣で換気回数を多くとれます Ｈ ＶＰ Ｍ ＷＰ 回 Ｏ ｕ 寺Ｉ

③吹出口の而: f J '( が広< r-大lt設 に 低 迷 空 気 流 を 供 給 し ま す か ら 分 布 は 必J

等 で ド ラ フ ト を 感 じ ま せ ん。

④ 内 城 、 外 域 の 区 画 は エ ア カ ー テ ン で 行 い ま す か ら 、 施 術 者 の 年/11;従

に な り ま せ ん。

⑤ 取イ寸 が 容 易 で す。

固 構 造

2  エ ア ス ク リ ー ン

エ ア ス ク リ ー ンは

換 気 回 数 を 多 〈 必 要

と す る 、 手 術 室 1 C  

U 、 C C U、 検 悦 室

及 ぴ 病 室 等 に 最 適 で

取 イ寸は音/1屋 の 壁 面 と

天 井 面 の 接 合 音/1に 組

付 け ま す。

エ ア ス ク リ ー ンは苦/ )

図 - 2

1  外 部 チ ャ / パ

2 .  1ホ11mチ ャンノ〈

3.  *'1;E  J j l i 'l スリ Y ト

4  パーフ才 レー テ

y ド・カセ y ト

5  ダ ク ト 按 統 口

6 .  ￆ ｆ，［ｾ灯 ｘ ｾ 袋

; 泣等 l収付則I ) ，] u軒目

屋 の 大 き さ ( ! i P : の長さ) に応じて長さを調整します。

ス ク リ ー ン は 、 ス リ γ トの入 っ た ア ル ミ 裂 の フ ロ ン ト ス ク リ ー ン、

ス ク リ ー ン ダ ク ト 及 び 両 似IJ のエンドセクションより. f . ，Yi成 さ れ て お り

ます。 スクリ ー ンダク トは 背 面 又 は 上 面 で 給 気 ダ ク ト に 接 合 さ せ ま す。

高 性 能 フ ィ ノ レ タ ー は 、 エ ア ス ク リ ー ン 内蔵、男IH i 互いずれも可能です。

排 気 は エ ア ス ク リ ー ン 対 面 の 壁 雨 、 床 上 30cm及び天井面下音/130cmか

ら と る の が最 適 で す。

2  

x :.- ドセ クν ョン

3  (右側)

スクリー ν ダクト

ガイド ベー ン

7  

u  ，' - フロ ン トスク リー ン

、3 スク リー ンダク ト

図 3

特 長

①多孔板とス' ) ."/ ト に よ り 怖 か で ド ラ フ ト の 生 じ な い 消 浄 空 気 の 供

給 が 可 能 で す。

②苦/1屋 の 大 き さ に 合 せ 自 由 に 選 択 で き ま す。

③ フ ロ ン ト ス ク リ ー ン の 配 置 を か え る こ と に よ り 最 適 な フ ロ ー パタ

ー ン を 得 ら れ ま す。

④ 取付 位 置 が 高 〈 室 内 を 有 効 に 使 え ま す。

⑤ 取付 が 容 易 で す。

⑥ 価 格 が 低 廉 で す

排 気 口 と し て は 発 生 騒 音 の 少 な い K GE 型 排 気 口 が 最 適 で す。

病 院 内 を 清 潔 に す る に は ii 雪崩方法も従来のポータブノレ式掃除機よ

り も 集 中式 の 方 が 適 当 で あ り 、 ゴ ミ 処 理、洗機を望書するリネンめ搬

送 に は 其 笠 搬 送 がjj 宣 し て お り ま す。 当 社 で は S F 式 集 中其 主 的 刺 殺

備 、 廃 棄 物 ・リ ネン工J ; 空搬送設備 を 用 意 し て お り ま す。

日車工ヌ工7 鰻 或8 1 1

本 社 東 京 都 千 代田区神 田 駿河 台4- 2お 茶 の水 ピ ル

電 信 03- 255- 0095- 7  

大 阪 支l苫 大 阪 市 北 区芝 田 町55 北 阪急 ビ ル 高砂 煎 学

工 業 株式 会社 大 阪 支 庖 内 電話 06- 373- 2658 

名古屋宝庫 052- 2 11 - 6230 札 幌 支 l苫 01卜241- 8890

九 州 支庖 0 9 2 - 441 - 5350  東 北 支m 0222- 27- 1309 
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ｬ ｌ ｾ 七 ・ メディク リ ーン は 、内 庁主したＨ， ＧｾＧＱＱ ｴＺ 官 ｅ ファンによ リ ｈｅｐａ

フィノレターを. i J : U じて無菌空気を l吹 き出 します。 こ の l吹出 空 気 は 層 流

にな っ て お り、了点矧 ・じ ん 挨 類 が1比入 す る こ と を |りJ ぎます。

出ゴご・メ デ ィ ク リ ー ン は 、無 じ ん ・無 菌 エ ア ー の 発 生 装 誼 で す 。

無 菌 ゾ ー ン を 必 要 と す る 病 院 の あ ら ゆ る 施 設 に お 使 い く た さ い 。

コニ

無

菌

、f

j  

東京都千代 田区有楽町| 丁 目12番| 号( 新有楽町 ビル)

⑤ 100 電 話 03- 2 11ー711 1  ( 大代表)

③畠士電磁時特品事業部

メデイクリーンの気流

無 菌 ゾー ン

設 置 応用
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バイオクリーン E  

uit Z止を li iJ わ ず 簡 単 に 設 泣 で き 、 し か も 水 、F'I MiJI乙であるため !m明 及 び

米 j ド付 属 物 が そ の ま ま 使 用 可 能 で す 。 またA s ii1t 担 で あ る た め 、 設 ; ;' ，:

I  (1Hl' 1を と ら ず 暗 1(lj に ピ y タ リ 設 ;;' 1す る こ ともでき 、 IJf J1皮 的 な 医 療 在

ます。 又 、 既 存 の 部 屋

ｲｾ ［ Ｍ ｉ Ｚ メ ディク リ ーンは 、 ＴＱ 字、じん ・ 無閣 の ｾ ｉＺＺ ｊ を必袈とする予や Ｇｉ ［￯ 宅 ・

治療 宅 ・ 新生児宅等則として、 ｾ ｾ ｪ ・に 開 発 した ｬ 凶 ｪ 則 的装［丘 です。 新設、

4.  手術宅 JrI

低 騒 音 で す か ら静 か な 芥 囲 気 で 医療 を行えます。 X 、 |幼針i を充 分 与

f ! 引診灯等、 天 井 付 属 物 が 無 菌 、/ ーンを 再し し ま せ ん か ら 雌' A な無菌、/

形 式 WL K 45E25  W L  K22E25  

万 式 水‘ ドl百iJI( 式

前l 4540 2270  

外形ーl 法

奥 11 700 700 

[田]

ｲＮ Ｇｾ＠ さ 2400 2400 

吹 tH 而 2640 W X  2050  H  1320WX 2050H 

無崎 、/ ン

イI安;)J ゾーン i拘l師2400て・1700WX II00H Ijijv師2400で850 WX 1I 00H 

風 迷 [m/S)  0.6m/s  

風 .'I!  ・ [m'/ mi n)  18伽1

3

/mi n 90m
3

/mi n  

吹 出 ZE31 の h' ，' fi .  Itr クラス 100

騒
t日c  

[ ホーン] 事，65ホーン

ｾｲｴ＠ 1昨 3  o、200V，50/60Hz  

m ［ ｉｾ＠ '，le 力 [W)  2  k W 1  k W 

重 '-1 BI  約1000kg 約 500kg

ス ペ ー ス を と り ま せ ん の で 手 術 ? を の レ イ ア ウ ト 変 民 は 無 用 で す。

わ ず か な エ ーJ'; で す か ら設 泣 は た っ た 1 11で寸みます。

※ ‘l 法 ・仕様の一部を変更する場合がありますので、ご了ノ真下さ L、。

，.---一ー¥

簡 易 ダ ク ト を取 り 付 け れ ば 、 谷 Mに 使 )- 11 で き ま す 。

対象 ｾ ｾ ｉＯ｜ｊ の 大きさによリ、半分でも使用で

手術室用水平層涜形クリー ンユニット

富士メテ￥クリーン

の ｊ 般入搬 ｮｾ ト ー全く支 ｼ 棺があリませ ん。

ー ン がれ} られます。

ダクト取十i 可 能

/i iJ を1<1: ) 1) できます 。

l益し て あ リます 。

1  . 設 i丘 が附j l jl

水 、1f. W! iJ k

2.  Jl'il五年型

3. 分 離 型

特 長

イ士機表

1 1 2  

5.  

6.  



| バ イ オ ク リ ー ン ・ 中 検 I  

医学施設のシステム化をはかる

D A L T D N <三三英〉

近 年 、 病 院 施 設 の 発 展 は 医 学 の 発 展 と 共 に 急 速 に 進 歩 し 、 充 実 し て

来 ま し た 。こう し た 状 況 の 中 で三 y i ; 製作所は大学 医 学部 や 総 合 病 院

な ど 多 数 の 医 学 施 設 の 怨 設 に た ず さ わ っ て き ま し た 。 特 に 越 礎 研 究

部門、臨床検費音11門 や 無菌 手 術室 な ど の 設備 に お い て は 、 基 本 的 な

設 計 の 段 階 か ら 参 加 し 近 代 医 学 が 必 要 と す る 敢 適 環 境 を 日IIIJ 出 すこ

と に 努 力 を 絞 け て い ま す。

. D A L T O Nバ イ オ ク リ ー ン シ ス テ ム

このシステムは念、' 性

白血病、強吉区治療な

ど の 特 殊 病 室 や JI 主|刻

節 全 世 換 手 術 などの

特 殊 手 術室 、 あ る い

は 注 射 液 、 抗 性 物 質

の 製剤l室 な ど 高 い 消

浄 j交 を 要 求 さ れ る パ

イオクリ ー ン ル ー ム

の そ れ ぞ れ の 用 途 に

応 じ た 巾広 い 応 用 例

と周辺装 置 が用意さ

れ て い ま す 。

長 浜市 民 病 院 手 術 室

. D A L T O Nラ ボ ラ ト リ ー デ ザ イ ン シ ス テ ム

当 社 の 30余 年 に わ た る 研

究 施 設 の 設 計 、 施 工 笑 絞

を体 系 化 し 、 建 設 計 固め

際 、 顧 客 の 要 請 に 応 じた

施 設 の 施 工 を 具 現 化 す る

も の で 、 臨 床 検 査 室 、 基

礎 医学 研 究室 、 医 ・歯 学

系 学 生 実 習室 な ど 医 学 分

東 京 都 立 駒 込 病 院 病 理 検 査 室

野 で も 数 多 くのシステム仔IJ の 提 供 が で き ま す。

主 な 病 院 関 連 施 設 ・ 装 置

・ 1 ! 罵菌手術室 ・ 無 菌 治 療室 ・ 無 菌 製 剤室 ・無 菌 実 験 台

. 研 究 ・ 検 査室

( 検査台 ・実験台、 ド ラ フ ト チ ャ ン パ 一 、 技 工 台 、 測 定 台 、 作 業

ム 、 装 置 台 、 薬 品 保 管 庫 )

園 恒 温f亘湿室 . 実 験排 液 処 理 装 置

. シー ル ド ル ー ム ( 電 磁 遮 蔽室 ) ・ 有 害 ガ ス 消 浄 裳 澄

・ 薬 じ ん 拡 散 防 止 、 浄 化 装 世 . 無 菌室 用 清 掃 機

25 三失業主 it 所

建設業者登録建設大臣許可( 般 - 49) 第6064号

大 阪 営 業 所 大 阪 市 北 区 梅 田 町 27 ( サ ン ケ イ ビ ル )

電話06- 343- 1271 ( 大代 )341- 6263(代表) 干530

本社・東京営業所北海道・仙台・名古屋・姫路・広島・北九州 ・福岡

川重防災は信頼ある医療設備

の提供をモットーとしていますL

当 社 は 医 療 ガ ス 配 管 設 備 の パ イ オ ニ ア と

して 誇れ る 製 品 を 全 国 の 3 ，000病 院 ヘ 納 入

して ま い リま した 。

現 在 そ の 優 れ た 技 術 の 結 晶 が 皆 様 方 の 身

体 、 生 命 を 守 リ つ づ け て お リ ま す 。

扱 昂

医 療 用 : 酸 素 、 笑 気 、 吸 引 並 圧 縮 空 気 配 管 設 備

検 査 研 究 用 : 窒素、 ヘ リ ウ ム 、 ア ル コーン、水素、

ア セ チ レ ン 、 プ ロパ ン 等 特 殊 ガス 配 管 設 備

ボ イ ラ 一 室 、 電 気 室 、 機 械 室 用 : 二 酸 化 炭 素 消

火 設 備 並 び に ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備

画 川 重 防 災

本 社 : 干 162 東 京 都 新 宿区 市 谷 本 村 町34番 地 TEし03(267)3411 間

大阪営業所・ 干 531 大 阪 市 東 淀 川 区 山 口町325- 1 TEL06(323)8811 附

福 岡 出 張 所 干 81 2 福 岡 市 博 多 区 上 呉服 町 10- 1 TEL092(271) 8552附
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システム化中央滅菌材料部門

病 院 に お け る 中 央 滅 的 材 料 部 ( Cent r al St er i  le  Suppl y  Depart -

ment ) の 業務 の 主 要 性 は 、 病 院 機 能の 中 継 と し て 不可 欠 な古111“l であ

る 。 当 社 で は 近 代 の 州 11完 に お け る 中 央 滅 菌 材 料 百11のありかた、 11可院

機 能 と し ての 調 和 を巧えた 中央滅菌材料百11の シ ス テ ム 化 を 推 進 し て

し、る 。

中 央 滅 材 料 部 の繁 務

I  

中 央 滅 菌 材 料ml は州 |知人l で 使 用 さ れ る 各純 医 療 保材 、 特 に 滅 菌 処

理 が 必 裂 な di - i 紫部材 の 作成 、 供 給 を-*11ユ的 にL定地するサ ー ビス宵Ilf"l

であ り、日11門 内 部 における 処却11呼生 業 務 と と も に 、 昔話材 の 供 給 、|叶

収 に 用 い る J般 送 手 段 と の 適 正 な イ ン タ ー フ ェ ー ス が y ステム 化 実 現

の キ ー ポ イ ントとなる 。

ア プ ロ ー チ

中 央 滅 菌 材 料1711

の 設 計 に 1
1
:祭しては、

業 務 調 査 を 笑 地 し

現 状の f町民、 J島本

方 針 の 確 立 、 目 標

設定等: 一 定 の フ ォ

ー ム に )Ji づ く シ ス

テマティ y クなア

プ ロー チ が 必 要 と

なる。

図 一 1

図 - 2

中 社 で は i二図 の 如 き }J 式に

よ り 、 目 的 に 応 じ た 中 央 滅 菌

キオ;fS十苦11の シ ス テ ム プ ラ ン ニ ン

グ を 実 泊 し て い る 。

新 開 発 シ ス テ ム の 例

1 . ユニ ッ ト ロ ー ド シ ス テ ム 「一一一I ふ

l院内感染の防止 1'--，)

全 処 理 工 程 に て 使 用 さ れ る し 一 一一一」

各 穫 パ ス ケ ソト類を 一 定 規 格

の パ ス ケ y トに統一 し作 業 の

単 一 化 を百十る シ ス テ ム 。

2 ト ー タ ル カ ー ト シ ス テ ム

病 院 内 各 部門 における 物 品

管 理 、 物 品 搬送 、ま で 含 む 総

合 的 な 搬 送 ー処 理 y ステム 。

3. ア ム ス カ ー シ ス テ ム

米国アムスコキ土が開発した

無人搬送一自立拙盟 を中心 とし

た 総合也勺なホ スピタノレ ・システムa

中 央 滅 菌 材料 部

シ ス テ ム 化導 入 例

1975年 竣 工 し た 合 数 中 央 病

院 増 改 築 工 事 に お い て 当 社 は

浦辺建築事務所の ご協 力のもと

に、図ー5、写真ー2、3の如 きシス

テ ム 化 計 画 を 実 地 し 病 院 内 関

係 者 よ り 好評 を 得 て お ります。
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む

Eヨ

。巨亙

。E J

アムスコマティ y ク 燕 恒 雄薗 甚 置

準備および包装区域

Eコ圧コ

。。ぐるぐる

浄 化 区 域

図 4

滅 菌 室

口

日

図 - 5 倉 敷 中 央 病 院 中 材 セ ン タ ー 配 置 図

ロS A KU R A叩 s c o

( 株 ) ヰ ナ ヌ コ メ デ イ カ ル シ ス テ ム ズ

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 3 - 1 本 町 共 同 ビ ル 宮 ( 0 3 ) 2 70 - 3941 ( 代 ) 愚 103

直面司面+ ナぞアモラ忠商柑帥掠軍司= 毛主示土

置』押: : . . 11 本 社 東 京 師 中 央 区 日 本 楠 本 町 3 - 9  t:f ( 03) 270- 1666( 代 ) 串 103

・II. . . .A. . J・ 東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 白 本 嶋 本 町 3 - 9  t:f ( 03) 270- 1666( 代 } 串 103

・幽幽幽幽・ 大眠宮古車 所 大 阪 市連 川 区 西 中島 3 - 19- 13曹 2 ユ ヤ マ ピ ル 古 ( 06) 301 - 1054( 刊〉 串 555

名 古 屋 出 強 所 九 州 出 張 所 仙 台 出 損 所 盛 岡 出 現 所



身体障害者のための器具

身 体 障害 者 は 、 障害 の 部 位 や 程 度

によ って一 様 で は あ り ま せ ん。 そ

の た め 、 使 用 す る 器具 も障害 者そ

れ ぞ れ で異 な り ま す。軽 い 障害 者

であれば、 一 般 の 器具 でも 手 すり

や 吊 補 助具 な ど を セ ッ ト す れ ば 十

分 に 使 用 す る こ と が で き ま す。

務具 の 特 性 を 十 分 に 知って い た だ

い た 上 で 、 使 用 者 に ふ さ わ し い 器

具 を ご 選 定 く だ さ い。 こ こ に 紹 介

し た 特 殊 器具 以 外 に も 色 々 用 意 し

て お り ま す。 お 近 く の 弊 社 各支 社

営 業所 、 出 張 所 に ご 相 談 く だ さ い。

東 陶 機 器 株 式会 社

⑦ Ｘ ＰＲｾ ヒ Ｉ ｌ ＺＩ Ｋｉ ｔｉ￯小合 北 区 中 ね Ｒｔｉｊ 1番

1  ｾ号ー T E  L  ( 093)  - 951 - 2111 

支社Ｏ点Ｉ［ｾ ・ 大ｼ甘え ・ 名古出 ・ 悩ｼ前 ＱＮ .fL申込

営業所Ｏ広九 ・ ，，，汁 ｬｾ ・ ｩｬｬｊｴ￬ ・ 日山

出張所 ＯＧｩ Ａ ｪ Ｇ 森 ・ Ｏｍ ｬ ｉ Ｑ ＱＮ Ｚ￭Ａ ｊｲ 潟 ・ こ ｩ ・布 ＱＱ ・ Ｇｾ￧

ノド戸 ・l iH00. ・il li利 ・lJ: 川・ 千 楽 ・縦 浜

171'v問 ・長 tf .金沢 . ｊ ｾ ｻ 布 Ｑ Ｑ ・ や ｬＧ 戸 ・ ｼ 品 ｬ 山

山 仁l ・松 111・北九州 ・大 分 ・長 崎

ｴｩ ｾ ＴｳＺ＠ . 鹿 児向 ・)}I Ilf，ii

トイレ 便器C48

普通の使器ですが、周囲に手すりを設

けています。 また、洗浄金具がレバー

式にな っていますので、軽いタ y チで

操作ができます。上半身の障害者や老

人に有効です。

洗 面 所 洗面器 L331

洗面総まわりは自宅問でi先而総の納まりが

よい人工大磁石カウンターを使用。1先而

器は車イス使) 11名ーの使い勝手を考慮し

て『はめ込洗而総』をセッ卜しています。

湯水混合栓は、操作のしやすいレパ- j ¥

(一般のものよりさらに長くな っている)

を組合せています。鋭はI j I イスに座 って

いてもイ史えるよう傾斜をつけています。

トイレ便器Cl l l

車 ｉｉｉ 長い形状のため、前後の ｾ ｲ ＺＺｊ が十分

あり、 Jl H足後の後始末が容易です。介添

者が後始末する場合や特殊な布I i 装 1..!- な

どで後始末をする場令に適しています。

介添右の傑作を考慮して、 t光作イi ' t H に

i己Mi 式リモコンフランシュノぐルブをセ

y 卜しています。

使音寺のまわりに握りノ f ー

を設置すると、より使い

勝手がよくなります。幣

社ではご要望に応じ各種

握りパーを製作していま

すので、ご用命くださし、。
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病 院 、 学 校 、 オ フ ィ ス に

釘宮ヲフレキシウオーサレ

不燃( 佃 ) 1189号 認 定

建材商品

フレキシウオール( F C) ・片面パネル(F K)耐火パネル(F E)

( F A)( FB) アルミスタッドパネル

スクール パ ネル ( F SP)・トイレ ブース (F T)

収納間仕切モジュ ラスウオール( FM)

エアーユニ ッ トカノ〈ー( AUC)

その他

病院、製薬会社、各極研 究所のク リーン ルー ム用ノマネル

も用意してお ります。 ( C R パネル)

手 術室片 面F Kスチールパヰル

• 
.

 
匹

目

• 

株式会社イトー宇

設 備 機 器 部 建 材 課

〒54 1> 大 阪 市 東 区 淡 路 町 2 - 5 0・ . •.••.... • . ー・fi ' 0

Good Desi gn ｾ＠ Good Sy蜘 n

銭 材 戸 棚 シャ ウ カ ス テ ン ( 倉 敷 中 央 病 院)
蓄 尿 棚 ( 近 大 医 学 部 附 属 病 院 )

営 業 品 目 : 埋 入 シャ ウカステン ・器 械 及 び薬 品戸棚 ・蓄尿棚・採尿棚 ・保温庫 ・フ

ィルム交換箱 ・その他ステンレス ・木工製品各種

- 納入実績表 ( 547年度以降抜粋)

秋 田 大 学 病 院 ・愛 媛 大 学 病 院 ・山形 大 学 病 院 ・三 重 大 学 病 院 ・川 崎 医 科 大 学 病

院 ・兵 庫 医 科 大 学 病 院 ・近 畿 大 学 医 学 部 附 属 病 院 ・名 古 屋 保 健 衛 生 大 学 ・東 海

大 学 病 院 ・独 協 医 科 大 学 病 院 ・マ リ ア ン ナ 医 科 大 学 病 院 ・鳥 取 県 立 中 央 病 院 ・

倉 敷 中 央 病 院 ・日 赤 木 部 医 療 セ ン タ ー ・都 立 駒 込 病 院 ・熊 本 日 赤 病 院 ・ベト ナ

ム チ ョ ー ラ イ ン 病 院 ・千 葉 ガ ン セ ン タ ・横 田 病 院 ・そ の 他

美和屋森電検株式令ゑ土

本社 ・工場 名古屋市中区板橋町 1 - 18 TEL052・261. 3481

東京支厄東京都文京区湯島 2 - 2  - 4  TEL 03.814.1581 

大阪営業所 大阪市天王寺区石ヶ辻37- 6  TEL 06・772. 8B38

信岡出張所福岡市中央区荒戸 1- 5  - 24 TEL ω2・711. 1838
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経 済 性 病 院 の 新 築 と 同 線 、 改 築 に 於 い て も 極 め て 容 易 に 設 置

出 来 ま す 。 叉 、 あ ら か じ め フ レ ー ム の 組 立 、 配 管 、配 線 等 、 多

種 多 様 な も の が 組 込 ま れ て い ま す の で 、各 種 設 備 と の 取 り合 い

や 、 設 置 時Il nの 短 縮 に よ り 、 従 来 の 業 務 か ら は 考 え ら れ な い 程

の経済性を発慨します。

耐 久 性 最 高 級 の 逃 ば れ た 材 料 か ら 作 ら れ て お り ま す の で 数 年

連 続 で 使 用 さ れ て も 最 初J とま っ た く 変 ら な い 様相 の ま ま で す 。

維 持 管 理 取 り 外 し の 容 易 な 7 ルチ パ ネ ル は 設 備 の チ ェ y クや

追 加 工 事 が 答 易 に 出 来 る だ け で な く 維 持 管 理 が 非 常 に 楽 に 出 来

ます 。

マ ル チ コ ン ソ ー ル 病 室 の 医 療 ガ ス 、 電 気 及 び イ ン タ ー ホ ン が

コ ンパク 卜に組込 ま れ 上 下 の ダ ク ト に よ り 配 線 ・配 管 が 出 来 る

幸斤しいシステムです 。

L  少 ! f zf iE f王手ヨF F 93q掠式全22 j  

あすの医療に貢献する 割 問 医 用 製 品 |  

• 

ＮＧＮＮＮーー曹ｾｾ宅ＢＮＮ，シリー ￃＢ

エ ル ク シ ャ ー 力 ス テ ン シ リ ー ズ は 、 多 く の

特 徴 を 備 え た 新 タ イプのシャ ーカ ステン です0

・ 卓 上 型 ・ 架 台 型 ・ 高 濃 度 型

・ 壁 掛 型 ・ 埋 込 型 ・ 特 注 品 型

伝手おのn
H
H
 

，

t

 

の

す

め

ま

た

し

の

た

院

い

聞

を

こ れ か ら 開 業 さ れ る 病 ・医 院 は

も ち ろ ん 、 す で に 開 業 さ れ た 所

に と っ て も 、 新 し い 医 療 技 術 や

設 備 を 取 り 入 れ な け れ ば な り ま

せ ん 。

弊 社 で は、 専 門 的 立 場 か ら 近代

的 な 病 ・医 院 の 合 理化、 安 定化

の 手 伝 い を す る 、 ト ー タ ル シ ス

テ ム サ ー ビ ス を 提 供 し て お り ま

す 。

西京産業械式主社

大阪東部営業所

守 口市京阪本通り 2 の36番地 干570 f i  (06)  992- 0131(代 )

病院設備営業部

摂津市圧屋 1丁目 14番12号 干564 f i  (06) 382- 5561(代)
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高い安全性と清潔感あふれる

ニチベイのユニノ←トモテ二Lウォ→レ

目

工期の短縮・省力化

経費の節減に

E名ヲ』古川

11 8  

正 樹 宣 壁 面 工 務

日 米 “ 一 手τ ショョ，株式会紅

白 米7.ヲ. . . . . : ; . - : : 工業株式会紅

本社 103 東京都中央区 日本橋3- 15- 4 T E L (03) 272- 2011 ( 代)

壁而収納 家 共 から 移出 ｪ 縦覧ｲＮ ｩ ｾ まで一一一一安全 性 ・ 機能性 合型 性 は

もちろん 、 ｾ Ｇｕｊ を Ｑ Ｑ 立大阪に生かし、人 ＱＱＺ｝ 木釆の 些 かさに 対す る 要求

も十二 分に満たすくろがねの手付主主l! 築 内装 材 と均 投 家 具

笠宮な経験と技術の- ami にささえられて 、lli 築 Ui設備 の 設 ，汁 ・施

工 合 理化 とレベルア y フのお役に iI.って い ま す。

. 銅製壁画収納システム . 木製壁画収納 システム . オフィス用間仕切システム

・学 校 ・病院周間仕切システム . 移動観覧席 . ベリカバー ・方立カバー

. ブラインドポ y ケス ・壁パネル. トイレユニ y ト. ブラインド

. アコーデオンカーテン ・寮周ユニ y ト家 具

株式会社 ξｾ がね工倖踊

東 日 本 営 業 部 東 京 都 港 区 芝5- 29- 20 (三回 ビ ル ) T E  L  (03)  455- 4311代干 108

西 日 本 営 業 部 大 阪 市 西 区 新 町 南 通 卜 7( 住 生 四 y 橋 ビ ル) T  E  L  (06)  538- 1012代 干550



口層
関西サイクルスポーツセンタ ー⑪

パンジョ⑪

トータルサインの必要性

現代における高速度成長社会は郎市 r l休が巨大な泣引i洋であり、この造 I¥'U洋

に人川 ｾｾ ｦ がむらが っ てからむことにより次第に泣引群 Ｈ 都市 Ｉ が人間｝併に対

応 :1 '， 米なくなり、 JI寺代と共に遂には正';j:，な機能をなさなくな って崩れていく

現象がl控続として現出しており、いま巷/ l ¥J に展開されている都市再開発計画

においては、このように高速度で変化していく社会桃造を 1' f 景にした造引群

の なかにおける人間群の流動体系、即ちコミ ュニケーシ ョン方法が最も亙要

な高[1市桃成のエレメントとして登場し、この問題をも っ とも人間i洋の流動制

御しやすい方法によ って合理的かつ合理的に制御するシステムを々案する必

要性が生じてきている 。サインはその情報制御を助長するひとつの大きな要

[A[ として都市再開発問題に介ずlーするものである 。更にサイン I;l: ¥. 、ま高度成長

社会の中にあ って次第に多様性と複合性を備えて複雑化の方 li'l へ拍! j : [ をかけ

ているが、サイン自体をその社会的目的のあり方について、も っ とベーシ ッ

クな原旦J ! . m: 、目 IJ 上の問題に視点を置き、サインの目的にしたが って周問をとり

まく空間の機能的関係や! 感覚的関係についてこれを有機的にとらえ、水平的

- 垂直的思巧方法によ ってサイン の機能を生かせるためにはも っ と総合的に

建築物を含む大きな笠 [MI をトータルシステム形式で捉えた総令的サイン計画

が必裂にな ってくるものと思われる 。又このようなトータルシスチム的思考

の中から、それぞれのテリトリーを明確にして全体のなかでサインもひとつ

のファクターとして建物との調和をはかりながら人間に働きかけていかなけ

ればならなし、 。殊に医療地設などの特殊空間におけるサイン計画は、情報の

ii政i A なる伝達性が大きて主ウエイトを， Iiめる点からも特に慎重を mJ さなければ

ならな い。例えば、外部から院内への誘導と{ 子点思考、内部における弁セク

ション ・ ターミナルへの誘導と ｦｾ［ｾＺ Ｎ ｉ ｾＧ 、上層階への誘導エレメント、数急ブー

スの処理、などに関する到達距離の縮少及び複雑さの省略化など、サインの

機能とテリトリーを厳密にセグメントし展開する ことによ って医療施設本来

の機能性に恭つ' いて計画された建築精進と相ま って、音、色、光、エレクト

ロニクスをビジュアライズした形でのとらえ方を含めたトータルシステムに

よるサイン計画立案 こそこ れからの近代都市計画における大きな要素を占め

るものでならなければならなし、。

文 責 藤 井 勝 美

島I N O MU R A

d i s p l a y  

株式会社 アラ本寸ヨ二季萎承土
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. L X 5 7 B寸 法 一 覧 表

i W?  

5  mm 7mm 9mm I l mm 14mm 

1. 0 mmpb  1.5mmpb  2. 0 mmpb  2.5 mmpb 3. 0mmpb  

150 X 200 • • • 
200 x 300 • • • 
300 X 300 • • • 
300 X 400 • • • • • 
400 X 400 • • • • • 
400 X 500 • • • 
400 X 600 • • • • • 
400 X 800 • • 
600 x 600 • • • • 
600 x 800 • • 
600 x 900 • • 
600 X  1. 000 • • 
600  X  1. 200  • • 
700 x 700 • • 
800 X 800 • • 
800 X  1，000 • • 
800 X  1. 200 • • 

1  ， 000 X  1  .000 • • 
1  .  000 X  1  ，200 • • 
1. 100 X  1.100 • • 
I.l OO X  1. 200 • • 
Ｎ ｮｬ は ｬｾｬｖ ｾ ｬｮｬ . で " 、し た 範 I'R 1" Ｇ ｉ ，， Ｇｬｩ 可能 です Ｎ 話 ｩ ，ｾ 大 ｩＧｩ ｬ ， は ＱＮ 100X  1. 800まで ' Ul i でo ' ます.
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各 種 放 射 線 装 置 よ リ 発 生 す る X 線 強 度 が 増 大 す る に

つ れ て、 装 置 ユ ー ザ ー の 安 全 問 題 が 大 き く ク ロ ー ズ

ア ッ プ さ れ て ポ り ま す 。

、" 杜 は こ の 問 題 解 決 の た め に 、 X 線 遮 へ い 能 力 がす

ぐ れ た L X ガ ラ ス の 量 産化 を 実現 し ま し た 。 一段 と

向 上 し た 品 質 と 大 型 サ イ ズ の 充実 に よ リ、当 社 の L X

ガ ラ ス l手広 く世 界 の ユー ザ ー の 信 頼 を 深 めて ポ リ ま す。

E 日 高 電 気 耐 子 株 式 計 主

本社 : 大津市晴嵐2丁 目7- 1<〒 520> T e l. 0775- 37・1700

大阪営業部: 大阪市北区高垣町 16 <〒530> T e l. 06- 3 12- 2971 

東京営業部: 東京都品川区東大井| 丁 目6- 1<干 140> Te l. 03- 474- 01 5 1  

営業所: 仙台 / 名古屋 / 広島 / 福岡



構 造 が 変 っ て も

ピ=ロT ド 陣 取

の 信 頼 は 変 ら な い

術場づくりのノ〈イオニづず

技術のレイプロット - 経験のケイコー製品

放射線 室 や手術場 の〈 安 全〉を モ ｹ トーに、ｾ企新 の 妓 Ｑ 市 ＿ と 永 い歴 史
を生かして、 医 療 界 に 奉 仕 す る 蛍・光 ;!(I ; t の 「 ケイコー製品 l を、ぜ

ひ お 選 び 下 さ い。

放 射 線 防 護 に は ・・・ ・一 .. T レ イ プ ロ ット ・レ ザ ー 5 - I  

V レ イ プ ロ ット ・合 板 vs- I  

V レイプロット ・タイル

V レ イ プロ ソト ・巾木

V エ ン ゼ ル ロ ー プ ・放 射 線 防 護 衣

V レイプロット ・鉛 合 板 P S - I  

V レ イ プ ロ ット ・各 種 ド ア ー

V ケイ コー ・覗窓枠 A S

V ケイ コー ・含 鉛 ガ ラ ス

V ケイコ - 8X . カセッテチェンジャー

手 術 室 に は ー ー ... .. ... T ケイ コー C T ・電 導 ビ ニ タ イ ル

V ケイ コー CT ・電 導糊

蛍 光 製 品 で は ・・ 0 ・・ ・・・・ー . T 夜 光 バ リ ウ ム コ ッ プ

V ケ イ コ ー 液 温 計

V フ ィ ル ム マ ー ク ベ - / ，ー

v フ イ ル ム 夕 イ ト ル ベ 一 パ 一

晴耐i…一境一士ｉ ｾｊ ｉ 蛍光産業株式 会 社

l  里型1竺空旦J J摩 享 生 省 製i造宣言許午百可T工場( 阪用) 第 19叩口 号

本 社 大 阪 市 大 混 区 本 庄 川 崎 町 2 丁目 18番 地 4 電 話 ( 06 )  371  - 5  1  4  6 代

大 阪 営 揖 所 大 阪 市 大 涯 区 本 庄 川 崎 町 2 丁目 18番 地 4 電 話 ( 06 )  371 - 5  1  4  6  f-t 

東 京 営 輩 所 東 京都渋谷区代々木1丁目 38 東 物 産 ビル23号 電 話 ( 03 ) 370- 1521 ・8646

名 古 屋 営 難 所 名 古 屋 市 中 区 南 瓦 町 4 7 電 話 (052) 251- 5  4  8  8  

九 州 営 輯 所 福 岡 市 1耳 $ 区 情 豊 駅 東 1 - 13  - 23 電 話 (092) 431 - 2  0  8  6  

.. 531 

叩 531

叩 151

'!' 460 

甲 812

* ビニロイド 防水が採用された新宿西 口の 5 超高層( 国際通信セ ンタ ー・ 京主プラサ'ホテル・新宿住友ビル ・新宿三井ピル ・朝日 生命 ビル )

肯ピニロイド防水が採用された超高層 ビル (主要部軒高 45 m以上のもの)

世 界 貿 易 セ ン タ ー ピ ル

品，'11 IJf I見l ピ ル

大 阪 lli l 際 ビ ル デ ィ ン グ

ｾｶｬ＠ 11 ｾ Ａ＠ ;毎 ピ J レ

神 戸 If百エ' i < 劫 七 ン タ ー ピ ル

ホ テ ル ， マ y フ イ ァ ク 点 以

H 本 ア イ ビ ー エ ム 本 社 ピ ル

住 友 生 命 札 眺 ピ ル

呼ナ ノ Eフ 見工 ，j (  と了 ' レ

*  J;C  if ij; tて 火 災 本 社 ピ ル

名 古 峨 観 光 ホ テ ル

」ヒ J L 少1'1 di  ri"' -;今

日 ヒ 銀 行 本 的 ピ ル

fllJ t i  ｾ お ｊ 也 ｊ ｦ f ト II;J Jj =  {"; 

近 畿 '1
1 ｾ ｾ＠ 41I . j 院

f也 品'1 50  Ｈｾ，＠

ア ス フ ア ル ト 防 水 に 取 り 組 ん で 58年

三 星 産 業 株 式 会 社
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スウェーデーンで、生 まれ、 今や全世界

で優秀性を認められているエルミン

窓。その大きな特長の一つは防音 効

果が高いことですユ d! M専な二 重ガラ

スと完 全な気密性カミ戸外 の 騎音か

ら室内の静けさを守 ります二オフィス、

ホテl レ、病院を始め静かな室 内をつ

くらなければならないあらゆる建築

にお使いください。

-・・・・・・・・ーーー』軍事ヨ書信Cl )l :.... ｾｾｬ ｩＧＳ ヨ・・・・・・・・・
。 70，% の空気層をもつ二重ガラスが騒音を遮

断します。 ( 透過損失 3 9デシベル )

@ す ぐ れ た 断 熱 性 と 気 密 性 で 、 空 調 設 備 費 ・

維 持 費 を 大 巾 に 低 下 させます。

@ 横車由 180度 回 転 機 構 に よ η 、外相IJのガラスが

室 内 か ら 簡 単 にj青掃できます。

。 内 蔵 さ れ た フ ラ イ ン ド は 遮蔽 率 が 良 〈 、 冷

房 貨 の 節 約 に な 門ます。

@ 内 蔵 さ れ た ブ ラ イ ン ド は 損 傷 し に く く 、 維

持管宝里費が容易です。

。 二 重 ガ ラ ス と サ ッ シ の 断 熱 材 に よ っ て 結 露

を防止します。

@ 確 実 な ロ ッ ク と 気 密 材 に よ っ て す ぐ れ た 水

密 性 を 発 揮 し ま す。

@ 独 得 な 製 造 方 法 に よ り 、 精 度 の 高 い 窓 、 大

型 窓 が 可 能 で す。

園田本工［ｾ三コ苛ｾＺｊ株式会社
本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 1丁目 11 番2号 ( 三泉ピル ) TEL. 03 ( 861 ) 1891 (代表 )

大阪営業所 大阪市西区京町堀| の 125 ( 東，羊ビル ) TEL. 06 (44 1) 1978( 代表)



身近かなふれあい

ドF 一子.:1:''17

ｄｉｾ｢ 戸空 ｉ

い つ ま で も 身 近 か な 存 在 で あ り た い一

光 博 は 豊 か な 生 活 環 境 を お 届 け し ま す。

すでに欧米諸国の病院、事務所、ホテル

及 び 家 庭 で 広 く 使 用 さ れ て い ま す。 特

に 空 調 の 部 屋 に 最 適 で す。

最 近 日 本 に お い て も 開 閉 の 容 易 性 、 無

衝 動 性 、 無 騒 音 性 、 任 意 角 度 開 放 性 等

数 々 の 優 れ た 性 能 に よ り 、 ご 採 用 先 は

増 加 の 一 途 を 辿 っ て い ま す。

フ ック

φ27i RX安芸MZ

本 社 ・ 550/ 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 丁 目 144

T E L  大 阪 ( 06 ) 443 - 9261 ( 代 ) ー 9

福 岡 圃 810/ 福 岡 市 中 央 区 高 砂 1 丁 目 17 ー 27

T E L  福 岡 ( 092 ) 521 - 9261 (代 表 )

123 



ｾイ之頑ととモ κ イ中ノ長ずるＮノ
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1-' ・9'X -1; シスグ，，:70
〈ウレタン・合成ゴム〉シルバー・ゴールド・ジュニアー・アンコール

れそT句を兼ねた字ずり

・ ｊｪ 司］・ ｾｄＷ ヲ守ﾭ

ｊＦｾｾＧ Ｃ￭ ＭｉＧ＠
号，ョ噌勾 A ト・望i i -

h ヨ噌1'12. ・' 1-- 肯 カ タ ロ グ ご請 求 次 第 お 送 η し ま す 。

@ 9⑮アトラス注業株式会社

本 社 ⑤537 大 阪 市 東 成 区 中 道 3 - 1  3  - 1  1  ';lI ii t. ( 06)  9  7  2  - 3  2  5  1 代

大 阪 営 業 所 ⑤ 537 大 阪 市 東 成 区 中 道 3 ー 15- 16( 毎日東ピノレ ) 屯 話 ( 06) 9  7  2 ー 2 8  0  1 代

東 京 営 業 所 ⑤116 点 京 都 荒 川 区 東 日 暮 里 2 - 31- 1  " 立話 ( 03  )  8  0  2  - 4  5  9  1 代

名古屋営業所 ⑤ 460 名 古 屋 市 中 区 古 渡 IIIT 4 - 2 5 m話 ( 052) 3  2  2 ー 2 4 0 1 代

広 島 営 業 所 w7 3 3 広 烏 市 観 音 本 町 1 ー 1 5 ー 7 屯 諸 ( 0822 ) 3  2  - 4  8  4  1  

福 岡 営 業 所 ⑤810 福 岡 市 中 央 区 大 手 門 町 1 - 3  - 18  ｾ屯話 Ｈ ＰＹＲ Ｉ 7 7 1 - 2 8 3 6 代

横 浜 営 業所 ⑤233 fl! i  浜 市 南 区 六 ツ 川 2 丁 目 3 2 - 1 0 ';II 話 (045) 7  1  2  - 9  2  0  7 代

札 幌 出 張 所 ⑤060 札 帆 市 南 1 4 粂 凶 1 5 丁 目 1 4 9 5 ｾｉｉ 訴 Ｈ Ｐ ＱＱ Ｉ 5 5 1 - 0 0 1 3  

仙 台 出 張 所 ⑤982 仙 台 市 鈎 取 字 西 f i 1  6  - 3  ｾｉｉ 話 Ｈ ＰＲＲＲ Ｉ 4  5 ー o 1  6  8 代

松 戸 出 張 所 ⑤271 松 戸 市 制 鉢 内 3 5  0 番 地 屯 話 (0473) 6  4  - 1  7  1  4  

北 陸 出 張 所 ⑤933 高 岡 市 京 l町 1 1 ＳＵ ｾ Ｑｉ 訴 Ｈ ＰＷＶＶ Ｉ 2  3  - 7  2  2  2  



信 〉ベノレト自

- クンションが良い

合 成 樹 脂 の 弾 性 を 利 用 し て い ま す の で 適 度 な 弾 力 性 が

f尋ら れ 、しカ、も丈夫です 。

・明 る い 雰 囲 気 を つ く り ま す

ク y シ ョ ン 材 と し て の 合 成 樹 脂 ( ピニルタイヤ) は、建物

に 合 わ せ て 基 本 色 の 中 力 、 ら 選 択 が で き ま す

･ｾ＠ ｲＡｾ 【ｾＡ，

廊下のストレッチャー受

E ・ E・E ・・E・._---

・ ク ッ シ ョ ン 材 の 取 替 え が 可 能 で す

・経 済 的 で す

笠 木 は 、 色 の 塗 η ヵ、えの必要があ η ま せ ん の で 補 修 貨 が

わ ず か で す み ま す

- 現 場 施 工 が 簡 単 で す

専 用 の 取 付 ア ン カ ー を 使 用 し 、 両 サ イ ドに 既 成 品 キ ャ ッ

プ を 使 用 し ま す の で 、 施 工 が き わ め て 簡 単 で す

団 タイフ

ニのはか科附タイプがあります姐』物に介わせてごJIJ Q i ください

E E - ' 孟一司=一二3
-

新築はもちろん、既設の建物にもすぐ取付けられます

P. A.T  

ゆきとどいた設備がなによりも

患者さんに安心感を与えます。

先 生 と 患 者 さ ん を 結 ぶ 紳 は 信 頼。

設 備 に も ち ょ っ とした 心 づかいカ、

大 切 で す。 ナ カ の セ フ テ ィ ー ラ イ

ンは、すでに多くの病院で採用され

信 頼 さ れ て い る 廊 下 の ス ト レ ッチ

ャ ー 受。歩 行 困 難 な 患 者 さ ん の 支

え 、車 椅 子 、 寝 台 車 の ク ッ シ ョ ン 防

止 と 壁 面 保 護 を 兼 備 し た 理 想 の

手 摺 で す。 ビ ニ タ イ ヤ 仕 上 で す か

ら 単 に 弾 力 性 が 豊 か と い う だ け で

な〈 、丈夫 で す。基 本 色 も 豊 富 で

建 物の 雰囲 気 に 合 わ せ て 選 べ ま す。

もよりの営業所へお電話ください

建 築 金 物 の 総 合 メ ー カ ー

ｆｊｩ ｽｬｾｾｩｊ＠
本部 ・干340 埼玉県八潮市新町 39( 草加八滅工業団地) 窓口489( 24) 3781代

東京 ・干 103 東京都中央区白本橋茅渇町2・4(共同 ピル) f i 03 ( 667)  710l f t  

大阪 ・干532 大阪市，定川区田川 3 丁目 10-2 f i 06 ( 309)  0291 代

札幌 ・干063 札幌市西区発寒 1020- 178 (発寒鉄工団地 ) f i OI I ( 662) 7611 代

- 様浜 045( 241 ) 6411 ・千葉 0472( 51) 1948  ・静岡 0542( 61) 4765 ・仙台 0222( 27 ) 2391 ・新潟 0252( 22) 3553 ・長針 。263( 26 )  230 1  ・小山 02852(4)4862 

・名古催 。52( 471 ) 3191 ・岡山 0862( 77 )001 3 ・九¥1珂 092(831) 2361 ・金沢 0762( 44 ) 3219 ・問松 0878( 33)8534 ・京都 :075( 462) 3801 ・広 1:.¥:  0822 (48)  1652 
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現代建築を彩るアロンの床材

7 ロン仕目安械式会祉 235J6322;;5ZZJ f|?|||ヰヰレlZ221ニ:こよ1誌なにケ||



病院にJま理想の床を. グ

スウェーデン生まれの: J I : : J : : : l : F : J 日F 目当トヨ ｌ Ｚｊ ｄｾ
公 共 床 材 (一般用)

スウェーテ'ン。社会保障が高度にすすんで

いる国。病院、学校、老人ホーム、図書館、

体育施設などのあらゆる公共地設が、もっとも

充実している因。 この人 IHJ I ド心の土嬢から

生みだされた、回JVI 的な長尺床材、ことに

l吸音性、断熱性にすぐれたヒューマンな床材、

これがアコスチフロア、ターケットジムフロア

で丸アコスチフロア、ターケ y トジムフロアは 、

その機能面、施工而における独特のメリ y ト

により 、北欧はじめ欧米各国の著名な設計者

によ って採用され、重要主主築物に数多く

使われていますL そしていまや世界の床材"

. 新い、時代の床材' として高い評価を受けて

います。そのアコスチフロア、ターケットジム

フロアが日本にもやってきたのですL

. その優れた特長

口A c ous !l cal 吸 音 性

白 C o mfor t abl e  快 適 性

白 Dur abl e 耐 久 性

口 S a f e 安 全 性

口H ygi enl c 衛 生 的

口Cheml c a l R e s ls t e 円t一一一一耐 薬 品 性

アコスチフロア/ ターケットジムフロア規格、組成

品 名 規 格 組 成 | 色 世

器い

( ー館用 ) I  3.5. . xI 84四 X25m

ジ ム 5.5回 XI 制 帽 X 25m

{徐育館専用)

価 絡 ア コ ス チ 7 ロア 4 曲 O円1m' ( H工共

} ま抽 m' 以上

ターヶ ，f " ムフロア 9 笈l O円 1m' ( H工共 }

， ｮ ｬ ｾ＠ 300l' lI耐

マ同:事F空 間 風 東西床協組

1 2 7  

一」



清潔なフロアづくりに

く医療施設に好適な床材〉

“ 東リ " は、 クッションフロココ

を発売して、 早 や5 年. . . . •• 

お蔭さまで大へん好評を博し

ております。

その用途は、后舗、レジャー施

設から一般住宅まで弧大し、

最近では、 医療施設にも用い

られるようになりました。

よろこびを叡きつめる

規 格 2 . 3 mm 巾 1 8 2 c m

芯 ぜC F シ ー ト 無 地 柄 ガ

医 療 施 設 に よ い か

- 清 潔 さ

C F シートは活れにくく、渇れても掃除

ガかんだんで、耐水性、耐薬自性にも

優れ、シ ト表面の光沢ガ清潔感を芝

だよわせます。

- 床 衝撃音 の緩 和効 果

ソフト主主発泡層ガ、足音、医療俄器の

移動音等の騒音を緩和します。

- 落ちつきのある色彩

特殊クラビ戸田刷にケミカル工ンボス

ガプラスされ、 C F シート〈無地柄〉狙特

のふがみのあるデザインです。

- 丈 夫 な 表面

透明 ｬｾ ピ層は極めて耐摩耗性に優れ、

2 %厚のビ二ルタイルに匹敵する耐久

性があります。

- すぐれだ保温性、断熱性

中間発泡層により、断熱性に富みます

ので冷暖房刻果ガ高< 経済的です。

- 構 造 園

申間圃 表 面層

( 温ピスポンジ) ( 壇ピ透明フィJレム〉

一

一…  ・・・・・・. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  
.a・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・ー.. .  

O弘め仏め仏仏インW/ / //，仏 仏I///，んウ

パッキンヲ

〈戸スベスト〉

規 倍 厚 さ 2. 31T1T1巾 18200

価格 : 3.0 5 0円1m' ( 工事貸別〉

色鍛 6 色

F a:;二ji:;

価 格 3 . 0 5 0円 / 附〈工事費別〉 色 数 6 色

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社 札 幌 営 業 所 f t ( 01 1) 27 ト 2561 / 仙 台 営 業 所 合 ( 0222) 94・3505

東 京 営 業 所 公 ( 03) 503・302 1/ 名 古 屋 営 業 所 f t (  052)  733 - 34 7  1  / 大 阪 営 業 所 公 ( 06) 943・ 164 1

広 島 営 業 所 f t ( 0822 ) 28・3361 / 高 松 営 業 所 f t ( 0878) 33・4410/ 福 岡 営 業 所 公 ( 092) 411 ・9076
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こんなところに

. 装飾床

美術館、劇場など装飾効果を求められる床に

はテラ ゾ一 。足 音 も 気 に な ら な い 吸 音 性 と 快

い弾力性を誇りま す。，谷場、 キ ッチン周 とし

. 電導床

手 術 室 、 実 験 室 、 倉 庫 な ど の 防 水 を 兼 ね た 電

導床には コンダクテ ィブフロアー 。薄 い 施工

で、永久的な電導性と殺菌、清掃の容易きを

実現する、安全性にすぐれた床材です 。

. 体育館床

体育館、 講堂などにはジムフ ロアー 。 運動

靴、 一般の下履にも傷つきにくいじようぶさ 。

音の反響を防ぎ、適度の弾力を誇ります 。維

ごくかんたん 。

. 耐薬、耐菌床

写真暗室、実験室、 工 場 な ど に は ネオテ ック

ス。 どんな薬品にも浸きれず 、細菌の発生、

発育をくいとめる作用もあります 。もちろん、

. その他

こんなところに

. 屋上防水床

ビルの屋上はもちろん、木造の屋上にもウェ

サ' ー ウ ェア 。 日光、温度変化、風雨に強い防

水床材です 。屋上を、駐車場、運動場、 サ ン

. 力一ペタイル

応接室、ショ ールーム 、 ゴルフ 場 の ク ラ ブ ハ

ウス等の床にカーペタイル。 人 の 通 行 や 物 の

運搬のはげしい所に最適です 。施工、清掃、修

理が簡単で、吸音、防水性にもすぐれていま す 。

デ ック ス・オテ ック スはこ の他、合成樹脂床材ケミ ナー卜、 下 地 を 選 ば な い 防 水 被 膜 な ど 各 種。

いずれも、 アメリカを始め世界いたると ころ で著名な設計家に採用されています。輝かしい実績を誇

るこのテ'ック ス ・オ・テックスをヤナセ が責任施工。あなたの条件に合わせて最適の床を作りあげま す。

テ、ツクス- オ・テックスは

く条件に合わせた責任施工〉

D E X . O・T E X g09r2思W9 ys

［ＺＲ Ｗ ＲＱｴｩｴｩＷＲＱｊｯ ｚ ［Ｚ ロ ｾＭＷＱＵＳ Ｑ ｆ 雪量 ｼ札 幌 支 庖/ 札 幌 市 中 央 区 北 ニ 条 西 二 丁 目 16 干 060 f i O  1  1- 23 1-23 13  

東 京 支 庖/ 東 京 都 港 区 芝 浦 一 丁 目 6番 38号 干 105 f i 03- 452- 431 1  

4黄 浜 支 庖/ 償 浜 市 保 土 ヶ 谷 区 間 沢 田J 132 〒 240 f i 045- 331 ・ 1461

名 古 屋 支 庖/ 名 古 屋 市 中 区 丸 田 町 卜 5干 460 f i 052- 2削 - 2531 

ヤ ナ セ 東 北/ 仙 台 市 大 町 2・9- 8 干980 f i 0222・21- 4171 

ヤ ナ セ 静 岡/ 静 岡 市 長 沼 694・ l 〒420 f i 0542- 6 卜 4105

ヤ ナ セ 広 島/ 広 島 市祇 園 町 大 字 西 原 394- 1 〒731 ・01 f i 08287・4- 2311 

総輸入元 株式会社 ヤナセ

商事事業部

1 2 9  



防災システムに、

I  I  
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知

防 ト fi 竹下自
ロ

器
火 、 操

戸 什

」 L  
l  ブヤ

エヤーブレーキの原理を

な 採用したの税←

〈空気圧〉のすぐれた特長を生かしました

安全側に作動 経済性抜群

耐久性は、エヤーブレーキや Ｑｪ ｩ 向ｴＧｬＱ ｦｩ Ａｊドアーで尖 ｾ ｊ ｅ さ

れてしもi J J i りです二火災発生時 、 万が一にも、作動官1¥に

fiI.HJl が生じた場介、 i1WI) {I(j に圧 力主主L が 、排出されて、

安全11¥11にW! l i ) ) するようになっていますユ

作動がスムーズ

発ＡｉＧｉ ｾ と ｉ ， ｩｬｬｬ 与に Ｏ ， ｌ ［ｉ Ｉ 空気を排出して、手 十 機器をスムーズ

に、しかも、昨尖にW!U!J さ せ ま 丸 笠 公 圧 を fl l J Tj して

いますから、五 i/.虫、動力源が遮断されても大丈夫。もち

ろん、非常 発 屯設備も不要です主

自動復帰が容易

Ｑ ｾ ｬ� ￯ｽｊ 絞 れ Ｑｩ 作業は、制 Ｑ 制 ｬ ｾｾ て刊 ｬ 単におこなえます 。 した

が って、定期倹ゴ時には 、いままでのように 1(li 例な竹ュ丘、が

し、っさいとも主わな L 、ようになりました。

保守・点検が簡単

中央 Ａｦｾ ｾ 枕 ｩｬ￬ｬｬ 御三 ｩ に自立ｾされた述動ｦｴｉ ｬｈ 割 ｬ 器のスイ ン チ

操作だけて: 作機昔誌の作業状況カ1表刀、; 1: 1て市在認でさ

ま丸こ ｷ こより、ひとりてＺしかも、主Ｇ， ｩｬｬ ， ｾ ｉｈｉ に完 ぺ きも

ｾ ＮＨ 検 が毎日でもおこなうことができます二

故障、誤動作を追放

作動音1¥1こ、笠公!工ンリンダを使用していますから、 jili yi !J

制御盟主には、 定 公式にみられる絞雑な託 公! 副! I i ¥を*Jl み

込ませてし、ません。つまり、故障や誤lfi).パ十をひきおこす

裂凶カt 取り除かれているので1九

13 0  

品質、村 ｪ 支がきわめて ｴｾ＼ 、工 ｭｬ を大中Ｂ， Ｑ こ則前 ＨＱ します

から、コスト u()にも有利て4 勺にそのうえ、簡単な椛ii!i から

生まれる務純伐の飾品' _ ) など、まさに、続出伯は抜稀です二

才ｾ
企公

ｓ 胸 ｬｾ 回 ｉ

防災シ月Z

性能評定申請中

空気圧による方式を、防災システムに保期したのは、ナプ

コが 日本 でfil<: -f J j で丈ノ、イオニアの狩) と、 lii を抜〈特長

を 有する、ナ ブコ独自の ｉｬＩｪ 火 ｉｗ ｾＧｈ 、ｦｊ ｈＱＡ ｩ : / ステムは 、

王 ｬＡＮ ＺＨＱ 、日本建 築センター防災性能評定申 ｾ Ｏ ｩ 中 です ユ

ＱｾＺ［ に、人々の生命を午 Ｚ｝ＧＱＩ つづけている、鉄道 ｬ ｬ ｩ￭ｬｬ ， ｩ 件 ｬ エ ヤ

ーブレーキ、 自動 i ド月1エヤーブレーキの技術が!己づく、

ナ7 'コ総合防災ンステムは 、折り紙つきの防災システム

として 、 Ｒｽ ｩＭ 門 家の ｊ ｊｪ い 詞 Ｇ Ｑ 曲 ｬ を伴 、 ｊｾ ｉ 待を集めてし ＧＱＮ 九

ナブコ防災システムは、

防煙、排煙に威力を発揮

突然おこるビル火災。 11; 今の建築資材をはじめ繊維

製 li71などは 、有説ガスや越を多誌に発生させる危険が

多いだけに 、1設相や損失は、悲惨さわま りない ものに

なってし法丸ご為じのように、建築 ぷ 準 法 や消 防法は 、

一 定 以J 'のビルには 、いくつかの防災設備を義務づけ

ていま丈ナブコ総令防災システムカ" ] } がーに仙えて、

24時 1:¥1フルにガードしているのもそのためです。 ナブコ

総 {tl W災システムは、火災発生 と同時に1117古LI がひらく

→|坊火戸で' I 1! I 'iI¥ｩｊｊ￭ｾ告を封鎖する→ン ヤッ ターが降リる

1Tと光でJ J: 1I'; 口に誘導する 。文寸: でt!?け ば、時間lが

かかるように忠われるかもしれません玖尖際の作動は、

| 瞬時につぎからつき「へと iili 動し 、被告を 松小|肢にくし、

とめま丸ナブコ総介| 幼災システム、その数世の数は 、

主主主長 ｊ ， ｾｩ ｬＧ ｜ 法 、 ｩ ￬ Ｇｪ 防法に定められた法規を、すべて ｩ 向上止

させる枇小| 恨の範闘で設計されていますから、守i'幻Jの

，I，I，i、からみましでも、まったくムダがありません。

発売〈盟国砂

才コヨドアー工コヨコ株式き社

. 本 社 大阪 市 西 区阿 波 堀通 2 - 7 〒55 0

合 大 阪 ( 06) 532 - 5841 (代 表)

. 大阪支庖大阪市西区阿波場通 2- 7 〒550 合大 阪 ( 06) 532- 5841

( 代表) ・京都出張所京都市下京区河原町五条上ル 〒600 n 京 都

( 075) 361- 3544 ・神戸出張所神戸市葺合区八幡通5- 6- 40徳明ビJ レ

〒651 n 神 戸 (078) 221- 6108 ・和政山連絡所和欧山市本町 4- 6

干640 n 和政山 ( 0734) 31 - 6639 ・名古屋支庖名古屋市千種区神田

町3- 12 干464 合名古屋( 日52) 732- 3281( 代表) ・北 陸 出 張 所 金 沢

市彦三町2- 9- 11 〒920 合 金沢 ( 0762) 62- ∞45 ・三 軍 連 絡 所 海 市

東町 1 - 23 干514 宮津 ( 0592) 27- 0091 ・舷 阜 連 絡 所 舷 阜 市 茜 部

4296 〒500 n 骸車 (0582) 71- 5373 ・富 山 連 絡 所 富 山 市 本 町5・16

干930 n 富山 ( 0764)32ー 1029 ・広 島 支 庖 広 島 市 僑 本 町4- 3 干730

合広島 ( 0822) 21- 0337 ・高松出張所高松市屋島西町1関 与5 干761

- 01 n 高 松ω878) 41- 6145



病院こみや実験動物の処理

お困りになっていませんか?

N A C H  I  C O M T R O  焼 却 炉 は 、 動 物 で さ え 無 煙 無 臭 で

完 全 に 焼 却 、 ま 芝 雑 デ や や 厨 芥 も燃 や す こ と ガ で き る 画 期

的 な 焼 却 炉 で す 。 N A CH I C OM T R O  焼 却 炉 は 、 こ れ

か ら の 固 体 廃 棄 物 処 理 の 規 制強 化 に 充 分 対 応 で き 、 病 院

や 研 究 所 の 環 境 の 浄 化 に 大 き く 役 立 ち ま す 。

"  

、そ

NACHI 集じ備のいらないパ yケージタイプ

COMT RO! 焼 却 炉

N A C H I 不 二 越 で は 、 コ ム ト ロ 焼 却 炉 A - 2 0型 ( 焼却能

力 4 0 k g/ H ) を 用 い て 動 物 性 廃 棄 物 を 焼 却 し 、排 ガ ス 中 の

ば い じ ん量 を 測 定 、無 煙 無 臭 で 4 回 の 平 均 値 O. 093g/ N ば

と い う 低 値 を 記 録 し ま し た 。 こ の 測 定 値 は 全 国 都 道 府 県

の 厳 し い 条 例 に 充 分 応 え る も の で す。

焼却の実例

1. 測定日 昭 和50年2月17 日

2. 機 種 A - 20P型、能力 40kg. / H  

3. 焼 却 物 動 物 性 廃 棄 物 約42匂

4 .含 じ ん 度 平 均0. 093 g. /N  m'  

額 不Z 越訂正

富 山 支 l苫

詳細は右記の工場 ・支底へご相談 下さ L 、。 営 業 所 ・出張所

富 山 市 中 田 南 2 - 26 f t  0764 (37) 7  9  9  2  

東京都港区浜松田T2- 4- 1 世界貿易センターピル 会 03 (435)  5  1  5  0  

大 阪 市 北 区 梅 田 7 番 地 3 梅田ピル ft 06 ( 344)  0  2  5  7  

名古屋市中村区笹島町 l 了目 2 2 1  笠田ビル f t  052 (586)  2  5  6  3  

徳 岡 市 博 多 区 山 王 1 丁 目 10 - 30 ft 092  (441) 2  5  0  5  

広 島 市 河 原 田r 2  - 1  2 1 ft 0822 (幻 ) 6  6  6  1  

富 山 市 石 金 9 0  - 3 5 ft 0764 (23) 5  1  1  1  

札 幌 ・新 潟 ・岡山 ・松 本 ・高 松 ・仙台 ・目立 ・姫路 ・静岡 ・福井

工 具・ベアリング・工作機械・油圧機器・減速機・工業炉・環境装置・工業用ロボット・特殊鋼

13 1  
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構造設計における

コンビューターの現状

魚 木 晴 夫

わ が Ircl に お い て コ ン ピ ュ ー タ ー が 柿iit zi jt  

;; 1ーに と り 入 れ ら れ て も う 十 年 に も な り ま す 。

し か し そ の コ ン ビ ュ ー タ ー が 充 分 に 前 川

れ て い る か と い う と そ れ は 疑 問 で す 。 たと

え ば 『 数 千 万 円 も す る ソ ロ パ ン を 使 っ て J 十

件 を し た の だ か ら 、 こ の t.'Ii- j立計算 .1 ｾ Ｚは絶対

に正仰: です 。』 な ど と い え ば 笑 わ れ る で し ょ

う が 、 そ れ と 問 機 の こ と が ま か り 泊 っ て い

ます 。 イf:r，な プ ロ グ ラ ム を wっ て 、1. t車;)(-1' 1:

の 11JJ いコ ン ビ ュ ー タ ー シ ス テ ム で 設 J Iーした

の だ か ら 、 役 所 の 確 認 申請は フ リ ー パ ス だ

な ど と い わ れ て い る よ う で す 。

コ ン ビ ュ ー タ ー は 超 能 力 を 持 っ て い る わ

け で は な く 、 そ の プ ロ グ ラ ム を 作 っ た人や、

コンビ ュー タ ー を 扱 って い る 人 に よ って ど

う に で も な る と い う こ と 、 い い か え t U; f人

Ii lJ が 桃 山 設 計 し て い る の で あ っ て 、 コ ン ピ

ュ ー タ ー は た だ h 向動ソロパン だという

ことを念日fl に お い て お か な け h ば な ら な い

と 思 い ま す し か し こ れ は コ ン ビ ュ ー タ ー

を 過 小 ，; fh師し て い る の で は あ り ま せ ん 収

作、桃. i i l li t'!l hj 、ロ| 灯、医l而iの そ れ ぞ れ ど の

部分におし、てもコ ン ビ ュ ー ターは }I '常にイf

似j に似! 日されています 。 傾 3 す れ ば コ ン ヒ

ュ ー タ ー な し で は 現 イl の よ う な 船 内附 ビ ル

時 代 は 米 な か っ た と い え る か も し れ ま せ ん 。

往築全体を. i J 1 i じてコンビューターの手IJ JTJ 

と い え ば 、 ま ず附 iit 計 算 を 思 い .111す ほ ど 州

￬ｩｌ ｾｉＧ Ａ，Ｉ ーにはコンビューターがよく 手 ｉｊｭ され

て い ま す こ れ は 桃i主 計 算 が コ ン ピ ュ ー タ

ー に の り や す か っ た と い う こ と 、 す な わ ち

そ の 々 え )j が フ ロ グ ラ ム と 同 じ よ う に 組 織

的にできていて、そのトーと' ) . 1 ' ' & う対象ヵ、コ

ン ビ ュ ー タ ー に と っ て 一 帯 行11令の良い数ソ:

で あ っ た と い う こ と で す 。 そ の :cr:t 味でコン

ビ ュ ー タ ー と そ の プ ロ グ ラ ム に 初 め て と り

く む 人 に と っ て 椛 泣 計 算 が ー 孫 良 い テ ー マ

になっているようです。

コ ン ビ ュ ー タ ー の 現 状 を 巧 え て み る と 、

この二 、 三 年 で そ の "辻、' l ' l ともに }I i' i;¥' に 党

反 し て い ま す。 何 億 円 も す る よ う な 粗 大 引

から、 定。:i .とH千ん で も 良 い よ う な 超 小 引 ま

で 何 Ｈￎ やｦＨ ｾｮ もあり、それ を ｧ し、ｊｦｪｻっても、

レ ン タ ル や リ ー ス で も よ く 、 ま た 1 秒 と か

1 分という Ijt {立てサi寺問{ 廿りをしても、i ' I 分

の 自111半の 良 い よ う に 使 い 分 け が で き ま す 。

そしてその似ぃ万も一括処聞でも即時処. f l ll

で も 、 ま た そ の 組 み 合 わ せ で も よ く 、 デ ー

タ だ け 会 活 形 式 で 入 力 し て お い て あ と の St
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!'):は 一 指処 理 を す る 使 い } J も あ り ま す。 ま

た そ こ で 使 っ て い る コ ン ピ ュ ー タ ー の 本 体

はどこにあっても手IJ m者 は 全 く 不 都 合 な こ

とはないようになっています。 '012々 公 社 の

D E M O S を は じ め と し て 、 ' ，I!:，;1i 回 線 を 使

って、いながらにして大引のコンビューター

を利 用 す る シ ス テ ム が 沢 山 ゐ り ま す 。 コン

ビ ュ ー タ ー の 本 体 は ア メ リ カ に あ りながら

日本のどこからでも、 H存川 に |民l係 な く い つ

で も 使 え る シ ス テ ム も あ り ま す 。 このよう

な シ ス テ ム を 一 般 に T S S と 呼 ん で い ま す

が 、 こ の T S S を 利 用 す れ ば 誰 で も が}I 三'lj:.

に1 m 単にそして便利にコンピューターを使

う こ と が で き ま す 。 その」二、 T S S 名uが

競 っ て い ろ い ろ な プ ロ グ ラ ム を 従 供 し て く

れ て い る の で 、 コ ン ビ ュ ー タ ー を 佼 刑 す る

|二で一番 問 題 に な っ て い た プ ロ グ ラ ム の 開

発 を す る 必 要 が な く 、 今 1，か ら で も す ぐ に

コ ン ピ ュ ー タ ー を 利 ! 日す る こ と が で き ま す。

T S S を 利 川 し た い と 思 う 人 が ご く 簡 単 な

端 末 装 i! 1 を設置すればそれだけで燃や111がで

き あ が ります 。あとは' ，l!: .i 丹で T S S の会引

を11千び出せば、1 ! 1 l 座にその端末装 iE は そ の

T S S 会 社 の コ ン ビ ュ ー タ ー に 桜 絞 さ れ て

1. 1' }/. を や り 始 め て く れ ま す 。 その 上、 外 資

系 の T S S 会 社 で は ど の メ ー カ ー の 端 末 袋

町 に で も 彼 航 し て i肋くよ うに考 服 されてい

るので、 - f i の 端 末 装 ;Fi を! l l 立すればどこ

の T S S で も 呼 び :Uせ て、 n分に行11子干の 良

い プ ロ ク ラ ム を 使 い 分 け る こ と が で き ま す 。

こ の よ う な 使 用 万 法 は 日 本 で は ま だ二 三

年 し か た っ て い ま せ ん が 、 ア メ リ カ で は 卜

年 以 ヒ の 歴 史 が あ り 、 も っと い ろ い ろ な 使

い } J が さ れ て い ま す 。 日 本 で も 今 後 も っ と

使 い や す く な っ て く る と 思 わ れ ま す 。

椛 jiEi 没 JI 'の 分野 で も も ら ろ ん .f NJ .u11i 1- ｾ＿ ｾだ

け に コ ン ビ ュー タ ー の 利 川 が と ど ま って い

た の で は な く 、 い ろ い ろ な と こ ろ に と り 入

れ ら れ て い ま す。，注 築 料 消 と い う よ う な こ

とも巧えに入れた椛. i i l .J I" (l l可も尖mの 域 に 入

って い ま す こ の よ う な デ ィ ジ タ ル な 分 野

だ け で な く ア ナ ロ ジ カ ル な 図 1( li の 万 へ ま で

そ の 利 用 が ひ ろ が っ て き て い ま す。 いまま

でのコンビューターでは数マーのヱl T . んだプリ

ン ト し か tHて こ な か っ た の で す 。 と こ ろ が

人 I::J の万はそのような数' じめ行列よりグラ

フや図形の} ; が思解しやすいので、コンビ

ュ ー ターから I{ ( 後 ク ラ フ や 同 1Mを11¥/ ; する

よ う に い ろ い ろ な 装 ij/，: が{午 られてきました。

もちろん椛泣J . ! J : JI-' こ も そ れ が と り 入 れ ら れ

て い ま す 。 と く に 構 造 図 [(fi は ほ と ん ど 内 科

的 に は 梢i主計算1 . ' ｾ Ｚの延長であり、ふん問主 ｴ

で な に か を ぷ 現 す る 必 要 が ほ と ん ど な い の

で 、 比 較 的 プ ロ グ ラ ム の 作 り や す い 部 分 で

す。 川 iit 図 l耐を .M' i くために必袋なデータ の

ほとんどは椛. i D : ，i I耐 をし、柿. i . i l al引ーをして

い る と き に コ ン ビ ュ ー タ ー の 内 部 に 記 憶 さ

れ て い る か 、 ま た は そ の 精 米 と し て 計 算 さ

れ た デ ー タ で す 。 その古ー i沫 か ら 榊iiE図 rmを

怖 く こ と は 今 ま でプ リン 卜 さ れ て い た デ ー

タを l jl に 図 形 と し て 表 皮 す る と い う 単 純 な

プログラムによって処J 1Rさ れ て し ま い ま す 。

と は い っ て も で き あ が る も の は や は り 図 Ift i

ですから正確さだけではなくて比た! 必じが

き れ い だ と か 、 図 面 ら し い 等 々 、 い ろ い ろ

な こ と を 婆 ポ さ れ る で し ょ う 。

この図 i市を作る装世にもいくつかの的責J i

が あ ります。 X - y プ ロ ッ タ 一 、 ま た は ド

ラフターと H乎ばれるものや、 C 0  ｍ ｾ すがあ

ります。 X - y プ ロ ッ タ ー や ド ラ フ タ ー は

紙 の 上 に イ ン ク や ポ ー ルペ ン で 凶 而を怖く

よ う に な っ て い る の で 、 そ の 後 は い ま ま で

下 で 拙 い て い た 図 面 と 同 じ よ う に と り扱え

ま す 。 そ の 上 松 近 で は こ の イ ン ク も げj しゴ

ムで ｭ せるものや、鉛 ｾｦ ，Ｚででも灰 ＱＱ ｍ が揃け

る よ う に な っ た の で 、 後 日 の 修 正 や 訂 正 に

似 利 に な っ て い ま す 。 図 I( I ! を川<. i i l i さはそ

の装; 丘によって呉なりますが、 本" ユ1に政金ft

な 凶 IWでも 二 、 三 ト分て寸111 き 卜げてし ま い

ます 。 C O Mはこの図i 1li をー 1 ｴ ブラウンＩｾ［

のＭ ＱＭ ， に ｴ Ｎｬｴ［ ［ 与しておいてそｊＮｌをフィ ｊ レムにｪＺＯ ｉｾ

り、そのフィルムをイ米存し て お く 袋 iit です。

そ し て 図 面 が 必 要 な と き に は そ の フ ィ J レム

を ｈｾ してきて必要な大きさにひきのばして

焼 き 付 け て 使 用 し ま す 。 こ の 装 i世で 阿 I(II を

フ ィ ル ム に 搬 る の は 数 十 秒 と い う泌さです。

こ の ほ か 図 l(rI をイ乍る n的ではなく ，11・! ' ) : して

いる j品 位 を 図 で 表 現 し て 、 コ ン ビ ュ ー タ ー

と人 川と の対話をスムーズに{ j ' う袋 iit に グ

ラフィ y ク ・テ' ィスプレーと 111"'.(;f .i L る も の

が あ り ま す 。

桃 iiE 設 計 を す る 場 合 、 人 I::J ヵ、その対 象 を

どのようにモテソレ化するかを dとめたり、そ

の ;11'1"?: }j 法 は ど の や り } j が 過 し て い る か を

決 定 し て 計 算 に か か る の で す が 、 そ の 11立後

の ，i l'}? するという庁11分 だ け が コ ン ビ ュ ー タ

ーの' 叉け 持 つ 純 IHI で す 。 こ う し て コ ン ビ ュ

ーターが 計ＱＢ＿した紡ｾ をみて ａｈ ｉｊ のモデル

化 が 正 し か った か、またドl 分 の 巧 え て い た

JtJ J作ir!t: がa' l 1/ て い る か ど う か を 判 断 し て 、 そ

の紡ｾが満足すべきものであればっさＧのス

テ y フにいくように、またそうでない土持イ干

には広にもどって什1 " ? : をやりなおす必要が

あ り ま す 。 こ の よ う な 使 い }j に卜ーのグラフ

インク ・ディスプレー袋町が. i A i しています。

こ れ が 現 代 で は コ ン ビ ュ ー タ ー の ヰIJ 川 } j 法

と し て は ー 孫 良 い }j 法 だ と 忠 わ れ ますが、

伐念ながら' 代mの lfii な ど い ろ い ろ [l: J泌 が あ

って 、 数 祉 を 除 い て は 実 用 化 さ れ て い な い

よ う で す 。

J')l.イ1・ こ の よ う に コ ン ビ ュ ー タ ー が ど ん ど

ん 新 し い 分 野 に ま で と り 入 れ ら れ て き て い

ま す が 、 そ こ で 扱 っ ている，; [ ' 1"?: }j  法 や 設 計

万法はこれまで予計算で使ってきた ) J 法 を そ

の ま ま 使 っ て い る 場 介 が41"i;'; に 多 い よ うで

す 。 もう ー j交今のやり }j で よ い か 、 ま た は

コ ン ビ ュ ー タ ー に 適 し た B没 .11' } j 法 が な い か

を 凡 な お す 必 要 が あ る よ う に 忠 わ れ ま す 。

(う おき はるお ンー ーアンド ・ン一 事務所)



和室の冷暖房設備

佐 々 木 友 喜

n川人住屯の J令1I)1}Aについては、 i泣j江セン

トラル1 I )1 J-;}が一作 及 す る に つ れ て 冷v;: Ｑ Ｍｴｬｴ Ｑｾ ｩｊと

し て は 、 必 要 な 部 屋 1 - 2 引 の み l レームク

ー ラ 一 、 ま た は セ ハ レ ー ト 引 ク ー ラ ー が E没

;i'l: されているが、 - l1[ l rj' 級以上のL i 二定では、

会 本 に 冷11迂} ) ) 設11ili が 設 け ら れ は じ め て お り 、

jJi: ' 、; / 古米にはも っ と 作 & す る と 忠 わ h る。

1/1，/人 fi ，: 七の i t v} ，ui1J liI としては、 . Hi . の々万

ム℃カずあるカヘ

( イ) 粍' { ' ( が安いこと

( ロ ) 取 り 扱 い が 容 易 で あ る こ と

か 、 Ｉ 安全 Ｇｲ ｬＺ カ、とくに ｲｾ 百いこと

が 吹. ボ さ れ 、 こ れ を あ る ねj止i，ll. j i . E させるも

の と し て 、 航i同l に ヒ ー ト ポ ン フ 式 冷 iAJ.. 水 発

，Ｏ，砕をぷ ｴＱｊ ｈｩ し、配信 ー にて各ｾｻに ｺ 没制 ｈ された

フ ァ ン コ イ ル ユ ニ y ト ( F C ｕ Ｉ に ｊ 令ｩＺＱｉ ｾＷ Ｑ＼

を' ; ! i ! i I i 仙川i させる h 式 が 多 く 妹 j刊さ れ 、 好

評を t，.11 している 。

千千こtf に a没ir[ さi L る F C Uには、 以 H131リと

陰曲!i Ｉｾｉｾ の Ｒ f・fi .:J m があり、それぞれ床 ; i tm、

天井 ｨｾ ｊｾｉｾ 、ローボーイ引の別式があり、設

泣 場 所 に 活i した何々の主/l みイ子わせが巧一えら

れる 。 i下! ldに お け る F C Uの ぷ i町 場 所 に つ

い て は あ ま り /11] 組 は な い が 、 相 当i に つ い て

は、イミ. i i 1ill Wi のイメ ー ジ を そ こ な わ な い よ

う主ｬＡ築的立 ｬ ぽが係先されるため、宅二ｾ 1次tB

11、 l吸込 11 はすべて木製となり、J 1 i l . {.J 場 所

が Ｏｬｬｾ たされるか、その選定には ｴｅＮ なが必袋

である 。 吹 ｮｾ I  I 、 l以込 r l の取イ・j 場 所 の 如 何

によ っ ては、品u主: ぅ〉イIJ カず: l E: くな っ たり、主t

iJI.: を! 必じ不快感を' /=. じる 。 また F C Uの，i止

￬ ｩＯ Ｈ 場 ｉ［ｉ｛ が Ｏ ｾ会前記￬ＧＱＡｓとなるため、 Ｎｍ 千 ｬ および門4

ｾＱ に ＩＡｬ ｕＧ ＱＡ を， Ｏ 三 じたりして、古Ａｕ ｉ fl¥-f ペコメン

テナンスに文 |η を 米 た す こ と が あ る 。とくに

数 好 記 巡 り の A5筑や .' ｾＺ院 ｩｩｅ りの古 Ｏｉ ｬＺｨＧｬすにつ

f' C Uの{立 il1 時込 11のf，i. Jl ｄｘｈｾＨ＠ 1の{立出 吹出 L }j(<'1 

{イ) 抑入 i l l '.i11)

4'1' 人i L ドfill

欧 lfii ｉＢｦｴｾ＠ 水。ド

または Il! gl 耐

(ロ11J a袋まと" 飾棚 ド日E 1'. $  J-.) j  

付 二 ，[(，;.9:，叫 ".t 1Mド1m ".tlfii 1  '， ffil 水‘1生

同 パ JI 内 パ11 ド1M k Jt-ド 1(li 下IIlj

制球ド内 I-I' IM 1-I' Ifii J-.l i'l 

天井
- 0  

。

天井にマンホールがt必要

第 1図 F C Uを押入れ上部に段置した場合

L 主主

木製吹出口

天井面にマンホールが必要

第 2 図 F C Uを垂れ壁等の内部 l二段置した場合

第 4 図 F C Uを健室また

はニ量皇室内に設置した場合

い て は ri : なが必裂である 。

' 中主¥1次: / ¥Ｎ Ｑ Ｏ 吸込 ＱＱ の ￺ｩｾ ;i'l: は 、 冷 })}II. ' f より

1I>1})} 時 の 状 態 を 々 l長 し て 選 定 す べ き で 、 そ

の取付{ 立山および l吹: 1¥} j J i'J に つ い て は . お

おむねつぎの組み合わせが行ーえられる 。

Ｑｉ ＾ＱｽＩｽ Ｑｉ与に宅内の卜Ｇ， ［ＧＨ［ＯＱ と ｆ 百 ＯＱ の ｩｾ ， ｕ 支 ｉＧＡ｟ｾ を少

なくするには Ｑｍ Ｎｊ且 ｌ をドｩｬｉ ｬ より ｬ ゆくき ｮ ｾ すのが

よし、ヵヘ fW. i!. σ)I(ri . f l ' ( カ吋央し、たゲ〉、 /¥1*-' こ 1((

Ｑｾ 払， ｬ 胤が吹きイ・ ｪ けられ、不快感をＧ叉Ｍけ、Ｑ｢Ｈ

J自 で は な い 。 こ の た め上 表 のうち( イ )( ロ )

( ノ、 ) の剥lみ介わせがよく) r J ，、られ、 I川 /¥1瓜

. cl l は到i . : 口E向性を巧 1仮 し て 、 幾 分 loJ l ¥泌を小さ

く す る 必 梨 が あ る 。

II欠11¥11 、! ! 倣込 11 の』、. j ' [ ' ( ははとんど本拠で

あるが、 J令i:. k} !ft¥に よ る 11二いの' /= ，じないしの

を 選 定 す べ き で あ る 。 また大きさ: 立合 )/JI ｾｾ＠

によヒベて桁 ｦ ・ ｊｾｴｾ の伎が太くなり、 ｪ 瓜Ｎ｣ｬｬも巡

くするため、日品ｾｾの ｊ ｴＺＺ 1M 1(lift '(! 立大きくるる 。

こ の た め 桁 fーの伎の人φ き さ は で き る だ け 小

さ く す べ き で あ る 。

ｆ ｃ ｕ のＭＱ｜片付場所については、同己 ｾￎ ー のエ

ア抜きに必咳? な点検イしがlril.i. L る 場 所 を i盟主E

す る と と む に 、 エ ア フ ィ ル タ ー の 取 り 外 し

4古 川 が 家 人 でfmIj l に で き る 締 法 と す べ き で

ある 。

下 図 は今までに施工された' k . WIJ を ぷ す 。

( さささ と もさ 山砂押 ＧｾＧ￯ＧＺ l: n K人:111'<土1t
l
; 勤 務 )

前板( 取り外し可能)

第 3 図 F C U在地袋、

飾 り棚に段置した場合

点

検

孔

を

設

け

る
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セム フィル G R C の物性

(1)一 般 物 性 前号にも述べたように C R C は日

が ｊ に応じていろいろの成 ｽｦｾｽ｝ 法が可能であり、

要求に応じてさまざまな物性のも の をつくり

山すことが可能であるが、際 1¥' ;的な物' 1'1 を成

ｽｦ ｾ 法別に示すと、 第 Ｑ ;表のごとくなる 。

第 1 !表

1Jli: 庁5 法

1j1 !立

ダイレクト ス プ レイ

プリミァ7ス法

スプレイ法 脱 水 法

Jt ifi 
1. 7- 2.0 1. 9- 2. 1  1. 7ー1. 9

kg / cm
3  

IIJI I f  ，j; l!r 

250- 350 300 - 400 100- 200 

kg/ cm'  

1111 げ比例限界

90ー110 100 ー150 50ー100

kg/ cm'  

1.;1 Ｑｭ りｾＡＱ ｴ l.a 
70- 110 160 50- 80 

kg/ cm'  

引 ｾｬｾ り比例限界
50ー70 80  

kg/ cm'  

1111 げ判i 性 準

1，400 1，600- 2，000 1，400 

kg/ m. '  

! 前 験 強 11

10- 15  15- 25 8- 10 
( アイゾッドj

kg- cm/ cm 

( r_t ) ① 4 迎強度

② セム 7 イノレ 5%{ プリ ミy クスのみ 3 %llH，f) 

③ セム ・フィノレ繊維 l毛35mm{ プリミ yクス25m. )

④ セメ ント・; ，1&通ポ J レトラ ンドセ〆ント

⑤ 砂/ セメント比 0.3 - 0.65 

(2)諸 物 性 の 解 説 以 下 セ ム フ ィ ル C R C の 物 性

について、若干の説明を加える 。

① 製 IH，重 量 お よ び 製 品 厚 1J，j<

C R C は比重でみると 1. 9経 度 で'I! 毛並コン

クリートよりやや霊いが、建築! l J の外装ノ ぞ

ネル( カーテンウオール) を 氾! 定してみる

と、 ｪ 孔圧強 ｉｾ ーにもとづく設計では、適当な

リブ椛造をとることにより、 lji 板 で 8 - 10 

ミリ、サンドイ ツチノ ぞネルてゆ片而j 5  - 8 ミ

リの板厚にすることができる 。 リ7'ii li'Hl 材、

金具などを加えても、 ｩ 函 ｾｉＺￎＺ ［ の ｐｃ 版の ＱＱ Ｕ

- 1/ 10の重量; になり恭一しい経ii t化 が は か れ

ることになる 。 またこの軽量化は製 1日: 輸送

の上て' もきわめて有利となり、 C R C 版 の

経済輸送 ｅ 問 Ａ ｾＮは ｐｃ 版に比して相当初‘大で

きるものと ，I:l Uつれる 。

② [111げ強度、衝撃強度

セムフィル ｃｒｃ の Ｑｾ 大の特長は ＱＱＱＱ げ強度

と術現在強 ｉｾ である 。 スプレイ法の場合、板

のT箭内方 向に 2 次元的にラ ンダムに配f I i J さ

れたガラス繊維の宇II i 強効果て¥非常に粘り

のある f&峻 状 況 を 示 し 、 ま た 衝 懸 破 壊 の 場

合にも破片が飛び散るようなことはない 。
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石 綿 セ メ ン ト 板 に み ら れ る 縦 横 の 強 度 の 差

は少なく 、 衝撃 ｾｾｕ 支では有利 Ｑ スレート製品

の数倍の他を示す。 これは 7 トリ y クス '1'

にあるガラス織品11 が多数束ねられたストラ

ンド .ik をしていることによる 。 プリミ y ク

ス成 ｉｦｾ の場合はガラス繊維は Ｓ 次元ランダ

ムに分布することになり、 1111げ 強j交はやや

低下するが、 Jf7i fMI ハヲリほ抗は 一般に日く

なる 。

③ 明 断 強 度

スプレイ法の場合はガラス繊維の分イli から

第 1 図 に方、す包廷災3の 3 つの I71
1
'Jの 切 断 が

ある 。 スプレイ

! 悦水品 の例をあ

げればつぎのご

とく @ が最も向

〈、 の の j晋11¥1現

附j て' は、ヵ、なり

小さい fi I I となる 。

300 - 400kg/ c lI1'  

80 11 

15  

④ ノマンチ lfj 断

@ さ さ え 明 断

。層11¥1乎J 断

｀圧 Ｊｬｩ ，Ｇ［ｾＡ皮

カラス繊維の出合は圧縮 ＱｾＡｊ ｊＧ｛ に寄与するこ

とは少なく 、l jl に少量の呉 If; 廿 村 の出子ヤと

向洋されるが、主u包のj A 行があるためl悦i包状

態によ っては圧紛強度は低下する 。 またス

プレイ品については l亨l味方 li'J とエ y ジ }i luJ

とでは相当大きな差がある 。椋 i¥' ミf内な 11立と

してはつぎのごとし 。

⑤火、熱に |羽する性質

セメント、砂およびガラス繊維でできたセ

ム フ ィ ル C R C は完全な不燃材朴であり、

日本板硝子の C R C ボード対lは法定不燃材

となっている 。 而I火' 凶能については、アス

ベストセメント製品より ＷＮ Ｚｾｩｾ ょによる燃裂が

少なく、骨材を適切に選ぶことによ って、

これをなくすことも可能で、ある 。 また j凶I!I I

認定を受けている而.t 火材 ( 断熱材 ) と使令

させることで耐火材としての使用が可能て'

ある 。

そ の 他 の 熱 的 性 質 の う ち 、 熱 膨 d長{ 系数は

14 X I0-
6
/ . C で、通常のコンクリー卜より

はやや大きい 。 これはセメントの含有i止が

多いためである 。 また熱伝導係数は 0. 8 -

0. 9Kc al / m. H. .C て昨普通コンクリートの

半 分 経 度 で あ る が 、 通 常 6 - 12 ミリという

きわめて薄い板状で使用される場合が多い

ので、 C R C に断熱性能を期待することは

むつかしく 、適当な断熱材と* 11み合わせて

使 用 す る こ と が 望 ま し い 。

@j垂水性

マトリ y クスを構成するモルタル中のセメ

ントの比Z事が高いこと、製造H寺の水ーセメ

ント i七がきわめて 15 ; いため、マト 1) Ｎｾ クス

が綴密にできており、普通モルタルやアス

ベ ス ト セ メ ン ト よ り 良 いfi l I を示す 。 また f色

裂が入りにくい点でも有利である 。

材 質

G R C  

アスベストセメ ント

⑦ 乾 燥 収 納

硬 化 乾 燥11与には収紛がおこるが、その大き

さは砂/ セメント比によ って変化する 。 砂

/ セ メ ン ト 比0. 3- 0.6て¥収納は 2. 0- 1. 0

X  10-
3  

f. E 皮となり、この収納は 4 週 間 で ほ

ぼ飽和 lすると巧えてよい。

@ 述 作 性 能

ほぽ' t1i J !!l] にそ った性能を示す。

10 ミリG R  C1j; 似の透過姉夫

⑨凍結融Ｇｽｾ

B  S  4036によるテスト結果では、 C R C は

泌結融解により大きな打l ! おを受けていない 。

+ 20'C / ー20.C 25サ イ ク ル 前 後 の 1II 1げ 強

肢を示す。

1111 げ 強 度 比/ cm
2

dlFJ 凶ポJレトラム〆ドセメ ントGR C

7  Iレミナセメント G R  C  

⑬- : & ItlI 仕上

lF辿コンクリートに応用されるものはすべ

て佐川可能であるが、セメントコンテント

の1. ' !j l ，. 、材料であるから、耐アルカリ l交の低

い 仕 上 村 は 不 III] きである 。 また外装材とし

て使用する場合には何らかの防水性の塗装

をほどこすことが望ましい。 塗装のほかタ

イル仕 上 げ、テラゾー仕上げおよび ＧｾｉＧ 材洗

い
tJJ し ( かきおとし ) 仕 上 げ な ど も 可 能 で

ある 。

あとカザき

一 一 G R C製品開発の進め方 一一

C R C は全〈新しい材料である 。新 し い 材 料 の

rli 場 開 発 を す す め て い く 上 で、他の 材 料 の 廃 史

を紛いてみると数多くのトラブルと挫折の歴史

が目につく 。 F R P の 場 合 で も 、 万 能材料とし

て の 華 々 し い 設 場ー何でも F R P 化 し よ う と す

る
7 ニ ア 的 側 発 ー モ ー ル ダ ー ( 成 形 業 者 ) の 乱

立ー 他材料と の徒労な価格競争 安 か ろ う 恐 か

ろうの i樹:日』一雄折 ー そして本来の姿に戻つての

地 位 確立という歴史がみられる 。

私どもは C R C の 安 定的な発展によ って社会に

兵献することを第一義と考え、 5 年間] にわた っ

て C R Cの長期物性をピルキントン社とともに

見つめてきた 。 その間にあらゆる縫矧の研究室

的試験はもちろんのこと、前王子の I也、極楽のI也

を 含 め 世界のいろいろの気象条件の場所を ill ん

での長期! フィールドテストを含む大がか りな試

験 が 実 施 さ れ た 。

こ れ ら の 蓄 積 さ れ た デ ー タ ー ・ノ ウ ハ ウ を ベ

ースに私どもは数多くの会社とライセンス契約

を結び、密接な協力のもとに C R C製 品 の 市 場

開発を進めており、建築関係者をはじめ C R C

製 品 の ユ ー ザ ー の 方 々 に 安 心 し て 使 っ て い た だ

けるよう努めている 。

( たるみず まさひこ 日本板硝子側新規事業本部

G R C部主席技師)



昭和 50年 度 ・ 第 7 回 若 い会 員 の 集 い

ビル防災のゼミナール

( 防災計画に対するプロフ ェッショ ンを問う)

レ ポ ー ト

このゼミナールは、現在とくに話題にな って

いる建物と火災との問題を少しでも多くの人々

にイメージア ップしていただきたいと希望して

企画されたものである 。

防 災というものの中には多く の ものがあるが、

とくに煙を取り上げ、参加された建築、陸設に

少しでも関係ある人々に考えを通じ、また仕事

を通 じて、火災の恐ろしさを考えてもらいたい

からでもある 。

催しは51年 7 月21 日関西屯カの協力をえて、

大阪商サービスセンターで13時30分から| 刻1mし、

赤木委只の閉会の挨拶から始ま り、前大阪市消

防局予防部長、恩 田- l l lJ 氏の講演が続き、現: { : E

の消防法の学問的< M付けや原理等の話があ った。

恩問先生の話しを 11ft くたびに 、消防法のできて

きたいきさつ 、行政のむつかしさを感じた 。

第二の企画のポイントである、実際に映画を

通じて 、はだで火災の恐ろしさを知 ってもらう

ためのもので、 刈f むりから命を守る 。笑験的

な映画である、フラ ッシュオーバーの場面が印

象的であ った。

*断たれた避難路。、千日前デノ マートの記録映

画である 。私達の身近で生じた火災であるのに、

今では他人ごとのように思いがちの昨今、改め

て見なおすと 、火災、題の恐ろしさを感じるし、

また ー設計業務にたずさわ っている私自身も自

分の仕事の中でもより人聞のための建物である

ことを再認識した 。

‘ サ ンパウロのジョ エ7 ピル火災。の記録映

画が絞〈 。最初はどこにでもあるニュース映画的

場面であるが、火災が終わ ったかと思われる時

点から生じる バニ y ク現象、人聞の心理状態が

破壊されたとき、見ていられないよ うな場而が

統〈、見る人に飛んで与行 って助けてあげたいよ

うな気持にさせるシーンであ っ た 。 もうｾ周ぬ

きの惨事である 。

最後のナレーションで子供をだいて飛び降り

る母親の話で E N D、本当にかなしい場面であ

る。

映闘が終わ ってから恩回先生との質疑に入る

が、皆さん少々質疑をされる元気がなか ったの

ではなかろうか。

この企画の講演と映画等は今までの火災事故

のほんの一部を見ただけである 、が 、なんらか

の形で建物を造る立場の 人々は、法律も大切で

ある、それ以上に今 日まで経験した笑例と将来

起こるであろう 、あらゆる危険性を思い浮かべ

て、設計し 、建築し、維持するべきであること

をこの催しから感じ取った 。

最後にこの企画に協力していただいた関係者

の皆さんにあっくお礼申し上げます。( 岡田宕郎記)

防災計画と設備の整備

A . A 生

過去幾多の悲惨なピル火災の事故が相次ぎ、

世論の喚起とともに法改正まで進展し、人間生

命の尊重が叫ばれている今日、消防法の改正は

実現したものの51年初頭でも建基法の改正が実

現せず、防災計画関係者は少なからずとまど っ

ておられることと考える 。 とくに高層化地下複

雑化していく都市構造物にあ って、 I也渓火災煙

等の防災面および防犯商等から人身被害を皆無

にすることは人聞社会にと って当然の義務とい

えよう 。

もちろん、法規制lや防災設備だけがすべてで

ない。国民ひとりひとりが幼児から老人に至る

まで防災、避難、防火等の智識と訓練が充実さ

れていることが第ーである 。

しかしながら防災に対する心構えと実行をさ

らに支援し容易にするものが防災計画と設備の

務備充笑であるとせば、これまた緊急課題とい

うべきであり、遡及措置や脱線替え、新地改築時

における防災計画のチェ ックは重要であり、早

急な務保i完成のためには、現在位皮の小額融資

でなく定着化 までの長期大幅な低利融資或は助

成と税の減免等が装付 されなければ折角の法改

正も入魂とならないと考えたい 。

官民の発注者や管理者の方々とともどもに、

防災計画を企画し設計するものや、これを笑現

するための施工者や機器メーカ一、あるいは保

守や検査するもの等は心を一つにして、 tt !I!な

わが国の人的物的資源を災害から守 っていく べ

き国民的責務があると痛感させられる次第であ

る。

建築協会若い会貝の集い小委員会では今回ピ

ル防災セミナーを催されたことは時宜を得たも

のであり 、さらにこれからも広〈深〈、周知徹

底のために、多くの会只に何回も計画され実施

される ことを期待し、会貝の技術向上に役立つ

ものとなることを切望してやまないものである 。

都市的スケールで

安全をとらえよう

内 議 正

今回、千日前デパート火災の記録とサンパウ

ロのジョ エ7 ビル火災の記録を、恩田一則氏の

解説で見せていただき、災害の笑際のこわきに

ついて考えさせられました 。

ジョエ 7 ビルの火災は生々しく記蝕されてお

り、見ていてドキリとさせられることの述続で

した 。煙を吹き出す主主から身を の り出し窓枠を

ったいながら下階へのがれようとする人が、力

つきて地上へ死のダイビ ング を試みる機子は 、

これが人| 湖の姿かと目を疑うばか りです。火が

収ま った後 、 ピルを取 り囲むi洋集が量点火を匁l ら

せダイビングを嗣l止しても、死のダイビ ングは

続くのです。煙の恐怖をみせつけられました 。

千日前ビル火災の記録では、 プレイタウ ンに

いた人々 の具体的な行動j 9IJ が印象的て' した 。 パ

ニ ック状態にな ったとき人情! の判断がいかに頼

りないものであるか具体的事実で示されたのは

ショッ クてーした 。

建物の安全性を考えることは設計者の ， ［ ［ｾ Ｎ識な

のですが、笑際の設計にあた って法占J l . でm. 定さ

れている一般的な安全性とは 別 に、さらにつ っ

こんで安全性を求めたいと思うとき、 Z封十者の

守備範囲からくる限界のようなものを感じるの

です。設計者の守備範閤は一応単体の，注物の設

計なのでしょうが、その一個の建物だけをとり

上げ 100 %安全に設計しようとすることは、さ

して効果的ではないようです 。

私たちをとりまく日常の生活は危険と背中合

わせであ って、事故の リスクはある位度覚悟の

上で生活しているようなものです 。私たちが自

由に生活する上で全面的な安全を同時に求める

ことはできないでしょう 。

実質的な安全を求める考え方からすれば、あ

らゆる分野の人々を集め都市的スケールで安全

をとらえてゆくのが本筋だと思います。

こん なことを考えながら、防災計画舎を作成

するとき、一体一個の建物で安全を考えていて

いいのかな、という素朴な疑問がいつも顕のか

たすみにあるのです。

ビル火災は私たちが作り出した ffr しいタイプ

の災害であり、災害ーから 学ぶことは多い。 これ

からは、単に事故死者の数だけで災害をみるの

ではなく災害の特徴に注意したいと思いまし た。

今後も、実際の災害例を火災に限らず見せてい

ただけたらと思います。

( 株式会社 小 i' lill 築 設計事務所)

日 時 昭 和51年 1 月21 日( 水)

開場 13 :  00 ・開会 13 :  30→ 閉 会 16 :  30  

会 場 関西電力大阪南サービスセ ンター・ 1階集会室

E尊 師 思回一則氏(前大阪市消防局予防部長)

参加者 58名

スケ ジ 13  :  30→ 13  :  40 開会

ユール

13 :  40→ 14  :  20 映画

- けむり車、ら生命 を守る

・断たれた遊縫路

14 :  20→ 15 :  40 . . 漬

憩一一一

15 :  45→ 16 :  00 映画

- サンパウロのジョ エ7 ピルの火災

16 :  00→ 16 :  30 質疑応 答

16 :  30 閉会
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〈都市の広場〉

神 戸 都 市 設 計 資 料 研 究 会

西 欧 の 広 場 は そ の 都 市 の 歴 史 を 物 語 っ て い る 。 広 場 は 空 間 的 に も 、 機 能

的 に も 、 心 理 的 に も 都 市 の 中 心 で あ った。 政 治 ( 会議) 、経済 ( 市 場 ) コミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 レ ク リ ェ ー ン ョ ン の 場 と し て 市 民 の 日 常 生 活 に 関 係 し

て き た 。 広 場 が 長 い 歴 史 の 中 で 、 変 わ り な く 引 継 が れ て き た の は 、 市 民

の 共 有 の 場 と し て 開 放 さ れ 、 生活 の 場 と し て 必 要 で あ っ た か ら で あ る 。

日 本 で は 広 場の 建 設 が 主 に 駅 前 広 場 と し て と ら え ら れ 、 日 本 独 自 の 生 活

機 式 、 民 族 性 か ら 生 活 の 場 と し て の 広 場 は 少 な し 、。 し か し 都 市 に 生 活 す

る も の に と っ て 、 都 市 内 に も 、 ぼ ん や り と 惣 え る 場 が必 要 で あ る 。 日 本

で は 、 喫 茶 庖 が そ の 役 割 を 果 た し て い る と も 言 え る が 、 近 年 、 広 場 に 対

す る 市 民 の ニ ー ド は 強 く な っ て い る 。「広場は、者11市 の 中 心 に J と言 うこ

と で は な く 、 す ぐ 行 け る 身 近 な と こ ろ に 、 い ろ い ろ な 広 場 が 数 多 く 造 ら

れ て い く こ と が 是 非 と も 必 要 だ ろ う 。 また、 E宣言十にあた っ て は 市 民 に い

つ ま で も 利 用 さ れ る 、 魅 力 あ る 生 活 空 間l を 考 え る 必 要 が あ る 。( 筒 井 直 樹 )

8 - 1広場の演出

。 東 遊 園 地( 神 戸 ) 円 形の噴 水

を中心とした石の ベ ー プ 広 場。

円 形 の パ ー ゴ ラ 、 階 段 が ゆ っ た

りとした 雰 囲 気 を 生 み 出 す.

@ 神 戸 駅 前 広場 人 草 分 離 を 計 画 し 、 地 上 は パ ス タ ー ミ ナ ル と 広 場 、 地

下 は 商 庖 街 と し て 墜 備 さ れ た。 広 場 に は 噴 水 と カ ス ケ ー ド、モミュニメ

ント 「海からたょっ J ( 風て' 揺れる ) が 置 か れ 、 ア ク テ ィプ な 空 間 と な っ

ている .

@ ス テ ィ ー ブ ン ・ ワ イ ズ ・ タ ワ ー ズ の 広 場

ニューヨ ー クの公営住宅地 内 の 広 場。壁 画 を 世 い て 広 場 を 蹴 出 し て い る .

( スモ ー ル ア パ ン ス ペ ー ス)

@ ポートランドセンター( アメリカ) ハ ル プ リンの 殻百十した水町広場 。

水 の 活 動 性 に 人 が 遊 び 、 た わ む れ る 楽 し さ が 人 工 で あ リ な が ら 人 を 自 然

に戻す. ( a  +  u )  

巨 ヨラブジョイ ・プ ラ ザ 巨 ヨ 7 け コ ー ト フ ァ ウンテン

8  - 2 ポケットパーク

@ マ ク ド ナ ル ド 前 ( 神 戸 ) ハ ン

バ ー グを食べ る 人 と 歩 道 を 歩 〈

人 は 壁 画的楽しさに足を止め、

日 照 り の よ い ベ ンチにすわる 。

@ ナポナ広掲( ローマ) ヨー ロ

ッ パの 広 場 で は こ の よ う な カ フ

ェテラスが多、、. 日本で脊た主

い 肉 は ど う し て だ ろ う か。 国 民

性、それともS <"¥f慌 の せ い だ ろ う か 、 そ れ と も 法 的 規 制 力 が 強 す ぎ る か ら

か。 ( 楽しく歩ける街より )

@ ア メ リ カ の ポ ケ ッ ト パ ー ク ( ニ ュ ー ヨ ー ク ) ビル 1F i の狭 い土地に水と

墜 と 倒 木 な ど で 演 出 さ れ た ポ ケ ッ トパ ー 7 . 大 都 会的 オ ア シ ス と な っ て

いる . 放 出 方 法 が ポ イ ン ト に な る 。

圧 ヨペ イリ ー ズ パ - 7 390m' 滝と墜と 24本 の 樹 木 で 制。 コー ヒ- "  

ヨ y プ もある .

圧 ヨ グ ト ンエーカー パ - 7 670m'抑 制l、壁、樹木、 パ ー ゴ ラ で

抗出.

@ 花時計( 神戸 ) 神 戸 市 庁 舎 北 側 の 1000m' 位 向広場て判l 戸っ 子 町 デー ト

の待 ち 合 せ 場 所 と し て 利 用 さ れ て い る . 花 時 計の デザ イン は 年 10回底、

その季 節 の花 で 変 え ら れ 、 人 々 の 目 を 楽 し ま せ る . 周囲内緑町スクリ ー

ンが花時計を引き 立 てている .

8  - 3 ショッピング

広場

地 下 街 な ど の y ヨンピング

セ ンタ ー で は そ れ ぞ れ の

シン ポリ Y クな iOl 出 方 法

で 、 人 的集 ま る 魅 力 あ る

広場を つ くり上げている 。

@ サ ン チ カ タ ウ ン

@ セ ル シ ー

⑬ 〈 ず は モ ー ル 街

今回は広場が生活的場 と し て ど の よ う に使われ、 ｩｾｻ 出されているか紹介する 。

1  広 場 の 使 わ れ 方

① 待 ち 合 せ 、 ② 休 惣 ( ン ヨ y ピ ン グ 、 ひ ま つ よ し な ど ) ③ お し ゃ べ り、議論

④ 展示 、発表、③お祭リな ど

2 . 広 場 の 種 類

① 都 心 の 広 場 ( ポケ 川 ，マー夕 、 駅 前 広 場 な ど ) ー 勤め人、 口物客、旅行者、

そ し て 通 行 人 と い った 大 人 の ため の もの

②ショ ッピ ン グ広 場 ・ 只 物 客 の ため の休 M! の場。 fil i し場にむむる 。

③ コ ミ ュ ニ テ ィ 広 場 一 主 に子 供、 主 婦 、 老 人 な ど 都 市 内最 も古昔、、人々 の た

め の も の

③ 業 務 地 区 町 広 場 ..... 動 的 人 、通行 人 の た め の も の。

近年、i ¥' 1i li ' l ピル の 足 ま わ リ に 巡 ら れ つ つ ある 。

3 . 広 場 の 演 出

a たまるところ

0 あ た た か い 日 ざ し と 密 に 生 い Z立っ た 築 か げ.

0 ベン チ、持干 ( 持 ち 巡 ぴに l足利で快適主む の) 、階段( スペイン 広 場 な ど )

0 食べ たり飲んだりするとこ ろ. 喫 茶 応 、 カ フ ェ テ ラ ス、ホ y ト ド y グ、

ハ ン パ ガ 一 、ア イスク リー ム . 綿 菓 子

b 楽しむむ の 一 時 tmゃ季節i で 変 化の あるむ の が望ましい。

0 水 ( 噴 水 、 滝 、 池) 、成、 ハ ト、花、倒木

0 彫 刻 、 壁 画 、 花 時 計 、 か ぎ りつ け ( こい の ぼり . クリスマスツリ ー)

0 苛 ( 野 外 協 奏 、 鎖的昔 、 時J十の 時報、 i竜町 音 )

0 庖 ( 鍔 庖 、 大 道芸 人、かぎリも の 応 、 古 道 具 屋 )

0 展示 ( 絵、 ポ スタ ー )

c そ の 他

0 周辺建築物と 向 調 和 ー特に、古い建物の再開発利用も楽し〈て良、、.

0 傾 斜 地 の 利 用 … 一 階 段 な ど の 傾 斜 地 も 変 化 の あ る 面 白 い 広 場 と な る .



8 - 4  コミュニティ広場

@ 高 倉 台 学 校 公 園 コ ミ ュ ニ テ ィ 広 場 ( 神戸) 広場を中，レにコミ ュ

ニティ施芯 Ｈ 会館、学校、体育館、図ｬＡｾ館、保 ｩｦ 所 Ｉ が配置されＮ

紋滋とのｩｬＧ ｾｦ ほ 王 監を法 ｬ 師制裁によ っ て柔らげた、快いだ，Ａ｜Ｂ、の広 ｪ ｊＮ ｾ ｯ

ｾ，レストンビレ ツジ センターＨアメリカＩ レス トンニ ュータウ ンの

ほ 隣 セ ン タ一広場. 湖 ( 人 工) を広場に取りこみ、広場を取リl H l む

組 物 ( ンヨ ッピ ン グセ ン タ ー ) は 統ー され、ヨーロ y パ の 広 場 を 思

わせる . ( a  +  u より )

⑪ 神 社 ・ 仏 閣 寺社の境内はお祭リ の 場、周辺住民のコミュニティの

場、 Ｍ ｦＭ供の遊び場として利用され‘ｾ木の戊 っ た ｭ ｊＭｊｬはゆ っ たりと

した生前 ｾｉｕｊ となる 。

@ 同 潤 会 ア パ ー ト ( 東京) 日 本 で 枇 初 の 集 合 住 宅 で 当 時 の 自 由 な 1主

制 ｩ 配置はＮｴＺｬ かな外部 ｾＱＺＺＱ ｊ をつくり ｷ し、ｻ主む人々は生活空 ｉｈｬ として

向 分 た ち で 環 段 を つ く リ 上 げ た.( 百Ilrn住宅よリ )

8 - 5  業務地区の広場

@ 神 戸 文 化 ホ ー ル 前 庭 広 場 広場の中に緑と噴水と同; ，w] を取り入れ、

的経の干高稲いたｾＡｕ ｊ をつくりだしている Ｎ 噴水はロ ー ＿のレ パ プリカ

広 場 に あ る エ セ ド ラ 噴 水 を 桜 し て つ く ら れ て い る .

@ 新 宿 住 友 ピ ル 南 側 広 場 新宿新書11心 開 発 地 域 に つ く ら れ 、 石 と レ ン

ガと織と水で構成され、公共にｼ制放されている ＮＨ 主ｉＡｾ文化より Ｉ

@ 福 岡 銀 行 本 庖 広 場 銀 行 の 敷 地 内 に つ く ら れ た 座 恨 の あ る 芸 術 広 場

で 、 銀 行 の 玄 関 と し て 、 市 民 の 広 場 と し て 開 放 さ れ て い る 。私 有 益 l削

を公共 ｾｉ 日Ａとしても利用できれば広場は多くなり、ノ〈 ラ ェティに白む Ｎ

( 新 建 築 よ り )

8  - 6 周辺建築物

との調和

@ アイピースクェア( 倉敷)

明治建築の紡績工場を一宮11

改 造 し て ホ テ ル に さ れ た 。

場 の 壁 面 と ス ク ェ ア の ベ

ープはレンガで統ーされ、

一 体化した" I ' l : 品ある空間を

つ く り だ し て い る . 古 い 建

物 の 良 い 利 用 法.

@ ジ ラ デ リ ・ ス ク エ ア ( サンフランシス コ) 古 い チ ョ コ レ ー ト 工 場 を 改 造 し て

ショ ッ ピングセンターをつく った。

< D サンマルコ広場 ( ロー 7 ) サ ンマ ル コ 寺 院 や シ テ ィ ホ ー ル の 建 物 と 広 場 が

翻和し、広場内一部を海に抜いた心にくい設計は紘群である. 尖俗の鋭のT f や

ムーア人が打ちならす時報の音が心良〈ひびき、 A品がj ¥をびかい、胡tがひらめき、

広 場 は 絶 え ず 変 化 し て い る . そ う い った 広 場 に 人 々 は 集 ま り 、 カ フ ェ テ ラ ス で

4 - 5 人編成の軽音楽に耳を何iけ 、 軽 い 飲 み 物 を と り な が ら ゆ っ く り と 楽 し ん

でいる 。 日 本 に も こ の よ う な 楽 し い 広 場 は 出 来 な い も の で あ ろ う か。

8 - 7  傾斜地の利用

@ ポ ー ト ア イ ラ ン ド 北 公 園 ( 神戸) 階 段 状 の 広 場 か ら は 神 戸 港 が一 望できるようにがI出

さ れ て い る . 自 然 環 境 に あ わ せ た 設 計 が 考 え ら れ て い る .

。 ス ベ イ ン 広 場 ( ローマ ) 斜 面 を う ま く 利 用 し . 階 段 を 広 場 化 す る こ と も 可 能 で あ る .

抽 圃 司I柑
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!  日本建築総合試験所だよI 図|  

銅管の耐火性能試験結果について

1  . はじめに

政 j! i の往事長界における設備技術の発展は自党ましいものがあり、

各 方 面 で 新 技 術 、 新 工 法 が 開 発 さ れ て い る 。 こ こ に 紹 介 す る の は 、

株 式 会 社 長 谷 川 工 務 庖 技 術 開 発 部 で 開 発 さ れ た 鋼 管 に よ る 建 築 用 排

水 y ステムについて、当試験所で実施した銅t ; d = の耐火性能試験の結

来 で あ る 。

2 . 鋼管を使った建築用排水システムの概要

建築用排水管として一般的に使われているのは、叙 ｲ 鉄管と ｾｅ 鉛メ

ソキ銅色・で あ る 。 鋳 鉄 管 は 鋭 JUl Ｈｾ ｉ ｾ ，皮ＩがｬｩｩｬＡ＼、 Ａ泌蝕し事 ｦｦｾ ｾ、ので、

半 永 久 的 刷 用 性 が あ る と さ れ て い る た め 汚 水 排 水 用 に 使 わ れ 、 亜 鉛

メ ッ キ 鋼 管 が 縦 排 水 用 に 使 わ れ て い る 。 し か し な が ら 居 住 部 分 よ り

排 出 さ れ る 州 、 ご み 、 垢 な ど が 排 水 管 内 而 に 付 必 し 、 長 期 間 の う ち

に 、 む 金 属 を l腐 蝕 さ せ た り 、 管 径 を 狭 め た り し て 一 般 に 排 水 管 の 耐

用 年 数 は 低 下 す る 。 こ れ に 対 し 銅 管 を 排 水 位 ・ に 使 用 す る と 、 鋼 管 内

表 而 に 般 化 股 が で き て 、 腐 蝕 を 自 術 す る 。 また ti =継 手 を ワ ン タ ッ チ

方 式 に し て 作 業 を 簡 略 に す る と 、 建 物 全 体の 焼 物 化 が す す め ば 、 工

場での ｅｬ 産化が可能となる 。 しかし銅 ＱｾＺ による排水システムにも、

解 決 す べ き 閉 経j を い く つ か 内 含 し て い る 。

例 え ば 鋼 は 鉄 よ り 熱 伝 導 性 が { 長 れ て お り 、 融 点 が 鉄 よ り や や 低 い

ので、スラブを1 ' t通 し て 配 管 し た 場 令 に 、 建 物 内 火 災 を 上 階 に 延 焼

さ せ る の で は な い か と い っ た 危 倶 が 生 ず る 。 そ こ で 今 回 こ れ に 対 す

る 耐 火 性 能 を 調 べ る た め 耐 火 性 能 試 験 を 行 っ た の で そ の 結 果 を 以 下

に の べ る こ と と し た。 な お 、 試 験 結 果A に よ る と 、 適 当 な 処 置 を す る

こ と に よ り 、 銅 管 も 在 来 材 料 包 = と 問 機 、 耐 火 性 に お い て 危 険 は な い

と い う こ と が 確 認 さ れ た。

3. 鋼管の耐火性能試験

a  試 験の 目 的

本 試 験 の 目 的 は つ ぎ に 述 べ る と お り で あ る 。

1  ) コ ン ク リ ー ト ス ラ プ を 立 通 す る 銅 色zが ス ラ ブ 下 宿 よ り 、 様 準 火

災 加 熱 を 受 け た 場 合 の ス ラ プ 貫 通 部 分 を 含 め た 鋼 管ーの 耐 火 性 能 を 調

べ ること 、および上| 渚への延焼( 煙 ・ガ ス の流 動 を 含 む ) 危 険 の 資 料

をｾＡｽることを目白守とする 。

2  ) 鋼 管 と 在 米 配 管 材 料 ( 亜 鉛 メ ッ キ 鋼 管 お よ び 排 水 用 鋳 鉄 管) と

の 比 較 試 験 を 同一 条 件 の も と で 行 い 、 耐 火 性 能 の 比 較 を す る こ と と

上 階へ の 延 焼 ( 燈 ・ ガ ス の 流 動 を 含 む ) 危 険 の 資 料 を 比 較 す る こ と

を 目 的 と す る 。

表 - 2 標準加熱温度 (J I S A  1304- 1975)  

経過時間I( 分)

加熱温度 ( ' C)

138 池袋と 社会 / 1976年 3 月号

本試験所。⑥ 565 吹田市稼白台 5 丁目 125 電話/ 大阪 (06)872 - 0391 代表

大淀分室 ⑨ 531 大阪市大淀区長柄西通 2 丁目 35 電話/ 大阪 (06)  351 - 7217 

b  試 験 体

株式会社長谷川工務応より［提供ーされた試験体は、 ｾｉＧｊ 'ri' 2 体、 'IE

9{} メ ッ キ 鋼 管 2 f;本 お よ び 排 水 用 鋳 鉄 管 2i本の 合員十 6 体 で あ る 。 lii J

質材質の内己管 2 f ; 本のうち 1 f ; 本は、耐火被離をしないでスラブをl ' l

通 さ せ 、 他 の 1 休はスラブ下而に石綿けし、酸カルシウム板( 1 平さ

70mm200mm角 ) を 取 り 付 け 、 ス ラ ブ 上 昔11は ス ラ プ 而 か ら 向 き 250mm

ま で グ ラ ス ウ ー ノレ( 1 写さ 25mm) を 巻 い て 耐 火 被 被 し た 梢 巡 の もの

とした 。 試 験 体 の う ち 銅 管 の み ス ラ ブ 上 苦11高さ 300 mmの 位tdに 畿

継 手 を 設 け た 。 試 験 体 の 仕 様 を 表 ー 1 に ポ す。

費 一 1 鼠験体の仕機

試験{ 本 外 E長 1句} ぱ

耐火被措iの 有無f'[( 町l j' l  Y， 

得 サ (mm)  (mm)  

A  剣
Ti :  79. 38 1. 83 

雄
し '税制H あ リ

B  ｾ＠ 相u  
79. 38 1. 83 由f 火枇;i H グ ラ ス ウ ー ル 被 柑i 自税制 T あ り

C  'IF J:i〆 y キ鋼管 89. 10 4.20 無 し

D  IIEJ:i 〆y キ制作 89. 10 4. 20 畠f火tl. if.l グ ラ ス ウ ー ル 蹴出{

E  排水I l l l)i$!; 'i'i 84. 00 4.50  無 し

F  排水川鋭鉄iJ' 84. 00 4.50 .. t火 似 j.l ' 7 ' ラスウール地 問i

試 験 体 は 、 加 熱 試 験 中 の 燃裂を| 坊 ぐた め 、 ロ y ク ウー ルを l忌き 60

mmて' 下商に l吹 き 付 け ら れ た 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト ス ラ ブ ( 厚 さ 130mm、幅

2 . 4 m、長さ 3 . 4 m) に あ ら か じ め 明 け ら れ た 直 径 130mm( 穴 ピ ッチ 50c m)

の 1' 1 通孔の 中央に装新したのち、周囲の間| 療に現場モルタノレを充填

して、耐火. 用水平加熱炉にセ ッ トした。

試 験 体の 1j : 脚苦11は火 炎 の l立接μ 入を| 幼 ぐた め に 、 耐 火 断 熱 材 (ノマ

ー マ キ ャ ス タ お よ び 口 y クウ ーノレ材 ) で 保 護 し て 、加熱試験中に包ー

脚宮11よ り 不 必 要 な 111/熱の ;ji 3科 を 受 け な い よ うに し た 。 スラプl ' l . i J . 蛸11

に光明したモルタルは、左足内で 7 日IHJ の 自 然 必主主 を 行 い 、 公 乾;1);: 古E

にな っ たの を 充 分 隊 認 し て か ら 試 験 を 失 地 し た 。

C . 試 験 方 法

試 験 }j 法を つ ぎ に示 す.

¥1)撚 総 火 災 加 熱

J I S  A  1304ー 1975 r建 築 構 法 部 分の 耐 火 試 験 ) j 法 」 の(3)に 脱 定 され

る 耐 火 用 水 平 111 / 熱がを用い、 (4)にJ ; J I . 定される加熱等級 にし た が っ て、

Ｒ 時 ｾ｡ｊ 111/ 熱 を 実 地 し た ，111/ 熱炉 の 熱狐には、有11市 ガ ス ( 4500cal / 附 ) を用

いた。1m熱 試 験の|祭に J 位苧とした椋徐加熱i}nV!i.を褒 一 2 および図 ー 1に示す。



日 本 建 築 総 合 試 験 所 だ よ り 4 3 .

----------芝竺
銅ぞi' A  i i'l'i'i' B  

'1F. $:i メ y '11・J a メ y
排水月!.E排水用 F

キS凶f ¥:C キ鋼' i i :D 日} 鉄f ¥: 手持$1<'i'i・

h  =  0  Cm 

381  41 3  256 208  182 211 

(120分) (120ぅ)-) (  120ぅ)-) ( 125分) (122ぅ)- ) (1 26分 )

同己 Ｚｏ Ｚｩｾｊ 主

h  =  10cm 

255 326  158  205 154 190 

(120ぅ)- ) (121ゥ)- ) (120う，)-) ( 125分) (120ラ)-) ( 120づ)-)

の枇t :jfl(j

h  = 30cm 

146 179 69 95 75  130  

(122分) (121分) (120ぅ)-) (125分) (105ラ)- ) ( 125ゥ，)-)

( t )  

h  = 50cm 

85  99  39  50  46  46 

(121分) (  120分) (  63ぅ)- ) ( 125ぅ，)- ) (1 10分) (125分 )

ｾ［立Ｚ持金物鋼材 ｩｫｕ 宜 105  116  63 79 68  98 

の 紘 ｲｾ ｾ Ｚｩ 11(( ( t )  (1 21分) (126分) (118ぅ.)- ) Ｈｉ ＲＸ ｾＩＭＩ＠ (120ぅ)-) (130合)-)

スラブ必 IMi 品皮肉紋 98 91  87 95  93  83  

＿ｾｩｦｬｬＨ＠ ( ' C)  (  130ぅ}) (153ラ，)-) (  140分) (170分) (147分) (165ゥ)-)

住 ｉＨ［ｊ 陪 ｬ 令ｾ｜Ｎｩ斗 ｪ 庄 の ＱｴｬＺ 38  28 30  30  33 29 

日fl ll ( ' C)  (120ぅ)- ) (119ぅ，)-) (123ラ)-) (120分) ( 125ぅ，)-) ( 125う)- )

ti:!ザ継予告1¥分弘皮肉 125  152 

ｊ ｉ 企 ｾＮｬ￮Ｑｉ Ｈｬ ( ' C)  (1221)-) (123づ)-)

120  

グラスウ h  =  1  cm 
(120づ} )

- 1レ表1M

以 ｉｾ ＨＧｃＩ
40 

h  = 24cm 
(  1205)-) 

Ilt 験結果および観察 le錦表 - 3

4

時

間

耐

火

1010 
1050 

1095 

時与840 

..... 

30  
2  3  

ト一一 介

一
時 時 時

ト一一
耐

一
問

耐間 耐間

ト一一

火

一
耐

火 火 火

ijj f  

上 に 示 す 標 準 加 熱 温 度 に 炉 内11n熱 温 度 を 沿 わ せ る た め に 、 P I D

式出度自動l I i 時 H装 置 を 使 用 し た 。

(2 )i山 支 の 測 定

( イ) 炉 内加 熱 n，u支 : 1J11熱 弘l支は 、 ス ラ ブ 下 回 よ り 20cm雌れた点で、

か つ 試験 体の 中心 よ り 水 平 に 20cm雌 れ た 点 を 8 点 測 定した。 測 定 に

は 、 直 径O. 65mmの C A 熱 屯 対 を 碍 チ で 被 離 し て 、 ス テ ン レ ス ス チ ー

ノレ製保護管に抑入し、所定の位世にセットして、 1 分 間 隔で温度i I 判

定 し た 。 iWJ定には、 打 点 式 温 度 自 動 記 録 計 を 使 用 し た 。

( ロ ) 試験体 の 温 度 測 定 : 1m熱 中 お よ び 加 熱 終 了 後 の 溢 l支測定は、 っ

き・の 6 項 目 に つ い て 笑施 し た 。

・ 配管表面 ｩａ ， ｾｊ 立 の 測定

ス ラ プ 上 前 よ り高さ ocm、 10cm、30cm、 50cmの 4 ヵ 所

・ スラプ上苦11表 面 温 度 ( 袋 面 温 度 ) の 測 定

配色: 表面より 5 ｣ ｭ ｾ 維れた点 3 点

・ ス ラ プlt 通古11周囲窓会t温 度 の iJli J定

配 信; 表面よ リ6. 5c m、スラプ上国より上方に 5 cm離 れ た 点

・配 管 支 持 金 物 鋼 材 出 伎 の illiJ 定

支 持 金 物 と し て 使 わ れ た 鋼 材 の 温 度

・被 税 グ ラ ス ウ ー ル 表 IUI 温 度 の 測 定

グ ラ ス ウ ー ル の 表面 で ス ラ ブ 上 回 よ り 高 さ 1 cm、 24cmの 2 ヵ 所

( た だ し 試 験 体 B 、 D 、 F の み )

・釧 管竪 継 手部 分 温 度 の詰llJ 定

試 験 体 A とB の み 各 1 ヵ 所

払，U変の iWJ定 に は 、 直 後O. 65mmのグラスウーノレ被波 C A 熱 電 体 と 打

点 式 温 度 自 動 記 録 計 を 用 い て 1 分 間 隔 に 記 録 し た 。 表面 出l支を iJ 日l定

す る 場 合 の 測 定 方 法 と し て 、 つ ぎ の 2 つ の方 法 を 採 用 し た 。

・配 管 の iXi 度 表 面 を 測 定 す る 場 合

C A 熱 屯体 の 熱 接 点 を 、 乾 い た 軟 質 石 綿 板 ( J写さ 6 凹 、 5 cm角 、 露

さ13 g  ) で、縦 って 測 定 し た 。

・ スラプ上苦11表 面 温 度 ( 表 面 温 度 ) を 測 定 す る 場 合

C A 熱 電 体 の 熱 接 点 を 杉 征 板 ( 厚さ 15mm、 5 c m角 気 乾 状 態 ) でー 認i っ

て測定した。

( ハ) 加 熱 中 の 観 察 . 加 熱 中 の 試 験 体の 状況 、 ス ラ プ1' 1通音11に 生 じ る

亀裂 、 火 炎 政 過 の 有 無 な ど を 肉 眼 に よ り 観 察 し た 。

d . 試 験 結 果

試 験 結 果 お よ び観 察 記 録 を 表 - 3 に示す。

e . 総 合 的 所 見

① 試 験 中 の 銅 管 の 縁 日 出l支 は 、 表 Ｓ に示すをおリでｾ鉛メッキ

鋼管および耕一水用鋳鉄管の 1副 主 よ り 約 50 - 200. C 高 い 他 を示してい

る が 、 ス ラ ブ l ti 泊音11周辺の誕百lI臥 皮 お よ び 位:周囲主主u 払 度 は い ず

れ も 大 差 の な L 、{ 也であ っ た。

② I11J熱試 験 中 お よ び 試 験 終 了 後の 釧 管 に は 、 耐 火 上 有 害 と 息 わ れ

る 変 形 は み ら れ な か っ た 。

③針'1包' A の h =  0  cm、 h  = 10cm、 釧 管・B の h =  O cm、 h  = 10cm、

必鉛メ ッ キ 鋼 管 の h =  0  cmの 5 カr1rの最 高 温 度 は 表 一 3 に示 すよ

うに 木 村の 火災危険i 1.t 度 26 0. C よ りみて、 一 般 可 燃 物 に 延 焼 す る 危

ｉｾ カ ずある。

60  75 90 105  120 135 150 165  180  195  210 225 240 

一 一 - 時 間 ( ml n)  

標準加算事温度曲線図 1

30 45  15 

(  Ｉ 内 Ｂ不す時 ｉｉｉ ｉ ｉ ｊＮ、 ｉｊ ｉｬｦＮ ｾｉ ｾＱ 始怯 円計 ｪ ｴｊ ｕＮｾ ｊｩ ｉｉ を， β す Ｎ

1111然開始
観 f. f  3己 主主

1去の時 /:I J

50う庁 • j "，官ー A 、'1F. $:i メ γ キ剣ti ・C において、問問モル 71レ表 1Mよリ以 1M

fltlJ に少 J止の水イ九%が発生した.

• j J;J'U・ B において. グラスウールと銅T j : の陥 t:1Iよ リグラスウール村

の炭化による白姥が微量発生した.

• '1F. $:i ノッキ鋼1 j : C とD の1j : 内より少IIkの白伸一発生。

55分 • ｊｾｾｾＺ＠ ａ の ｉ ＮｴＺ上部分 ｲｾ Ｇｾ￯ さ ＪＧｊ ｉ ｏ｣ｭ までの表 ￯ｦ ， ｩ が故金色に変色した Ｎ
( その 他的脅1¥分は，/)・釧色で、 1m熱 jjij と変わらず)

65分 • i i'l i廿 B のグラスウール上下 l.Li端から央いのある自慢が究生した。

95分 • i M'U' A のl主上部分日 さ約25cmまて' の表1Mが賞金色に変 色した。

- 釧1j : B のI.jC上部分I171 さ約26伺 まて' の表1MがT' l 金色に変色 した。

100分 .  j f.oI'U' Bのグラスウール内 If，iが茶制色に炭化して !I.!

.距ZfI メ γ キ鋼句 C とD の1m熱 fllll 'U' 表耐がコブ状 を呈した。

• i M'U' A 、B および排水周鋳鉄岱 E ‘ F の1m熱If t 'I は亦然しているの

みで ｹｾＮ ｩｩＧＮＧをｩｩｦＮめず Ｎ

1 点

④ 各 管 と 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト ス ラ プ と の 接 触 部 分 よ り 燈 ( 燃 焼 ガ ス )

が 上 方 へ 漏 洩 し た 徴 候 は 肉 眼 鋭 iWJ で は 認 め ら れ な か っ た 。 ま た 、

温 度 illil 定 点NO. 9 、 10 、 11の温度( 包ニ周囲空気 il?L}_支 ) に つ い て も 特

別 の 異 常 は 認 め ら れ な か っ た。

f  . 試 験 日

昭 和] 50年 12 月26 日

むすぴ

この 報 告 は 、 株 式 会 社 長 谷 川工 務 庖 技 術 開 発 部の 依 似 に よ っ て 行

っ たものであるが、今回そ の 許 しを待て 当 試 験 所 で 実 施 し た 耐 火 性 能

試 験 結 果 を 報 告 し た も の で あ る 。 関 係 諸 氏 の 御 厚 悩「に感謝の 23: を 表

す。 ( 画「火防火情造係長 坂 啓 智 )

4 .  

13 9  

静 雄

昭和46年 8 月 よ り 本 紙 面 を お fif り し ま し て 当 試 験 所の 紹 介

や 試 験 研 究 結 果 の 報 告 を し て ま い り ま し た が 、 こ の た び 当

試 験 所 機 関 誌 G B R C を 年 4 回 発 行 し て 同 様 に 業務 の 伝 達 、

知 識 情 報 の 普 及 活動 を 行 う こ と に な り 、 す で に 創 刊 号の 発

行 を 終 え ま し たの で 、 本 誌 上 で の 発 表 は 本 号 を も っ て 終 わ

ら し て 臥 く こ と に な り ま し た 。

今までにI l 品りましたご愛読ご指必に対し感謝申し 上 げ ま す

と と も に 、 今 後 は こ の 機 関 誌 を 通 じ て よ り 一 層 の 御 鞭 縫 を

賜 り ま す よ うお願し 、申し 上 げ ま す。 終 わ り に 日 本 建 築 協 会

より TJi き ま し た 御 f! J i 宜に対し御礼を申し上げましてご挨拶

と し ま す。

坂理事長ごあいさつ



日本建築協会

月間の動き

昭 和50年 1 月分

E里 事

.c，.. 

:z;;: 

21 日 4 時 - 5 時 於 会 館 集 会 主

出席者塚本、稲田正副会長ほか ＲＱ ｊｬｬｩ ｾｊＧ［

議 Ｇ ｊ ｾ (1)通常総会開催の{ 斗

(2)建 築 士 法W，25粂の活用についての要望

舎提出の件

(3)建築設計民耳11業務報酬実態調食委只会

設置の* 認と委只撤せんの{ 牛

(4)主l.t築ー1: 等実態調査の件

(5) 入i J 1 会者承認の{ 牛

(6)報 告 ' MI

編集理事会

20 日 4 11年ー 6 時 半 於 会 館 集 会 宅

出席者 制凶1. {IJ 会 長 松 村主怜ほか 4 羽l' j¥.

談 Ｇ ｊ ｾ (1)収支状況と本年度の見込報告

(2)郵便料金値上げに伴う対策

(3) 2 月号= 怨築基礎構造の問題点特集経

過報告

(4) 3  n号 = 医療地設特集報特

(5) 4  ｊｾ 号］床工法と材料特集報 ｈ

(6) 5 月号= 建築防災と法特集報告

(7) 6 月号計画特集の企画

(8) そのほか

(9)W，10回広告企画小委只会報告

(10)W， 6 間投稿欄小委員会報侍

30次年度編集委員長および交代委只の件

事 業 委 員 会 |

若い会員の集い第 8 回「若手建築家に聞く (2)J

打合せ

8 日 5 時→ 9 11寺 於 渡 辺 建 築 工 房

ゲスト 渡辺笠手口氏( 司会者) 、 飯田主査は

か 3 名

殺 事 (1) r若手控築家に 聞く (2)J の司会者との

打合せ

(2)そのほか

若い会員の集い小委員会

13 日 6 時 - 9 11寺 於北浜ビジネス会館

出席者 西村民IJ 委rr 長、中村、広瀬、宮後、

絵、下各幹事ほか 13名

殺事( 1 ) 第 6 回「怨築家のための* みどり、、学

習会(4)J の実施報告

(2)第 7 同 「ビル防災のゼミナール」 の 企

山について

(3)第 8 回「往築家に話を 111J < 会(4) ・若 干

建築家に 11fJ <…・ 0 ・宮脇粗氏のやり方 ーー 」

の企画について

(4)第 9 回「瓦の製造と古代瓦をみる」の

企画について

140 ill 築と祉会/ 1976年 3 月号

(5)教育環境分科会報告

(6)そのほか

第 9 因企画分科会

13 日 5 時 - 6 時 於 会 館 3 1術会議宅

出 席 者 広 瀬 幹 事 ほ か 2 1"，

議 事 (1)会告案の検討

(2)その他

広報小委員会

14 日 6 時 - 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 上 松 、 打 浪 商 幹 事 ほ か 4 名

議 事 (l )P ｒ 分科会の卒業報管及び ＼Ｇｊｾ 業企画に

ついて

(2)研修分科会の事業企聞について

(3)親睦分科会の卒業企図について

(4)次年度委只織成そのほか

見学会小委員会

19 日 4 時ー 7 1時 於 会 館 H皆会議室

出 席 者 淀 副 委 員 長 水 谷 幹 事 ほ か 8 名

議ｾｏ［ (1)11 月の見学会の実施報特

(2)  1 月- 3 月の見学会企阿について

(3)'1' 南女子大学( 第 1 囲神戸市建築文化

賞受賞作品 ) の 見学について

(4)4 月以降の見学会企画について

(5)新年度委員構成について

(6)そのほか

教育環境分科会

20 日 6 1時半 - 111時 於会館 3 1¥符会議室

出席 I則般主査ほか 2 名

議 事 (1)収集資料の検討

(2)そのほか

委員会

22 日 6 時 - 9 1時 於 会 館 集 会主

出 席 者 浅 田 委 只 長 、 小 泉 、 花 房 、 柳 各 国11委

只長、水谷、上松谷憐'F

議' j 1. ( 1 ) 各小委員会の事業報告と cJ'; 業企画につ

いて

(2)新年度委只構成について

(3) そのほか

住 宅 委 員

.c，.. 

:z;;: 

委員会

13 日 5 時半 - 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 小西、岩本、高田正別委μ 長ほか 111"，

議 事 (1)次回住宅展について

(2)51年度の委只について

(3) ハウジングフェアに協力の件について

編 集 委 員

.c，.. 

:z;;: 

3 月号「医療施設」特集編集打合会

14日 5 1時半 - 10時 於 会 館 集 会 室

出席者 片倉幹事、議事ｾ、辻野同特別幹事

議 事 シンポジュウムのまとめ

広告企画小委員会

14日 4 1侍- 6 1時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 松 村 委 員 長 松 原 委 員 ほ か 5 名

議 事 (1) 1 月号の広告収入報告

(2) 2 月号、 3 月号広告経過報告

(3) 4 月号広告企画

(4) 5 月号広告企画

投稿欄小委員会

16 日 4 時 - 6 時 於 会 館 3 11皆会議室

出 席 者 鈴 木 副 委 員 長 ほ か 2 名

1.&ギ (1)  1 月号明私の設計姿勢、、の報告

(2) 4 月号の企画

委員会

20 日 4 時 - 6 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 松村委只長ほか 4 名

殺 事 (1)収支状況と本年度の見込報告

(2)郵便料値上げに伴う対策

(3) 2 月号= 建築基礎椛造の問題点特集経

過報告

(4) 3 月号= 医療施設特集報告

(5) 4 月号= 床工法と材料特集報告

(6) 5 月号= 建築防災と法特集報告

(7) 6 月号計四特集の企画

(8)そのほか

(9)第10図広告企画小委員会報告

(1曲第 6 回投稿欄小委只会報告

(11 ) 次年度編集委只長および交代委員の件

3 月号「医療施設」特集編集幹事会

26 日 5 時 半 - 9 11寺半 於会館集会室

出席者 片合幹事、池田有隣特別幹事ほか 4名

殺 事 (1)記事データの収集報告とその処理およ

びグラフィ ックの収集中間報告

(2)ンンポジュウムのまとめ

.c，.. 

:z;;: 

委員会

19 日 3 時 - 5 11寺 於 会 館 集 会 室

出席者 稲田刷会長、市川委只長ほか 13名

税 率 (1)法令特集( 建築防災と法) ー建築と社

会 5 月号ーの件

(2)消防法 - 基準法の件

(3)最近の情報交換

(4)次年度委員長 ・委只の{ 牛

出 版 委 員

. "恥

:z;;: 

委員会

27 日 5 1時半 - 7 時半 於会館集会室

出席者 山閉稔氏、小林委只長ほか 2 名

議 事 (1) r鉄筋コンクリート構造物の耐渓安全

性」出版計画について
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委員会

30 日 5 時半 - 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 山田、牧田正副委只長ほか 7 名

丸五基礎工業附 4 名

殺 事 (1)無音無振動杭について

(2)新建材の紹介コーナーについて

| 若 い 会 員 の 集 い

「ビル防災ゼミナール」

・・・ 防災計画に対するプロフエツションを問う -

21 日 1 時半 - 4 時半

於関西ｾｴｉ力大阪南サービスセンター

参加者 58名

講師 恩田-"'J 氏( 前大阪市消防局予防部長)

映 画 サンパウ ロのジョエマビルの火災ほか2巻

L竺
学

.o、

:z;;: 

完成した薬師寺金堂の見学会

24日 1 時半 - 4 時半

参加者 40名



建 築 業 務 基 準 委 員 会

20 日 2 1侍 - 4 11寺 於 日 本主II 築学 会

出席者 山線委員ほか

議 事 建 築 業 務 基 準 委 貝 会 当 面 の 問 題 点 そ の ほ

か

| 建 築 ク ラ ブ 朝 食 会 |

13 日 8 時半 - 101侍 於大阪・グランドホテル

出席者 73名

当日は自衛隊大阪地方連絡昔日i主久間仲 兆三 等|援

尉 殿 よ り 、 映 画 「 中 立 国 の 国 防 」 ス イ ス ほ か の

紹介があった。

1 月 の 入 会 者 ( 敬榊品)

〔団体会只 2 社〕

クラレ不動i車側 側第一サービス

〔個人会只 15名〕

岩 井 相lチ 小 山 能 広

竹 延 邦 縫 武 凹 附 努

中 村 弘 樹 中本 カ

稲 崎 洋一 松 谷 正 己

山 本ＡＡｾ子 山 本 真一

(i 佐会只 1 名 ( 氏名 省略 ) )  

竹 内 史 郎l

中 島 誠 男

平 尾 光 明

森 長一郎

ti 杉 陽 一

議師寺の見学会

「建築と社会J 誌パックナンバーのおしらせ

最近 6 年 間のパック ナ ンバーがそろって おります。

購入ご希望の方 は日本建築協会まで ( 電 話06 - ＲＳＱ Ｍ ＹＶＴＸ Ｉ お ｉｪ ｬ し込み下さい 。な お、邸送料は笑 Ｑｾ ，、

ただきます。年 間 購 読 ( 12f1IJ-￥ 7. 200 ・送 料 当 方 J' l l旦) のお 中 し込みも 応じます。 * E印nlはま欠号

|怜附v明| 凶昭酬叩和制4“桝附叩6昨附附年削刊(ωω5臼叫2

rハ¥巻1 1  1  

円子¥

住毛- 60年代の| 冬季オリ ンピツ

1  1総括と 70年代の 1 :  ，"  ，， - . :，1建 築 教 育 |歴史的環境保全 |図 古

展 望 I ? と 札 眺

*
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一
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M

百日市エネルギと Ｑ ｟｟｟｟ ｟｟ Ｎ｟Ｑ 泉北ニュ ー タウ ｼ 明日の挫築は ｉｾＮＮＭ ｾ｟｟｟ｉ 建築基 礎憎造
2  1  """ "  _". ' " ，. .. 1  600 号 記 念 号 l ンのコミュニティ 1: : - . ＾ＭＺＭｾｉ 東海の新建築 ｼ無 公 害 化 ビル I V V V  - J  U L... .I!o' " 7  I 士会 加ｼと Ｗ なるか Ｑ ＮＮ，ＮＮＮＮ ｉ ＢｉＭ ｖＧ ＧｴＧＱ ｉｾ ＿ｦｯ［Ｚ Ｑ の 問題占

M也 氏X

イ ン テ リ 7 11 大 阪 大 林 ー

3  1 建 築 権 準 法 I Ｇ ｾ ｟Ｇ＠ .， I  ｉｉｾ Ｚ＠ .. ｾ ｾ＠ /， ' :  I保 養 所 作 品 |イ ン テ リ ア | 医 療 綿 設

デ ザ イ ン1 ビ ル デ ィ ン グ

百11 ，有生前と 1 1  . . .  • ｾ，Ｎ ， Ｂ＠ 1既成市街地の 1主I pc 板 を 使 用 |床 工 法 と 材 料

4  1  7.  • • 11 1郷 市 交 通 問 題 | レジャーと施設 I ＺＮ］ｾＮ ｾＺＺＺ ＺＺ＠ t-:': I  .. :  : : " : ..': _:': :  I  
み ど リI 111'  ' 1'  "̂ J.I.!.I I UJ  ，OIZl  I  - ......__ I屯地獄備の万策| した工業化住宅 1 ( 予定)

*  
5  1企 画 と 設 計 | 水 平IJ

の プ ロ セ ス

大 阪 間 際 | 北 伐 ニ ュ ー 1.. ， _  .. 1建 築 防 災 と 法

用 ｉＭＮＮＮＮｾｾＮ ， :"1:: ' :" ， ，， =I t士会 ・建築・法 |

ビ ル デ ィ ン グ | タ ウ ン 計 画 1- - ｾｾ＠ '-1 ( 予定)

老 人 | 怨築生産と流通 |都市 の 景 観 と| 市 街 地 強 倫

6  1 解 体 工 学 | 量 産 住 宅 の 設 備J I -t:. _  /， ｉ Ｍ Ｚｾ ｉ ＺＭＧ］Ｚ＠ ｾ ～ Ｚ ＧｷＺ＠ I  ＺＮＧｾ＠ ' 1'  .， ｾｨ＠ ｾ＠ :  I  ( 仮称)

コ ミ ュ ニ テ ィ | 機 摘 の 変 容 | 施 設 ( 予 定 )

E 住 宅 一 建 築 家 | ピ ル の 符 | 建 築 と プ レ ス ト | 工 場 建 築 と 設備

7  1都 市 と 港 湾 1 1'''- ｾＮ＠ -=_ "'" '" 1 "  ，- :: 1  V  A  ｾ＠ ::J / ?  ') 1  

一 般 号 | の す ま い lエ ネ ル ギ 化 | ー ト 締 造I ( 予定)

1  ( 佳 中 学 ) 1  本 I ....，.. fi=.l _  .  _  I  . L  .'.::r_ -1-11- ....l l  J.. n  n u  I  
転 換 JUI の 1 ，.，--" ， . ， Ｑｾ｟｟ＮＮ ＮＮＮ ＮＮＮＮＮＮ ＢＢ ｬ ｩｲｬｩ 層プレハプ ｼ 生活排水処理ｼ

8  ｉｾＧ＠ -.. ｾ＠ Ｍｾ＠ ， 1  1新用途地域制 と1;::.;_._ .. ... ..，" "  1  ＺＭＺＭｾ ｾＮＮＮ＠ :  -- -:-1 ( 椛造特集)

ニ ュ ー タ ウ ン 1 1環 境 | 住宅の柿iiE設計| 施設のあ り方 1

者sr I i 住環境への 1.. ..  ｾ＠
9  1 軟弱地盤と渓災 1 ＺＮＮｾＭＭｾＧｾ＠ __ 1機 造 と 施 工 | み ど

ア プ ロ 一 目

人間環境として

りI Ｏ｟ Ｇｉｾｾ�ｾ ＿ｃＮ ｟ｾ＠ ｾ＠ '1 ( 計画特集)

の タ ー ミ ナ ル

変 貌 す る 1."" ｟ ｾ＠ ，，ｾ＠ " ， 1.. • .  •• ，...1 一 本 | 騒 音 対 策 と

10 1:: ;;: J ，L.  ｾ＠ I都 市 防 災 | 仕 上 と 材 料 |屋 恨防水工小の 1:: ＢＧｾ～Ｇ＠ '" ， ｾＮｉ＠ ( 方面工材料特集)
建 築 生 産 1.... ... ." Ｂ ｉＧ ｾ＠ ｾ＠ - .......1 失 敗 例 と そ の 付 策 | 防 音 材 料

，第 1  8  回| 第 1  9  回 |第 2  0  回| 第 2  1  回| 第 2  2  回 1 ( 'i ' j - 年技術1
11 1.__ . .  ___ .. 1  .  ___ • .  1  1  1"- - .. - 1  l '  - 1  

B 官f 年 技 術 者 | 青 年 技 術 '者 | 青 年 技 術 者 | 背 年 技 術 者 | 青 年 技 術 者 1 ¥ 者 特 集 j

然 と 1 ｾ，Ｎ＠ "" _  ｾ･＠ '..， _  1 ヨーロ y バの| ピ J レ 防 災 に

12 I  ｾ Ｎ＠ Ｎｾ＠ .." -n.. ｉｾ ｉ＠ I北| 援の新建築 1 ｾ＠ ｾ＠ ｾ＠ .:  1  ，:， ｾ＠ .:' : :  :  1集合住宅の設備 1 ( 設備特集)
レジャ ー 空 間 1 .  - - - '1 ま ち づ く り | 附 す る 12 章

11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川|川川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l日川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11 l  

- 日本建築協会の展示窓紹介

商 都 大 阪の 海 の 玄関と して、また西日本における物資の流通拠点 として 、かねてか ら務備 が す す め ら

れていた「大阪南港」に、また新しく、一般外航定期船主主頭( ライナー埠頭) と食品埠頭の一 部 が 相

次いで供用 を開始され、国際貿易港として の機能が一段と 強化されようと しています。 都 心へ の 交通

も ＴＹ 年 Ｗ 月の港大備の Ｑｾｾｬｩ 直によって一層便利になり、海ｼ箆輸送機関の基地的役割 ｬ を担うとともに、背

後 都 市 闘 の 産 業 ・経済と市民生活の発展にそ寄与し、新しい港湾都 市の誕生をめざし て、 ますますその

発展がJ tIH寺され てお ります。

展示: 容には 、着々とすすむ南港開発の 完成予想図およびそ の 土地利用図、すて・に稼動しているフェリ

ー埠頭とコ ンテナ埠頭などの港湾施設、また、港と大都市機能を組み合わせた緑と海のある新し い街

一一ー大阪南港ポートタウンの計画図等を掲示しました。どうぞご一覧下さ い。

惨展示期間，J 2 月末より 2 ヶ月間

砂展 示 場 所 京阪 ｾｉｬ 鉄地下通路Ｈ淀屋僑→北浜の中 ｮｬｬ 南 ＱＱＱＱｊ ショーケースＩ

島 詞

盟= 与二二: : . 沼田師、: 二= 畦ム」孟圃

d 包月三i吋

11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川l川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川111川l日川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川111川11川l川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11 l  
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内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生回区北長狭通 4 - 1  (英和ピル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区絹笠町50{ 堂ビル 5 階 502号室)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市訴合区八幡通 1 - 5  ( 屯話221 2923)  

陸屋恨防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

前 ＮＷ 臥ー陥ｾ帯
新 工 法 .ノ

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式曾紅

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー l
( 電動式並固定型各種) 目

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

本 社

大阪出リ長所

名古屋出妓所

札 眺 出 媛 所

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅1

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

¥換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事 ・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式
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) 苧 ヲ q イト

東京都中央区銀座 8 - 4 - 1 1 電話 03(571)270.3- 4・2370・4064・0264

大阪市都鳥区都島中通り 2-3- 1  電話 06(921)  2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3 m話 052(811) 3  6  6  0 ・3 1  0  4  

札 帆 市 中 央 区 北三 条来四丁目 電話 011(231) 7  5  1  1  

( カタログ進呈)

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番22号

電 話 (981) 06 1  5- 06 1  8  

_. 



電 気 設 備 ⑤

P 自 信明. . A:::::'  .L品・ ......b. 

l場 竜 丸 株 式

代表取締役 山 本 博 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 - 3  朝 日 ピ ル

T E L 大阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 ( 代)

田 市 垂 水 町 3 - 3  4  - 6  

T E L 大阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 )

京 都 市 右 京 区 西 京 俸 高 野 田T 2  1  

T E L 京 有11 075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( 代)

福 岡 市 中 央 区 議 院 1 - 1 4 - 8

T E L  福岡 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 設 備 の 頁

朝 社

A

令

官

設 計 施 工
電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

6詮

吹

本

本竜士営鎌所

京書官官町難所

補 間 出 張 所

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

取 締 役 支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区間関橋五丁目 二八接地 電話大阪 (202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 悶 1 丁 目 4 番 地 5 号

支 社 札 帆 ・仙 台 ・丸 / 内 ・ 名 古 原 . t;，¥ I;?;j 

営業所・出由主所 全国主要都市20ヶ所

会 社

電 気 工 事 設 計 施 工

血，、

代表取締役 林 敏夫

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ピル 7 階)

ｾｬｬ 諮 Ｈ ＳＶ Ｑ Ｉ 3  6  7  1  ( 代)

東京r . I I 中央区日本橋箱崎町 3 丁目 2 番地

電 話 ( 671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 桜 原 ・ 堺 ・ 稲 山

社一
一
一

株 式 会 社

腐

本

支

出 張 所

設計・施工

喝'

気 株 式

電 気 工 事

エ

A

S

A

-

-

一

向

式

日

均

株

十

棚

機

嘉

伊

電

出

拡

宝

脚

気電

S込 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 h北 京 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

ltt 宮古 大 阪 (931) 代 表 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市城東区野江東之町 3 丁目 11 電話大阪 (931)7004 

奈良県御所市御国通 3 6 0 電話御所 ( 2 ) 0 1 2 2

枚方市山之上西町 1 の 1 電話枚方 (43)8659' (44)9232 

資 材 倉 庫

奈良営難所

枚方営難所

庖支

神 戸営業所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

阪 市 西 淀 川 区 柏 隼 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

t( L 持活ー大阪 ( 472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東 京 都品川 区 西 五 反 田 6 丁目 25番 I I 号( 招 μ ピ J レ)

l1:t 骨活断 東 京 ( 491) 1746 ( 492) 0182 '  0350 

北 九 州 市 小 企 区 銚 物 附 町 2 3 孫 地

包 括 小 合 ( 56) 5  6  6  5 ・ 5 8 1 8  

1唱 ・ 千 梨 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

キ土

1苫

営 業 所

支 l市

営業所 若手出 必 所

電 気 工 事 設 計 施 工

令富士電業株式会社
社

A

S

A

 

事 株 式工藤エ太 陽

中 実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・広 高 ・福 岡

回
取 締 役 社 長自日四林

取 締 役 社 長

ネ土本
大 阪 rl i 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T E L ( 06)  452- 1  1  5  1 ( 代)

ヰ土本

大 阪 市 此 花 区 恩 ft 南 之 町 7 3  

T E L ( 06)  462- 1  3  0  1 ( 代)

電力工事本部

社

取 締 役 社 長 栗 原 信 英

大 阪 市 北 区 高 士 豆 町 1 6 番 地 ( 束 阪 急 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・舞 紛 ・大 阪 商 ・神 戸 ・ 広 島 ・九 州

A

Q

一

A
式株業工原栗

A

Q

玄
本 電中

本

社

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ピル 3 階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東 京 都 港 区 新 紙 2 - 1  6  ( ニュー新橋ビル 7 階)

m. 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

m 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

堺 ・千 葉 ・ 宇 都 宮 ・ 熊 本

社

庖

本

支

本

支

社

6 番 地

8  8  8  1  

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事 ・ 政骨十 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取 締 役 会 長 今 村 騰

取締役社長 平 木 寛

大 阪 市 北 区 綿 ケ 枝 町 5

電 話 大 阪 大代表 ( 312)

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸

松 山

社本

電 気 工 事 設 計 施 工

営業所

A

S

A

 

商

ェ
一

一

気

設

電

永

事
工

L

E

装計事工

E

一以電

マヤ株式会社

電気設備設計施工

⑤ ?民ュ

1 0  本山

高千縫亀締結式盆粧
取締役社長

大 阪 市 北 区 西 掘 川 町 1 5 番 地

f包 括 大 阪 ( 364 ) 代 3 0  5  6  

来 ・ 京 ・神 戸 ・広 J;}j 

名 古 屋 ・岡 山 ・水 向

札 帆 ・滋 tl ・高 砂 - 松 山 ・三 原 ・沖 縄

社

庖

所

所

本

支

営

出

雄

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー I 0  

電 話 大 阪 ( 06 ) 358 - I  I  7  I 大 代表

東 京 ・ 神 戸 ・ 九 州

久崎取 締 役 社 長

キ土本

業

張

143 

営 業 所



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

《令部期目玉業社

本 社 東 京 都 港 区 芝 松 町 1 -25- 7  l1L話 ( 434) 617l ( 大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀川区加島 1 -58-59  電話 ( 302) 2271( 代)

支 応 北 悔 in ・仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 砧 ・福 岡

営 業 所 担11 路 ・函 館 ・盛 岡 ・ 徽 浜 静 岡 ・ 京 都 ・神 戸

電気・ 空調・給排水衛生設備

設 計 施 工

舎 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

本 社 大阪市西区江戸堀 1 - 60 i Ui1i品 (441)8231代表

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 福 岡 仙 台 ・金沢 ・広向

営難所 札帆 ・新制 ・岡山 ・高松 ・熊本

出張所 盛岡 ・ 秋田 ・ 横浜 ・ 富山 ・ ｾＱ 回 ・ 稲井 ・ 京行 ＱＱ ・

神戸 . IA児 );.¥. 1郎新

給 排 水 ・衛 生

峻 冷 房 ・換 気 設 計 施 工

去 を 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 rJi 垣 町 一 電 話 大 阪372局7151( 代)

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ノ レ 屯 話 京 都561局4944( 代)

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 / ー 電 話 神 戸 341局 5 8  9  2  

空 気 調 和 般 備

各種送風機・風力輸送装置

給排水衛生設備設計施工 設計製作

空調機器類・公害防止装置

各種プラント設備

⑪ 格 式 舎 社 g・:'4Jlシ

本 社 大 阪 市住 吉 区 万代 東 6 丁目 3 T  E  L  ( 672)  1281(大 代)

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・京都 ・ 広島 ・福 岡 工 場 和 泉 ・名古屋

テレックス : 本 社 No. 562ー 7688 和 泉工場 No. 538- 5898  

- 給排水衛生 . 冷暖房

. 空気調和設備

. そのイ也管工事一切の設計・施工

⑮ ( 明 久 孝 事 務 所)

斎 え 玉 業 株 式 会 壮 大 阪 支 広

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電 話 06- 443 - 5041 附

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6- 2( 日本 ピ J レデ ング)
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電 話 o  3  - 2  7  0 ー 7 4  1  1 附

営 業 所 札 帆 . (111 台 金 沢 ・ 向 後 ・ 岡 山

出 渡 所 柄 井 ・ 合 敷 広 Qj .  7!!i 小 牧

冷 暖 房

給 排 水 ・ 衛生 水 道

電 気

厨 房 ム

環 境 衛 生 施 設

荷 役 巡 織 機 械

化 学 鉱 山 機 械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支庖長 藤 田 初 戴

大 阪 市 東 区 北 浜 2 丁目 2 2搭 地 包 括 大 阪 ( 202) 代 表3071

本 庖 束 京 日 比 谷 ・三 倍 ピ ル

支 庖 名古屋、福岡、札映、広品、仙台、北脱

出 張 所 揃浜、高松、静岡、笠園、岡山、金沢

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

⑪ 三 建 設 備 工 業 ヰ 結 審 社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 5 番 地 電 話 ( 352) 11 3 1  (代)

本 社 東 京 都中央 区 日 本;僑 蝋 殻町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札眺 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 聞 和 ・ 衛 生 設 備

。
-ー

晃 空 調
l 式会社

-‘ 

-
東京本広 東京都新宿区西新宿新宿住友ピル 11L話 03- 344- 1911

大 阪 本 庖 大 阪 市 北 区 高 田 町 16 番 地 包 括 06- 363- 1371 

支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 11 ー 2 電話052- 581- 8571  

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 電 話;0822- 47 - 4535 

福 岡 市 中央区大名 2 丁目 4 番22号 電 話092ー 761- 3795 

出 張 所 横 浜 ・福井 ・京都・ 神戸 ・松 江 沖縄

一一冷・暖房、衛生、機器配管、設計施工一一

⑮ 

. J l I  

株式

会社

ご重Z

J 同
，jく 工 業

3 丁目 14番地

8  5  1  (代表)

丁目 11 需 7 号

本 社 大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町

〒5 3  1  ｾ正話大阪 Ｈ ＳＷＲ Ｉ 2  

東京支 I;lt 東京都中央区八丁堀 4

干 1 0  4  (神谷ピ J レ)

ｾｬｴ 前東京 Ｈ ＵＵ Ｑ Ｉ Ｘ ＰＴＱ Ｈ 代表 Ｉ

出 1n 所 。ej 取 ・俳 馬 ・宇 都 宮 君 i'l，

1::; m.  1..¥ 岡 松 山 . j ! ' ) j 絵

所

吾亘ES 新日本空調株式会社

司w :

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 立 仏 浜 通 1 - 2  5  ( 新大ピノレ )

ｾｉＮｌ ｍ￭＠ (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代)

本 社 東 京 支 庖 東京都中央区 日本紙本石町4- 2( 三井第二別館)

1: IL話 (03)  279 - 5  6  7  1  (大代)

名 古 屋 ・九 州 ・広 仏 ・ 札 眺 ・東 海 村 北 陸 ・大 分

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 1二佐 堀 通 1- 14 T  E  L  06- 441 - 5  1  71 

支 j苫 東 京 ・大 阪 ・名古屋・ 京 都 ・ 神 戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・ 千 葉 ・ 横 浜 ・静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑨ 諸 研 冷 機 踊 器 量 柱

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3番 丁68番地( オートセンタービル2階)

郵 便 番 号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

東京営業所 東京都千代田区九段南 2 丁目 2 番 5号( 九段ビル 81; 皆)

郵 便 番 号 102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4番

+  



ネ

- 空 気 関 利 政側面 ・ 給 排 水 衛生 量生備 ・ 塗善幸股備

・ 蒸 気 噴 射 式冷 液 機 ・ 公 害 防 止間 違 機 器/ 波書十 製 作 ・ 地 工

、F 大

. .e= 

ヌ1 而土

( 旧社名 建 材 社)

本社・点京支' ，1; = 車';': s覇市区西l 1i 宿H (新宿住友即日2.13F) @( 344)1851大代

大阪支 ｾｬｩ ］ 大阪市北区中之 ＱＺ ，｜ 2  - 22 ⑧ (203)3721 代

名 古 屋 支 li1f=名古屋市中区錦 2 - 2  - 13 ⑧(211)1535 代

tJ¥ ｾｍ 所 ］ 札帆・ ｦｕｊ 台Ａ在 ＱＱＱ 金沢 ・ 神戸間松

広 ι5 ・松 山 偏 岡 沖 縄 ・パンコ， 7

一 般 空 開 設 備 ・ 恒 温 慢 ia ，設備・ J令 猿 冷 蔵 段 備

冷 却 乾 燥 設 備 ・ 環 境改 普 段備 そ の 他上況 に 附

，園、一 帯 す る衛 生 、電 気 等 一 切 のエ 事 の 設計 ・施 工

ｉｾ イヲ写本 ｕ フヲシト締罰皇将
司玄F 取 締 役 社 長 北 川 一 郎

本 社 大 阪 i l T 大淀区中山本通 1 丁 目 2 得』也ホ ー コクピル

支 I吉

営 蟻 所

回

干 531 司i ff ，'i 大阪 ( 06) 372- 5171(代 表)

東 京 都 中 央 区 日 本 締 本 田T 3 の 1 共 同 ピ ル

干 103 1 ' l t 府東京 ( 03 )242- 5521  ( 代 表)

都 l: t i j 名古屋広 1; ， ¥ 札 帆 flll

H丘 . i令厨 ・空気温温度調技装世

設 計 施

高 Ｖｾ＠ 妻11
品ｾ

-← 

大阪支庖 大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北 阪 急 ビ ル 91暗)

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 合 4 丁目 2 番 地
本 キ土

j皇・湿度調整装置、暖房

冷房、水道、搬送機設備

設計並ニ施工

第一工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 日 凹 町 3 0  ' 01L話 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3- 3- 1 ( 新東京ピノレ)

仙 台 支 庖

名 古 屋 支 1;5

rt L 鯖 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代)

仙 台 市 新 伝 i鳴 町 6 0  

f包 骨 1 ; ( 21)  4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

'i'{L 庁市 ( 971)  3  6  2  1  

c: : : : m哩型堕コ 空 気 調 和 設 備 一

設計施工

換気 ・除塵設備

東 洋 空 襲 工 務 織 亘 書 舎 祉 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 - 福 岡

T E L ( 433)  8 0 7 1  

T E し( 562) 1  3  5  1  

温湿度開整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

⑨日本管工業株式会社

大 阪 支 庖

四 日 市 支 庖

滋 賀 営 業 所

津 営 業 所

京 都 市 南 区 西 九 条 12 田 町 2 0 帯 地 の l

ll.t fli5 (681)  5  1  0  1 - 5 ・夜 間 専 用 (691) 1045  

大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37(天満橋北詰 )

ｾ宮舌 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

問 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ⑬7431- 3  

大 i' l!市 打 出 浜 13- 15 m新 0775 ⑫ 9 7  3  8  

津 市 栄 町 2 - 1  1  1 電話ー 0592 ⑧ 3 6 1  0  

空調 ・衛 生 設 備の 頁

CffelT 2舎町震届嗣S

Ｍｅ ・ ｅ ・・ ｅ ・Ｍ・ｾ司 了 ｾＺｕ 唱 ＺＱ

唱 F電・ー....
，. 旬、 東 洋 キ ャ リ ア 工 業 ( 株 ) デ ス ト ビ ュ ー タ 一 関 西 地 区

l∞自宅設駐車f精子主社

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

お 25西原衛生工業所大阪庖

阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11 電言語大阪 (458) 3531番

営 業 所 京 都 ・ 広 島 ・ 天 理 ・ 福 岡

@  平' " 互業株式会社

衛 生 ・空 気 調 和 設備 ・設計 ・施 工

大阪市西区江戸堀通 2 の2 T E L ( 441)附1994・( 443)附0331

空気調和 ・恒温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

@ 不ニ鰐工業織ま曾紅

本 后

東京支底

営 業 所

育

大 阪 市 南 区 順 応 町 2 - 5  0  ｾｬｉ ￰ｦ￯＠ 261 - 2436附

東京都大田区西馬込 1 - 2  - 1  電話 773- 1231(t¥'J

銀 時 ・ 浜 怯 ・ 京 高s . 神 戸 . t ; ，¥岡

親 切 其 心 で 御 用 さ せ て I頁 き ま す

大 砲 パ y ケー ジ、ヒーター若手々

( 市{ 聞の半値以下町 :H物 も 少 量 あ り ま す )

宮 地 空 調 専 門 l苫

代 表 御 用 役 宮 地 一 彦

大 阪 市 西 成 区 山 王 3 - 16一 7

代表 649- 0008 夜間 641-1242

山

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

田 エ 業 株 式 玄 社

本 十t k 阪 市 阿 区 Jj( 町 掛 l TI I 6 2 也前 06 (443)8J61(よ代J ; ，)

名前h ( 支社 名内 ｾＮｲｬ￮ 中区栄 2 r  11 16  - 13  '，l( "f， 055 (202) ∞77(代ぷ)

，;0制ピル

: 1 ¥税所見UJflm港区北.，'([LI3 丁 116 - 1  8  

M ，J ピルデイノグ，li'1113 附 '，[e，，r， 03 (409)  8  9  0  5  

神ド， ｉｪＧ 七回｛烹 ｾｗ 伏泊 Ｗ J i J  1町 1 '，[e，，t. 078 (341)  1778.  Ｔ ＳＸｾ＠
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社 寺 数 奇 屋 用 瓦 ー大 仏 瓦

床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 一大 仏 敷 ・ 貼 瓦

内 外 装 用 窯 変 美 術 タ イ ル ....・大 仏 タ イ ル

新 発 売 古 代 土 器 調 高 温 〆 タイル ーー 大イム古代タイル

@  

建 材 ・ そ の 他 の 頁

場コこ

ナニワ媛勾12五
3 寸緩旬最適軽量フj，止付( 空葺) 瓦

Board&Sl ate 

フ タ パ 黒 板

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

阪

市

埠

迎

区

元

町

一

丁

目

七

凹

ニ

電

幅

削

五

O

六

五

T E L  ( 345)  9055( 代 表 )

T EL  ( 252)  3  9  0  6  

T EL  ( 202)  5  2  6  0  

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 1 6  

大阪市東区本田T 4  - 27御堂ピノレ

大 阪 市 東 区 横 綱 2 - 3  6  

本 社

御 堂 営 業 所

櫛 城 営 業 所

Standard 

奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

: :  " } 淳窯零歳庖

電 話 大 阪 06( 532)代 0461 ｾ＠ 550 

姫 路 市 北 条 口 1 2  6 番 地 ( 住 友 生 命 保 険 ピ ル 7 F )  

ｭ 骨 ｾ 姫 路 0792( 82)  0999 ｾ＠ 670 

⑪ 

姫 路 営 難 所

橋セ卜 貨 ご リ用 下 守
b

E

V

 

種

ガラス製品卸問屋

セトモノのデパー卜

各ポツ耐 酸

陶器、

本 社 大阪市東住吉区駒 川町 3 - 54 電話 (06)702ー 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

建段省 IE定の防火材料

基材周等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  4 号

基材同等 o  0  0  4 号

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

セメント系吹付材

特殊リシン吹付材

アクリル系吹付材

ヒ ル 石 吹 付 材

内外装ホーロー建材及スパンドレル( ヨドウオル・ヨドスパン)

屋根折版( ヨドルーフ) 販売及責任施工 株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支J吉
サクラ建産株式会社

ペーふ

可竺F

大阪市東区高閲僑 2丁目 9 野村ピ l レ51l皆 屯 話 大 阪 (202)4905
大阪市都島区都島中通 2 丁 目1 7 番 4 号

電 話 大阪(922) 代表4421- 3  

建築物自制自等造作工事、家具建具・室 内 装 備 工 事

内 外 装 飾 織 物 ・窓 掛 敷 物壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

D E C O R A T O R S ，L T D  F U T A B A Y A  

ニ葉屋装備工業株式会社

取 締 役 社 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 (06)349 - 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可(般- 48)第12064号

図 飼
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コニ

オリエンタルメタル ( O. P. M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P. M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P. M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P. M)

任 施責由自色 彩尺 物長

種"" 
回 目

燃 え な い

わ れ な い

腐 ら な い
W ジ ャ ン ボ 波

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

ボ ッ ク ス t皮V i皮S 大 波S ノj 、t皮波 板 規 格

途用

ｲｬｬｊｉ ンヲ ｊｬｊＹｊｾ 製造株式会祖

大 阪 ( 412 ) 5131代 表

蕨 ( 42 ) 3115 - 8  

大 阪 ( 488 ) 1081代 表

八 幡 ( 69) 2831 - 4  

名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4

話

話

話

諮

諮

電

電

電

電

電

兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松本ビノレ

崎 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  

福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町T 頃 末

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2 中 経 ビ ル

本 社

東 京 支 社 及 工 場

大 阪 支 社 及 工 場

九 州 支 l苫 及 工 場

名 古 屋 支J吉 及 工 場

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

ヤ

唱･Ｈｾマ

ｾ￰＠ I・

3従

ｾｾ＠

〆 F / Fインテリヤ・・・カラーストーン・・・研出し仕上/

(旭化成ミュ- ) レコー卜・セット品)

rs，ZPヨ・スト-zb

ワ ン タ ッ チ ・ ・ ・ 洗 出 し 仕 上 ・ . .  

.. 
キ

( 旭イヒ成ミューj レコー卜・セッ卜品)

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九州l新 興 建 材 工 業 一

発

売

元

- 全 国 有 名 建 材 庖 へ 御 問 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

1 47  



発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

-・・・

鈴 木 式 防 煙 火 シャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リル⑮ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ピ ー ア ッ フ. @シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 堕

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋 根 材 ・壁 材 ・谷 樋 棟 包 水 切 り に

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

大 島 応 用 化 学 東 大 阪 市新 庄 ( 745) 5121 - 5  

年中見ていただける 皆様の見本室
|雲|

タイル

A M. I0. 00- P.M. 5.00 

日曜 ・祝日は休館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

梅田新進 O  南森町

148  

常設展示場
大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

丁E L (06)364- 2059 

豊 か な 経 験

最 新 の 技術

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 轡 町1- 12 日 生 ビ ル 包 (943)6571代 表

東 京 ・横 浜 ・民主岡 ・郡 山 ・水 戸 ・浜 松 ・岡山崎 ・名 古 屋 ・富 山 ・大 津 ・京 都 ・堺 ・神 戸 ・広 島 ・福 岡 他 全 国 主 要 都 市

f  



白進式 総合天井システムミ思議三

当社担特の照明燈ユニット及戸ルミ製 T I¥ーを建物のモジューj しに配列し、天井仕上材と→本化

し疋システム天井で空調、照明、防災器機、スピーカー等の設備ゾーンとの組合せ、重に聞土切、

ブランド B OX芯どの取{ すをも可能にしだ多様機能を育するシステム天井です。( PA  T. 6 件〉

l日社名 検 式 会 社 奥 村軍 兵衛 商唐 名 古 屋

広 島

仙 台

大 阪 市 北 区 伊 努 町 22 番 胞

穿該宗習主P央 区 銀 座 オ 7 白 27番 9 号

福 岡 市1専 多 区 住 吉2 丁目16番 27号

名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 T自 寸 番6 号

広 島 市 舟 入 本 町 19 番 13 号

仙 台 市 燕 沢 字 西 山 5 の 18

千 530 電 話( 06) 312- 4131( 代〉

干104 電 話( 03) 563- 3351 ( 代〉

干 812 電 話( 092) 291 - 0459( 代〉

干 733 電 話( 052) 522 - 5436( 代〉

〒733 電 話( 0822) 91 - 1533( 代〉

〒も83 電 話( 0222) 52 - 2631 ( 代〉

奥村重兵衛株式会社日

豊 か な 生活 環 境 を お 届 け し ま す

In a  

伊 奈9 T J I ，・伊奈衛生聞書・伊棄ポυ J tコ

I na 伊 奈 製 闘 練 武 畠 社

本 社 愛 知 県 常 滑市 大 阪 支 居 大 阪 市 西 区 新町 南 通1- 62 T E L  532- 6081俄)

株 式 会 社 谷 山 鍛 工 所

LA F リミットロードエヤーホイJ レ77ン CAF 直 流 式 静 音 送 風 機

ｾｮ ＧｴＡｬ ｑＢＧｑ＠

送 風 機
営 蝶 品 目

LE F  リミットロードアードファン

S AF ス トリームライン 7 7 ン

HA F タ ー ポ フ ァ ン

PAF プ レ ー ト フ ァ ン

MAF 多 翼 送 風 機

V AF 可 変 式 軸 流 送 風 機

T AF 軸 流 送 風 機

J O Y 可 変 節 軸 流 送 風 機

マ ル チ ウ イ ン グ 軸 流 送 風 機

溢 ピ 製 耐 酸 送 風 機

本 社 ・ 工 場 干 536 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之町 2 丁 目 l 番 地

電 話 大 阪 ( 06) 9  3  1  - 7  8  0  2  ( 代 )

東 京 出 張 所 干 113 東 京 都 文 京 区 湯 島 4 丁 目 6 番 1 7 号

電 話 東 京 ( 03) 8  1  4  - 6  6  5  1  ( 代 )

九 州 出 張 所 〒 81 2 福 岡 市 博 多 区 下 呉 服 町 5 番 2 1号

電 話 福岡 ( 092) 2  8  1  - 7  3  9  6 番

4  

快適なオフィスの

環境づくりには

やっtj: Oりすぐれた

製品か}必要で、

スチールパーティ Y ヨ ノ

粧

U

U

開

A

一宮

駅

l

閉

式

市

つ

住

株

烈

醐

'

』

『

矛

主
日
間

圃

i

E

』

圃

ヨ

官

菱

問

凶

目

γ

一
片

岡

凶

一

円

一九一

J

‘

一

F

F

所

-
U
瞳

庖

品

市

営

売

E

矧

帥
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完壁な雨仕舞をめざ以L

|  三星アルミコーピンクt140、新登場。 I

雨仕舞をより完全なものにするには、防水と一体で… ・・・。田島はこう考え、雨仕舞にも

全力てや取り組んていま七防水と一体なので雨仕舞が抜群だ、美しい、堅牢だ、耐候性

がいい、工期が短かい、など。多くの設計者の方がたからおほめの言葉をいただいた、

三星アルミコーピンク〉 そんな高い評価の中で、いま、三星アルミ コーピンク"'140が新登

場。250・210・140とトリオになりました。立上り部の厚きに応じて、それぞれ使いわけ

られます。防水をトータＩｾこ考える一一 。 田島は、それが完 全な 防水 へ 、一歩近 づく

ことになる、と確信 します。 . スライド完成・技術資料をご請求 くだ さい。

1

4

1

1

1

1

事

匡 三 望 翌D

ＱｾＰ ＲＱＰＲ 刃
ｖ ｾ 監認と常習Ａ



福祉の|玉! からや きた。

スウェーデす蒜Z P 3 3 T 3日 札) ーヨi L: J 町 僻

スウェーテ' ン 社会ｻ以降が， Ｚ ＧＺ ｪｬ 皇ｾ Iこすすんてd

いる IEI 病院、マー校、左人ホーム、図占館、

体育! 必ぷなどのあらゆる公共施設が、 Lっとも

充実してしも li，1。 この人間 中心の仁峻から

'1:. みだされた、 1，liiJlM切な l乏) ; ( J ，. f ; 材、ことに

Ｑ 以 ＨＧ ［ ＢＱ ＧＱＺ、断熱 ＧＱＧＱ にすり ｌ たヒ ュ ーマンな Ｑ ｾ Ｈ ｪ Ｑ 、

これがアコスチフロア、ターケットジムフロア

でt仁アコスチフロア、ターケ y トジムフロアは、

その機能 1( li 、他工面iにおける独特 のメリ y 卜

により， ｾｴｬ 伎は じ め欧米作 ＱＮＱ の Ｎ［［［ Ｇ ｲ ， な ｳ 設計 ｉ￭

によ っ て妹Ａ日され、ｩｦＨｾ往築物に数多く

1史われていま丸そしてし、まや "1世界の lぷ材 "

新しい ｈ 年代の床材として ｉｾ :J い，ll fIHiを受けて

います。そのアコスチフロア、タ ーケ y トジム

フロアが日本に LやってきたのですL
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一般病室用ウオールケア システム

色〉トヨJLユニ

ヲ大ｾｉ，ケア ｅｊ ステｩＶＮ

特

別

定

価

八

百

円

このユニットは中央部に収納キャビネットをもう

け¥在右に医療ユニットを取りはずし自在にもうけ¥

これをつンユニットにして複数ベットの場合はそ

のユニットを壁に遂次とりつけることにより病室

を構成します。尚上部と天井の聞にある力パーの

内部は各種配管¥空調吹出口等の設置が可能です。

私達はより良い治療環境を求め病院建築のスペー

スプランナーとしてお手伝いさせていだだいてお

ります。近代的病院の新しい環境を創造するセン

トラルユニガ I.C. U，C .C .U 用ウオールケ7フシス

テムでの数多くの納入実績を基盤として、一般病室

用のインタ ウオールユニットを開発しましだ。

株 式 会 社

1:! j トヨ止ユニ
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真
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井

孝
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111 1J t ，田 中 機 器 販 売 株 式 会 社

社 北 九 州 、I di 小 fr 北 区 4!? 水 1 ) 1 1 1 3 - 2 0  

T E L  093- 561- 4 4 3 1( 代 ) テレ ックス 712730 〒803

東 京 支 社 点 点 目11 T 代 川 区 点 制1111 1 - 1 0 - 6  幸 似 第 2 ビル

T  E  L  03 - 851  - 1  3  2  1( 代 ) テレ ソクス 2657 119 〒101

大 阪 支 社 大 阪 山 内 | 亙 江 ! i  1}，l: 4 丁 11 8  1  mi ヒル

T E L  06 - 441 - 4 4 4 1  テレ γ クス 5242934 干5 5 0

九州| 支社 1-，'川司 di r' .' l多加i .  JI: ビル 出張所 水山 IU¥lll ' l.ム，l; ，lj ・大分 ・民的

本


